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プロローグ




　もう絶対に逃げたりしない。幸せな人生を手に入れるために、今度こそ私は変わる――。

　珍しい銀髪に紫色の瞳を持つ伯爵家次女レティシア・シュミットは、実母の形見である銀の指輪をぎゅっと握りしめ、一人誓いを立てた。

　彼女は静かに過去を振り返る。

　極端に社交を嫌うようになった発端は、十二歳の時に連れていかれた茶会だった。

　レティシアがシュミット伯爵家の養子になって一年がたった頃、義あ姉ねミザリー・シュミットに友人たちに紹介したいから、茶会に参加しないかと誘われたのだ。

　まだ、マナーに自信がなくて尻込みしたが、ミザリーの仲のいい友人が開く気軽なものだからと励まされ参加することにした。その頃は、レティシアの中にも貴族社会に慣れたい気持ちがあったのだ。

　ふわりとした金髪に澄んだ薄茶の瞳を持つミザリーは、美しく優しかった。明るく華やかな彼女はいつも人の中心にいる。ミザリーと一緒にいればきっと大丈夫だとレティシアは信じた。

　しかし、そこでレティシアは社交界の厳しい洗礼を受けたのだった。




◇




「ねえ、食器の音を立てないでくださらない？　耳障りだわ」

　初めての茶会で、レティシアは緊張のあまりティースプーンを落としてしまったのだ。

　ミザリーの親友であり、茶会の主催者であるボンメル子爵令嬢のアニスは、不快感をあらわにして眉をひそめる。

「え？」

　レティシアは、ミザリーもいるのに、皆の前であからさまに注意されるとは思っていなかったので、びっくりした。

　おかげで注目が集まってしまい、ほかの令嬢たちも口々にレティシアを非難し始めた。

「そうよ。さっきから食べこぼしているし、あなたを見ているとお茶がまずくなるわ」

「そんな、私……」

　思わずうつむくとレティシアの座るテーブルに、わずかにスコーンのかけらが落ちていた。

　恥ずかしくて悔しくて、ぎゅっとドレスを掴つかむ。

「こんなマナーの悪い方、初めて見たわ。よくうちの茶会に来られたものね！」

　アニスが意地悪そうにまなじりを吊つり上げる。レティシアがミザリーの本当の妹ではないと、皆知っているとはいえ、あまりにも辛辣。ふと涙がこぼれそうになり、レティシアは慌てて顔を上げ目に力を込める。

「まあ怖い。睨にらんでくるわ」

　そんなつもりはなかったのに。ぐさりと胸に突き刺さる言葉の数々にレティシアは唇を噛かみしめる。

「意固地な方なの？」

「きっと育ちが悪いのよ」

　周囲から、そんなささやきがさざ波のように押し寄せてくる。茶会にも不慣れで友達もいないレティシアに、うまくかわす術すべはなかった。

　そんな時、ミザリーが必死でかばってくれた。

「しょうがないのよ。この子は、わけあって市井しせいで育った子だから。でも今は一生懸命努力しているわ。だからマナーが身につくまで、大目に見てあげてちょうだい」

　そんなふうに彼女たちに懇願し、なんとか仲間に入れてくれようとした。それが余計に恥ずかしくていたたまれなくて、文字通りレティシアはその場から逃げ出した。

　だが、不幸は重なるもので、彼女はその時ドレスの裾すそを踏んで見事に転んだ。せっかくの素敵なドレスを汚してしまった。




　以降、レティシアの心はぽっきり折れ、貴族の集まりにはろくに参加しなくなった。

　レティシアにあった向上心は急速なスピードで薄れていく。

　きちんとした教育を受け始めて一年足らずなので、読み書きはまだ不自由だ。自分でももっと学ぶ必要があるとは思うが、あの茶会以来これ以上学んでも無駄なのではないかと心が沈む。どのみちレティシアに手紙を書いてくる者などいないのだから。勉強はさぼりがちとなり、空いた時間はただただ美しく賢い義姉弟きょうだいをうらやんだ。

「まだ環境が変わったばかりでいろいろと慣れないだけだよ」

　肩を落とすレティシアに、十一歳になる義弟おとうとのリーンハルト・シュミットがそう言いながらいたわるように微笑んだ。煌きらめく金髪に深く青い双そう眸ぼうを持つ端整な目鼻立ちの彼は、美しい見た目そのままに天使のように優しかった。

「放っておいてよ。私はあなたたちのようにお上品じゃない。もうかまわないで」

　シュミット家の嫡ちゃく男なんで、すべてにおいて恵まれている彼に慰められ、余計惨めな気持ちになり、レティシアはつい憎まれ口を叩たたいてしまう。

「レティシア、慌てなくてもいいのよ。ゆっくり学んでいけば」

　ミザリーの憐あわれむような眼まな差ざしがさらに追い打ちをかけ、レティシアをいたたまれない気持ちにさせる。

「私をかわいそうな子だと思っているのでしょ？　同情しないで」

　レティシアは自分の不ふ甲が斐いなさを持て余し、慈悲深く完璧な彼らに八つ当たりすることでなけなしのプライドを保とうとした。




◇




　今考えると情けない限りだ。

　レティシアは過去に思いを巡らせ、二度目の人生で心を入れ替えることにした。『同情しないで』と言いながらも、本当は最後まで見捨てずかまってほしかった。誰かに愛してほしかった。それなのに愛される努力もせず、いつもない物ねだりでたくさん失敗した。

　そんな自分は今日で終わりにする。レティシアは変わることを決意した。『どうせ、私は』と言って逃げたりしないと誓った。










ループ０




　夜や闇あんに紛れてうっそうとした森を走る。領主館からは十分離れたと思う。しかし、まだ油断はできない。

「奥様、こちらです」

　従者のアランに連れられて、レティシアは着の身着のままで屋敷から逃げ出した。母の形見の鈍い銀色の指輪だけはしっかり身に着けている。

　不思議なもので、彼とは特別親しかったわけではないのに命懸けで助けてくれようとしている。それはそれで、レティシアにとってありがたいことではあるのだが……。

「どうして？　なぜ、あなたはここまでして私をかばってくれるの？」

　婚家のブラウン家では皆がレティシアを嫌っている。

「ある方から、あなたを守るようにと頼まれました」

「ある方？　なぜ？」

「あなたはかわいそうな人だからと」

「私が、かわいそう？」

　確かにレティシアは、自分がかわいそうだと思っていた。

（私は、嫌われ者で孤独な人間ではなかったの？　味方がいたの？）

　その時、前方の茂みから、ブラウン子爵家の私兵が二人飛び出した。そして、後ろには夫トレバー・ブラウン子爵と兵が迫ってくる。

「奥様、この隙に！」

　レティシアのために活路を開こうと飛び出したアランが、兵に袈け裟さ懸がけに斬られ血しぶきが飛ぶ。レティシアは悲鳴をあげ、反射的に彼に駆け寄った。

　傷は深く、助かりそうにもないのがひと目でわかり、絶望した。レティシアは首から下げた形見の指輪をぎゅっと握りしめる。

「アラン……」

（どうしてこうなったの？　なぜ、このような惨むごいことをするの？）

　迫ってくるトレバーとその兵が、涙でかすむ。




　その後、レティシアは捕らえられ、王都近隣にあるバテスチ牢ろう獄ごくに入れられた。夫のトレバーに毒を盛ったという身に覚えのない罪で。

　事の発端は、二か月前に遡さかのぼる――。




◇




　レティシアの夫トレバー・ブラウン子爵は毒を盛られて倒れた。幸い発見が早く、二週間もすると元気になり、彼は犯人捜しを始めた。

　すると、その三日後にレティシアの部屋から毒物が発見された。
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　確かに彼女は夫を憎んでいる。彼が義姉ミザリーとただならぬ仲になっていたからだ。しかし、彼に毒を盛るなど、レティシアには全く身に覚えがなかった。

　彼女の部屋に踏み込み、証拠を突きつけてくるトレバーに、レティシアは涙ながらに訴える。

「どうして？　トレバー様、なぜ私を信じてくださらないの？」

「お前は、僕のことをひどく怒っていたじゃないか」

「そんなの当たり前じゃない！　あなたが私を裏切ったんでしょ？　ミザリーと浮気をするなんてひどい！」

　追いつめられている状況にあっても、彼の裏切りを思い出すと怒りがこみ上げてくる。トレバーとは政略結婚だったが、それなりに愛していたつもりだった。だが、愛の言葉を彼に伝えたかというと、そんなことはなく、レティシアは時にわがままを言って彼を困らせた。それは自分の思いをうまく伝えられない不器用な彼女が、彼の愛を確かめるためにとった拙つたない言動だった。

「お前が、そんな性格だから疲れるんだよ！　いつもいつも自分のことばかりじゃないか！」

「そんな、ひどい。だからって私は毒なんて盛っていない」

　レティシアは、ただトレバーから愛されたかった。




　夫の浮気相手の義姉ミザリーは完璧な淑女である。

　初めて彼女と会った時、レティシアは天使かと思った。ふわふわの金髪に澄んだ薄茶の瞳。ミザリーはいつも友達に囲まれていて魅力的で、夜会や茶会では中心人物だった。

　銀色の髪に紫の瞳を持つレティシアは、そんな彼女にずっとコンプレックスをいだき続けてきた。醜い嫉妬もした。それでもミザリーはいつもレティシアの味方でいてくれた。

（どうしてトレバーと浮気をしたの？　なぜ私から夫を奪うの？　お義ね姉え様には素敵な夫がいるじゃない）

　レティシアは混乱する。

「どうせ私は、ミザリーお義姉様のように美しくも賢くもないわよ。皆ミザリーが好きなんでしょ？」

　トレバーに裏切られた怒りと悲しみを本人にぶつけるしかなかった。

「君の言う通りかもしれないね」

　彼の言葉にレティシアの心はえぐられる。それが、夫からかけられた最後の言葉となった。もうこの世界に彼女を愛してくれる者は誰もいないのだ。




　その後、身の危険を感じたレティシアは、アランの手引きによってブラウン子爵家の領主館を抜け出した。




◇




　逮捕後、深夜にもかかわらず、レティシアは厳しい取り調べを受けた。

　驚いたことにレティシアは、夫トレバーとミザリーの浮気を疑い妄想し、殺害する目的で夫に毒を盛ったとされていた。

　浮気は妄想などではなく、屋敷で二人が逢あい引びきしている現場を押さえたのだ。メイドたちだって見ていたはずなのに、皆が口裏を合わせて嘘うそをつく。そもそもレティシアは毒など盛っていないし、毒の入手経路すらも知らなかった。

　しかし、誰もレティシアの言い分を聞く者はなく、証拠があるからという理由であっという間に有罪となった。




　身に覚えのない罪で牢獄に入れられて三日ほど静かな時を過ごすうちに、自分は誰かに守られる価値もない人間だとレティシアは気づいた。

　だから、最後にアランが命懸けで助けてくれたのが、不思議でたまらなかった。何より、彼に申し訳なく思う。

　それに最初にミザリーや夫を心ない言葉で傷つけたのは、ほかならぬ自分だ。

　だからといって、無実の罪をなすりつけられるほど恨まれているとは思いもしなかった。




　朝、カビの生えたパンを運んできた看守に告げられる。

「今日、お前の刑が執行される」

「刑って？」

　レティシアは驚いて聞き返す。罰なら受けている。こうして牢につながれているのだから。

「斬首刑だ」

　突然のことで、レティシアはパニックに陥った。自分が死ぬだなんて全く想像もしていなかった。それも身に覚えのない罪で。

　看守の足音が遠ざかると、レティシアは絶望と恐怖に打ち震えた。

「嫌だ。どうしてこんなことに？　私は何もしていないし、誰も殺してない……」

　どれほど理不尽さを訴えても、答えてくれる者はいなかった。




　しばらくして再び牢の前に戻ってきた看守から、ミザリーが面会にやって来たと伝えられる。

　レティシアは複雑な思いでそれを聞いた。発端は、彼女が夫と恋仲になったことなのだから。

　しかし、ミザリーのことだ。きっとレティシアの夫との不倫を謝罪に来たのだろう。そしてここから出してくれるのかもしれないと、レティシアはわずかに期待した。

　ミザリーはいつだって不出来で無作法な義妹いもうとのレティシアをかばってくれていた。だから今回もきっと……。

　だいたい死刑なんて罪が重すぎる。第一トレバーは生きているし、そもそもレティシアは冤えん罪ざいなのだから。毒の入手経路が判明すれば、レティシアの無罪は証明されるだろう。

　レティシアは極限状態にあって、ほんの少し希望の光が見えた気がした。

　ミザリーがメイドを伴ってしずしずと牢へ近づいてくる。レティシアはそのメイドを見て驚いた。

「ニーナ、来てくれたの？」

　彼女はレティシアに親切に仕えてくれたメイドだ。久しぶりに会えたのは嬉うれしかった。彼女にはブラウン子爵家になじめないつらさを吐露したり、愚痴を聞いてもらったりしていたのだ。

　それなのに今まで感謝のひとつも伝えてこなかった。レティシアは鉄格子に駆け寄る。

「ねえ、私、あなたに伝えたいことが……」

　ニーナに声をかけると、ミザリーが鼻にしわを寄せた。

「くさい」

「え？」

　レティシアはどきりとして後ずさる。レティシアは捕まってから、ずっと風呂に入っていないし、体も清めていない。すると突然ミザリーが、楽しそうに笑いだした。暗くじめついた牢獄にそぐわない明るい声で。

　だが、それはいつものような天使の清らかなものではなく、侮蔑が込められた下品なものだった。日頃のミザリーらしからぬ態度にレティシアは愕がく然ぜんとした。

「ふふふ、驚いた？　ニーナは私の指示で動いていたのよ」

「え？」

　ミザリーが何を言っているのか、さっぱりわからなくてレティシアは大きく目を見開いた。

「あんたみたいな、汚れた血と義姉妹しまいになった私の身にもなってよ？　お父様も酔狂よね。孤児院から薄汚い子供を引き取るだなんて、いったいなんの慈善活動なのかしら。もっと早く、こうなればよかったのに」

　汚れた血。レティシアの亡き母は貧民で、下町の酒場で働いていた。もちろん、その事実は厳重に隠されている。実家の家族しか知らない秘密だ。

「何を言っているの、ミザリー？　どうしてしまったの？　あなたは私から夫を奪ったのよ！」

　レティシアは感情に任せて、二人の間をはばむ鉄格子をガツンと叩く。打ちつけた両の拳に血が滲にじみ、鉄の冷たさとジンとした痛みが伝わってきた。しかしそれより、怒りと裏切られた悲しみが先に立つ。

　ミザリーはレティシアの夫と恋仲になるまで、完璧な淑女だった。彼女だけが、レティシアに心を砕き、優しく接してくれた。それがどうしてと、レティシアは混乱する。

　いつでも優しく親切で寛容だったミザリー。今日はてっきり謝罪に来たのかと思っていたのに。

「かわいそうなレティシア、あなたを愛する人は誰もいないわ。トレバーはね、あなたと結婚する前から、私を慕っていたのよ。あなたには、もともと分不相応な人なの」

「嘘、嘘よ！」

　嘘と言いつつも、レティシアはその事実にとっくに気づいていた。そこでレティシアはハッとする。

「ニーナ、もしかしてあなたが、私の部屋に毒物を置いたの？」

　レティシアの問いに、ニーナがにやりと暗い笑みを浮かべた。

「ほんと、察しが悪いわね」

　ミザリーがくつくつと笑う。

　ニーナがミザリーの指示でレティシアの部屋に毒物を隠したのだ。

　真実にたどり着いたレティシアは膝から崩れ落ちる。彼女の心は絶望で塗りつぶされた。

「そんな、ひどい」

「そういえば、今日久しぶりに外国からリーンハルトが帰ってくるの。これから茶会をするつもり、そうねえ、あなたの処刑が済んだ頃かしら？　レティシア、あなたの分もお茶を用意して待っているわ」

　歌うようにミザリーは言った。

　そこへレティシアを迎えにやって来た牢番たちが、ずるずると刑場まで引きずっていく。

「嫌だ。死にたくない！　いったい何がどうなっているの。どうして、私が死ななきゃいけないの？」

　誰からも愛されないことは罪なのだろうかと、レティシアは恐怖と痛みと苦しさのあまり、徐々に消えゆく意識の中で思った。










ループ１




　カーテンの開く音にうっすらと目を開くと、ふかふかのベッドの中だった。人に嫌われてばかりの人生だったけれど、ここは天国なのだろうかと辺りを見回す。

「レティシア、目が覚めたのね」

　誰かが優しく、額の汗をふく。

「よかった。熱は下がったようね」

　ふわふわの金髪、澄んだ薄茶色の瞳、天使のような笑み。ぱっちりと目を開けると、そこにいるミザリーはレティシアの記憶の中にある姿よりも幼かった。

「え？　お義姉様、どうして」

　レティシアは、はじかれたように起き上がる。すると視界がぐるりと回った。

「お嬢様、ダメですよ。無理をしては」

　聞き覚えのある若い女性の声に目を向けると、懐かしい顔があった。メイドのアナだ。

（たしか彼女は十八歳で結婚してこの家を去ったはず）

「アナ、あなた結婚したんじゃなかったの？」

　レティシアがきょとんとした顔で聞くと、アナがびっくりしたように目を見開いた。

「お嬢様、私は結婚などしていませんが？」

　レティシアは自分の手に目を落とす。小さくて幼い。それからミザリーを見る。

「どうしたの、レティシア？　ずいぶんとうなされていたようだけれど。何かおかしな夢でも見たの？」

　ミザリーがレティシアに触れようとする。その瞬間ミザリーにされた仕打ちを思い出し、嫌悪と恐怖が膨れ上がり、反射的に避けた。

「やめて、私に触れないで！」

「お嬢様、いったいどうなさったのです。寝ぼけていらっしゃるのですか？」

　アナが驚いている横で、ミザリーが悲しそうに目を伏せる。

「ごめんなさい。あなたは人に触れられるのが嫌いだったわね。もう、具合がよさそうだから、私、行くね」

　そう言って、ミザリーは傷ついたように肩を落とし部屋から出ていった。その姿にレティシアの胸がちくりと痛む。

「アナ、私、いくつなの？」

　真面目腐った顔でレティシアが聞くと、アナが戸惑ったような顔をする。

「え？　十三歳におなりです。そんなことより、ミザリーお嬢様は、熱の下がらないお嬢様を心配して、ずっとついてらしたのですよ」

　レティシアをいさめるように言うが、今ひとつピンとこない。

「アナ、手鏡を持ってきてくれる？」

　不思議そうな顔をしつつもアナは手鏡を持ってきてくれた。鏡を覗のぞき込むと、記憶の中にあるよりずっと幼くて、白髪と見み紛まがうばかりの銀髪に紫の瞳をしたレティシアが映り込んだ。

　青白くやつれた自分の顔から、レティシアはひどい流感にかかって寝込んでいたのだと思い出す。

　その時、窓辺からふわりと風が吹き込み、花瓶に生けられたスイートピーが揺れた。誰かがレティシアのために庭から摘んできて飾ってくれたのだろうか。

「あの、お花……」

「ミザリーお嬢様が摘んできてくださったのです」

「え？」

　驚いてベッドの脇に立つアナを見上げる。

　ミザリーはレティシアを本当に心配してくれていたのだ。あれは貴族家になじめない、レティシアの孤独が見せた悪夢だったのだろうか。たぶん、そうなのだ。それにレティシアはトレバーなんてどこの誰か知らない。

　妙に生々しく長い夢だったけれど、何より優しく上品なミザリーがあんな真ま似ねをするわけがないのだと思いなおした。




　翌週から、引きこもっていた自室から出て、渋々家族と食事をするようになった。レティシアにとっては憂ゆう鬱うつな時間の始まりだ。

　上流階級のシュミット伯爵家の面々は、皆上手にナイフとフォークを使いこなす。レティシアは彼らの上品な所作を見るたびにうらやましく思う。その一方で自分の至らなさに焦りを覚えていた。そんなこともあり、肉を切り分ける際にうっかり食器を鳴らしてしまった。

「もう少し静かに食べられないの？」

　煌めくような金髪に青い瞳を持つ、生意気で気取り屋な十二歳の義弟リーンハルトに注意された。彼は整った美しい顔立ちに似合わず、三度に一度はレティシアのテーブルマナーにケチをつけてくる。

「リーン、レティシアは、病み上がりなのよ。それくらいにしてあげて」

　ミザリーがフォローをしてくれた。リーンとはリーンハルトの愛称だ。レティシアは義弟にそう呼ぶことを許されていないし、許されたとしても絶対に呼ぶものかと思っている。

「そうは言ってもミザリー、レティシアはこの家に来て二年たつのよ。もうそろそろきちんと食べられるようになってもいいんじゃないかしら。ねえ、レティシア」

　義姉弟と同じ美しい金髪で、緑の瞳を持つ義は母はのオデットがレティシアに厳しい視線を向ける。

「十五歳になったら社交デビューするんだ。礼儀はきちんと身につけなさい」

　今度は義ち父ちのオスカーに窘たしなめられた。彼もリーンハルトと同じで、金髪にサファイヤのような青い双眸を持っている。

　レティシアは彼らの美しさにも、上品さにも、態度にも耐えられなくなる。だから家族揃そろっての夕食など嫌なのだ。

「たまのミスも許されないの？　これ以上どうしろっていうのよ」

　レティシアは、皿の上に音を立ててナイフとフォークを置くと泣いて席を立ち、食堂から出ていった。言われなくても自分の作法がなっていないのは、初めての茶会で思い知らされている。

（私は、彼らとは生まれも育ちも違うのに。どう頑張ったってあんなに上品な所作が身につくわけがない。だから、家族として認められないんだ）

　自室で、やわらかな羽根布団にくるまりながら泣く。そばではメイドのアナがレティシアを持て余しオロオロとしている。

（いつもそうだ。私だけが仲間外れで。お義姉様だけがかばってくれる……）




　先週見た悪夢では、二十歳はたちの誕生日を目前にレティシアは処刑された。ベッドで目を覚ました時はあまりの生々しさに時が遡ったのかと思った。しかし、そんな馬鹿なことがあるわけがないのだ。

　とても長くて嫌な夢だったが、優しいミザリーがあんなひどいことをするわけがないと、レティシアは固く信じた。

　なぜなら、寄る辺のないこの家でレティシアの味方はミザリーだけだったからだ。




　月日が過ぎゆくなか、レティシアは十五歳になっても、相変わらずろくに社交もせず引きこもりがちな生活を送っていた。不快な悪夢の記憶も薄れてきた頃。

　いつものように、レティシアだけがついうっかり食器の音を立ててしまうと、十四歳になる生意気なリーンハルトが不快そうな顔を向ける。

　レティシアはつんと顔をそらし、作法に細かいリーンハルトをやり過ごしていると、オスカーに声をかけられた。

「レティシア、お前の婚約の件なのだが」

「は？」

　レティシアの不ぶ躾しつけともいえる態度に、オデットがその美しい眉間にしわを寄せる。

「レティシア、お父様に対してその態度はないでしょ。きちんとお返事をしなさい」

　いつものオデットのお小言が始まり、どうせ自分は出来損ないの遠い親戚だと、レティシアはぎゅっと唇を噛みしめた。

　この家の姉弟きょうだいのように美しくもなければ、賢くもない。ミザリーもリーンハルトも両親の美貌を引き継ぎ、艶やかな金髪を持つ。二人とも天使のように綺き麗れいだ。

　それに引き換え、レティシアは色素の薄い銀髪に、紫色の瞳。数年前にいた貧民街にあるとても荒れた孤児院では、気持ち悪がられ「幽霊」「化け物」「老婆」と呼ばれて、いじめられていた。

　だからこそ、そんな自分に縁談がくるなど不思議だった。

「私を、妻に欲しいという家があるのですか？」

　レティシアが、オスカーに問いかける。シュミット家ではマナーもろくに身につかないレティシアを持て余しているのだろう。きっとていのいい厄介払いなのだとレティシアはつい思ってしまった。

「明日、ブラウン子爵のご令息と顔合わせだ。話はそれからだ」

（ブラウン子爵……まさか、トレバー？）

　レティシアは飲み込んだスープでむせて、またリーンハルトに睨みつけられた。いつもなら、弱味を見せたくなくてそっぽを向くところだが、今はそれどころではなかった。

　義父の話はさらに続く。

「明日の午後、うちのサロンに来ることになっている。心積もりしておくように」

「まあ、よかったわね。レティシア」

　ミザリーが祝福するような晴れやかな笑みを浮かべた。

　現在十六歳のミザリーには七歳年上のアーネスト・コーエン伯爵という婚約者がいる。その事実が、ふとレティシアの記憶を刺激したが、意識に上る前にすり抜けていった。そんなことより、自分の縁談の方が気がかりだ。




　その夜、さすがにレティシアは眠れなかった。

（ブラウン子爵。まさか、あの悪夢は本当のこと？　いやいや、ブラウンなどよくある名前だし、きっと偶然だ）

　レティシアはベッドの中でひたすら否定し続けた。




　次の日サロンで対面したその人は、将来夫となりレティシアを鬼のように追いかけて牢屋にぶち込む、トレバー・ブラウンその人だった。

　レティシアは震える手で茶を飲みながら、これまでにないほど頭を働かせる。その間にも両家の挨拶は進み、夢で見た記憶の通り、彼は綺麗なガーベラの花束をレティシアに贈った。

　トレバーは茶色の髪に緑の瞳、整った目鼻立ち、そして三歳上の十八歳だ。

　ここまでの状況を見る限り、レティシアの中に残された記憶とすべて一致している。

　つまり彼女は、四年後に十九歳でトレバーと結婚し、二十歳の誕生日を目前に処刑されるのだ。やはり、あれは悪夢などではなかったのかと、レティシアは混乱の極みにいた。

（そういえば、ミザリーの婚約者はコーエン伯爵と言わなかったか？　悪夢と一緒だ。どうしてこんな重要なことに今まで気づかなかったのだろう）

　顔合わせで、なごやかに両家の話が進むなかにあってレティシアだけが、だらだらと冷や汗をかく。

（彼に初めて会った時、私は、どうした？）

　薄れつつある悪夢の記憶をレティシアは必死に手繰り寄せ、初対面のトレバーにどういう態度をとったのかなんとか思い出した。

　彼みたいな素敵な男性が自分を愛してくれるわけがないと勝手に思い込み、いらない言葉が口をついて出た。

『美しく賢いお義姉様ではなく、あなたはハズレを引いたようですね』

　トレバーにそう言ったことを思い出し、レティシアは青くなる。

（私はいったい彼に何を期待して、そんな言葉を吐いたのだろう？　あれほど愛されたがっていたのに）

　彼が唖あ然ぜんとしたようにレティシアを見ていたことを思い出す。

　その三か月後、彼とレティシアの婚約は決まったのだ。トレバーは嫌だったのだろうが、結婚は家同士のことで断れなかったのだろう。

（あんな態度をとれば、嫌われて当然……）

「レティシア、聞いているのか？」

「え？」

　オスカーの強い口調に慌てて顔を上げる。レティシアはうっかり回想に浸っていた。

　オデットが、「無作法で申し訳ありません」と謝る声が遠くに聞こえた。

　夢の中でレティシアは、義父母が自分を子爵家の嫡男に押しつけたと思い打ちひしがれていた。だが、結婚してその裕福さに驚いた。ブラウン家は家格ではシュミット家に劣るものの、家はいくつもの大きな商会と太いつながりを持っていて、財力ではシュミット家を凌りょう駕がしていたことを思い出す。

　だから、それなりに発言権を持つブラウン家に、義父母は気を使っているのだと、レティシアは納得した。

「二人で庭を散歩してきなさい」

　オスカーが穏やかな口調で言う。これは、あとはお二人でというやつだ。レティシアの気持ちは固まった。

（私は間違えない）

　レティシアの態度に戸惑いを浮かべるトレバーの視線と彼女の視線がぶつかった。その瞬間、レティシアは精いっぱいの笑みを浮かべた。慣れない笑顔は引きつっていることだろう。だが、ここまでの流れがあの悪夢と一致している以上、レティシアが生き残るためには、そうせざるをえなかったのだ。

「どうぞ、よろしくお願いいたします」

（私を嫌わないで、恨まないで）

　微かすかに震える手を握りしめた。トレバーと共に庭に出たレティシアは、とにかく微笑んだ。自分にできる最大限、愛あい嬌きょうを振りまいた。

（もう、誰にも嫌われたり、恨まれたりしたくない。無実の罪をなすりつけられて殺されるなんて嫌だ）




　レティシアが愛嬌を振りまいた結果、婚約は翌日に決まった。どうやらトレバーのレティシアに対する印象はそれほど悪くなかったようだ。レティシアはほっと胸をなで下ろす。

　しかし、こうなってしまうと、ただの悪夢では片づけられない。だが時が遡ったとはにわかに信じがたく、もしかしたら予知夢かもしれないとレティシアは思うようになっていた。

　つまりあの夢は、このまま将来を悲観して、愛されることばかりを期待していてはいけないという未来からの警告。

　いくら考えても、不可思議なこの現象がなんなのか答えは出ず、やはり悪夢としか思えない。

　だが、いずれにしても万全を期すため、レティシアはミザリーに対して態度を改めようと思った。恐らくこの時点では彼女にそこまで嫌われていないはずだ。なぜなら、ミザリーのレティシアを見る眼差しには、まだ温かみがあるから。




　もう絶対に逃げたりしない。幸せな人生を手に入れるために、今度こそ私は変わる――。

　今まで何かしらの理由をつけて社交の場には出なかった。なぜなら、シュミット伯爵家の義姉弟は完璧で、いつでも彼らと比べられるからだ。それにレティシアは以前茶会で失態を犯している。以来できうる限り参加を拒んでいた。

　だが、これからのレティシアは違う。

『どうせ私は』と言って逃げたりしないと固く誓う。夫やミザリーに憎まれて殺されないために。










レティシアの生い立ち




　レティシアの実母スーザンは、下町の酒場で女給をしていた。とても優しくて、美しい母だった。十五歳になった今もレティシアの中には、母から受けた愛も彼女の面影もしっかりと生きている。貧しい生活だったけれど、それなりに親子二人で幸せな生活を送っていた。どんなに帰りが遅くても『私の可愛かわいいレティシア』と言って抱きしめてもらうと寂しさなど吹き飛んだ。

　しかし、彼女が八歳の時にスーザンは質の悪い流感にかかり、あっという間に亡くなってしまった。当然、財産は何もなくて、レティシアには母の形見の鈍い銀の指輪がひとつだけ残される。

　それ以降、肉親のいない彼女は貧民街の孤児院に預けられることになった。幸い、形見の銀の指輪はあまり美しいものではなかったので、孤児院でも取り上げられることはなかった。

　だが、珍しい髪と瞳の色が災いし、レティシアはほかの孤児からずいぶんといじめられる。『幽霊』だの『化け物』だのと揶や揄ゆされ、まごまごしているうちにごまかされて食事をほかの子に奪われることもあった。

　すっかり人間不信に陥り、どのように人と付き合ったらいいかわからず、性格がひねくれてしまった十一歳の時に、親戚と名乗るシュミット伯爵家のオスカーがやって来たのだった――。




◇




「君はね。私の親戚の忘れ形見なんだよ。家族になってくれるかい？」

　そう言って孤児院に迎えに来たオスカーは温かい笑みを浮かべた。

　彼によるとレティシアの父は貴族で、オスカーの従兄弟に当たる人物だという。その彼がメイドと駆け落ちし、生まれたのがレティシア。その後、すぐに病で父は亡くなり、母が一人で育ててくれた。

　そんなレティシアをシュミット伯爵が引き取り、養女にしてくれるという。夢のような話だが、レティシアはすでに人を信用できずにいた。




　オスカーが孤児院を訪ねてきたその日、レティシアは、立派な馬車に乗せられて王都の大きなタウンハウスに連れてこられた。そこで、美しく完璧なシュミット家の姉弟に出会った。

「こんにちは、レティシア」

「ようこそ、レティシア」

　綺麗な金髪に、完璧なマナー。

（……綺麗、天使みたい。本当に彼らが家族？）

　レティシアは孤児院の隣にある教会で見た宗教画を思い出す。ちょうどこの姉弟のように美しかった。それに気づいた瞬間、気おくれしてしまった。




　最初は彼らのようになりたいと頑張った。義父母もレティシアに礼儀作法を身につけさせようと家庭教師を雇ってくれた。

　しかし、義父母がレティシアの将来を考え、孤児院育ちということを伏せたので、家庭教師は教養がないどころか文字すら読めないレティシアに戸惑いを隠せなかった。

　やがてそれが義姉弟との比較になり、叱責につながっていくのは時間の問題だった。

『これは六歳の子供が習う内容ですよ？　本当にわからないのですか？』『リーンハルト様やミザリー様はなんでも一度で覚えます』――そんな家庭教師の言葉の数々が、レティシアのわずかに残る自尊心を削っていった。

　レティシアは早々に自分があまり賢くないのだと気づいた。それにしょせん義姉のミザリーや義弟のリーンハルトとは生まれも育ちも違う。彼らに追いつくなど、どだい無理な話なのだ。

　そのうえ、リーンハルトには魔法の才があるという。そのため彼は特別な教育を受けていた。レティシアにも魔力はあるが、才能があるとは思えなかった。彼らに憐れむような目で見られるのは業腹だし、手を差し伸べられることすら惨めに感じた。




　明るくて優しいミザリーは皆に好かれている。家に来客があると皆ミザリーに会いたがり、彼女を褒めそやす。ミザリーはいつも笑顔で、たくさんの人たちに囲まれていた。

　レティシアも来客があると挨拶するようにと言われるが、そんな美しく完璧なミザリーと並ぶなんて苦痛でしかなかった。

　挨拶が済めば、誰もレティシアに声などかけてくれないのだ。まるでいない者のように振舞われ、ひしひしと孤独を感じる。

（この家でも私は毛色の違う、幽霊……）

　貴族社会にうまく適応できないレティシアの不満や疎外感は募っていった。










微笑むことにした




　絶対に逃げないと決意し、生き方を変えて以来、レティシアはよく笑うようになった。すると不思議なことに周りも変わっていった。

　最初はオスカーだ。レティシアのテーブルマナーのぎこちなさや態度の悪さに渋い顔をしがちだった彼も彼女の変化に気づくと、何くれとなく気遣いの声をかけてくれるようになった。




　そんなある日、オデットからも声をかけられる。

「レティシア、私と一緒に刺し繍しゅうをしましょう。貴族の娘のたしなみなのよ」

「はい、ぜひ」

　ここに来たばかりの頃はオデットもよくかまってくれたのだが、最近ではそれもなかったので、嬉しく思う。これはよい変化だ。

　それから週に二度、レティシアは彼女と二人で刺繍をするようになった。

　自分が変われば周りも変わる。それならば、やはりミザリーは天使のままでいてくれるはずだ。ずっとレティシアの味方でいてくれるはずだ。

　シュミット家は、レティシアにとってだんだんと居心地のいい場所になっていった。礼儀がなっていなくても愛嬌を振りまけば、皆レティシアを温かい目で見守ってくれる。

　ただ一人、リーンハルトだけは変わらず、レティシアに冷たかった。

　いまだにレティシアの食事のマナーについて注意する。ほかの家族は何も言わなくなったが、うっかり音を立ててしまうと、彼だけが敏感に反応してくる。相変わらずレティシアに手厳しいのだ。

　とはいえ、リーンハルトとはあまり接触がない。この家でミザリーは家庭教師のもとで勉強をしていたが、リーンハルトは学校に通っているようだ。全員に好かれるなんて疲れてしまうので、レティシアはリーンハルトを放っておくことに決めた。

　それに彼に微笑みかけると、冷たい眼差しで返される。あの冷えきったアイスブルーの瞳で見つめられると凍えてしまいそう。

（ほかの人は愛想よくすると喜ぶのに。ほんと、なんでだろう？）

　レティシアは首をかしげ、きっと頭のいいリーンハルトは、覚えの悪いレティシアを見ていると苛いら立だつのだろうと結論づけた。




　トレバーとの婚約が決まってから、レティシアは茶会や夜会にも積極的に参加するようになった。しかし、最初の茶会での失敗が尾を引いているようだった。ミザリーがフォローしてくれるけれど、令嬢たちにはろくに口をきいてもらえないし、相変わらず彼女たちは意地悪だった。ただそれとは対照的に、笑顔の増えたレティシアに対し令息たちは次第に親切になっていった。

　自分が微笑めば周りも微笑む、どうしてこんな簡単なことに今まで気づかなかったのだろうと、レティシアは思う。




　オスカーが言っていた通り、レティシアは十五歳で社交デビューすると、ひっきりなしにダンスを申し込まれるようになる。相変わらず家庭教師には苦言を呈されていたが、ダンスだけは得意だった。社交の場では彼らの話に耳を傾け、相手が何を言っているのかわからなくても、興味がなくても微笑んで相あい槌づちをうつ。

　そのうち舞踏会で踊り疲れて休んでいると、誰かしら紳士が、軽食や果実酒を持ってきてくれるようになった。そんなふうに親切にされると、今まで感じていた孤独がやわらぎ、自分が肯定されているように思える。しかし、それでもレティシアは己の髪色にはコンプレックスがあったので、少しパウダーをかけて色をつけていた。

「レティシア、忘れないで。君の婚約者は僕なのだから」

　舞踏会でエスコートを務めるトレバーが、時々不安そうに言ってくる。きっとやきもちを焼いてくれているのだとレティシアは思った。そして自分は今、彼から愛されているのだと幸せな気分に浸るのだった。




　今日の舞踏会はいつもエスコートしてくれるトレバーが仕事で欠席し、渋る義弟にエスコートをしてもらった。

「レティシア、あまりほかの殿方に愛想よくするなよ」

　会場に入った途端、リーンハルトに釘くぎを刺された。

「なんでよ」

　レティシアはやや不服にそうに言い返す。

「婚約者のトレバー様に失礼だ」

　リーンハルトの言葉にレティシアはどきりとする。

「トレバー様、やきもち焼いてくれているのかな……」

「は？　くだらない。そんなことのために――」

　レティシアは彼の『くだらない』という言葉に傷つき、遮るように叫んだ。

「わかっている。あなたから見たら、私なんてくだらないって」

　悔しくて涙がこみ上げてきそうになる。レティシアの中にはリーンハルトに対する強いコンプレックスがくすぶっていた。

「レティシア、違う。そういう意味ではなく――」

　レティシアはかっとなっているのに、リーンハルトは変わらず落ち着いた態度で、それがさらに彼女を苛立たせる。

「エスコート、ご苦労さま。嫌な思いをさせて悪かったわね。じゃあね、リーンハルト」

　レティシアはこれ以上言っても無駄だとあきらめて、冷たく言い放つと、自ら彼のそばを離れた。正直なところレティシアは、綺麗で上品なリーンハルトとあまり長く並んでいたくなかった。頭でも容姿でも、彼にはさっぱりかなわない。だから、周りの人たちから比べられるのが怖かった。

（ここからは一人で大丈夫。いつも完璧で口うるさいリーンハルトとなんて一緒にいたくない）




　リーンハルトと離れて一人になった途端、レティシアのもとには早速ダンスのお誘いが舞い込んだ。

　今夜もダンスを楽しもうと、なんとか気持ちを切り替え感じよく振る舞った。

　しかし、事はそううまく運ばなかった。レティシアは、舞踏会の最中に嘲笑を浮かべる令嬢たちに会場の隅に連れ出されてしまったのだ。

「あなた、婚約者がある身で恥ずかしくないの？」

　ボンメル家子爵令嬢アニスだ。彼女はレティシアが茶会に参加しなくなったきっかけとなった令嬢である。

「なんの話？」

　レティシアには、彼女が自分の何を非難しているのかわからなかった。

　アニスがずいっと前に出る。

「あなた、殿方たちからも笑われているのよ」

「私が？　どうして」

　レティシアはびっくりして聞き返す。

「誰かれかまわず声をかけられれば、にこにこと愛想よく後についていくからよ。あなたは婚約者であるトレバー様に恥をかかせているのよ！　なんでそんなこともわからないの？」

　そう言ってアニスが馬鹿にしたように薄く笑う。いつの間にか、ドレス姿の令嬢たちにぐるりと囲まれ、レティシアの逃げ場はなくなっていた。

「そんなの嘘よ！　私、誰かの後についていってなんていない。意地悪言わないで。それにトレバー様に恥をかかせるって、どういうこと？　私、そんなことしていない！」

　レティシアはこれほど頑張っているのに、どうして彼女たちにこのような言われ方をするのだろうと、悔しくて、悲しくて、それでも腹が立って言い返した。

　彼女は嫌われないように憎まれないようにと、男女問わず誰にでも愛想よくしているだけ。なぜなら、あの悪夢を見た日から誰にも愛されないことは罪なのだと、彼女の心の奥深く刻まれているからだ。

（どうして皆と同じように感じよくしているだけなのに、同性からは嫌われてしまうの？）

　それにトレバーに恥をかかせているとはどういうことなのだろうかと、レティシアはアニスの言葉にふと不安になる。先ほどリーンハルトに言われた『ほかの殿方に愛想よくするなよ――婚約者のトレバー様に失礼だ』という言葉を思い出す。

　よかれと信じてやってきたことが、こんな形で跳ね返ってくるとは思いも寄らなかった。

（トレバー様に嫌われたら、どうしよう）

　レティシアが悪夢の恐怖に怯おびえていると、アニスにいきなり熱い紅茶をかけられた。令嬢たちの煌びやかなドレスは重厚なカーテンのように周囲を遮り、彼女をすっぽり隠してしまう。その中でレティシアが一人いじめられているとは誰も気づかないだろう。仲よく話をしているようにしか見えない。彼女たちはそこのところも計算していた。

「いつも男性にばかり媚こびを売って！　あなた、あばずれって言われているのよ？」

　そんなつもりはないのにと、きりきりとレティシアの胸は痛む。

「そんな、ひどい！　私、そんなことしていないわ」

（ただ、嫌われたくないだけなのに）

　レティシアがぎゅっとスカートを握る。

　そのうち彼女たちの一人に髪を掴まれ、乱暴に引っ張られた。このままではトレバーに買ってもらったお気に入りの髪飾りが壊れてしまう。お上品なふりをして、令嬢たちのやることは下品でえげつなく、あの貧民街の孤児院の子たちと変わらないのだ。

（ほんと大嫌い！　女の子なんて大嫌い！）

　レティシアは泣きそうになる。

「おやおや、なんの騒ぎだい？」

　そこに落ち着いた紳士の声が割り込んだ。顔を上げるとアーネスト・コーエン伯爵。ミザリーの婚約者だ。金糸の刺繍が入った黒の正装は、彼の平凡な容貌を引き立てている。すらりと背が高く、いつもより素敵に見えた。

　だが、アーネストの素敵さは容貌にあるのではなく、その性格だ。たしか今日もミザリーをエスコートしてきたはずだが、今は彼女を伴っていない。

「いえ、あのレティシア様が、紅茶をドレスにこぼしてしまったようで、ハンカチをお貸ししようかと」

　突然のアーネストの登場にうろたえ、アニスはしどろもどろになる。舞踏会の隅でこんな陰湿ないじめがあったことがばれたら、彼女たちの評判に傷がつく。

「それは大変だ」

　アーネストが軽く眉根を寄せると、令嬢たちはさっきの威勢もなくなり、媚こびへつらうような愛想笑いを浮かべ、散っていった。今までレティシアに媚を売っていると散々言いたい放題だったのにと、悔しさにぐっと拳を握りしめる。

（いったい、私と彼女たちの何が違うというの？　皆と同じにしているつもりなのに。なぜ、友達になれないの……。いつも嫌われてしまう）

「気の毒にレティシア、大変だったね」

　アーネストが慈愛に満ちた面持ちで声をかけてくれる。彼はレティシアの窮状に気づき助け出してくれたのだ。

　こんな男性がいるのかとレティシアはハッとした。

　アーネストは作法のなっていないレティシアにも親切だ。よく気づく人で憧れる。まさにミザリーにぴったりの相手だと思う。

「ありがとうございます。本当に助かりました」

　相変わらずレティシアのマナーはぎこちないが精いっぱい礼を言った。

　いつもエスコートしてくれるトレバーはいないし、リーンハルトとは会場に入って早々別れた。彼女たちはこの隙を狙っていたのだろう。

　アーネストに助けてもらえたのは嬉しいけれど、お気に入りのドレスも髪飾りも台無しだ。レティシアはしょんぼりとする。アーネストは眉尻を下げ、いたわるように微笑むと、レティシアにハンカチを差し出した。

「ありがとうございます」

　初めて、心の底からお礼の言葉が出た。

「アーネスト様」

　突然、ミザリーのいつになく鋭い声が割り込んだ。目を向けると彼女のバラ色の頬が青ざめ引きつっている。ミザリーから向けられる冷たい眼差しにレティシアはたじろぐ。

　ミザリーは、つかつかとレティシアに近づいてくると、アーネストから受け取ったハンカチを奪うようにレティシアから取り上げた。そんなミザリーの様子にレティシアの胸は不安にぎゅっとなる。

「まあ、レティシアなんてこと！」

　ミザリーは心を痛めたようにレティシアのドレスを見るとひざまずく。すぐさまドレスのシミをハンカチで拭い始めた。

「そんなことしたら、お義姉様のドレスが汚れてしまいます」

　レティシアは驚きつつも慌てて止める。しかし、ミザリーは自分のドレスが汚れるのも厭いとわずふいてくれた。

「大丈夫よ。紅茶のシミに比べたら、これくらい。そんなことより、このドレスはあなたのお気に入りでしょう？」

　レティシアの大好きな空色のドレス。ミザリーはそれを知っていて、一生懸命シミを取ろうとしてくれる。その姿にレティシアはふっと涙ぐむ。

　きっとさっきの冷たい視線はレティシアに対してではなく、令嬢たちにいじめられたことを察してのことだろう。彼女たちはミザリーの友達でもあるのだから、ショックだったのかもしれないとレティシアは思った。

　レティシアは、こんなにも親切なミザリーを一瞬でも疑ってしまった自分を恥じた。

（大丈夫。私、ミザリーに嫌われていないよね）




　その後、トレバーとの交際は順調だった。

「レティシア、今度、街で評判のカフェに行ってみようよ」

　トレバーが明るく輝く緑の瞳で、シュミット家のサロンでレティシアを誘う。

「本当、とっても行きたかったの！　嬉しい」

　彼と二人で街に行くのはレティシアにとって初めての経験だった。あの悪夢の中ではこんなことはなかったのだ。自分は彼に愛されているのだとレティシアは実感する。

　あの顔合わせの日から婚約が決まると、ほぼ二週間に一度トレバーは、レティシアの家を訪れサロンで一緒に茶を飲んだ。

　彼はいつも彼女のために菓子や花束を持ってきた。時にはそれが、髪飾りだったりブローチだったりして、あの生々しい悪夢とは違い、にこにこと微笑み様々なプレゼントをくれる。

　しかし、今までミザリー以外とコミュニケーションをとってこなかったレティシアは、彼と何を話していいのかわからなくて、最初のうちは戸惑っていた。

　だから、レティシアは彼の持ち物や服を褒め、贈り物をもらった時は『花がとても素敵』、『この間もらったブローチがとても気に入っているの』などとにかく感謝の気持ちを大袈裟なくらい伝えた。

　これは、ミザリーが人に接する時の態度だ。人との付き合い方がわからないレティシアはまずミザリーの言動を模倣した。

　そうすればきっと、トレバーは自分を大切にしてくれるとレティシアは信じた。




　婚約が決まってから半年後、レティシアはブラウン家のタウンハウスに招待された。

　トレバーは家族と晩ばん餐さんを共にしたかったらしいが、レティシアは何かと理由をつけて断っていたのだ。

　自分のテーブルマナーが十分ではないことはわかっている。何も婚前にそれを彼の家族の目の前でさらすことはないと思った。しかし、断り続けるわけにもいかず、今回はお茶だけということで了承した。

　上機嫌のトレバーがシュミット邸に迎えに来て、エスコートされ馬車に乗り込むと、気分が浮き立った。

　ところが、不思議とその馬車に既視感がある。レティシアの浮き立つ気持ちは、なぜかすっと沈み込んだ。

　そして馬車を降りブラウン邸を仰ぎ見れば、それはあの悪夢の通りの家で。嫌な予感がして胸が早鐘を打つ。レティシアは逃げ出したくなったが、さすがにそのような失礼な真似はできない。

　広く立派なエントランスを通りサロンに案内された。

　初めて来たはずなのに、レティシアは屋敷の細部に至るまで全部知っている。家具の配置、匂いまで寸分たがわず記憶にある通りで、不安になった。悪夢だと信じたいのに、やはり時間が遡ってしまったのかと、ぐらりと大きく心がかしぐ。

「どうしたの、レティシア？　顔色が悪いよ。具合が悪いの？」

　震えるレティシアに気づきトレバーが心配そうに覗き込む。優しそうな緑の瞳。それが、最後に見た時は残忍な色にギラギラと輝いていた。レティシアを牢獄に入れるまでどこまでも追ってくるトレバー。彼はとても怖い人。レティシアの中で、悪夢と現実がゆっくりと重なっていく。

　恐怖と極度の緊張で膝の力が抜け、目の前が真っ暗になっていった。




　目を覚ますとレティシアは寝台に寝かされていた。この匂いも寝心地も覚えている。ただしレティシアの部屋のものより、天てん蓋がいの上から垂れる布は落ち着いた色合いだ。

（ここは……）

　そこでハッと目を見開く。

「レティシア、よかった目を覚ましたんだね」

　トレバーが心配そうに眉尻を下げてレティシアを覗き込む。

「いや！　なんてこと……」

　レティシアは恐ろしさに震えた。どうしても心の奥深くに染みついた恐怖は拭えない。

　だが、現実ではトレバーもミザリーも優しくて親切で、シュミット家の義父母ともうまくいっている。

　レティシアは恐怖をねじ伏せ、再びあふれそうになる記憶に蓋ふたをした。今のミザリーとトレバーがあんな悪魔になるわけがないのだ。それにレティシアも、もう前の彼女とは違う。

（あの夢が現実のわけがない。時が遡るなんてありえないのよ）

　彼女は激しく揺れ動く気持ちの中で、混乱しながらもひたすら自分に言い聞かせた。

　ただ、トレバーと結婚して、ブラウン家の領主館に行くのが怖いと思った。だから、レティシアは先のことは考えないようにした。

（今は彼に愛されている。だから、私は幸せ）

　レティシアは日々を楽しむことにした。気づきかけた真実から目を背けるように必死に遊んだ。

　そして毎日を楽しく過ごすうちに、彼女の目論見通り生々しい記憶は再び薄れていく。




　トレバーから大切にされ幸せな時間が続き、レティシアは十八歳になった。今のトレバーはマナーに自信のないレティシアにとても優しく接してくれる。

「仕方がないよ。レティ、人には向き不向きがある。君は君のペースで成長していけばいい」

　トレバーは、レティシアがうまくできないと優しく励ましてくれる。レティシアにとって、彼はとてもいい人だ。さらに彼は裕福なうえ鷹おう揚ようで、レティシアが欲しいと言ったものはなんでもプレゼントしてくれる。

　婚約者との仲が順調なレティシアだが、相変わらずうまくいかないこともある。リーンハルトだけは苦手で、たまにサロンで顔を合わせると小言が始まる。

「茶会や夜会で遊んでいる暇ひまがあったら、マナーや教養を身につけたらどうだ」

　トレバーは物を知らないレティシアを可愛いと言ってくれるのに、義弟は顔を合わせれば勉強しろ、マナーを身につけろとうるさく言ってくる。レティシアは家庭教師からあきれられ、見放されかけているというのに。

「私だって、頑張っているの。でも、できないのよ！　簡単に言わないで！」

　それはレティシアの心の叫びだった。優秀な彼には、レティシアの苦しい気持ちはわからないのだ。

「なら、せめて、人の顔色をうかがうのはやめろ、侮られるぞ」

　彼の言うことはいちいち的を射ていて、それがレティシアを追いつめる。実際にミザリーの友人の令嬢たちにはいじめられ、馬鹿にされていた。

「気分よく接してもらおうと一生懸命笑いかけていたのに。仏頂面でいる方がいいってこと？　これ以上どうしろっていうのよ」

（リーンハルトはわかってくれない……）

　レティシアは、別にリーンハルトには好かれなくてもかまわないと思っていた。彼はいつも学校や勉強で忙しいので家にいないことの方が多いのだ。




　その後レティシアは、お誘いがあれば必ず夜会に参加し、トレバーと遊び回り、幸せな時を過ごした。

（大丈夫、私は間違っていない。トレバー様にも愛されている）

　レティシアは浮かれていた。

　しかし、事はそううまく運ばなかった。

　婚約から三年ほど過ぎた頃、オデットの当たりが再びきつくなってきた。一時期はうまくいっていたのに、ここ一年、淑女教育そっちのけで遊び回っているレティシアが気に入らないようだ。

　だが、オデットに嫌われるのはつらいから、レティシアはない知恵を振り絞った。

　彼女が、刺繍が好きだったことを思い出す。レティシアが遊び回る前はよく一緒に刺繍をした。社交に比べれば、つまらなくて退屈な時間だったけれど、オデットとの関係を修復するためにまた始めることにした。

「ニーナ、街へ行く支度をしてくれる？」

　アナはもう結婚してしまっていないので、レティシアはもっぱらニーナに用事を言いつける。三年前、アナはあの悪夢と同様十八で結婚した。そのことで、レティシアは不安に見舞われた時期もあったが、その後もトレバーとの仲は順調だったので安心していた。

　不安になるとレティシアは、呪文のように『大丈夫。私はうまくやっている』と繰り返し自分に言い聞かせた。

「ねえ、ニーナ、急いでいるの」

　腰の重いニーナに、レティシアは外出の準備を促した。伯爵家の令嬢が一人で買い物に行くわけにはいかないので、彼女を連れていくしかない。

「あの、お嬢様どちらに行かれるのですか？」

　ニーナが戸惑ったように言う。今忙しいのかもしれないが、彼女の予定にいちいちかまっていられなかった。それに、相変わらずレティシアはニーナをどうしても好きになれないでいた。彼女はミザリーが指示すると迅速に動くのに、レティシアが頼んでもなかなか聞いてくれないからだ。

「刺繍糸を買いに行くのよ。それと布を少々」

「まあ、ハンスに頼めばいいではないですか」

　やはり迷惑そうだ。ハンスはこの家の執事見習いで、足りないものがあるとたいてい彼が用意してくれる。しかし、今日はオデットのために自分で選びたいのだ。

　ニーナを急き立てるようにして、レティシアは外出の準備を済ませ、馬車に乗り込んだ。




　王都一大きな手芸店の前で馬車を降り、いざ店に入ってみると種類が多くてどれを選んでよいのかわからなかった。

　刺繍など全く興味がないからだ。とりあえず一番高価で、華やかな色合いのものを選び、店員に包んでもらう。

　これを持ってオデットのもとに行き、『お義か母あ様と、久しぶりに一緒に刺繍がしたいのです』と笑顔で言えば、機嫌を直してくれるかもしれないとレティシアは期待した。

（しばらく社交は休んで家にいよう）

　早々に買い物を済ませ、馬車に乗り込もうとすると、声をかけられた。

「レティシア嬢ではないですか？」

　往来の向こう側にアーネストが立っていた。すらりとした立ち姿で、帽子を取り、品よく挨拶をし、優しく微笑みかけてくる。

　偶然の出会いに、知らずレティシアの顔に笑みがこぼれた。

「まあ、アーネスト様、偶然ですね。どうなさったのです？」

　穏やかで気遣いのできる彼が好きだ。それにリーンハルトやトレバーのようにプライドが高いところがなく、気さくなのもいいと思っていた。

「今、買い物を済ませたところでね。君は？」

「私も、買い物を済ませたので帰るところで、今日は刺繍の材料を買いに来たのです」

「そう、ここで会ったのも何かの縁だ。どこかでお茶を飲まないか？」

　そう声をかけられて悪い気はしないが、レティシアは先を急いでいた。これからオデットの機嫌を取らなくてはならない。

「私もそうしたいところですが、これから母と刺繍をする予定があるのです」

　レティシアは残念に思いながらも断った。

　そんなレティシアを、後ろからニーナが暗い目をして見ていたことには気づかずに。




◇◇◇




　ミザリーは久しぶりにリーンハルトの部屋を訪れた。彼は家に帰ると勉強ばかりしている。ノックをするとすぐに「どうぞ」と返事があった。

　ミザリーが入っていくとリーンハルトが目をまたたいた。

「姉上が、俺のところに来るなんて珍しいね」

　開いていた本をぱたりと閉じ、彼は文机から立ち上がる。十七歳になったリーンハルトは背も高くなり、声も低くなった。

　精巧に彫られた彫刻のような完璧な目鼻立ち、涼やかなアイスブルーの瞳には理知的な光を湛たたえている。ほんの少し冷たい美貌。

　だが、今この時、そこには温かい微笑が浮かんでいる。ミザリーはそれが気に入っていた。

　彼の部屋は白い壁にブラウンの調度品など落ち着いた色合いでまとめられている。

　そして無駄なものが一切なく、すっきりと片づいていた。それはそのまま彼の潔癖な人柄を表しているようだ。マホガニーの机には分厚い魔導書が開かれている。勉強の途中だったのだろう。

「リーンハルト、一緒にお茶を飲まない？」

「いいけれど……」

　ハキハキとしている弟が珍しく言いよどむ。

「あら、どうしたの？　私とお茶を飲むのが嫌なの？」

「レティシアもいるのか？」

　彼はレティシアが苦手なようだ。ミザリーがにっこりと微笑む。

「いいえ、レティシアは今日出かけて、外でお茶を飲んできたみたいだから」

　何気ない調子で切り出す。

「そう、じゃあ、ここで飲む？　サロンに行くのも面倒だし」

　レティシアがいないと聞いて、彼はほっとしたように見えた。

「あっさり、しているのね。誰とって聞かないの？」

　ミザリーは弟に綺麗な微笑を向け、首をかしげる。

「え？」

「レティシアが誰と外でお茶を飲んだか気にならないの？」

　リーンハルトが柳眉を寄せる。

「誰も何も、興味ないね。それにレティシアの相手は婚約者のトレバー様しかいないだろ」

　弟はメイドに言いつけ、部屋に茶を用意させた。彼は勉強ばかりしていて、あまりサロンで茶を飲むことはない。伯爵家の嫡男ともなると大変だ。

「レティシアがお茶を飲んだのは、トレバー様ではないわ。私の婚約者のアーネスト様と一緒にカフェに行ったのよ」

「あいつ何を考えているんだ」

　途端にリーンハルトの表情が険しくなる。ミザリーは優美に微笑み、さりげなく付け加える。

「買い物の帰りに、偶然出会ったんですって」

「なんだ、驚いた。まあ、アーネスト様となら大丈夫だろ。気さくな方だし、そういうこともあるんじゃないか。で、姉上はそれを誰から聞いたの？」

　弟は落ち着いて冷静な様子で、ミザリーはそれがおもしろくなかった。

「ニーナよ」

「ふうん」

　リーンハルトが片眉を上げる。彼はあまりニーナを信用していないのかもしれない。

「私の婚約者と勝手にお茶を飲んだのよ。よりによって外のカフェで」

　ミザリーのいつになく激しい口調に、リーンハルトは驚いたような顔をしたが、彼はすぐに冷静さを取り戻す。

「偶然だろ」

「本当は約束して落ち合ったのかも」

　リーンハルトが小さくため息をつく。

「姉上、直接、レティシアに確認したらどう？」

　ミザリーは彼の言葉にハッとした。

「え、私が、直接？」

　意外に思い、ミザリーは軽く目を見開いた。

（なぜ？　あなたが確認してくれるのではないの？）

　レティシアを叱るのはリーンハルトの役目で、それをかばうのがミザリーの役目だと思っていた。

「前から思っていたけれど、あいつにはじかに言った方がいい。そうしないと伝わらないんだ。ただ、アーネスト様のことは気にする必要はないよ。あの方は落ち着いていて、しっかりとしたお方だ。心配しなくても大丈夫だよ」

　姉を励ますように言って、リーンハルトが屈託なく微笑む。

「そう」

　ミザリーも穏やかにうなずき微笑み返した。

　それから、話題はレティシアからそれる。リーンハルトはレティシアが嫌いなくせに、陰口を言わない。

（もしかして彼もアーネストやお父様のように、レティシアのことが気に入っているの？）
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ループ１　幕が下りる時




　レティシアは、オデットの機嫌を取ることに腐心した。しかし、一度失った信頼というのは回復するのが難しいもので、どんなに微笑んでも彼女は前ほど楽しそうに刺繍に付き合ってくれない。それどころか刺繍をしている間も、「あなたは婚約者がいるのだから、マナーをしっかりと身につけなさい」と小言をもらう。

（どうしたらいいの？　せっかく夜会も我慢して退屈な刺繍に付き合ったのに）

　レティシアがオデットの機嫌を損ねてから三か月、さらに彼女の周辺の状況は悪化していく。

　レティシアは、スペルミスが多く、人の名前を書き間違えてしまうことがある。文字も流麗とは言いがたい。そのことがブラウン子爵夫妻にばれてしまったのだ。これは結婚を前にした貴族の令嬢として致命的なことである。トレバーはそれを知っていたが、彼がレティシアに不利になることを言うはずはないのだ。

　夢の中では十九歳の誕生日を迎えると共に結婚していたはずのレティシアは、気づけばもうすぐ二十歳になる。

　少しずつ強烈な夢の記憶は薄れていくが、このままではトレバーと結婚できなくなるかもしれないと思い、悲しくなる。下手をすれば破談だ。

（私は、自分の居場所を見つけて、幸せになるの）

　トレバーはレティシアを愛してくれている。彼女のすべてを肯定してくれていた。だから、彼と結婚することはレティシアの中で決定事項なのだ。

　そんなある日。朝食の後、二階にあるオスカーの執務室に呼ばれた。婚約が破棄されてしまうのだろうかとレティシアは不安でたまらなかった。

「レティシア、お前がしっかり勉強をしなければ、この婚約は白紙に戻さなければならなくなるぞ」

　執務室で渋い顔をしたオスカーに伝えられた。

「そんな、お義と父う様、私頑張ります」

　政略とはいえ、トレバーとはうまくいっているのに悲しくなる。

　騒いでいるのは主にトレバーの母親で、彼女はレティシアが気に入らないのだ。きっとレティシアより、優秀で礼儀正しいミザリーと自分の息子を結婚させたかったのだろう。

「期限は三か月だ。それまでにスペルを完璧にしろ。特に貴族の名前を書き間違えるな。それから、お辞儀ひとつを取っても品格は滲み出るものだ。マナーも家庭教師について、しっかり身につけるように。あとは教養だな。文学を詰め込むには時間がないから、せめて有名な詩はすべて暗唱できるようにしなさい。細かいことと思うかもしれないが、貴族社会では隙をつくらないことが己の身を守ることにつながるんだ」

　いつもは甘いオスカーに期限を切られてしまった。

「たったの三か月ですか……」

　正直自信はなかった。レティシアは勉強に苦手意識を持っている。マナーについてもそれは同じで、特にミザリーの優雅なカーテシーを見るとうらやましくてため息が出る。だが、トレバーと結婚するためにはやり遂げなければならない。愛嬌を振りまくだけでは乗りきれないのだ。

　オスカーに厳しいことを言われ、悄しょう然ぜんとして執務室を出ると、そこにはこの家の天敵リーンハルトが佇たたずんでいた。

　彼の冷たいアイスブルーの眼差しにレティシアはたじろぐ。そういえばリーンハルトが家にいるのは久しぶりだ。最近では彼と顔を合わせることもめったになかったのに、こんな時に限って家にいるのだ。

「レティシア、いったいどういうつもりだ？」

「はい？」

　この義弟はレティシアを姉とは呼ばない。彼にとって姉はミザリー、ただ一人だ。

「以前、あまりほかの男に愛嬌を振りまくなと忠告したろ？」

「え？」

　リーンハルトから、そんなことを言われたこともあったと、レティシアは思い出した。

「嫌な噂うわさが広がっている。お前、男に媚びるあばずれだといわれているんだぞ」

「ひどい言いがかり！　誰かが意地悪でそんな噂を流したのよ。私、そんなことしていない！」

　レティシアは激しく首を振る。

「なぜ、俺の忠告を聞かなかった。トレバー様と結婚したいんだろ？　だったら社交界で隙を見せるな、侮られるぞ。それにお前はあちこちのパーティーに顔を出して遊びすぎだ。いい加減悪い噂だって立つさ」

　痛いところを突かれて唇を噛む。一年以上も王都で催される夜会という夜会に出席し、そのほか観劇や若い貴族の集まりなどに顔を出し、家にいることはほとんどなかったのだから、ここ三か月ほど家でおとなしくしていたからといって、以前のイメージが払拭できるはずもなかった。

「あなたにとやかく口出しされたくない。なんでも簡単にできちゃう優秀なあなたに、私の何がわかるっていうの？　偉そうに言わないで」

　悔しくて言い返しながらも、レティシアは心のどこかでわかっていた。彼が正しいことを言っているのだと……。だが、それを強烈に認めたくない自分がいる。認めてしまったら、何も持たない愚かで惨めな自分が残るだけ。必死に愛嬌を振りまかなければ、レティシアなど誰も見向きもしないとわかっている。だから、断固として引けなかった。それはレティシアの弱い心を支える最後の防波堤。

「馬鹿か、お前は！　口出しされたくなかったら、今すぐしっかり礼儀作法を学んで読み書きを完璧にしろ！」

　売り言葉に買い言葉で義弟と喧けん嘩かになってしまった。いつもは彼の方がレティシアを無視したり、あきれたりして終わるのに、今日はなぜか彼も引かない。

「リーン、もうその辺にしておいたら。レティシアは今お父様に叱られたばかりなのだし。それに偉い方や、殿方には好かれているのだから、いいんじゃないかしら」

　ミザリーの声が割って入る。

「姉上、それはフォローなのか？」

　リーンハルトは苦虫を噛みつぶしたような表情をして、レティシアを睨みつけると踵きびすを返していってしまった。

「ありがとう、お義姉様」

　レティシアはミザリーにすがるように駆け寄る。正直彼女が来てくれて助かった。本当にリーンハルトは苦手だ。

　たまにこちらが笑いかけても彼はニコリとすらしないし、たいてい無視される。ひとつ年下の義弟は最近背も伸びて、体も大きくなってきて怖く感じる。子供の頃は天使のように可愛らしくて優しかったのに。

　それに比べて、ミザリーは昔から変わらず思いやりがあり上品な人だ。いつもレティシアを助け、慰めてくれる。

　レティシアはそこでふと違和感に気づいた。あの悪夢の中でのミザリーはもうとっくにアーネストと結婚していた。ところが、レティシアと同様、まだ結婚せず家にいる。

（どうして？　アーネスト様とお義姉様の関係は良好なはず。それならば、なぜまだ家にいるの？）

　あの悪夢とは符合していないのだから安心していいはずなのに、レティシアは妙な胸騒ぎを覚えた。

「大丈夫？　レティシア」

　ミザリーが心配そうにレティシアの青ざめた顔を覗き込む。ミザリーの後ろにニーナが控えていたせいか、牢獄での記憶がよみがえり、レティシアはぞくりとした。だが、彼女は慌ててそれを振り払う。

　レティシアは弱々しい笑みを浮かべ、ミザリーの言葉にこくりとうなずいた。

「ねえ、レティシア、お庭で一緒にお茶を飲まない？　バラが見頃だわ」

　優しく語りかけてくれるミザリーに、レティシアの心が揺れる。

「でも、私、今からお勉強をしなくてはならないから。そうしないとトレバー様と結婚できなくなっちゃう」

　レティシアは、ぎゅっと唇を噛みしめ涙をこらえた。

（お義父様もリーンハルトも正しいと、……本当はわかっている。だけれど、私は周りの皆が普通にできることがうまくできなくて、それがとても苦しい）

　ミザリーがレティシアをいたわるような笑みを浮かべる。

「レティシアったら、そんなつらそうな顔をして……。気分転換しましょう。ね、お勉強はそれからにしましょう？」

　ミザリーの言う通り、部屋に帰って勉強しようとしても、きっとリーンハルトの腹立たしい顔が浮かぶだけだろう。気分転換は大事である。

　反省しかけたレティシアの心は、いともたやすく楽な方向へと流されていく。

　レティシアはミザリーに誘われるまま廊下を進んだ。エントランスに続く、大きな中央階段に差しかかり、一歩踏み出そうとした瞬間、突然背中にドンと強い衝撃を受けた。レティシアの体が、ふわりと宙を舞い、急速に落下する。

　ガン、と体を階段に打ちつけた。そのまま勢いをつけて体はいろんな場所にぶつかり階段から転がり落ちていく。

（痛い……）

　ひどく頭を打ち、割れるように痛む。いつまでも落下が続くかと思われたところ、やっと止まった。意識が朦もう朧ろうとしてくる。

　その時体を強く揺すられた。頭がガンガンと痛むからやめてほしいのに、声が出ないどころか指一本動かない。

「レティシア、大丈夫？」

　ミザリーがレティシアの顔を覗き込む。その瞳には好奇の色が宿っていた。晴れ晴れとした顔で、にいと笑い口角をいやらしく上げる。

「分不相応な夢を見るんじゃないわよ。この薄汚い貧民が」

　耳もとで、そう言って耳障りな声を立て彼女は笑う。胸がひどく痛んで苦しくて、レティシアはごぼりと血を吐いた。

（どこで、間違えたの？　私は、どこからミザリーに嫌われて……）

「レティシア、あなたの分もお茶を用意して待っているわ」

　毒を含んだ声がそうささやくと、レティシアの意識は遠のき、ゆっくりと冷たい闇に閉ざされていった。










ループ２　同じ朝を迎える




　カーテンの開く音で目を覚ます。夢うつつの中で、レティシアはうっすらと目を開く。窓からはやわらかい日差しが差し込み、そこはいつもの天蓋付きのふかふかのベッドだった。

「お嬢様、もう昼になりますよ。お食事されませんと」

　若い女性に声をかけられ覚醒する。目の前にアナの顔があった。この光景、見たことがある。レティシアは驚いて飛び起きた。

　するとミザリーが心配そうにレティシアを覗き込む。

「ダメよ、レティシア、急に動いては、あなたはひどい熱で寝込んでいたのよ」

　そう言ってミザリーがレティシアに手を伸ばす。

「やめて触らないで！」

　レティシアはぞっとして縮こまる。そんなレティシアの様子にミザリーとアナが驚いていた。

「レティシア？」

「お嬢様、いったいどうなさったのです。寝ぼけていらっしゃるのですか？」

　アナが戸惑ったように言う。

「いいのよ、アナ。レティシアはまだ体がつらいのよ」

　そう言うとミザリーは肩を落として部屋から出ていった。

「ミザリーお嬢様は、ずっとレティシアお嬢様を心配してついていらしたのですよ」

　レティシアはアナに非難がましく言われる。その時、ふわりと、窓辺に飾られた花が風に揺られた。

「あのスイートピーは、ミザリーからね」

「はい、そうですが……」

　いつになく察しのいいレティシアにアナが瞬まばたきをする。

「ねえ、アナ、今私はいくつなの？」

　アナはしばし固まった後、十三歳だと教えてくれた。




　――時間が遡ったのだ。




　レティシアはベッドからふらりと立ち上がると、鏡台の前に行って恐る恐る自分の姿を確認する。階段から落ちたはずなのにどこにも傷はないし、体も痛まない。そして幼くなっていた。

　やはり、あれは悪夢などではなく、レティシアは本当に階段から落ちて死んだのだ。どういうわけか、人生をやりなおしている。そして二度目も二十歳を目前に亡くなった。

　ミザリーに殺された。それとも背中を押したのはニーナの方だろうか。

　いずれにしてもミザリーの悪意はしっかりと受け取った。

　彼女から殺したいほど憎まれている。その原因を解明しない限り、また同じことの繰り返しだ。

（これから、どうする？）

　レティシアはもう悪夢や予知夢などと思わなかった。




　レティシアは流感がよくなり、体力はだいぶ回復してきたが、食欲がなくて一日中ベッドにいた。しかし、このまま閉じこもっているわけにもいかないので、仕方なく家族揃っての夕食の時間に部屋を出た。




　人生を繰り返しても、レティシアのマナーはそれほど改善されていない。あそこでミザリーに殺されていなければ、少しはよくなっていたのかもと思う。

　すると生意気なリーンハルトが口を開いた。

「レティシア、食器の音を立てて恥ずかしくないの？」

　十二歳の義弟に叱られた。いつもなら、知らん顔するところだが、今世は前世の喧嘩を引きずっている。レティシアにしてみれば『侮られる』だの『馬鹿』だのと彼に罵られたばかりなのだ。いくら見た目が幼く天使のようでも、今日ばかりは我慢がならなかった。

「だから、なんだというの？　私はあなたみたいにお上品なお坊ちゃん育ちじゃないのよ。生まれた時から、家族にも家にも恵まれていて、下町も孤児院も知らないくせに偉そうなこと言わないで」

　自然とレティシアの言葉はきつくなる。

　彼女の暴言にリーンハルトが食事の手を止め、子供にしては鋭い目で、彼女を射すくめる。一瞬彼の迫力にのまれた。

「確かにそうだね。あなたの母親は貧民街の酒場の女給だったんだから。そんな環境で育ったあなたはマナーも悪いはずだよね」

　これには本当に頭にきた。とても優しかった母スーザンのことを馬鹿にされるのは許せない。

　貧しい生活だったが、レティシアには幸せでいい思い出しか残っていない。リーンハルトにそれを汚す権利はないのだ。

「ひどい！　あなたに母さんの何がわかるのよ！」

　もっと罵倒してやりたいのに、喉が詰まってそれ以上言葉が出てこない。腹が立って、フォークをリーンハルトめがけて投げつけた。当てるつもりはなかったが、フォークは彼の頬をかすめた。リーンハルトの白はく皙せきの頬に血が滲む。

　レティシアはハッとした。リーンハルトが目を伏せてさっと頬を染める。

（怒ったの？　それとも泣くの？）

　レティシアは彼からの次の反撃に身構えた。

「ごめんなさい、レティシア」

「え？」

　リーンハルトの口から、ポツリと素直な謝罪の言葉がこぼれ落ちた。

（嘘でしょ？　あのリーンハルトが私に初めて謝った。三度目の人生で初めて聞いた。フォークを投げたから、恐れをなしたの？）

　今度はレティシアが固まる番だった。

「レティシア」

　いつの間にか横にミザリーが立っていて、ハンカチを差し出す。その時になってようやくレティシアは自分がぼろぼろと泣いていることに気づいた。嗚お咽えつで声が出なかったのだ。頭にきたのではなく、本当は傷ついて、悲しかった。レティシアは精いっぱい虚勢を張っていたのだ。

　レティシアのせいで家族揃っての食事は台無しになった。そしてミザリーが今世でもレティシアをかばう。

「レティシアなりに、一生懸命この家になじもうとしているのよ。だから、温かい目で見てあげましょう」

　ミザリーの優しい言葉に今度ばかりは騙だまされない。レティシアはミザリーの親切ぶった態度に寒気がした。

（本当は私のこと、殺したいくらい嫌いなくせに）

　憎らしく思うのと同じくらい、恐怖を感じる。それなのに、心のどこかでこの時点は嫌われていないのではと期待してしまう。二回も殺されたのに。

　レティシアの気持ちは激しく揺れ動いていた。




　その晩、まんじりともせずに、レティシアなりに考えた。このままでいいのだろうかと。

　リーンハルトにひどいことをしてしまった。それだけでなく、彼は詫わびてくれたのに、レティシアは謝っていない。

　そういえば、リーンハルトは前世も前々世もレティシアの母親のことをあんなふうに、口にしたことはなかった。彼の立場なら、いくらでもレティシアを蔑むことも貶おとしめることもできるのに、リーンハルトはそれをしてこなかったのだ。彼はレティシアをとても嫌っているのにもかかわらず。

（リーンハルトは本当に意地悪なの？　違う。私は……恵まれていないことを、弱者を武器に彼を傷つけてきた）

　リーンハルトに対してじわりと罪悪感がこみ上げてくる。そしてミザリーがかばうまでもなく、オスカーとオデットもリーンハルトにフォークを投げつけたレティシアを非難しなかった。

　レティシアはこの家に来てから初めて行った他家の茶会のことを思い出す。当時彼女は十二歳だった。礼儀がなっていないと、ミザリーの友人たちに囲まれて注意された。

　その場では、ミザリーがかばってくれたけれど恥ずかしく席を立ち、慌てて慣れないドレスの裾を踏んで派手に転んで笑われた。それ以来茶会が嫌になった。

　問題は転んだ後だ。リーンハルトが、手を差し伸べてくれた。騒動を見て驚いた彼が、助け起こそうといち早く駆け寄ってきてくれたのだ。

「あなたも私を馬鹿にしているんでしょ！」

　大声で彼を罵倒した。

（ああ、そうだ。差し出された彼の手を、私は皆の前で思いきり打ったのだ）

　彼は助けようとしてくれていたのに、どうして忘れていたのだろう。天使のように綺麗で可愛らしくて、あの頃のリーンハルトは小さな紳士だった。

（私は、引き取ってくれたシュミット家の人たちを、大切な助言をくれた彼らを傷つけてきた）




　翌朝、レティシアは執事にオスカーの都合を聞いて執務室を訪れた。

「お前の方から訪ねてきてくれるのは初めてだね」

　そう言ってオスカーはやわらかな笑みを浮かべる。まだ嫌がられてはいないようだ。昨日あんなことがあったというのに。しかし、それも子供のうちだけだろう。あと二、三年もすれば、昨日のようなことは許されないのだ。自分は変わらなければならないのだとレティシアは痛感した。

「あの、お義父様、……昨日は騒ぎを起こしてごめんなさい。それで今日はお願いがあってきました」

「なんだ」

「勉強する日にちを増やしたいのです」

　オスカーが驚いた顔をする。

「それは家庭教師に来てもらう日にちを増やすということか？」

「みんなと楽しくお食事したいからマナーもきちんと身につけたいし。もっと読み書きも上手になりたいんです。お願いします」

　レティシアは深く頭を下げた。

「途中で嫌だと言われても困るのだが……」

　オスカーは言いよどむ。

　しかし、さすがに三度目となればレティシアにも思うところがある。茶会や夜会に出るのは、マナーや読み書きが十分にできるようになってからだ。

　それにやはり、同性の友達がいないのはよくないと思った。きっとレティシア自身に何か問題があるのだ。だから今回は同性の友達をつくろう。勉強は、その第一歩だ。

（リーンハルトとも、いつかうまくいくといいな……）

　今回こそ、死なない。死ぬのはとても苦しいし、次は時間が巻き戻らないかもしれないのだから。




　家庭教師について、頑張った甲斐があって半年もするとレティシアのマナーは目覚ましくよくなっていく。自分でもその成果には驚いた。

　最初の頃はリーンハルトやミザリーを引き合いに出してレティシアと比較していた家庭教師も、次第におとなしくなっていった。

　そのうえ、文字のスペルミスもなくなり、流麗とは言えないが、ずいぶんと綺麗に書けるようになってきたし、有名な詩もそらんじられるようになった。まだ時間はかかるが本も少しずつ読んでいる。社交の場で教養は大切なのだ。愛嬌を振りまいているだけでは馬鹿にされてしまう。

　前世の貯金分もあったし、今世は気概が違うのかもしれない。そして努力は認められるものだと実感した。

　レティシアの変化に気づいたオスカーが、夕食の席で褒めてくれた。

「レティシア、よく頑張っているな。ずいぶんマナーもよくなった」

　いい気分になり、リーンハルトに目をやると、彼は何も聞こえてないかのように澄まし顔で食事をしている。なんとなく悔しかったが、彼に睨まれなくなったのは確かだ。

　フォークとナイフを使って、音を立てないように慎重にラム肉を切り分けていると、ふと強い視線を感じた。目を上げるとミザリーだった。彼女はゆっくりと口もとを綻ばせるようにレティシアに笑いかける。まだ、今の時点では彼女に恨まれていないのだろうか、嫌われていないのだろうかとレティシアは疑心暗鬼に陥る。

　だからといって、彼女を好きになることはなかった。二度も殺されたのだ。レティシアの背中を押したのが、ミザリーかそばに控えていたニーナかはわからないが、恐らく二人は前世も前々世もグルだったのだろう。




　それから、十日ほど過ぎた後、オデットに一緒に刺繍をやらないかと誘われた。

「ぜひ、ご一緒させてください！」

　刺繍は見えているほど優雅ではなく地味で難しい。初めからうまくできるものではないと気長に構えた。

　もう、うわべだけを取り繕って、にこにことご機嫌をとるなんてことはしなかった。オデットともきちんと向き合おう。孤児の自分を引き取ってくれた彼女はきっといい人だ。

　だが、レティシアには、それほど時間が残されていないのも事実で。彼女はもうすぐ十四歳になる。

　前々世は二十歳を目前に処刑されて、前世も二十歳前で人生を終えた。今回は何歳まで生きられるのだろう。十五歳になれば、レティシアのもとにトレバーとの縁談がくる。それまで何も手を打たなくてもいいのだろうか。このまま受け身でいていいわけがないと、気持ちは焦る。

　だが、うまい打開策は思いつかなかった。

　そんな時、最近よく話すようになったオデットとの話題にリーンハルトが出てきた。彼はシュミット家の自慢の息子だ。今は、王立魔法師学園に通っているという。魔法師の勉強をするのは平民や貴族の嫡男以外が多く、リーンハルトは珍しい部類に入る。

　なぜ、彼は魔法師の学校などに通っているのだろう。前世も通っていたのだろうか。レティシアに手がかりが残されているはずもない。

「リーンハルトは将来魔法師になるのですか？」

　オデットにそのまま疑問をぶつけた。

「あの子は父親に似たみたいでね。勉強が好きなのよ」

　ふふふと嬉しそうにオデットが笑う。

「すごいですね。そんなに楽しいのでしょうか……勉強。私も学校に通いたくなってしまいました」

「え？」

　オデットが驚いたように目を見開く。

「あ、いえ、あの、学校ってどんなものなのかなと思って。その、リーンハルトがそんなに熱心に通っているから、楽しいのかなと」

　しどろもどろになる。勉強は苦手だし嫌いだが、学校というところには興味がある。その先に何か打開策があるような気がするのだ。とにかく前世とは違う行動をとることが大事だと、本能的に感じていた。

「まあ、それなら、リーンハルトに聞いてみたら。女の子もいっぱい通っているようよ」

「え？　そうなんですか」

　レティシアはびっくりした。女の子というものは家で教育を受けるものだと思い込んでいたからだ。現にミザリーも家庭教師がついている。学校に行くことについて、オデットが前向きな提案をしてくれたことも意外だった。

「たしか、レティシアには、魔力があったのよね」

「はい、以前判定を受けた時に言われました」

　この家に引き取られる時に魔力判定を受けたのだ。なんでも結婚に多少は有利に働くらしい。興味がないので理由は聞かなかったから、よくわからないままでいた。

「学園はある程度の魔力を持った子供なら受け入れてくれるわ。それに適性によっては王宮や、教会で職を持つことができるのよ」

「そうなんですか？」

　初めて聞くことばかりで、びっくりした。もしレティシアが自立をしてこの家から出たら、死なずに済むのではないか。そんな方法もあったのかと、レティシアは目から鱗うろこが落ちた。

「興味があるのならば、リーンハルトに聞いてごらんなさい」

　レティシアは一も二もなくうなずいた。

　彼女はレティシアがリーンハルトと会話を持って、少しでも仲よくしてほしいと思っているのだ。




　結局リーンハルトに会えたのは、週末になってからだった。道理で前世も前々世も彼の印象が薄いわけだ。彼は学校で忙しかったのだろう。

　一方で妙なことがひとつ。ここのところミザリーがあまり話しかけてこなくなっていた。レティシアが気を許さないからだろうか。

　最近のミザリーはオスカーやオデットに褒められようと焦っているように見える。食卓で彼女の自慢話が増えた。彼女は優秀なのだから、そんなことをしなくても十分皆に認められているのにと、レティシアは不思議だった。




　レティシアはリーンハルトが帰宅し在室していることを使用人に確認して、彼の部屋を訪れた。前に話がしたいと言ったら、きっぱりと断られたので彼の部屋に突入することにしたのだ。

　ノックをして、いきなり部屋へ入るとリーンハルトはぎょっとしていた。最近ではいつも澄ましていて表情が変わらないので、ちょっとすっとする。

「リーンハルト、話があるの」

「俺にはない」

　けんもほろろに断られる。しかし、ここで引き下がれば、死亡率が上がるとレティシアは直感していた。レティシアは決心を固めるように、リーンハルトの部屋の扉をバタンと内側から閉めた。

「私、この家にはとってもお世話になっているから、何かお役に立ちたいと思っているの。たとえば、シュミット家が繋栄するようにお手伝いをするとか」

　レティシアはなんとか彼の気を引こうとした。彼に愛想笑いが通じないのはわかっている。これは、もう死にたくない彼女が考え出した苦肉の策だった。

「シュミット家の繁栄？　どうしたんだ。どこか具合が悪いのか？」

　マナーも改善したし、読み書きもできるようになったのに、なぜリーンハルトはこのような対応をするのだろう。レティシアはいったん深呼吸した。ここで怒っていたら、話が前に進まない。

　レティシアはいろいろと反省したとはいえ、リーンハルトの言葉はいちいち癇かんに障るのだ。たぶん相性の問題だろう。

「いいえ、どこも悪くないです」

　顔を引きつらせながらも笑みを浮かべることに成功する。ここは我慢だと、レティシアは自分に言い聞かせた。

　十三歳になるリーンハルトは、レティシアより少し背が高くなっている。彼は長い足を投げ出し、ふんぞり返るように椅子に座っていた。本当に小憎らしい。うらやましくなるほど端整な面立ちにさらさらな金髪。数年前は天使のように愛らしかったのに。どんどん生意気になり、今ではプライドばかり高くなっている。

「何を企んでいるか、知らないが、手短に済ませたい」

　どうやら話は聞いてくれるようだ。そして驚いたことに彼は「そこに座って」と椅子を指し示した。紳士教育が行き届いているので、ついうっかり嫌いな相手にも椅子を勧めてしまうようだ。彼のそこかしこに育ちのよさが出ている。レティシアはありがたく腰を下ろすことにした。

「で、シュミット家の繁栄って、何？」

「はい、いつまでもこの家の世話になるのではなく、私は仕事を持とうかと思って」

「仕事？　その前にお前はまず礼儀作法を守れ。最低限この家に恥をかかせるな」

　正論だが、十三歳の義弟に言われるとおもしろくない。最近では頑張ってお作法も身についてきている。

「あの、私、最近何か粗相をしましたか？」

　レティシアはわざと丁寧に言い返す。すると彼は顎に手を当て考える。涼やかな目もとは長い金のまつげに彩られ、今は伏せられている。

　いちいち所作が生意気で、美男子なだけあって様になっていて、余計にレティシアのイライラは増す。だが、そのイライラの原因はもうわかっている。結局のところレティシアは、彼がうらやましいのだ。

「いや、ここ最近していない」

　ぱちりとリーンハルトの青い瞳が開く。

「それならば」

　レティシアがさらに言いつのろうとする。

「褒めてほしいのか？」

　唇には冷笑を浮かべ、青く鋭い眼差しが注がれる。レティシアは慌てて首を振った。本格的に嫌われている。あきらめようと思ったが、この家でミザリーには頼れない。だとしたら、レティシアの死に今まで関わってこなかったリーンハルトから情報を得るしかないのだ。

「あの、私、自分の魔力を生かしたいの」

「え？　お前、魔法が使えるのか？」

　リーンハルトが驚いたように目をしばたたく。

「いいえ、でも魔力はあるらしいので、勉強して魔法師になりたいの」

　彼は唖然とし、しばし沈黙が落ちる。その沈黙が痛くなってきた頃、リーンハルトはおもむろに口を開いた。

「魔法師になるには、お前の苦手な勉強をしなくてはならないんだぞ。だいたい読み書きはきちんとできるのか？」

　もっともな疑問だ。レティシアはやさしい本ならば読めるようになっていたが、リーンハルトやミザリーには遠く及ばないだろう。だが、そんなことで揺らぐような決心ではないつもりだ。

　それにオデットは職を持つこともできると言っていた。シュミット家にしてもレティシアが稼げるようになったら、楽になるのではないかと思う。遠縁であるにもかかわらず、孤児院から引き取って育ててくれたのだから、この家にも何かしらのメリットがあってもいいはずだ。義父母もきっと喜んでくれるだろうし、次期当主としての自覚を持つリーンハルトなら協力してくれると考えたのだ。

「はい、心を入れ替えて、勉強したいと思います」

　レティシアは真面目に言ったのに、なぜかリーンハルトが舌打ちをする。

（それは礼儀にかなっているの？　舌打ちはいけないと注意していいのかしら？）

　レティシアの頬がひくりとする。

「だいだい、家の繁栄って……、父上も母上もそんなことのために、お前を引き取ったと思っていたのか？」

「え？」

「出ていけ」

　リーンハルトの射貫くような眼差しに震え上がった。

（なんで怒ったの？）

　レティシアにはさっぱりわからない。

「今、何時だと思っている。二度とこんな時間に部屋を訪ねてくるな」

　ひとつ下の義弟に叱られてしまった。




　レティシアは、取りつく島もなく追い出された。やはり、仲の悪い義弟から情報を引き出すことなどできなかった。

　そういえば、あの時フォークを投げて彼の頬につけた傷は、もう消えていた。これまでレティシアは彼に詫びたことがない。一度でも詫びていれば印象が違ったのだろうか。

　レティシアは決して被害者だったわけではない。過去にずっと自分を『かわいそうだ』と思っていたことを、今さら恥ずかしく思う。




　リーンハルトに断られたからとはいえ、あきらめるわけにはいかなかった。

　レティシアは二度もミザリーに殺されたのだから。

　悔しいし、できるならば、同じ痛みを味わわせてやりたいと思う。だが、頭のいいミザリーに勝てる気がしなかった。二度ともまんまと出し抜かれている。

（今だってあの澄んだ薄茶色の瞳と、優しい笑顔に騙されそうになる）

　殺されないためには、まずはミザリーから離れることが重要だ。早くこの家を出ていかなければならない。そしてなんらかの方法を使って、ミザリーとの関係を断つ。やられっぱなしなのは腹立たしいが、レティシアはそれ以上に生きることをあきらめられなかった。




　翌日レティシアはシュミット家の書庫に足を踏み入れた。三度目の人生で初めてだ。

　圧倒されるほどの本の数、時間をかけてやっと魔導書がずらりと並ぶ書架を見つけた。本の背表紙ぐらいなら、難しくてもなんとなく読めると思ったが甘かった。

　それに、数がありすぎてどれを選んでよいのかさっぱりわからない。そのうえこの家には隠し書庫もあるという。さすがにそこには入門書などないだろうと見当をつけた。

　迷っているのも時間の無駄なので、レティシアは片端から読むことに決める。手当たり次第に見ていけば、読みやすい本が見つかるだろう。

　しばらくすると、リーンハルトが資料をあさりに書庫にやって来た。レティシアは彼に微笑みかけたが、あっさり黙殺される。

　今まで伯爵家嫡男である彼にしてきた数々の非礼を考えれば、嫌われても仕方がないことなのかもしれないと、レティシアは己の行動を振り返り反省する。貴族とは元来プライドの高いものだ。リーンハルトから情報を引き出すのはあきらめて、レティシアはくる日もくる日も魔導書とにらめっこをしていた。

　じっと見ていれば、そのうち意味がわかるようになるかもしれないと思ったりもしたが、無理だった。手に取る魔導書はどれも難解極まりなく、音を上げそうになった頃。

「お前は馬鹿なのか？」

　後ろから静かに罵倒され、振り返るとリーンハルトが立っていた。レティシアの顔が引きつる。

「それは上級者用だ」

「え？」

　レティシアは驚いて目をまたたく。もしかして、彼は教えてくれる気なのだろうか。

「この書庫には入門書も初級用の本もあるが、本を当たるより、まずはお前の魔力適性を知ることが大事だ」

「マリョクテキセイ？」

　わけがわからないというように首をひねる。リーンハルトは「はあ」とため息をつくと、レティシアの隣の椅子を引いて腰掛けた。

「魔力には属性がある。火、水、風、土、光、闇」

「へえ、そうなんだあ」

　初めて聞く話にレティシアはふんふんとうなずき、素直に感心した。

「魔力のあるものはたいてい、火、水、風、土のどれかに適性がある」

　レティシアは、頭がこんがらがりそうになった。

「あの、適性ってひとつだけですか？」

　どういう風の吹き回しか、教えてくれるリーンハルトにできうる限り丁寧に尋ねる。

「いや、複数適性がある場合もある。だが、その中でも得手、不得手などがある」

「リーンハルトは何に適性があるの？」

「お前には関係ないだろ」

　レティシアは、これには少しカチンときた。

「もしかして、どれにも適性がないとか？」

　つい挑発するような言い方をしてしまう。

「違う。俺は強いていえば水で、氷魔法が得意だ」

　彼の瞳は冷たいアイスブルー。ぴったりだとレティシアはうなずいた。

「まあ、お前も水、火、土、風のどれかだろう」

　すっかり、『レティシア』ではなく、『お前』になってしまった。彼の義姉嫌いは加速し、今ではほとんど名を呼ばれることはない。

　それ以前に、口をきくこと自体少なくなっていた。

　気づけば、今世では関わり合いを持ちたくないミザリーとの方がずっとよく話している。

「そういえば、さっき属性には光と闇もあると言ってなかった？　どうして私はそこから除外されるの？」

「光と闇は極端に適性が少ないんだ」

　つまりリーンハルトは、レティシアがそのような希少な属性を持つわけがないと言っているのだろう。彼の言い方に多少の引っかかりを覚えたが、レティシアは聞き流し、ここぞとばかりに質問する。

「そうなの？　なんだか光と闇ってイメージが浮かびにくいんだけれど。光って、魔法師が使うライティング？みたいな、辺りを照らす魔法のこと？」

　すると義弟の手のひらにぽっとオレンジ色の温かい光が生まれた。

「ライティング、これのことか？　これは生活魔法で、基本的なものだ。まあ、時々魔力があってもできない者もいるが、これと光属性とは違う」

　リーンハルトはプライドが高いし、気に入らないと舌打ちするから苦手だと思っていた。だが、彼がさらりと魔法を使う姿を見て、初めて尊敬の念が湧いてきた。

「すごいわ、リーンハルト！　光っている！」

　レティシアは感激して歓声をあげる。外に出ないレティシアは、間近で人が魔法を使うのを初めて見た。

「じっと見るなよ。気持ち悪い」

　彼への尊敬の念は、一瞬でしぼんだ。こんな奴が伯爵家を継いで大丈夫なのだろうか。世の中は不公平にできているとレティシアは思う。リーンハルトは才能・容姿・生まれに恵まれているだけではないか。

　そこでレティシアは慌てて首を振る。また思考がネガティブに陥りそうになった。ひがんではいけないのだ。それでは過去の繰り返しになってしまう。

「大丈夫か？　いきなり犬みたいに首を振って」

　今度は犬扱いされた。

「ええ、大丈夫」

　レティシアは渾こん身しんの力で怒りをのみ込み、笑みを浮かべた。些さ細さいなことで腹を立てている場合ではないのだ。なんといってもレティシアの生死がかかっているのだから。

　そのまま席を立つかと思っていた義弟が、まだ隣に座っている。何か言いたいことでもあるのだろうか。また罵倒する気かと、レティシアは少し身構える。

「適性が知りたかったら、明日の朝、早く起きろ」

「え？」

　意外なことを言われ、レティシアは目を見開いた。

「俺の師のもとへ連れていってやる。そこで検査を受けるといい」

「え？　あの、リーンハルト」

　驚いたことに、彼はレティシアに協力してくれるようだ。

「なんだ？　明日がダメならば、俺は知らない。お前のわがままは一切聞かない」

　断固として言う。嫌々ながらも彼は協力してくれるようだ。恐らくリーンハルトは困っている人を放っておけないのだろう。本当はレティシアが大嫌いなのに。

「いえ、そうではないの。ぜひお願いしたいです。ただ、私が魔法の適性検査を受けることは家族のみんなには秘密にしておいてほしいの」

　特にミザリーに、とは言えなかった。

「何を企んでいる」

　途端に鋭い口調になり、リーンハルトが眉をひそめる。彼の眼差しがさらに冷たくなり、レティシアはびくりとした。これがきっと義弟の本性だ。天使の顔に騙されて、油断してはいけない。彼に殺される未来もひょっとしたら、あるかもしれないのだからとレティシアは気を引き締めた。

　三度目なのに、前世も前々世もあまり関わらなかった。だから彼をよく知らないことに今さら気づいたのだ。

「あの、恥ずかしいから。ほら、急に勉強したいなんて言いだしたら、その私、今まで……」

　とりあえず理由をひねり出そうとしたが、うまく取り繕う言葉が出てこない。これ以上追及されないといいのだがと、レティシアは冷や汗をかく。へそを曲げてやはり連れていかないと言われたらどうしよう。ひょっとしたらこれがレティシアにとって千載一遇のチャンスかもしれないのに。

「父上に言わないわけにはいかない」

「ええ、それはわかっている」

　レティシアは勢いよくうなずいたが、リーンハルトは納得していないようだ。ミザリーに告げ口されたらどうしようと、レティシアは焦った。なぜか、ミザリーは反対する気がしていた。

「ふん、まあ、いい。明日起きなかったら置いていく」

　そう言い置いて立ち去ろうとする。

「ちょっと待って！　リーンハルト」

　慌てて止める。まだ彼への質問は終わっていないのだ。ここで席を立たれては困る。

「なんだ。まだ用があるのか？　暇ではないんだが」

　リーンハルトは仏頂面で振り返る。しかし、彼は無視することなく答えてくれた。これは大きな進歩だ。

「いえ、あの、あとひとつ聞いてもいいですか？　闇魔法って何ですか？」

　レティシアは丁寧に質問した。リーンハルトはちょっと怖いのだ。いつからこうなったのか、今まで接点が少なすぎてレティシアにはわからなかった。

　初めて会った頃は本当に可愛かったのに、前世も前々世も気づくと、とっても怖くなっていた。




　義弟の朝は本当に早い。レティシアは危うく置いていかれるところだった。

　いや実際に、問答無用で置いていかれたのだが、あきらめるレティシアではない。なんといっても生死がかかっているのだ。

　彼女は朝食を抜き、リーンハルトを乗せて走り去る馬車を全力疾走で追いかけた。

「待ってーー！　リーンハルト！　リーンハルトーーっ！」

　朝早くから石畳の往来にレティシアの大声が響く。訪問着が地味に重くて、息切れがする。下町で生活していた頃はもっと速く走れたのにと馬車を必死で追いかけた。

　すると馬車が急停車する。追いついたレティシアの前でいきなりドアが開き、リーンハルトに馬車へと引きずり込まれた。彼が、意外に力が強いことに驚いた。そしてドアを閉めると御者に出発の合図を送る。リーンハルトの顔は真っ赤だ。

「淑女が走るな！　往来で叫ぶな！　みっともないだろう」

　案の定かなり怒っていた。その後も馬車の中で一歳下の義弟にこんこんと説教された。

「だって、リーンハルトが置いていくから……」

「早く起きないお前が悪い」

　レティシアがもごもごと言い訳するも、一刀両断された。

「ごめんなさい」

　彼の言う通りだ。しかし、本当に置いていかれるとは思わなかった。彼と会う時は時間厳守だとレティシアは固く誓う。

　本当はレティシアもきちんと朝早く起きるつもりだったが、昨日彼から聞いた闇魔法の話が気になって眠れなかったのだ。

　リーンハルトの話によると、闇魔法は魔術や呪いに適性があるという。もし、レティシアに闇属性の適性があれば、ミザリーの悪意に呪いをぶつけることで、打ち消せるかもしれない。それか魔術で身を守るとか。そうすればすべてが解決するし、もう殺されなくて済むのだ。そう思ったら、興奮しすぎて眠れなかった。

　闇属性の適性者は少ないと言っていたが、万に一つでもその可能性があるかもしれない。そう考えると、レティシアの胸はドキドキと高鳴る。これで死を回避して、運命を逆転できるかもしれないのだ。そしてミザリーにひと泡吹かせられる。希望の光が見えた気がした。

（今度こそ、ミザリーにぎゃふんと言わせてやるんだから）

「おい、ミザリーって、姉上がどうかしたのか？　さっきから何をぶつぶつ言っている？」

　リーンハルトがレティシアに胡う乱ろんな目を向ける。うっかり心の声が表に出ていたようだ。

「な、なんでもないから！」

　慌てて取り繕うと、リーンハルトに気の毒そうな目で見られた。もう彼はレティシアを怒りもしなくなっていた。

　三度目の人生、天敵と思っていたリーンハルトからは、憐れまれつつあるようだ。たぶん、彼から叱られなくなったら終わりだろうとレティシアは心した。




　学園の門の前で馬車から降りたレティシアは、今世で初めて学校という場所に足を踏み入れた。

　門をくぐった正面に、園庭が広がり、古くどっしりとした石造りの建物が見える。四階建てのそれには、蔦つたが絡まっていた。そのほか、敷地内には何棟も校舎や研究棟が建っている。




　そして何よりも象徴的なのが中央に立つ古い時計塔だ。勉強は嫌いだが、こういう落ち着いていて歴史を感じさせる雰囲気には憧れる。敷地に入っただけで、頭がよくなれた気がして……。そして学園は迷子になりそうなほど広かった。

「ねえ、すごいよ！　リーンハルト！」

　レティシアは立派なレンガ造りの学舎や研究棟を見て声をあげる。きょろきょろして、「あれは何？　これは何？」と質問攻めにするのだが、リーンハルトが全然相手にしてくれない。しまいには他人のふりをして足早に進んでいく、レティシアは途中から小走りでついていった。これは紳士としてどうなのだろうと、彼女は首をひねる。




　バートンの研究室は教員用の研究棟の三階にあった。

「これから会うのは俺の師、バートン先生だ。とても優秀な研究者だ。くれぐれも失礼のないように」

　ドアの前でリーンハルトに怖い顔で念を押され、レティシアはうなずいた。

　リーンハルトが研究室のドアをノックすると、中からすぐに返事があった。真しん鍮ちゅうのドアノブをカチャリと回す。

　レティシアは緊張してドキドキしたが、バートン先生は優しそうな熊みたいな人でほっとした。年齢は三十歳前後だろうか。レティシアが想像していたより若かった。

　リーンハルトに「私の姉です」と紹介された時は感動した。ちゃんと姉として紹介してくれた。

　そもそも彼は外面がいい。感じよく微笑んでいると、まるで天使のようだ。

　きちんと挨拶を済ませた後、レティシアは勧められるままにバートンの前の椅子に腰を下ろす。リーンハルトがレティシアの後ろに立って黙って見守る中で、レティシアはバートンの質問にいくつか答えた。その後、指示されるままに水晶玉に手をかざす。ほどなくして水晶玉が光り始めた。

「これは！」

　バートンが光り輝く水晶玉を見て驚く。不安になって、後ろに立っているリーンハルトを振り返ると彼も目を見張っていた。

「もういいよ。君の適性はわかったから。おめでとう、君は非常に強力な光属性の持ち主だ。実に珍しい」

　バートンが嬉しそうに言う。

「え！　闇ではないのですか！」

　同じ珍しい属性ならば闇がよかったと、レティシアは目に見えて落胆した。

「姉上、失礼だよ」

　叫んだ瞬間、リーンハルトの厳しい声が飛び、レティシアは慌てて謝罪する。

「も、申し訳ありません！」

「ふふふ、いいよ。闇属性を欲しがる者もけっこういるからね。占いやまじないができるからね。女性はそういうのが好きらしい」

「へ？」

　呪いではなかったようで、気が抜けた。

「……レティシア」

　地を這はうような機嫌の悪いリーンハルトの声に、慌てて口を閉じる。

「姉の非礼をお許しください」

「いいんだよ。かまわない。素直な人のようだね。それに光属性とはすごい。闇属性よりさらに少なくて希少だ」

　そう言って鷹揚に笑うバートンを見て、レティシアはほっとした。しかし、ブリザードのようなリーンハルトの視線を背後から感じる。後が怖そうだ。一歳下の義弟に借りなんかつくるのではなかったとレティシアは縮こまった。

　その後授業があると急いで学舎に向かうリーンハルトと別れ、レティシアは学園を後にした。今後のこともあるので別れ際、彼にはきちんと礼を言っておいた。

　早起きしたせいで時間ができたため、家に帰るとレティシアは光魔法について調べることにして書庫にこもる。しかし、難しい専門用語ばかりで、ちんぷんかんぷんだった。




　家庭教師が来て、授業を受け、勉強し、書庫にこもる日が三日ほど続いた後、レティシアは義父に執務室に呼ばれた。

　なんの用事だろう。まさか、もう婚約者のトレバーが訪ねてくるとか……。いろいろ考えながら、緊張してオスカーの執務室に入ると、意外なことにバートンがいた。

　話というのは王立魔法師学園の特別入学の件だった。正直驚いた。学校に通いたいとリーンハルトに話したけれど、まさかバートンが訪ねてくるとは思ってもみなかった。

　バートンの話によると癒いやしの力を持つ光魔法の適性者は珍しいから、レティシアにぜひ学園に来てほしいということだ。

　どうやらレティシアは魔法師学園に入学できるようだ。

　しかし、この際、理由などどうでもよかった。家にいる時間が少なくなればミザリーとの接点も減り、死亡率が低くなるというもの。




　バートンが辞去した後、オスカーにいろいろと話を聞いた。意外なことに義父はレティシアの学園入学に賛成だ。どう話を切り出そうかと悩んでいたが、説得する必要はなかった。

「お前は何か特技を持って自信をつけるといい」

　今までそんなふうに思ってくれていたのかと、義父の言葉を聞いてじんときた。

　入学案内の冊子を見せてもらうと、学園には寮があることがわかった。レティシアは早速飛びついた。

「お義父様、私、寮に入りたいです！」

　これで、さらにミザリーとの接点が減る。

「え？　学園から家は近いのにかい？　どうしてリーンハルトと同じことを言うんだ」

　オスカーが寂しそうな顔をする。

　今世で初めて気がついたが、この人はとてもいい人なのだ。善意から、レティシアを引き取ってくれたのだろう。『シュミット家の繁栄のお手伝いを……』だなんて、リーンハルトに言ってしまった自分を恥ずかしく思う。今ではなんで彼が怒ったのかがわかる。

　そんなリーンハルトを最近見かけなかったのは、彼が寮に入っていたからなのだと、レティシアは初めて知った。

「家に、不足があるわけではないです。でも、ここにいると恵まれすぎていて、甘えてしまうので」

　本当は死にたくないだけなので、ちくりと胸は痛んだが、いい感じの言い訳ができたと思う。

「わかったよ。それならば、せめて休みの日は家に帰ってきておくれ」

「はい」

　レティシアは素直に受け入れるが、帰る気などないので、またも良心が痛む。しかし、これでやっと平穏無事に長生きできるかもしれないのだ。今世では殺されないで済むかもしれないと希望が湧いてきた。




　魔法師学園は五年制で、おおむね十四歳から二十歳までの生徒が在籍している。一年生がみんな十四歳というわけではなく、遅くは十七歳から入学する者もいた。

　入学するには、簡単な教養の筆記と面接を受ければいい。必要なのは魔力なのだ。レティシアは強力な光属性の魔力を持っているということで、スカウトされる形での入学が決まったのだった。




　意気揚々と学園の門をくぐった。今までの繰り返しの人生になかった展開にレティシアの心は躍る。これで、きっとミザリーに殺されることもないはずだ。

　学園の中央にそびえ立つ歴史を感じさせる立派な時計塔。これからこの学園でレティシアの新たな時間が刻まれることを象徴しているように見えた。人生三度目でようやくここまできたのだ。レティシアは誇らしい気持ちでいっぱいだった。

　しかし、彼女には、たったひとつ懸念がある。寮に入るため荷物は持ってきているのだが、まだ部屋が決まっていないのだ。どうなっているのだろうかと訝いぶかしく思う。

　荷物は学園の受付に預けっぱなしだ。

　学び舎に入ると、学園の職員に広い講義室に案内された。そこには二百人ほどの生徒がいる。

（新入生を集めて、これから何が行われるのだろう）

　入学後の日程については全く聞かされていなかった。

　そのため、これから何か説明があるのだとレティシアは思っていた。

　しかし、始まったのはクラス分けのテストで、入学筆記試験とは違って難しく、レティシアには半分も解けなかった。

　その後、いったん家に帰された。学園はこれから休みに入り、一週間後に新学期が始まるという話だが、レティシアにとってはずっと先のことのように感じられた。




「レティシア、驚いたわ。読み書きが苦手なあなたが学校に通おうと思うだなんて」

　午後の日の差す庭で、可愛らしい天使のようなミザリーが小首をかしげる。

　今日は自宅庭園で催されているミザリーの茶会に誘われたのだ。招待されたのはすべてミザリーのお友達。レティシアは彼女の誘いから逃げられなかった。あまり避けると不審がられるし、サクッと殺されるかもしれない。油断は禁物だ。

「ええ、いつまでもここのお家に甘えていてはダメだと思って」

「あらそんなことないわよ。私たちは姉妹じゃない。それにここはあなたの家なのだから遠慮はいらないわ。私にひと言相談してくれたらよかったのに」

　ミザリーに相談したら、どうにかなっていたのだろうか。本当に彼女に二度も殺されたのか疑いたくなるほど今世でも親切だ。

「ありがとう、お義姉様に、そう言っていただけて嬉しいわ」

　するとミザリーがふふと笑う。そよと風が吹き彼女の金髪が揺れる。

　きらきらと日の光を反射してとても美しい光景だが、レティシアはぞくりと寒気がした。いつから、彼女に恨まれ始めるのだろう。もうそれは始まっているのだろうか。前と違い今世では、彼女となるべく関わらずに過ごしてきた。

「私の弟とずいぶん仲がいいのね」

（私の弟？）

　レティシアは小首をかしげながらも答える。

「そう見えますか？」

　レティシアは学園に適性検査を受けに行って以来、リーンハルトとは接触がない。彼とは相変わらず犬猿の仲だ。それに学年も違う。優秀な彼は十二歳で入学し、さらに飛び級で現在三年に在籍している。つまり、レティシアの二級上だ。

　そして、今ミザリーは『私の弟』と言った。やはり彼女にとって、レティシアは家族ではないのだ。

「とても仲よく見えるわ」

　いきなり強い口調で言われ、レティシアはびっくりした。恐らくミザリーはレティシアとリーンハルトが仲よくするのが気に入らないのだろう。しかし、それは杞き憂ゆうというものだ。

「リーンハルトは優秀で、私とは学年も違うから、会うこともないわ」

「そう。まあ、そんなことよりも、あなたは婚約者を探さなくてはね」

　ミザリーが断定口調で言う。

「え？」

「学園など趣味で通っている場合ではなくてよ？」

　そう言って艶やかに笑う。

　ふとミザリーはもう、アーネストと婚約が決まったのだろうかと思う。レティシアはそれについて何も聞かされていなかった。

　しかし、それをこの場で問うのははばかられる。ここには彼女のお友達の令嬢たちも招待されているのだ。一度目にループした時、レティシアに熱い紅茶をかけ、いじめたアニスもいる。それに義姉妹のやり取りを、彼女たちは興味津々で聞いている。ここで失態を犯して後で噂の種になるのは嫌だ。

「いえいえ、私など、もらってくれる先はありません」

「あら、どうして私の妹じゃない。私に任せてくれればいいのよ」

「え？」

　なぜ、こんなにも積極的なのだろうとレティシアは訝しく思う。

「そうそう、婚約が決まったら、あなたも学園をやめるでしょう？　淑女教育に精を出さなくてはならないからね」

　ミザリーはレティシアの学園行きが気に入らないのだと気がついた。彼女は自分で家庭教師を選んで学園には通っていないのに、レティシアをうらやんでいるように見える。それが腑ふに落ちなかった。うらやましいのならば、ミザリーも通えばいいのだ。レティシアよりもずっと優秀なのだから。

「まあ、婚約も決まっていないのに、学校に通うだなんて」

「しかも、貴族学校ではなくて、魔法学園だなんて庶民もいるらしいじゃない」

「あなた養女でしょ？　早く結婚して、ご両親を安心させたいと思わないの？」

　この機会を待っていたかのようにミザリーの友人たちがレティシアを口々に批判し始める。ご令嬢方には相変わらず嫌われている。こんなことでこれから先友達などできるのだろうかと不安になってきた。

「まあまあ、レティシアは勉強が好きで学園に通うのよ。人にはそれぞれ向き不向きがあるのよ」

　ミザリーがいつものように困ったような笑みを浮かべてかばってくれるが、皆には白い目で見られている。

「だいたい貴族の娘の役目は、結婚してより優位な条件で家同士の縁を結ぶことにあるのではなくて？」

　アニスが言うとほかの令嬢たちも勢いづく。

「そうよね。それでこそ、育ててもらった家に対するご恩返しよ。余分に学費を払わせて学園に通うなんてどうかと思うわ」

　明け透けにハワード男爵家の令嬢に苦言を呈された。オスカーもオデットも学園への入学をすんなり賛成してくれたので、学費のことまで考えたことがなかったが、かなりかかるものなのだろうか。この家が金持ちだと知っているが、皆にそう言われてしまうと義父母に申し訳なくなる。

　だからといって、そのことを彼女たちに非難されるいわれはない。前のレティシアならば、我慢できずに言い返していただろうが、それで騒ぎになりでもしたら、きっとミザリーの思うツボだ。やはり彼女はどういうわけか、レティシアを嫌っていると肌で感じた。

（関わりを持たないように気をつけてきたのに。なんで？）

　レティシアは腹立ちを、ぐっとこらえた。




◇◇◇




「ねえ、リーン、今日は一緒に街中のカフェに行かない？」

　ミザリーが書庫にいたリーンハルトに声をかけると、彼は驚いたような表情を浮かべた。リーンハルトは学校が休みになり、家には帰ってきているものの、ずっと書庫に閉じこもって勉強をしていた。

「え、どうして俺と？　友達と行けばいいじゃないか」

「あなたはいつも家にいないのだから、こんな時くらい姉弟で一緒に出かけてもいいでしょう」

「いいけれど、家のサロンや庭ではダメなの？」

　リーンハルトは勉強時間が減るのが嫌なのだ。ミザリーは淡く微笑む。




　結局、ミザリーが押しきり、二人は連れ立って、家の近くにあるカフェに来た。メニューを注文するも、前に座ったリーンハルトは落ち着かない様子だ。ふたつ年下の弟はまだ子供だと思っていたのに、いつの間にか顔も大人びて、ミザリーより背が高くなっている。十三歳とはいえ、学園生活も二年目ともなるとずいぶんと変わるものだと、ミザリーは弟の成長を実感した。

「どうしたの？　リーン、落ち着かないようだけれど」

　注文したカフェオレとケーキが運ばれてきた。

「いや、レティシアは来ないのか？」

　リーンハルトはカフェオレに口をつける。

「どうして？」

　ミザリーは、心底不思議そうに小首をかしげた。

「姉弟でと、言っていたろ？　レティシアも来るのかと思っていた」

「呼んだ方がよかったかしら？」

「別に」

　さして表情も動かさず、そっけない返事をする。

「最近、レティシアと仲がいいのね。もしかして、好きになっちゃった？」

　リーンハルトがはじかれたようにミザリーを見る。それから、少し迷惑そうな顔をした。

「そういうことじゃない。ただ、レティシアも家族だろう」

　ミザリーは、弟のこういうところを残念に思うし、はっきりいって苦手だ。レティシアに向かって、手厳しいことを言うくせに、彼女を家族だと認めている。

　彼は潔癖な面があって、陰口を好まないのだ。

「ねえ、こうやって二人で向かい合って座っていると、周りの人たちに、私たちってどう見えるのかしら？」

　ミザリーは蠱こ惑わく的に弟に笑いかけた。

「そりゃ、姉弟でしょ？」

　リーンハルトが当然のように言う。

「ふふふ、なんだか恋人同士みたいじゃない」

　彼はあきれたような視線をミザリーに向ける。

「何それ、姉上は友達が多いのだから、男友達でも誘えばよかったじゃないか。皆喜んで来てくれるだろ」

　美しい姉弟は腹の底で通じ合うことなく、微笑み合う。

　リーンハルトはきっとレティシアが暴言を吐いたとしても、心の底から憎んだり、恨んだりはしないのだ。困っている彼女を助けることはあっても。

　レティシアのことを疎ましがっているようでいて、それはただ彼のプライドの問題で、リーンハルトはいつでも公平でとても寛容だ。

「ねえ、どうして、レティシアに学園に行くことを勧めたの？　あの子、勉強ができないのに」

「本人が行きたいと言いだしたんだ。俺はバートン先生に話を通しただけ。そういうことはレティシアに直接聞いたら？　俺にはレティシアの考えはわからない」

　そう言って、彼は口を引き結ぶ。やはりそうなのだ。彼はレティシアのために、お膳立てする手間を厭わないのだ。

　リーンハルトはただメンツがあるから怒っているふりをしているだけで、彼女の数々の無礼をとっくに許している。

「わかった、そうする。ちょっと不思議だなって感じただけ」

　それから、話題はレティシアからそれていった。

（リーンは私の味方にはなってはくれないの？）

　――あなたは知らない。博愛主義は偽善と表裏一体であることを。




◇◇◇




　いよいよ新学期が始まった。今日からレティシアの寮生活が始まる。

　レティシアは学校の受付で封筒を受け取った。それにクラスと寮の部屋の鍵と今後の授業のスケジュールが入っているという。

　早速広いカフェテラスに行ってカフェオレを注文し、大きく張り出した窓のそばに座った。

　なんだかそれだけで希望にあふれ、わくわくする。

　封筒を開けてみると冊子の表紙にＦという文字がでかでかと書いてあるのを見た。Ｆとはなんだろう。要綱のページをめくっていくと、とんでもないことが書いてあった。

「嘘でしょ？　Ｆって成績下位が集まるクラスなの！」

　彼女のテスト結果はダントツ最下位で、光魔法の適性とバートンの推薦がなかったら、入学直後に退学になっているところだった。

　レティシアは恐怖に震える。

（私って、人生を二度やりなおしてもちっとも頭がよくなっていないんだ）

　冷や汗をだらだらとかきつつも妙に納得できる。あのリーンハルトに頼っていなかったらこんな未来は開けなかったのだ。入学できてよかったとリーンハルトに感謝すると共に、十二歳で入学し、さらに飛び級して三年にいる彼の優秀さに尊敬の念を覚えた。




　レティシアはカフェテラスを後にすると寮に行き、自分に当てがわれた部屋を見て驚いた。辛うじて一人部屋ではあるが、粗末なベッドがひとつに、文机がひとつ。あとは作り付けのクローゼットのみで、ティーテーブルすらなく、狭いのだ。

　しかも、一階の西日しか差さない物置のような部屋で風呂もない。この部屋を割り当てられた者は共同浴場に入るらしいと聞いて驚愕した。

「なんでーーっ！」

（まさかお義父様が寮費をケチったの？）

　一瞬、心に疑いが芽生えるが、慌てて打ち消した。オスカーはそのような狭きょう量りょうな人物ではない。自分の浅ましさに悪寒が走る。こんなんだから、殺されるほど憎まれるのだ。

　もう一度要綱を、目を皿のようにして読む。それによると、部屋はクラス分けテストの成績順で、ここは一番悪い部屋。掃除や洗濯も自分でやり、食事だけはカフェテラスで食べられる。つまり成績最下位のペナルティのようなものだ。

　とはいえ、そもそも下町の孤児院で育ったのだから、それに比べれば清潔なので苦でもない。

「そういえば、リーンハルトはどの部屋を当てがわれているのかしら」

　レティシアは要綱を握りしめ、独りごちた。

　彼の待遇が気になるが、休み中に家でチラリと見かけたくらいで彼とは最近話もしていない。最後に話したのは適性検査の日だ。学園のことをいろいろと聞きたかったのに、うるさがられて相手にしてもらえなかった。

（別にいいけれど……。もともと、仲が悪いし。でも、ちゃんとお礼も言えたからよしとしよう）




　学園で、レティシアは一番下のクラスから始める。彼女のここでの目的は、ミザリーから逃れるばかりではなく、友達をつくることだった。

　前世も前々世もいなかった同性の友人をこの三度目でつくる。レティシアの決意は固かった。

　意気揚々とＦクラスに入る。

　すると、Ｆクラスの生徒は庶民ばかりで、伯爵令嬢のレティシアはおおいに目立った。

　そのうえ、庶民は一般的に髪も瞳の色も濃く、白銀の髪と紫色の瞳を持つレティシアはさらに浮いた存在となる。それにより、父親から受け継いだこの貴族独特の色彩が原因でレティシアが孤児院でいじめられたのだと、三度目の人生で初めて知った。確かに孤児院には髪と目の色が黒や茶などの子供ばかりだった。もちろん貴族にも例外はあり色の濃い者もいるが、たいてい目の色は薄かった。

　教室では女子生徒も男子生徒も遠巻きに見ている。レティシアはここでも孤独と疎外感を味わうことになった。貴族の子女は皆きちんと教育を受けてきているので、通常はＣクラス以上なのだそうだ。ちなみにＦクラスに入れられた貴族はレティシア一人で、学園始まって以来の珍事だという。

　だが、そのことに関してリーンハルトがレティシアに、『恥さらしだ』とか文句をつけてきたり、怒ってきたりすることはなかった。カフェテラスで時折遭遇すると、気の毒そうな心配そうな、なんとも複雑な視線を送ってくる。なぜかレティシアは文句を言われるよりイラッとした。

　しかし、Ｆクラスといえど授業はレティシア一人に合わせてくれるわけではないから、進みが早くて苦労した。

　三度もの人生を過ごしてきたのにもかかわらず、教養の成績は惨さん憺たんたるものだったが、辛うじて実習の成績はよく、放校にはならずに済んでいる。つまり、この学園は入学することより卒業することの方がずっと難しいのだと、レティシアは遅まきながら気がついた。




　そんなある日実習でペアを組むことになった。相手は女子生徒だったので、これは友達になるチャンスかもしれないと、レティシアは彼女を学園のサロンに誘う。しかし、返ってきた言葉は……。

「私、サロンでお茶を飲むお金なんてないんです。それにあなたは伯爵家のご令嬢で私とは身分が違いすぎます。お友達だなんて無理です」

　彼女は、恐れをなすように首を振る。

　レティシアは今さら彼らとの厚い壁に気づく。皆、レティシアに気を使うし、『シュミット様』と呼ぶ。

　今まで、貴族の家に引き取られて自分がどれほど幸せだったのかなどと考えたこともなかった。それ以来、レティシアの友達をつくる作戦はとん挫した。

　彼女は、ただひたすらおとなしく勉強に専念した。




　入学して二年の月日が過ぎた。レティシアは努力の甲斐があって、三年生になりＤクラスに上がった。やっとここで貴族の令嬢に出会えた。レティシアと同じ十六歳の男爵令嬢マリーナ・レミングスだ。繰り返しの人生でいつも同性には嫌われるから、また嫌われたらどうしようと思っていたが、彼女は気さくですぐに打ち解けた。

「よろしくね。マリーナ」

「こちらこそ、よろしく。レティシア」

　貴族の女子生徒は二人だけで、あとは貴族の男子生徒が三人ほどいるほかは全員平民だ。上のクラスに行けば行くほど、貴族が増えていくようだ。

　Ｂクラス以上になるとほぼ平民はいないことに気づいた。

「ねえ、マリーナ。私、Ｆクラスでずっと疑問に思っていたのだけれど」

「なに？」

「Ｆクラスでも頭のいい子はいるのに、どうして、彼らは上に行けないの」

　Ｆクラスで一番勉強ができたわけではないのに、レティシアはＥクラス、Ｄクラスと順調に上がってきた。これも身分に関係があるのだろうかと思うと気が引ける。

「別に行けないわけではないわ。魔力量の差ね。貴族と庶民では大きな差があるのよ」

「え？　そうだったの？」

　リーンハルトもそれくらい教えてくれればよかったのにと思う。初めて聞く話だ。

「そうよ。魔力は血筋なの。貴族はたいてい貴族同士で結ばれるでしょ？　それと属性の問題ね」

　すらすらとマリーナが答える。どうやらここら辺は常識のようだ。

「属性？」

「いいわね。私は土属性だけれど。レティシアは光属性なのよね」

「ええ、まあ」

「結婚相手が引く手あまたでしょう？　もうお相手はいるの？」

　言われてみれば、前世では十五歳でトレバーと婚約したが、今回は学校に通っているせいかそういう話は一切なかった。気づけば、もうすぐ十七歳になる。

「いいえ、全く。それで話を戻すけれど、珍しいといわれている光属性と闇属性が優先的に上のクラスに行けるの？」

「違うわ。闇属性しか持たない者はほぼ、Ｆクラスから出られないの」

「え？　それはどうして？」

「呪術や占いに使われるから、卑しいものとされているの。それに闇属性は通常の魔力とは、少し違うのよ。思いの強さが呪いをつくるといわれている。魔術とでもいうのかしら、彼らは形式を学び、術を展開するのよ。私も詳しいことは知らないのだけれど。ただ、庶民の間では闇属性は人気があるわ。市井で占い師やまじない師として成功して大金を稼ぐ者もいるのよ」

「……そう」

　闇属性が欲しいと言ったら、リーンハルトの機嫌が悪くなった理由がやっとわかった。それならそうと言ってくれればいいのにとレティシアは思う。

　マリーナの話によるとこの学校を出た闇属性持ちの庶民は皆、市井で占い師やまじない師になるという。ちなみに貴族令嬢に闇属性が出た場合は隠されるべきものらしい。

「それに比べて光魔法には病気やケガを治癒する力があるわ」

　彼女の話はなおも続く、レティシアは情報に飢えていたのでありがたく拝聴する。

「でも、何かの役に立つのかしら。ちょっとしたケガを治すならば、便利だけれど。医術が発達しているし、別に必要ないんじゃないの？」

　光魔法もある程度止血などはできるが治癒力を高めるだけで、手術をするのは医者だ。

「あら、そんなことないわよ。治癒師になれるんだから、働いて自活できるわ。もっともシュミット家のお嬢様なら、その必要はないだろうけれど」

「治癒師か……」

　具体的なイメージは湧かないが、新たな可能性が見えた気がした。卒業後、自活してシュミット家から出れば、ミザリーとの接点もなくなり、死のループを回避できるかもしれない。レティシアが将来に思いをはせている間にもマリーナの話は続く。

「ほんと恵まれているあなたがうらやましい。その銀色の髪とか神秘的な紫の瞳とか……飛び抜けて白い肌とか……」

　価値観は人によって違うものらしい。レティシアはこの髪や瞳の色のせいで、孤児院で散々いじめられたのだ。『色をつけてやるよ』と言われて泥の中に投げ込まれたこともある。

「私は、絶対に働いて自活するの」

　レティシアがそう言いきると、マリーナが目を丸くした。

「あなた、変わっているのね」

「そういうマリーナこそ、なぜ、魔法師の勉強をしているの？」

　中には花嫁修業や趣味のためという者もいると聞いたことがある。

「家庭教師になろうかと思って」

「家庭教師？　そうね。その手があったわね。私も頑張ろう」

　小さな子供に文字を教えるくらいならできるかもしれないと、レティシアは考えた。

「あらどうして、あなたはそんな必要ないじゃない？」

「いえ、だから私は自活して……」

　するとマリーナが苦笑しながら首を振る。

「光魔法師は教会では必置資格なのよ。王宮でもね」

「え？　そうなの」

「そう、騎士団とかもね。急なケガに対応する治癒師が必要なのよ。だから、あなたは家庭教師なんてやる必要はないの。本当にうらやましいわ」

「いえ、そんな」

　そうは言いつつも、レティシアは頬を紅潮させた。人の傷を治していったいなんの得があるのかと、それならば闇魔法に適性がある方が数倍役に立つと本気で考えていた。

　しかし、マリーナの話を聞いて、一気に将来が開けた気がする。苦手な勉強を必死にやりつつも、将来が不安で鬱々していたが、ここにきて少し気持ちが晴れた。

　それほど自分の属性がすごいものだと思いもしなかった。これは頑張って勉強せねばなるまいと決意を新たにする。

「それから情報提供の代わりっていったら、あれなのだけれど。あなたにひとつお願いがあるの」

　マリーナがにっこりと魅惑的な笑みを浮かべる。

「いいわよ。なんでも言って」

　レティシアはいい気分だった。

「リーンハルト様を紹介してくださらない？」

　それは無理というものだ。レティシアは内容も聞かず安請け合いしてしまったことを悔やむ。

「そうね……。善処してみるわ」

　しかし、せっかくできた初めての友達との約束を反ほ故ごにするわけにはいかない。




　レティシアは、リーンハルトをカフェテラスでつかまえ、頼み込んだ。

「ねえ、お願い、あなたを紹介してほしいっていう方がいるの。一度でいいから会ってみてくれない？」

「は？　なんでお前のために」

　リーンハルトが気分を害したように柳眉を寄せる。

「お願い、男爵令嬢でマリーナといってとても素敵な方なのよ」

「わかった。しょうがないな。だが、これきりにしてくれ」

　また怒られると思ってドキドキしたが、リーンハルトはあっさりと承諾した。

「え？　会ってくれるの？」

　レティシアは拍子抜けする。

「約束してしまったのだろう？」

「ありがとう、リーンハルト！」

「違う。お前のためではない。これからは軽々しく人と約束するな。俺たちは常にシュミットの名を背負っているのだから」

　彼の言うことはもっともだ。ついつい乗せられてしまったが、これからは気をつけよう。マリーナはとても気さくだけれど、何をするにしても交換条件の人だ。レティシアは、リーンハルトに言われたことを、肝に銘じた。




　学園の夏季休暇に入るとすぐ、レティシアは家に呼び出された。彼女が家に帰る頻度はリーンハルトよりもずっと少なく、とうとうオスカーに呼ばれてしまったのだ。

　帰ると玄関に執事が待機しており、来客があるから、すぐにサロンに来るようにと、オスカーから指示があったと伝えられた。社交は苦手だが、行くしかない。

　そこには義父母にミザリー、ひと足先に帰ったリーンハルト、前世ミザリーの婚約者だったアーネスト・コーエン伯爵がいた。

　なるほど、ミザリーの婚約が決まったから帰ってこいと言ったのかと合点がいった。

　前世から時がたち、久しぶりにアーネストを見ると懐かしさがこみ上げる。彼はとても親切な紳士だった。レティシアは彼に丁寧に挨拶すると席に着く。

　会話の中心はいつも通りオデットとミザリーで、レティシアは余計な口は挟まず黙っていた。これでミザリーが幸せな結婚をして、この家から出ていってくれれば、彼女との接点はさらに減る。そう思うと、レティシアは少し気が楽になった。

　ミザリーには二度も殺されたが、振り返ってみると自分もそれなりに悪かった。だから、仕方がなかったのだと、レティシアは無理やり自分に言い聞かせた。

　人は死が訪れるその瞬間まであがき苦しむ。レティシアはその恐ろしさを嫌というほど知っている。

　正直悔しい気持ちはあるが、きっとレティシアが復ふく讐しゅうしようとしたところで、ミザリーに裏をかかれるだけだろう。

　今回はトレバーが関わってこないのが、少し寂しい。今世では彼と結婚する未来はないのだろうと、レティシアは推測していた。生き方を少し変えただけで、人との縁もずいぶん変わってしまうものだと、レティシアはほんの少し感傷的になった。

「レティシア、二人で庭を散歩してくるといい」

「え？」

　オスカーの言葉に顔を上げる。レティシアはトレバーとの回想に浸っていて、心ここにあらずの状態だった。

　アーネストが優しくレティシアに微笑みかける。最初はなんのことだかわからずきょとんしていたが、だんだんと状況が読めてきた。

　どういうわけか、今回はトレバーではなくアーネストがレティシアの婚約者候補のようだ。慌ててミザリーの顔を見るが、にこやかなばかりで彼女の真意は掴めなかった。




　翌週には、レティシアとアーネストの婚約はとんとん拍子に決まる。アーネストが乗り気だったようだ。自活しようと決意した矢先の出来事で、しかもトレバーとの婚約の記憶もまだ残っているため、レティシアは戸惑ってしまう。

　しかし何より、この婚約によって自身の運命がどう転ぶのかが、レティシアには気になるところ。ミザリーがどう思っているのか気がかりだ。

　相談相手はリーンハルトしかいない。学園ではつかまえにくいが、家ならばと彼の部屋に突撃する。

「お前……。何しに来たんだよ」

　リーンハルトが嫌そうな顔をする。彼は背も伸びて声も低くなり、ずいぶん大人になった。

「いえね。私の婚約のことなのだけれど」

「ああ、決まってよかったな」

　これは皮肉ではないようだ。彼のアイスブルーの双眸はいつもより温かみを帯びていた。レティシアが嫌いなくせに、育ちがいいせいか、彼女の婚約を素直に祝福してくれている。

「そうじゃないのよ。ほら、お義姉様はどなたと婚約されるのかと思って」

「え？　もしかして、姉上より先に婚約したことに気が引けるのか？」

　やはり、ミザリーの婚約は決まっていないのだ。そのことを知った途端、ドキドキと心臓は早鐘を打つ。

「お義姉様、あれほど美しいのに、なぜ婚約者がいらっしゃらないの？」

　嫌な予感がする。

「そんなこと、どうして俺に聞く？」

　リーンハルトは少し迷惑そうに眉根を寄せる。

「本人に聞くほど無神経じゃないわ」

　とはいえ、本音は怖くて聞けないだけだ。

「なるほど」

「で、どうしてなの？」

　面倒くさそうにしながらも、リーンハルトは教えてくれた。

「実は姉上にも少し前に婚約の話があったのだが、本人が乗り気ではなくてね。今暗礁に乗り上げている」

「え？　何か問題のあるお方なの？」

「いいや、俺はそう思わないし、父上もそうは思っていないが、姉上は相手の家格が気に入らないらしい」

「どうして？　もしかして、お義姉様はアーネスト様がご不満で、それで私に回ってきたの」

　レティシアはアーネストのどこか不満なのか不思議だった。

「お前、それはアーネスト様に失礼だろう？　あちらは最初からお前を指名している」

　義弟の眼差しが鋭くなる。

「え？　どうして私を？　お義姉様の方がずっと優秀で綺麗なのに」

　レティシアがぽかんとすると、リーンハルトが目を見張った。

「レティシア……、意外に謙虚なんだな」

「リーンハルト、いったい私のことをなんだと思っているのよ。それはちょっと失礼なんじゃないかしら」

　しかし、義弟は素知らぬ顔で聞き流す。

「光魔法の属性があって、魔法師になるべく勉強しているお前に興味を持ったようだ」

　そう言われるとちょっと誇らしく感じる。苦労して勉強してきた甲斐があったとレティシアは思う。そこでふと、そもそもなぜ自活しようとしていたのか、という自問が頭をよぎる。答えはすぐに出た。何よりシュミット家を出ることが死のループを断ち切ることになると思ったからだ。そして、前世とは違う行動をとる。今回は、これまでの展開とは全く違っていることが、レティシアに希望をいだかせた。

　だが、やはり気になるのは、ミザリーの動向だ。

「お義姉様が縁談に難色を示すなんて思ってもみなかったわ。何かお相手に問題があるのよね。そうでしょ？　リーンハルト」

　レティシアはどうしても事の顛末を知っておきたかったので、彼にたたみかける。

「しつこいな。めったなことを言うなよ。ブラウン子爵家のトレバー様といえば、社交界でも評判はいい。それにブラウン家はうちよりも裕福だ」

「え、トレバーって、あのトレバー？」

　レティシアは聞き間違いだと思いたかった。

「は？　あのトレバーって、お前、失礼な奴だな。どのトレバー様かは知らないが、ブラウン子爵家のご令息だ」

「そんな、どうして？」

　ショックを受けるレティシアを見て、リーンハルトが不審そうに眉をひそめる。

「知り合い……のわけないよな。第一、レティシアは夜会にもほぼ出ていないし」

「ええ、ええ、そうね。どなたか存じ上げないわ」

　もとは夫で次は婚約者だった。レティシアはふらふらと立ち上がると、真っ青な顔でリーンハルトの部屋を出る。

「おい、レティシア、大丈夫か？」

　リーンハルトの気遣いの言葉に、生返事をした。




　どうやって自分の部屋まで戻ってきたのかわからない。気づいたらレティシアは、自室の鏡台の前に腰掛けぼうっとしていた。それほど混乱していたのだ。なぜ、ミザリーとレティシアの婚約者が入れ替わってしまったのだろう。

　しかしその答えは見つかりそうにない。考えても仕方ないので、とにかくミザリーと接点を持たないことが最優先だと、レティシアは思った。ミザリーはいつでもレティシアより美しく優れていて、何もかも持っている。

（ミザリーに恨まれるほど、私には価値などない。今回はきっと大丈夫……。それに私がこの家を出れば彼女との縁も切れる）




　終わってみれば、あっという間の五年間だった。魔法の課程を無事修了して、レティシアは学園を卒業した。ちなみにリーンハルトはまだ学園に残っている。彼は王宮に仕えることなく、学園に残ることを選んだ。今は専科へ進み、学問と研究に打ち込んでいる。

　きっと彼はシュミット家のいい跡取りとなり、優秀な魔法師となるだろう。

　いったい、何をきっかけにこういう変化が起こるのかレティシアにはわからなかった。そして、卒業後レティシアはアーネストと結婚する予定だ。

　今回は遊ぶ間もなく、社交もろくにせず、結婚することになった。どうしても出席するようにと言われた夜会でトレバーを一度見かけたが、彼とはひと言も話すこともなく、ただすれ違っただけ。

　一度は冷えきった夫婦になり、二度目は仲のよい婚約者同士となり、三度目は無関係な他人。思えば彼にとってはその方がよかったかもしれない。レティシアと一緒になることで彼は不幸になるのだろう。




　アーネストは夫として申し分のない人だと思った。気さくで落ち着きがあり、思いやりがある。結婚する以上、レティシアに迷いがあっては相手に失礼だ。アーネストと幸せになるのだと改めて心に誓う。レティシアはこれから先、きっと望んでいた通りの平穏無事な生活が送れることだろうと信じた。

　そして、一番心配だったミザリーだが、この結婚に別に何か言ってくることはなく、むしろ祝福してくれている。

　しかし、彼女の心の内まではわからない。ミザリーは絶対に本心を見せないからだ。二十歳の誕生日まで油断は禁物だとレティシアは気を引き締める。

　無事二十歳を迎えたならば、それから改めてミザリーのことは考えようと思った。




　レティシアは結婚の準備で忙しい日々を過ごしていた。

　そして結婚式の前日、急な来客があった。Ｄクラスで一緒だったマリーナがやって来たのだ。もちろん唯一の友達として、彼女も明日の結婚式に招待している。マリーナは卒業後、家庭教師として働いていた。

「ごめんなさいね。明日結婚式という時に押しかけてしまって」

「別にかまわないわ。もう準備は済んでいるし」

　緊張していたので、いい気分転換にはなったが、忙しいことには変わりなく、結婚式の前日に訪ねてくるなど、本来ならば褒められるものではない。しかし、彼女にはそういう強引なところがある。女友達とはこういうものなのだろうかとレティシアは思った。

「実はね。これをあなたにと思って」

　彼女が持ってきたのは王都で評判の菓子店の焼き菓子だった。

「すごい。よく手に入ったわね」

　本当に手に入りにくいもので、レティシアは感心した。

「ええ、だからぜひあなたと一緒にと思って」

「ありがとう、あのでも……」

　彼女は交換条件の人だ。何か叶えてほしい願いでもあるのだろうかと、慌てだしたレティシアを見てマリーナは笑いだす。

「やだ、心配しないで、リーンハルト様を紹介してなんて、もう言わないから」

　彼女はリーンハルトに相手にされなかったようだ。丁寧にだが、きっぱりと断られたと言っていた。彼は今魔法の研究に夢中だ。嫡男であるから、いずれは結婚しなくてはならないのに縁談に興味がないようで、少し心配になる。

　マリーナにお茶を出し、レティシアはありがたく焼き菓子を頂く。しかし、緊張していたせいか、あまり味がわからなかった。正直に言ってしまえば、評判ほどおいしくはなく、コーヒーが混ぜられているせいか少し苦みを感じる。

「あまり、長居しても申し訳ないから」

　そう言って、マリーナは一時間ほどいて帰っていく。しかし、結婚式前日の夜に来るというマリーナの非常識な振る舞いに、オデットは「どういうつもりかしら？」と眉をひそめていた。




　翌日は天気もよく、レティシアは皆に祝福され無事結婚式を終えた。

　緊張しながら、コーエン伯爵家のタウンハウスに着いた。今日からレティシアはコーエン伯爵夫人になり、この屋敷が家になるのだ。屋敷の規模はシュミット家とそれほど変わらないが、蔦の絡まるレンガ造りの建物は瀟しょう洒しゃな雰囲気で、実家とは違う趣がある。

　レティシアは学園が忙しくて、彼と過ごす時間はとても短かったが、誠実で優しい人となりは前世と変わりないことはわかっている。だからこの結婚にそれほど不安はなかった。

　それよりもシュミット家を出たことで、死のループから抜け出せた気がして、ほっとしていた。

　与えられたコーエン家の自室で少し休んでいると来訪者があると知らされた。もう遅い時間だし、今日この時間に訪ねてくるなど非常識だ。断ろうとも思ったがシュミット家の使いで、急ぎだと言う。何かあったのだろうかと少し心配になり、レティシアは、自室に通した。

　部屋に入ってきたのはニーナだった。

「ニーナ、こんな時間になんのつもりなの？」

　どうしても彼女にはいい印象を持てないし、レティシアは胸騒ぎがした。しかし、部屋にはコーエン家のメイドもいるので、めったなことはしてこないだろうと思いなおす。

「レティシアお嬢様、申し訳ありません。ですが、ミザリーお嬢様から、どうしても今夜中に手紙を渡すようにと申しつかりまして」

「手紙？」

　手紙ならば害はないだろうが、それにしても……『今夜中に』ということは、実家に急病人が出たというわけではなさそうだ。ミザリーは、いったいどういうつもりなのだろう。レティシアは不安をかき立てられた。

「わかったわ。受け取るから、あなたはもう帰りなさい」

　そう言うとニーナが困ったような顔をする。

「それが、レティシアお嬢様が読み終わるのを見届けるようにと、ミザリーお嬢様からのご指示で……。あのどうか今ここでお読みいただけませんか？　お願いいたします」

　いったいなんだというのだろう。レティシアは苛立ちを覚える。だが、必死な様子で、ニーナが頼み込んでくるので聞いてやることにした。これが済めば彼女を目にすることも二度とないだろう。ただ手紙を読むだけだ。

　レティシアは自室の文机に座るとペーパーナイフで手紙を開封した。便せん七枚分もあり、細かい字でびっしり書いてある。これは読むのに時間がかかりそうだ。

　何か恨みつらみでも書いてあるのだろうかと暗い気持ちで読み始めたが、その内容はレティシアの結婚を祝うもので、別段嫌がらせでもなかったが、急用でもなかった。

　かえって不自然に感じる。なんでこんな緊急でもないものを送りつけて、すぐに読むように強要したのだろう。少し神経に障る。

　最後の一枚に追伸とあった。

　――レティシア、昨夜の焼き菓子の味はいかがでしたか？　あれは私が特別に作らせたもので、私の親しい友人のマリーナに届けさせたの。あの焼き菓子をあなたが口にしてから、そろそろ一日が過ぎますね。気に入ってくれていたら嬉しいわ。それはさておき、結婚生活が一段落したら、家にいらっしゃい。レティシア、あなたの分もお茶を用意して待っているわ――。

　レティシアは見覚えのある文言にハッとし、ニーナに視線を送る。彼女がゆっくりと口もとを綻ばせるのが見えた。それがレティシアが見た最後の光景で、徐々に視界がすぼまり闇に閉ざされていく。恐らく遅効性の毒を仕込まれたのだろう。

（何が『あなたの分もお茶を用意して待っているわ』よ。ふざけないで）

　悔しくて叫ぼうとしたけれど、体が痺しびれて息ができない。呼吸ができない苦しさに、レティシアは椅子から床に崩れ落ちた。

（ミザリー、どうして？）










ループ３　再び、幕が上がる




　天蓋付きのふかふかのベッドの上で目覚めた。

　そしてベッドのそばには心配そうな顔で覗き込むミザリーとメイドのアナ。

（私は、また戻ってきた）

　ミザリーを見た瞬間怒りが沸き起こり、飛び起きようとした。しかし、病み上がりの体は思うように動かない。

「まあ、レティシア、急に動いてはダメよ。あなたはひどい流感にかかっていたのだから」

　そう言ってミザリーが困ったように眉尻を下げ、レティシアの額の汗をふこうとする。

「私に触らないで！」

　ミザリーは、レティシアのきつい言葉にショックを受けたようにびくりとする。

　今ではその仕草すらわざとらしくて鼻につく。

　レティシアはミザリーが憎くて憎くてたまらなかった。いったいレティシアが何をしたというのだろう。三度目の人生でミザリーとは、ほとんど接点を持たず、婚約者が絡むトラブルはなかったのに、なぜか殺されてしまったのだ。

（何が気に入らなかったの？　どれほど苦しかったと思っているのよ！）

　前世、せっかくトレバーとの縁談がきていたのに、蹴ったのはミザリーだった。一度目の人生でレティシアを死に追いやってまで奪った相手なのにと、レティシアは混乱する。

　ミザリーは前世と同じで肩を落として出ていった。レティシアはそれをイライラとしながら見送る。

（いったい、なんだというの？）

　レティシアは湧き出る怒りを抑えようと爪を噛む。

「お嬢様、いったいどうなさったのです。寝ぼけていらっしゃるのですか、ミザリーお嬢様は、お嬢様を心配してずっとついてらしたのですよ」

（殺されるたびにどれだけ苦しかったと思っているの？　意識を手放す瞬間の絶望と孤独がどれほどのものか。ミザリー、あなたは知らない）

　何度目かのアナの言葉を聞き流し、レティシアは何度も深呼吸をして、どうにか怒りを抑え込んだ。今自分のやるべきことを考える。本当はミザリーに掴みかかりたいところだが、まずはリーンハルトとの関係改善が先だ。

（今までのつっけんどんで無礼な態度を詫びに行こう）




　レティシアはアナに与えられた果実水を飲み、粥かゆを少し口にした。それから、汗でべたついた体をふいてもらう。

　まだ、だるい体で立ち上がると、寝巻の上にショールを羽織る。

「お嬢様、どちらへ」

　アナが慌てて、部屋の外に出ようとするレティシアを止める。

「アナ、私は大丈夫です。リーンハルトのところへ行ってきます」

　また殺されてしまうなどと思いも寄らなかった。今何をどうすればよいのかわからないけれど、最善を尽くそうと考えた。




　リーンハルトの部屋のドアをノックすると「どうぞ」と入室を促す声がした。義弟の声は記憶のある低いものではなく、子供の高く澄んだ声。

　懐かしい。リーンハルト……。

　レティシアが部屋へ入ると、まだ幼さを残すリーンハルトがぎょっとしていた。さらさらでやわらかそうな金髪が陽光を受けてきらきらと輝く、驚きに大きく見開いたアイスブルーの瞳が愛らしかった。

（リーンハルトって、こんなに可愛かったっけ？）

　レティシアは場違いなことを考え、首をかしげた。

「どうしたんだ？　流感で寝ていたんじゃないの？」

　寝巻姿にガウンを羽織ったレティシアのもとに彼が駆け寄ってくる。

「うん、もう熱は下がったから、大丈夫」

「大丈夫なわけないでしょ？　ふらふらしているじゃないか」

　そう言って、まだ小さく華きゃ奢しゃな体で、レティシアを支えようとしてくれる。義弟が優しかった。この頃はすでに仲が悪かったのに、病み上がりのレティシアを心配してくれる。

　前世から薄々わかっていたが、彼は本来優しい子なのだ。前世でもなんだかんだと、レティシアが学園に入るための手はずを整えてくれた。

（今さら、気づくなんて……）

「リーンハルト、今までごめんなさい。あなたにひどいことばかりしてきた。初めての茶会で、私が転んだ時、あなたが助け起こそうとしてくれたのに、ひどいことを言って、あなたの手を打ってしまった。本当にごめんなさい。それからあなたにフォークを投げつけて頬を傷つけた。痛かったでしょう」

　レティシアはひざまずいて謝った。急に動いたせいかなんだか息が上がってきて、立っているより、ひざまずいた方が楽だったから。だが、リーンハルトはそうは取らなかったようで。

「姉さん、やめてよ。顔を上げて。それにフォークってなんのこと？」

　彼が『姉さん』と呼んでくれたことに、少なからず衝撃を受けた。リーンハルトが青く澄んだ目をまたたいて、レティシアをまっすぐ見つめている。そこに嫌悪の色はなかった。

（ああ、そうか。このリーンハルトには、過去の過ちのすべて詫びることはできないんだ）

　レティシアはそんな簡単なことに気づき、罪悪感が湧いてくる。

　彼の白皙の頬を傷つけたあの出来事は、もう許しを乞えないのだ。地べたに額をつけて謝るレティシアの頭を、リーンハルトが小さなやわらかい手でしきりと起こそうとする。

「それに、私、あなたのお菓子やデザートを勝手に食べたりして、本当にごめんなさい」

　我ながら彼にはひどいことをしてきたと思う。そういえば、ミザリーにはそんな仕打ちをしたことはなかった。

（あれ？　リーンハルトの方がよっぽど私の被害を受けていた？）

　なぜか義弟に対しては執しつ拗ようにむきになって突っかかっていたような気がする。レティシアは彼に強いコンプレックスをいだいていたのだ。

「何を言っているんだ。姉さん、俺たちは姉弟じゃないか。別にそれくらいかまわないよ」

　真摯な様子で言ってくる。

「ありがとう、こんな私を姉と呼んでくれて」

　レティシアの目からポタリと涙がこぼれた。今までずっと『レティシア』と呼んできた彼は、謝った瞬間『姉さん』と呼んでくれた。なんのことはない。リーンハルトは優しくて心が広いのだ。拍子抜けするほどあっさりと許してくれた。もっと早くにきちんと詫びていればよかった。肩の荷が少し下りたと同時にレティシアは気が抜けて、そのまま意識が飛んだ。




　その後、レティシアの流感はぶり返す。前世とは違う展開だ。

　しかし、頻繁に見舞いに来てくれたのはミザリーではなく、リーンハルトだった。

「リーンハルト。来てくれるのは嬉しいのだけれど。あなたに風邪がうつってしまう」

　彼はオスカーやオデットからもそう言われているはずだ。しかし、その義父母にしてもレティシアの様子を心配して見に来る。

「大丈夫、すぐに出ていくよ。今日は綺麗な花が咲いていたから」

　そう言って、リーンハルトがスイートピーを持ってきてくれた。

「ありがとう本当に綺麗」

　淡いピンクの繊細な花びらに、甘い香り。気持ちが癒される。

「じゃあ、姉さんまたね」

　陽光にきらきらと彼の金髪が輝き、バラ色の頬に天使のような笑みを浮かべ、部屋から去っていく。もっと早く謝ってリーンハルトと仲よくしていればよかった。本当に可愛い義弟だ。

　早速アナが花瓶に花を活けてくれる。

「嬉しいわ。お義姉様ではなく、今日はリーンハルトがお花を持ってきてくれたなんて」

　するとそれを聞いたアナが、窓から入る明るい朝の日差しの中で、くすくすと笑う。

「違いますよ。お嬢様、お花はずっと坊ちゃまが持ってきてくださっていたんですよ」

「え？」

「ふふふ、ミザリーお嬢様が持ってきたことにしてくれと、坊ちゃまから言われていたんです。でも、もうその必要もないですね」

　――知らなかった。リーンハルト、本当に、ごめんなさい。私は大切にされていたのね。それなのに、どうして今まであなたの優しさに気づかず、何も返さなかったのだろう。いつも自分のことばかりで、周りのこともリーンハルトのことも何も見えていなかった。

　本当は、彼はレティシアのことを疎ましがってなどいなかったのだろう。傷つけられた貴族としてのメンツを守っただけで。リーンハルトは一族の跡取りなのだから、それは当然のことだった。レティシアは繰り返される人生の中で、本来の彼の姿をずっと見誤ってきた。

　今世では彼を味方にしようと、打算的な気持ちもあって謝った。そんな自分の汚さが情けなくて、レティシアの目からはぽろぽろと涙がこぼれ落ちた。結果、レティシアはアナを困らせた。




　流感がすっかりよくなり、体力が回復すると、レティシアは食堂に下りていき、皆と食事を共にした。

　すると、家族が驚きに目を見張った。

「レティシア、いつの間にお作法が身についたの？」

　オデットが目を大きく見開き、不思議そうに言う。

　レティシアにしてみれば、前世の努力がここで実るとは思わなかった。本当に自然に身についた所作で、何も考えず食事をしていた。

　突然行儀のよくなったレティシアに、家族が不信感を持つのではとドキドキする。

「私も、しっかりしなくてはと思いまして。あの、お義父様、お義母様、リーンハルト、それに、お、お義姉様、これからもよろしくお願いいたします」

　ミザリーによろしくというのは、かなり心理的に抵抗があったが、そこは頑張った。皆喜んでくれる。しかし、ミザリーだけが微笑みながらも少し顔をこわばらせていた。

　レティシアはスープを口に運びつつ、ミザリーの様子を注意深く観察する。視線に気がついた彼女と目が合った。その瞳に、一瞬レティシアに対する嫌悪の色が浮かんだように思う。

「ごめんなさい。ちょっと頭が痛くて。風邪かしら。レティシアを看病していたらうつったのかも」

　ミザリーは困ったように眉尻を下げると食事の席から中座した。

　優しい笑顔ではあるが、もうこの時すでにミザリーから嫌われていたのだとレティシアは確信した。




　やはり、レティシアは今回もブラウン子爵家から婚約の打診がくる前の十四歳から魔法師学園入学を考え、リーンハルトに相談した。この方法が一番スムーズだ。

　今回は寝坊せず馬車に乗って、二人でバートンのもとへ適性検査に向かう。それから、詳しく属性についての説明を受けた。

　その後、レティシアは浮かれることなく、家庭教師についてもらってしっかり勉強することにした。入学後のクラス編成の試験に備えて勉強だ。Ｆクラス行きだけは避けたい。

　今回はリーンハルトが助けてくれる。

「姉さん、これを使うといい」

　クラス分けの試験でよく使われる用語をまとめたノートをくれた。以前は専門用語で苦労したからとても助かる。

「私のために？」

「いや、俺が以前使っていたものだよ。自分でまとめるのも勉強になるんだ」

　正直、彼のノートもアドバイスも助かった。それに彼がずいぶん努力していることを知って驚かされた。

　リーンハルトが協力してくれたのと前世の貯金のおかげで、レティシアは魔法学園入学時Ｄクラスになった。Ｆクラス入りはどうにか免れてほっとした。

　しかし、Ｄクラスにはマリーナ・レミングスがいる。

　なぜ、前世あんなことをしたのか、いつからミザリーと親しくしていたのか聞き出したいが、それが不可能だということはわかっている。いずれにしても彼女がレティシアをよく思っていなかったのは確かだ。

　マリーナは要領がよく、何かと交換条件をつけてくるので、今回は慎重に接しようと思っていた。もうすでにミザリーとつながっているのかもしれなので、間違っても友人になるつもりはない。

　前世での彼女は、きっとレティシアに友情など一切感じていなかったのだろう。

　表面上はにこにこと微笑み、声をかけられれば言葉を交わしつつも、絶対に自分のそばに近づけないように気を配る。これにはけっこう神経を使った。

　前世でマリーナが、レティシアの机の中や鞄かばんを勝手にあさっていたことがあったと思い出す。問い質ただすとペンを忘れたから、借りようとしたなどと言っていたが、今思うといろいろとレティシアのことを探り、ミザリーに報告をしていたのかもと勘繰ってしまう。

　あの頃は初めてできた友人が嬉しくて、いろいろ大目に見てしまったが、今回は油断しないと決心した。

　とにかくもう二度と、彼女と親しくする気はなかった。クラスに二人しかいない貴族の女子生徒だからといって何かと一緒に昼食を取りたがるが、選択科目の違いから時間がずれるので断っている。属性が違うので彼女と授業が重なることは少ない。実習が多ければなおさらだ。

　彼女は、時々レティシアが一人食堂で食べているところにやって来たりもするが、そんな時はさっさと食事を終わらせた。

「レティシア様は、私が下位貴族だから付き合いたくないんでしょ」

　などといきなりクラスで、わっと泣かれた時はびっくりした。

　しかし、レティシアは前世の付き合いで彼女の本性を知っている。物事を合理的に割りきれるドライな性格なのだ。だからそんなことで泣くような娘ではないはずだ。彼女のしたたかさが身に染みる。もう、すでに義姉と接触があり、彼女に何か言い含められているのかもしれない。

　きっと前世は家庭教師の口でも紹介してあげると言われたのだろうと、レティシアは見当をつけていた。

「ごめんなさい。私は勉強が苦手で授業でいっぱいいっぱいだから、今はお友達をつくっている余裕がないの」

　レティシアはそう言って丁寧に断った。さすがに四度も人生を繰り返せば、オロオロせずこれくらいの対応はできる。金輪際マリーナとは関わり合いになりたくない。レティシアの決意は固かった。

　しかし、マリーナは是が非でもレティシアと仲よくなりたいらしく、その強引すぎる行動に不安を覚えたり、困惑したりすることもたびたびあった。前世ではむしろレティシアが彼女と友達になりたがっているのが伝わり足もとを見られ、いろいろと利用されていたのに。今回は、マリーナがなんとかレティシアに恩を売ろうとする。

　きっとレティシアの前世の学園生活は、マリーナを通してミザリーに筒抜けだったのだ。ミザリーはレティシアが思っていたよりもずっと狡こう猾かつである。

　ただマリーナがミザリーの思惑を知っていて協力したのかどうかは、今となっては、もうわからない。

　そして、前世ではミザリーと極力関わらないために、ほとんど家に帰らなかったが、どういうわけだか、会わなくなってもミザリーはレティシアを恨んでいるようなので、無駄なことはやめた。

　それに優しい義父母に寂しい思いはさせたくなかった。今では彼らが常に愛情を持ってレティシアに接してくれていたことがわかっている。本当に彼らは娘としてレティシアを受け入れてくれているのだ。

　前世の行動をなぞるような生活を送れば、また同じことが起こる。レティシアは受け身にしかなれない自分にもどかしさを覚えながらも、慎重に行動した。




　十六歳になったレティシアは義父母に勧められるままに、久しぶりに王宮の舞踏会に出た。舞踏会は十五歳で社交デビューして以来だ。ミザリーは相変わらず美しく、殿方にも令嬢にも人気だ。

　レティシアは今回、ミザリーの友人たちに囲まれて意地悪されることはなかった。リーンハルトと一緒にいることが増えたせいかもしれない。

　彼といると令嬢たちもレティシアに意地悪を仕掛けてこないのだ。その代わり、リーンハルトの方は色目を使われて大変なようだった。

　今世のレティシアは殿方にやたら愛想をよくすることもなく、おとなしく壁際に陣取った。あのようなことをしても嫌われて疎まれて恨まれて馬鹿にされて、いいことなど何もないと学び、さすがに懲こりた。

　あの頃のレティシアは常に不安で、誰かに愛されているという実感が欲しくてたまらなかった。自分の寂しさと孤独を埋めるために必死だったのだ。




　レティシアが、ぼうっと果実水のグラスを傾けているとリーンハルトが気の毒に思ったのか二、三曲一緒に踊ってくれた。彼とは今世で初めて踊ったが、とても踊りやすくて驚いた。リードがうまく、安心してついていける。さすが伯爵家の跡取りだ。レティシアにとってリーンハルトは、今世では自慢の義弟になっていた。

「姉さん、それほどダンスの練習をしているようには見えなかったけれどずいぶん上手だね」

　リーンハルトが驚いている。

「失礼ね。私が苦手なのは勉強だけよ。どうせなら、これくらい勉強もできるといいのに」

　自分ののみ込みの悪さに、ついため息が出てしまう。

「何言っているんだよ。十分頑張っているし、成績も上がっているじゃないか」

　そう言ってリーンハルトが微笑む。才能に恵まれている彼はそれにおごることもなく、努力し続けている。そんな彼は、いくら勉強してもできないレティシアを馬鹿にすることはなかった。それどころか励まし応援してくれている。出来不出来よりも努力を尊ぶのだ。

　口うるさくて辛辣……、彼をそうさせていたのは自分だったのだとレティシアは気づいた。




　曲が終わり、リーンハルトと別れたレティシアは、ダンスを申し込んでくる殿方もいないでの休憩することにして、もう一度壁際へ戻る。ミザリーに対して、守りに回ることしかできない状況を理不尽に感じつつも、とにかく目立たないことを心がけた。今は彼女の目につかないようひたすら行動を慎んだ。

「疲れてしまいましたか？」

　会場の隅でぼうっと座っていると、ふいに声をかけられた。顔を上げると、トレバー・ブラウンだった。記憶にある通りの茶色の髪に緑の瞳、整った面差し。彼を見た瞬間懐かしさと驚きを感じた。一度目は不幸な結婚をして、二度目は優しい婚約者だった。三度目はすれ違っただけ。

「申し訳ない。いきなり声をかけたりして」

　トレバーが驚き戸惑うレティシアの様子に慌てている。

「いえ、ごめんなさい。なんでもないんです」

　レティシアは首を振る。彼とは今回も縁を結ぶことはないだろうと感じていた。

　その後、トレバーに誘われ一度だけ踊った。一人でいるレティシアに気を使ってくれたのだろう。結局、彼がいい人なのか悪い人なのか今ではわからないが、状況に流されやすい人であったのかもしれないとレティシアは思う。




　舞踏会のあった三日後、レティシアはオスカーの執務室に呼ばれた。最近は叱られるようなこともしていないので、なんだろうと思い、入室する。

「レティシア、お前が職を得たいと考えているのはわかっている」

「はい」

（なぜ今さらお義父様はそんな確認をするのかしら）

　訝しく思いレティシアは首をかしげた。

「実はブラウン子爵家から、お前に婚約の打診があった」

「え？」

　驚きに、レティシアの心は揺れる。

　一瞬、彼が自分を選んでくれたのかと嬉しく感じたが、結婚は家同士の契約であるからそれはないと冷静に考えた。

　ふと、二度目の人生でミザリーに殺されることなく、結婚していたらどうなっていたのだろうかとレティシアは考える。やはり、あのままではうまくいかなかったかもしれないが、もう一度やりなおしたならば、あるいはうまくいくのかもしれないという思いがレティシアの脳裏をよぎった。

　父娘の関係性が前世のものとは変わったせいか、いきなりの顔合わせではなく、オスカーはこうして事前にレティシアの意思を確認してくれている。信頼され、尊重されているのだと思うと嬉しかった。

　貴族の結婚は家同士の利益を考えて成り立つもの。

　レティシアは考えた末、答えが出なくて義弟に相談することにした。

　学園のカフェテラスでランチを取っているリーンハルトをつかまえ、婚約の打診の件を相談する。

「で、リーンハルトは、どう思う」

「どう思うも何も、姉さんの気持ちが大事なんじゃないの？」

「あの、でも私、一度は職を持とうと決めて、それで学校に通わせてもらっているのに。学費だってかかっているし」

　レティシアが相談する間にも、リーンハルトはこんがりと焼けたチキンを綺麗に切り分け、次々に口に運んでいく。実習で忙しくてあまり時間がないのだろう。見た目も所作も相変わらず美しく優雅に見えるが、だいぶ急いでいるようだ。それでも今のリーンハルトは相談に乗ってくれる。

「家のことは考えなくていいよ。父上も母上も姉さんの幸せを第一に考えているのだから。それにブラウン家は大変な資産家でもあるし、トレバー氏の悪い噂は聞かない。俺はいい縁談だと思う。職については相談してみればいいんじゃないかな？　姉さんは治癒師になりたいんだよね。結婚して、臨時雇いという手もある」

『父上も母上も姉さんの幸せを第一に考えている』――今世では彼のそんな言葉がストンと腹に落ちる。

　どの世でもオデットは、レティシアが怠けたりいじけたりしてなんの努力もしないでいると、彼女を叱った。あれもすべてレティシアの将来を思ってのこと。最初の人生でも、政略とはいえ金持ちのブラウン家を選んでくれた。トレバーは今のところ悪い噂もなく申し分ない結婚相手だ。彼らはいつもレティシアのことを一番に考えてくれていたのだ。

　殺されてしまうかもしれないという恐怖心はあるけれど、家族に愛されて今はとても幸せだ。

「そうね」

　結局、決めるのは自分なのだ。

「トレバー氏は浮いた噂もないし、いい話だと思う」

　リーンハルトは賛成のようだ。それにこの縁談を断れば、また前世のようにミザリーと婚約者が入れ替わることもあるのかもしれない。それだけは絶対に避けねばならないのだ。

　ミザリーはアーネストを愛していたのだろうか。

　しかし、それだとつじつまが合わないとレティシアは思う。人生がループする前、ミザリーはアーネストと結婚していたにもかかわらず、トレバーと浮気をしたのだから。

　レティシアは悩んだ末、この話を受けることにした。

（それぞれの人生でミザリーに恨まれる内容は違うのだろうか？　それともレティシアが気に入らないだけなのか）

　レティシアはこれまでの繰り返しを回想する。

　最初の人生では、いじけてひがんで八つ当たりした。二度目は勉強もさぼりがちで、マナーも中途半端にしか身につけず、愛嬌ばかり振りまき、好かれていると勘違いし、いい気になり殺された。今考えるとそれなりに人に恨まれる理由はあったと思う。だが三度目に関しては、レティシアは悪くないはずだ。

　一度、ミザリーにじっくり聞いてみたい気もした。




　その後、トレバーとの交際は順調に進んでいった。

　十七歳になったレティシアは月に二度、彼とは会っている。付き合い始めて三か月が過ぎる頃、ブラウン家のタウンハウスに招かれた。行くには勇気がいったが、避けては通れない。レティシアは不安な内心を押し隠し、快く応じた。

　やはり、そこは記憶にある通りでレティシアは恐怖を感じたが、記憶が薄れているのか以前ほど強いものではなく、なんとかやり過ごすことができた。きっと大丈夫だと自分に言い聞かせる。前はうまくいかなかったブラウン子爵夫妻とも和やかな雰囲気の中で過ごせた。




　二人で、ブラウン家のバラが咲き誇る庭園を散歩する。

「ねえ、レティシア。今度君を訪ねて学園に行ってもいいかな？」

「え？　学園に？　関係者以外立ち入り禁止ですよ」

　トレバーはブラウン家の嫡男なので、魔法師学園には通っていない。学園は学校でもあるが魔法の研究機関でもあるので警備が厳しく、家族以外の立ち入りは禁止されている。

「僕は関係者だよ。婚約者じゃないか」

「確かに、そうですね。でも、こうしてお会いできるのにどうして？　トレバー様もお忙しいでしょう？」

「僕らは月二回会っているだろう。だけれど君が試験期間に入ってしまうとひと月近く会えないじゃないか。だから、君の好きな焼き菓子でも差し入れに行くよ。それくらいなら君の勉強の邪魔にもならないだろう」

　レティシアはトレバーのその言葉に目を見張る。

　細やかな気遣いができる人なのだ。今さらそんなことに気づくなんて……。彼を知っている気になっていた自分が恥ずかしかった。

　今回のトレバーとの仲はゆっくりと進んでいて、来月初めて二人でカフェに行く約束をした。たしか二度目の人生では、この時期は舞踏会に行き、茶会に参加し街に繰り出し遊んでいた。

　二人はずいぶん違う道を歩んでいるように思う。

（今度はきっと大丈夫……）




「ねえ、レティシア、トレバー様とはどう？　うまくいっている？」

　シュミット家のサロンで一人茶を飲みぼうっとしていると、ミザリーが入ってきた。彼女は心配そうにそう問うけれど、腹の内では、何か画策しているのかもしれない。

　悔しくてたまらないはずなのに、どうしても彼女が怖かった。ミザリーにはかなわない気がするのだ。三度目のループなのに、何を恨まれて殺されるのかが、さっぱりわからないからだ。

（理由は毎回戻る十三歳よりもずっと前にあるのだろうか？　だとしたら、防ぎようがないのでは？）

　ミザリーは過去に二回、レティシアの死に際に『分不相応な』という言葉を口にしていた。ならば、今回の結婚はレティシアにとって『分不相応な』ことなのだろうか。

「今のところ順調に進んでいるわ」

　レティシアは慎重に答える。

「そう、困ったことがあったら、いつでも相談に乗るわ。だってあなたは私の義妹だから」

　ミザリーの親切な言葉にレティシアの中でもやもやとした黒い感情が姿を現す。

「私のことよりもお義姉様の婚約者を探さなくてはね」

　そんなふうに切り返すと、ミザリーがピクリと反応し、瞳に一瞬嫌悪の色が浮かぶ。なぜか、今回のミザリーもまだ婚約者がいないのだ。

「探す必要もないわ。たくさんお話はいただいているから。ただ、どなたにしようかと迷ってしまうだけ」

「そう、なら私も、どなたに決めるかお手伝いしましょうか？」

　いけないとは思っても、少しむきになってしまうのが、自分でもわかる。ミザリーはパッと扇子を広げると口もとを隠す。不快な時の癖だ。

「結構よ。社交の場にほとんど出ないあなたに殿方のことはわからないでしょう？　そうね。私も婚約の打診があなたのように一件だけしかこないなら、悩みもしないのだけれど、いろいろと声をかけてくださる方が多くて迷ってしまうの。でもこういうことって自分で決めるべきでしょう？　他人に相談することではないわ」

　ミザリーは美しいし、人にも好かれる。だから、彼女の言っていることは本当なのだろう。しかし、レティシアの婚約が気に入らないのは確かだ。

　そしてレティシアはミザリーにとっていつまでたっても『他人』なのだ。彼女はレティシアを妹などとは思っていないのだろう。

　ミザリーと話したことによって、レティシアはますます悶もん々もんとした気持ちを抱える羽目に陥った。




　その晩、レティシアはリーンハルトの部屋を訪れた。

「あの勉強の邪魔をしてごめんね。少し話があるのだけれど」

「なに？」

　リーンハルトは読んでいた書物を閉じるとティーテーブルに茶の準備をさせた。

「お義姉様のことなの」

「どうかした」

「私の結婚についてどう思っているのかと、本当は自分より先に結婚が決まった私に腹を立てているんじゃないかと思って」

「まさか」

「だって、たくさん縁談がきているのに、選べなくて決まらないだなんておかしいじゃない。お義姉様にはあまりいい条件のお家からきていないの？」

　ミザリーにきている縁談は、トレバーよりも条件が悪いのかもしれない。レティシアはそんな推測に至った。

「姉さんは何が言いたいの？」

　リーンハルトの青い瞳に非難の色が浮かんでいる。ミザリーは彼にとって血を分けた大切な姉だ。そして、彼はレティシアのことは『姉さん』と呼び、ミザリーのことは『姉上』と呼ぶ。

『父上』、『母上」、『姉上』、レティシアのことは『姉さん』と……。確かに、これは彼に相談すべきことではない。彼らは本当の家族なのだから。

「あ、いえ、ごめんなさい」

　自分一人で、決着すべきことなのだ。

「俺に探りなど入れていないで、腹を割って話し合ってみたらどうだ」

　びしりと言われた。リーンハルトには見透かされてしまう。彼の言う通りだ。しかし、ミザリーの腹の中はきっと真っ黒だから探りようがない。レティシアは早々に彼の部屋を立ち去った。




　今日はバートンのところへ行く日だ。レティシアは学舎を出て、時計塔を目印に研究棟へと向かった。学園の敷地は広く油断するといまだに道に迷う。

　学園生活を送るにあたって、レティシアはバートンのところに月二回通うことが義務づけられている。魔力適性検査では前世と同じようにリーンハルトを頼り、同じ手順を踏んで学園に入った。前世の貯金があるとはいえ、勉強は苦手なので、バートンの推薦なしでは入れる気がしなかったからだ。

　前と違うのは彼と少し親しくなったことだ。たまに彼の研究室を訪れて茶を飲むようになり、たわいのない雑談をするようになった。時にはリーンハルトも一緒に。しかし、今日はレティシア一人だった。先日彼にミザリーへの疑問をぶつけて以来、少しぎくしゃくしているのだ。

　その日も、いつものようにレティシアがバートンとお茶を飲みながら雑談していると、コンコンとノックの音がした。バートンが返事をすると、ガチャリとドアが開き、一人の男子生徒が顔を出す。

「先生申し訳ありません。来客中でしたか」

　レティシアを見て眉尻を下げる。黒髪に整った面立ち、レティシアには見覚えがあった。

「いや、かまわないよ。お茶を飲んでいるだけだ。君は課題を持ってきたのだろう？」

　バートンが男子生徒に穏やかに応じると、彼も頭を下げ課題を提出する。

　レティシアは、そのやり取りを呆ぼう然ぜんと見守った。

　忘れもしない、彼は最初の人生でのたった一人の味方。

「アラン……」

　震える声でつぶやく。記憶の中にあるより少し若い。最初の人生でレティシアを守り、命を落とした従者だ。黒髪の少年が戸惑う。

「あの、僕をご存じだったんですか？」

　制服のタイから、彼が上級生だということがわかる。それなのにレティシアに対して敬語を使い、レティシアのことを知っている口ぶりだ。

「あ、いえ、その」

「僕のことは、リーンハルト様から聞いたんですか？」

「え？」

「リーンハルト様の姉上のレティシア様ですよね」

　レティシアは混乱した。彼はリーンハルトの友人だったのだ。

「ええ、はじめまして。あなたは私のことをリーンハルトから聞いているのですね」

　――レティシアの中でループ前の記憶がよみがえる。

『ある方から、あなたを守るようにと頼まれました』

『ある方？　なぜ？』

『あなたはかわいそうな人だからと』

『私が、かわいそう？』

（あの時、彼にレティシアを託したのは、リーンハルトだったのだろうか）

　だが、あの頃の彼とレティシアの関係は冷えきっていて、無関係といってもいいくらいだった。

（ほとんど私と関わりを持たなかったはずなのに、どうして？）

「あの、不躾なことを聞くようだけれど。あなたはリーンハルトの親友なのですか？」

　するとアランは驚いたように目を見開いて首を振る。

「リーンハルト様はそう言ってくださいますが、僕にとって彼は恩人です」

「そう、よかったら、この後、少しお話をしませんか？」




　バートンのもとを辞した後、レティシアは彼を学園のカフェに誘った。放課後とあって閑散としている。この時間リーンハルトは図書館で勉強していることだろう。

「それで、アラン様は魔法師を目指しているのですか？」

「いえ、僕は騎士を目指しています。魔法が使えると有利なので」

　レティシアは、ループ前のアランも本当は騎士になりたかったのだろうかと想像し、少し切なくなった。

「それで、あのリーンハルトが恩人って？」

「話せば長くなるのですが」

「大丈夫です。あなたは、お時間はありますか？」

　アランが、にっこりと微笑んで語りだす。

「僕の家はもうないのですが、もともとは男爵家で父の散財が原因で没落したんです」

「あ、いえ、ごめんなさい。そんなことまで言わせてしまって。もう、いいんです」

　いきなりの重い話にレティシアは慌てた。初対面の相手に踏み込みすぎだ。するとアランがくすくすと笑いだす。

「ここまで言ったんです。最後まで話させてください」

　そう言って語られた彼の半生は悲惨なもので、結局のところ思い余った母親が息子を連れ、冬の湖で入水をはかる。ボートから飛び込もうとしたところを、当時十二歳のリーンハルトに助けられたという。

　リーンハルトが親子の周りの水を凍らせ、彼らが湖に落ちないように守ったのだ。その後リーンハルトは魔力を使いすぎたことが原因で自宅で倒れ、数日間起きられなかったらしい。そんなことがあったなんて同じ家に住みながら知らなかった。きっとそれはレティシアがループして戻ってくる時点よりも、少し前に起こった出来事に違いない。あの頃は自分のことで手いっぱいで、周りが全く見えていなかった。当然リーンハルトが寝込んでいたことにも気づかないままでいた。

「その時魔法って、すごいんだなと思いました。彼がいなければ、僕も母もあの時死んでいたし、シュミット家の支援がなければ、この学校には通えていなかった」
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　アランの言葉に、レティシアはズキリと胸が痛んだ。その支援のせいで、レティシアを守ろうとして命を落とすことになったのかもしれない。

　あの頃は自分の悲劇に酔っていて、従者など芝居の書かき割わりに過ぎなかった。今まで彼を知ろうとも探そうともしなかった自分を恥ずかしく思う。

（死にたくはない。でも私には、誰かが命を賭してまで守るほどの価値もない）

　善良なアランはレティシアの騒動に巻き込まれて殺されたのだ。彼に前世の記憶があったならばどれほど無念なことだろう。

「だから、僕はいつかご恩返しをするつもりです」

「それはいけません！」

　アランの言葉を聞いたレティシアは、慌てて遮った。

「え？」

「リーンハルトは、きっとそんなこと望んでいません。だから、あなたは自分の思う通りに生きたらいいのです」

「いえ、あのそれは」

　アランが困惑したような表情を浮かべる。

「私も、シュミット家に救われました。それにこの学校に入れたのは、リーンハルトのおかげなんです」

「それはどういうことです」

　アランが目をまたたく。

「私はシュミット家の親戚ですが、彼らが引き取る必要のないほど遠縁です。そのうえ貧民街で育ちました。だから、養女にしてもらえなければ、私はきっと飢えて街の片隅で死んでいたか身売りしていたことでしょう」

　レティシアが早口で真実を伝えると、アランの目は驚愕に見開かれた。

「養女ということは皆さんご存じでしょうが、貧民街の出だということは隠されています」

「どうして、あなたはそんな大切なことを僕に」

「あなただって話してくれたのに、私が話さないのはフェアではないから。それに、義父もリーンハルトも見返りを求めて誰かを助けるわけではありません。だから、あなたはご自分とお母様との人生を大切になさってください。ごめんなさい。なんだか口幅ったいことを言ってしまって」

　レティシアは赤くなる。偉そうなことを言ったと恥ずかしくなってきた。彼にこんなことを言う資格などないのに。ただアランには何かの犠牲になって死んでほしくなかった。

「そんなことはないです。そう言っていただけて嬉しいです。だが、あなたも少し自分を大切にした方がいい」

　真剣な声でアランが伝えてくる。

「え？」

「ここには人の目も耳もあるのですから、誰かが聞いていて噂にでもなったらどうするつもりです」

「それならば、あなたも」

　するとアランはにっこりと笑う

「僕の家の事情は秘密でもなんでもないですよ。皆が知っています」

　彼の言葉が、胸に突き刺さる。

　二度目も三度目も彼を巻き込まなくてよかった。彼はレティシアと関わらなかった人生で、自分の夢を叶えたのだろうか……。今世は母、息子ともども幸せになってほしいと切に願った。




　レティシアはぼうっとしながら、学園のカフェテラスで一人食事を取っていた。

　かたりと横の椅子が引かれる。リーンハルトだった。彼はこれから昼食のようだ。

「姉さんどうかしたの？　心ここにあらずで、最近成績が振るわないようだね。結婚するのだからそれでもいいのだろうけれど。せっかくＣクラスになれたのにまたＤクラスに落ちるよ」

　久しぶりに彼にきついことを言われた。先日ミザリーの件で、リーンハルトとの間は少しぎくしゃくとしている。

「そうね。頑張らないと」

　ここのところ、また殺されるのではないかと気落ちすることが増えてきた。殺されるのに、努力していったいなんの役に立つのかと、ふと弱気になる。

「あのさ、リーンハルト……」

　どう言葉にしていいのかわからなくて言いよどむ。

「なに？」

「人って、何回も人生をやりなおすことがあるのかしら」

「は？」

　リーンハルトが驚いたように目をまたたく。こんな話をすれば、きっとまた彼に嫌われてしまう。だけれど一人で抱えるには重すぎて。

「何度も二十歳目前で殺されて過去に戻ってやりなおすの。でも、毎回そこで殺される。どうして殺されるのかわからなくて、それなのに繰り返して……。二十歳以降の人生がないの」

　レティシアの言葉にリーンハルトが黙り込む。彼のアイスブルーの双眸が陰りを見せた。

「あ、ごめんなさい。変なこと言ったりして。ただ、そんなことがあるのかなって。ふふふ、私ったら何を言っているのかしら」

　慌てて取り繕うが、これで彼の信頼は失ったかもしれない。

「そういうの、聞いたことがある」

「え？」

「マリッジブルー。姉さんは、結婚するのが不安なんだよ。よくある話らしい」

　リーンハルトが真面目くさった顔で言う。

「そう」

　レティシアは穏やかな笑みを浮かべ、リーンハルトの言葉にうなずいた。

「あの、それと姉さん」

　珍しくリーンハルトが言いよどむ。

「なに、どうかしたの？」

「アランと話したんだってね」

「え、ええ」

　あの誠実そうなアランのことだ。リーンハルトに律儀に報告したのだろう。

「その……素敵な人だと言っていた」

「え？」

　声が小さくて聞き取りづらい。

「いや、姉さんをいい人だと言っていたよ」

「ふふ、やっぱりね」

　レティシアが気楽な調子で言うと、リーンハルトがあきれたような顔をする。これで彼との仲はいつも通りに戻っただろうか。




◇◇◇




　リーンハルトは、レティシアにはマリッジブルーだと言ったけれど、殺されて人生を繰り返すという彼女の言葉が気になっていた。

「まるで呪いのようじゃないか……」

　リーンハルトには、レティシアがそのような妄想をするとは思えなかった。彼女は現実的だ。ならば悪夢かとも考えた。確かに結婚は迷っていたようだが、それで精神が不安定になるほど繊細なタイプでもないはずだ。

　彼女はすぐにむきになるところはあるが、いつも元気で、およそ複雑な思考など持たない。リーンハルトから見たレティシアは単純でほんの少し気が短くて、気の毒なほど不器用な人だ。

　珍しい銀髪に美しい容姿のせいか気取って見えたり、生意気そうに見えたりして、学園でも声をかけづらい存在のようだ。少し話せば、素直で可愛らしく、気さくな人だとわかるのに、残念ながらレティシアには人見知りがあり、うまく自分をアピールできていなかった。

　だから、リーンハルトはついいらぬ世話を焼いてしまいそうになる。

「俺に何を伝えたかったんだ？」

　レティシアの言いたいことがくみ取れなかった自分にもどかしさを感じた。




　どうしても彼女の様子が気になり、その日は、学校の図書館に寄った。いつもは行かない魔術書のコーナーへ行く。闇属性持ちではないから、もともと興味もなかったし、詳しくない。だが、精神の不調でないのならば、可能性があるのは呪いしかなかった。しかし、さらっと目を通した限りでは人生を繰り返すなどという例はどこにもなく、リーンハルトは考えあぐねた。




　翌日、リーンハルトは昼休憩にバートンのいる研究棟を訪れた。ちょうど用事もあったし、ついでにレティシアの言っていた話を聞いてみようと考えたのだ。

「バートン先生、たとえばの話なのですが、人が同じ時を繰り返すというような呪いはありますか？　もしくはそのような悪夢を見せられるとか」

　バートンの薄茶色の瞳に好奇心の光が宿る。

「聞いたことはないが、おもしろい。まあ人生をやりなおしたいと思う者もいるだろうから、人によっては呪いどころではなく希望だろうね」

「いえ、そういうものではなく、自分が殺されて時が戻るという感じでしょうか。それを何度も繰り返す」

「具体的だね。何か実例でもあるかい？」

　バートンがリーンハルトの話にかぶせ気味に言う。わくわくした様子だ。どうやら研究者のおかしなスイッチを入れてしまったようだ。

「いえ、そういうわけでは。もし、それに似通った例をご存じならば、教えていただきたいと思いまして」

　やはり、バートンも知らないようだ。そもそも彼は魔術ではなく光魔法を研究している。

「まあ、君の言う通り、悪夢なのだろう。ただ、それを呪いによって繰り返し見せることは可能だとは思うよ。今は禁術となっているけれど昔呪殺などが実際にあったのは知っているよね？」

「はい、たとえ失敗に終わったとしても、使えば死罪です」

「そう、そのうえ呪殺に適性のある闇属性は、ほとんどが庶民に現れる。だから王侯貴族にとっては脅威だ。いまだに呪法は残っているが秘匿されているし、使えば死罪だ」

　リーンハルトはふと疑問に思った。

「しかし、誰かを呪ったと言っても、呪術の現場を押さえなければつかまりようがないのでは？」

　そう考えると『呪殺』というのは便利だ。昔王族を暗殺するのに使われたというのもうなずける。

「もっともな疑問だ。だが、人を殺すほど大きな黒魔術を使うと痕跡が残るんだよ。それが強ければ強いほど。この学校で闇属性持ちの生徒に教えている『占い』や『まじない』とは違う」

　それは初めて聞く話だった。バートンはなおも言葉を継ぐ。

「本物の『呪い』というのは精神に作用する。相手に呪われていると思い込ませることで殺すこともできる」

「そんなことができるのですか？」

　リーンハルトはいくらバートンの言うこととはいえ懐疑的だ。

「優れた呪術師というのは人の心に働きかけられるのだ。もちろん、強い心を持った者はそうはいかない。だが、弱い人間の嫉妬や憎悪それら負の感情を増幅できるといわれている。昔の文献にはこんな実験の記録があった。優れた呪術師が被験者にパンを食べさせ、それに猛毒があると信じ込ませる。するとね、本当にその被験者は死んでしまったんだ」

「なんて惨いことを……」

　眉根を寄せるリーンハルトに、バートンは優しく微笑みかける。

「そう、だから、呪いにはいくつか禁術が存在する。残酷なものだからね。そして、昔の呪いの名残は、今教会で売られているアミュレットにある」

「魔よけのアミュレットですか？」

　アミュレットは多くは水晶で作られたお守りである。一般的なものは教会で売られているが、なかには貴金属の高価なものもあり、貴石をはめ込み指輪や首飾り、カフスなどの装飾品にして身に着ける者もいた。

「魔とは、古いにしえにおいては呪い。闇属性と相克にある光属性を使い強い呪いをはじけると考えられていた。だから、あれには光の魔力が封じ込められている。呪殺にあらがえるほど強いものではないけれどね。まあ、君がさっき言っていた、殺されて人生を繰り返すという悪夢を見せるのも、強い呪術師ならば可能かもしれない。しかし、それが事実ならばずいぶんと陰湿なものだと思うがね」

　リーンハルトは教会に祈りに行く時間があるのならば図書館に書物を読みに行くタイプで、それほど信心深くはなく、アミュレットに興味もなかった。

「君も光属性を持っているのだから、少し興味が湧かないかい」

「私のはそれほど強くありませんから、姉なら興味を持つかもしれません」

　レティシアは知らないが、実はリーンハルトは珍しい五属性持ちだ。それもあってバートンと親しくしているのだ。

　光属性もあるがレティシアほど強くはなく、使い物にはならない。ほかの属性は平均以上だが、水魔法だけずば抜けているので専攻していた。

　だが、闇属性は持っていない。不思議なことに闇と光どちらも持っている者は存在しないのだ。打ち消し合うものだから、同時に持てないといわれている。それならば水と火もそうなりそうだが、実際にはリーンハルトのように両方持つ者もいる。

　そのため、光と闇は少し性質の違うものだといわれ、光と闇の魔力の根源についてはいまだわかっていない。

　シュミット家の隠し書庫には古の魔導書が眠っている。よくない魔力が封じ込められている書物もあるので、あの空間に行くのはいい気持ちはしないが、調べてみることくらいはできる。




　その日、リーンハルトは寮に戻らず家に帰った。

　早速父の書斎に向かい、隠し書庫の鍵を借りに行く。

「あんなところになんの用があるのだ。まあ、希少な蔵書には変わりはないから、じっくり見ておくに越したことはないが。私も一緒に行こうか？」

　オスカーが心配そうな顔をする。あまりよくない魔力を帯びた本もあるからだ。

「父上、大丈夫ですよ。俺をいくつだと思っているんですか」

　いくら優秀だといっても父から見れば、リーンハルトはまだ十六歳の少年だ。




　隠し書庫は地下にある。

　リーンハルトは書庫の奥にある片開きのドアから地下へと続く薄暗い階段を下りた。ひんやりとした独特の空気が漂う。ここには数年前、父と一緒に来たきりだ。いずれはリーンハルトが管理する場所だからと連れてこられたのだ。

　早速、魔術書が置いてある場所へ向かう。闇属性持ちはほぼ庶民で占められているが、希少で高価な魔術書を所持しているのは貴族だ。

　魔術書は危険なものなので、所持している貴族はそれが市場に出回ることがないようにこうして地下にて厳重に保管している。

　書架を見て回っていたリーンハルトはすぐに違和感を覚えた。父はさらっと見回りに来るくらいだと言っていた。それなのに闇魔法に関する書物が置かれている場所だけ埃ほこりが払われ、妙に綺麗だ。特に黒魔術に関する書籍が集まっている場所が、まるで誰かが頻繁に閲覧しているかのように。

　闇属性はほかの魔力持ちとは少し性質が違う。魔術を執り行うのにより有利な力を持っているということだ。魔術は術式にのっとれば誰でも扱えるといわれている。ただ闇属性がないと効果は出にくく、失敗することもある。特に光属性を持つ者は呪いに関する魔術が使えなかった。そのため、闇と光で打ち消し合うのではないかといわれてきた。

　家族で光属性を持つのはレティシア。それにオスカーとリーンハルトが弱いながら持っている。つまりこの家で呪いを発動できるのはこの三人以外、使用人も含め全員だ。

　分厚い本を手に取りぱらぱらと数冊めくってみたが、古い本は古語で書かれていた。リーンハルトでも読み進むのに時間がかかる。

　そして隠し書庫には誰かが頻繁に出入りしている形跡があった。

（誰が出入りしているのか確認しておいた方がいいだろう）




　リーンハルトは執務室にいる父のもとに向かう。

「私が二、三か月に一回見回りをする以外は誰も出入りしていないよ」

　仕事用のどっしりとしたマホガニーのデスクに座る父は書類から顔を上げて怪け訝げんそうに言う。

「父上は黒魔術について調べているのですか？」

　単刀直入に聞く。ありえないだろうが、一つひとつ可能性をつぶしていこうと思った。

「なぜ、そんなことを私が？　私の属性はお前とほぼ同じだ。保管はしてあるが、あまり気持ちのいいものではないから、手に取ったことはないよ」

　オスカーが不思議そうに目をしばたたく。

「それなら、ほかに隠し書庫に出入りしたことのある者はいますか？」

「いや。ああ、そういえば五年ほど前に一度魔法師の研究者が来たことがある。それ以外にはないな。市井の魔術師から申し出があってもそれはすべて断っている。家うちの本が悪用されては困るからね」

　もっと最近だ。家にいて自由に出入りできる者は誰かと、リーンハルトは考えた。

「それなら、使用人とか……、家族とか」

「どうした。やけにしつこいな。何か気になることでもあるのか？」

「いえ、ただ黒魔術に興味がある者がいるのかと。黒魔術に関する本を誰かが閲覧しているように感じたので」

　オスカーが表情を引き締める。

「そうだな。お前が何を調べているのか知らんが、質問には答えよう。もうずいぶんと昔だが、ここにオデットが嫁いできた頃一度地下書庫に案内した。彼女は気に入らなかったようで、途中で気分が悪くなり、その後入っていない」

「確かに気分のよい場所ではありませんね」

　リーンハルトはうなずいた。あの場所には不快な魔力の波動を感じるのだ。寒いわけでもないのに、長時間いると指先が冷たくなってくる。

「あとは執事のレスターに二、三年に一回掃除や虫干しを頼むこともある。その際彼はメイドを連れていく。お前も知っての通り魔力を帯びた本はほぼ傷むことはないので、それほど手入れを必要としないからね」

「それで、そのメイドとは誰です？」

「たしか、前回はニーナだったと思うが」

　この家のメイドや執事に魔力がないことは、雇う前に念入りに確認されている。別に魔力があってもよいのだが、闇属性持ちは隠し書庫があるので念のため雇い入れていなかった。呪術を使った場合、魔力のない者よりもはるかに強力な効果を発揮し危険だからだ。

「あとは、ミザリーが子供の頃に一度連れていったことがある。もう何年も前のことだ」

　意外だった。彼女は魔法に興味はなく、社交的でよく令嬢たちを集めて茶会を開いている。

「レティシアは？」

　するとオスカーが苦笑する。

「彼女はないね。自分の勉強でいっぱいいっぱいのようだ。余計なことには興味を持たないよ。特に古い本などには全く関心を示さない。レティシアのことはお前の方がよく知っているんじゃないか？　一番仲よくしている」

　仲よくしているというより、レティシアは困り事があるとすぐに相談しに来るのだ。社交的なミザリーとなぜか距離を置き、婚約についてまでどうしたらいいかなどと聞いてくる。姉妹でそりが合わないようだ。確かに性格は真逆ではある。

　レティシアは頑張り屋ではあるが頼りないので、あのような様子で嫁に行っても大丈夫なのかと、リーンハルトは本気で心配だった。婚家で困ったことがあったからと帰ってきて、弟に相談するようでは問題だ。頼るべきは夫なのだから。

　別に相談されること自体は迷惑ではない。頼られるのは嫌ではないからだ。だが、いつも彼女の話は要領を得ず、言葉足らずで肝心なことを言わなくて困る。

　レティシアが、少し不安定な様子だったので、つい調べてしまったが、気にしすぎなのかもしれないとリーンハルトは思った。

　呪われている確証があるわけではないし……。

　リーンハルトにできることといえば、地下にある隠し書庫の出入りのチェックと危険だと思われる魔術書の上に小さく目立たない紙片を置くことくらいだろう。

　これで誰かが本を抜き取ればわかるとは思うが、簡単に見つかるとは思えなかった。

「父上、隠し書庫の鍵を新しく変えるというのはいかがでしょう？」

　リーンハルトは一番現実的だと思える方法を提案した。

「用心に越したことはない。そうしよう」

　その後隠し書庫の鍵はさらに厳重になり、二重になった。

　今彼に打てる手はこれくらいだ。




◇◇◇




　レティシアが学校の図書館で試験勉強をしていると、珍しくリーンハルトがやって来た。食堂で声をかけ合うことはあっても、学園の図書館ではお互い勉強の邪魔をしないようにしている。

　しかも今は試験前だ。珍しいこともあるものだと、レティシアは目を丸くした。

「テスト前だとはわかっている。少しサロンで話をしないか、息抜きは必要でしょ」

　気楽な様子で言っているが、どこか彼が緊張しているのがわかる。

「リーンハルトも息抜きすることがあるのね」

「何それ、皮肉？」

　そう言って、リーンハルトが苦笑した。時がたち、彼もずいぶん大人になった。ということはレティシアの死期が近づいているということで……。そこで無理やり気持ちを切り替える。

「違うよ。私もちょうど甘いものが食べたいところだったの」

　なんの話かは知らないが、義弟からの誘いは嬉しいと思う。彼のアイスブルーの瞳には珍しく困惑の色がある。何か悩み事でもあるのだろうか。レティシアはひとまず勉強を放り出してついていくことにした。




　レティシアは紅茶とベリータルトを注文し、リーンハルトはコーヒーを頼む。

「リーンハルト、ここのタルトおいしいよ。食べないの？」

「いらないよ」

　最近のリーンハルトは家でもあまりデザートを食べなくなった。子供の頃は、リーンハルトの分を取って食べたレティシアを怒っていたのに。あの頃は本当に可愛かったとしみじみ思い出す。

「姉さん、この間『殺されて時間が戻る』とか言っていたろ」

「え、覚えていたの？」

「うん、少し調べてみた」

　リーンハルトの意外な言葉に、レティシアは目を見張る。

「なんで、調べてくれたの？　それで結果は？」

　レティシアは前のめりになる。あの時はマリッジブルーで片づけられたのに、彼は気にして調べてくれたのだ。普通なら、戯たわ言ごとと思われても仕方がないことなのに。

「そんな事例は見つからなかった」

「そう」

　リーンハルトが言うのならそうなのだろう。レティシアは落胆を覚えた。

　だが、彼の気持ちは素直に嬉しかった。

「ただね。俺なりに仮説を立ててみた。相克する魔法がぶつかれば、ありうるかなと」

「ソウコクって何？　さっぱりわからないのだけれど」

　レティシアが首をかしげる。

「たとえば、水魔法と火魔法、魔力量が一緒ならばぶつかれば打ち消されるだろう」

「えーと、そうなの？」

　リーンハルトが苦笑した。常識らしいが、レティシアは自分の属性の勉強で精いっぱいでほかの属性のことはわからないのだ。

「姉さんの持っている光魔法の反対が闇魔法だろう」

「そう、で？」

　彼の言うことは難しすぎる。レティシア自身がもう少し具体的に彼に話すことができれば、また違う答えがもらえるだろうが、それは無理な話だ。本当に頭がおかしいと思われてしまう。

　そこへ注文したベリータルトとお茶が運ばれてきた。レティシアは、早速しっとりとしたタルト生地にフォークを刺す。ひと口食べるとタルト生地のほどよいサックリ感とベリーの甘酸っぱさが口の中に広がり、思わず頬が緩む。

「姉さん、タルトが楽しみなのはわかるけれど、俺の話聞いている？」

　きりりとした表情のリーンハルトに窘められた。

「ごめんなさい」

　レティシアは素直にフォークを置く。

「じゃあ、続けるよ。姉さんは、どこかの闇属性の人間に呪われているのではないかと仮定してみた」

「え？　私、呪われているの？」

　恨まれているとは思っていたが、呪われているとは考えてもみなかった。

「仮定の話だよ。光属性を持つ姉さんは、無意識的にそれを打ち消しているのかなと、だから殺されると時間が戻る現象が起こる……仮説だけれど。まあ俺は鮮明な悪夢だと思うよ。だいたい姉さんにそんな呪いをかけて得する人間がいるとは思えない」

　そう言ってリーンハルトが肩をすくめる。得する人間、呪い、そのような視点で考えたことはなかった。

「すごい！　リーンハルトってやっぱり賢い！」

　レティシアが手放しで褒めると、リーンハルトがあきれたような顔をした。

「やめてよ姉さん。恥ずかしいな」

　彼はいたってさめている。

　いっそ起きたことをすべて義弟に話してしまいたい気になる。リーンハルトはレティシアよりずっと頭がいいし、いろいろなものの見方ができるようだ。彼なら解決できるかもしれない。しかし、レティシアは思いとどまった。

　いくらなんでも荒唐無稽すぎるし、話すとしたらミザリーのことは避けて通れない。そんなことをすれば信頼もなくすし、嫌われるだろう。それに話せばきっと彼の気持ちを傷つけることになる。それだけは嫌だとレティシアは思った。

「何にしてもありがとう。私のしようもない悪夢を調べてくれて。あとは勉強に集中して、頑張ってね」

　たまには姉らしいことを言ってみる。

「頑張るのは姉さんの方でしょ？　Ｄクラスに落ちたらどうするつもり？　最近図書館でも勉強しているより、ぼうっとしている時間の方が長いんじゃない？」

　どこかで、レティシアの行動を観察していたのだろうかとぎくりとする。彼の言う通りだ。そして彼はなおも言葉を継ぐ。

「少しは身を入れて勉強しなよ」

　ぴしりと言われ、せっかくのタルトがまずくなりそうになる。最近のリーンハルトは次期当主としての威厳が出てきて、叱られると少し怖いのだ。やっぱり、彼は成長していくにつれ怖くなっていくのだと思う。

「レティシア」

　そこへ聞き覚えのある声が割り込んでくる。この場で聞くはずのない声に驚いて見上げる。トレバーが立っていた。

「あれ、トレバー様、どうしてここに？」

　学園には研究機関もあるので関係者以外立ち入り禁止となっているが、トレバーはレティシアの婚約者として来たのだろう。前に彼がそんなことを言っていたと、レティシアは思い出した。

「今日は勉強するレティシアを応援しようと思ってね。差し入れを持ってきた」

　彼は王都で今話題の焼き菓子店の包みを持っていた。そんなトレバーにリーンハルトは丁寧に挨拶し、「あとはお二人でどうぞ」と言ってにこやかに微笑んで席を立つ。

　その所作はまるで王子様のよう。そう、いつの間にかリーンハルトは成長して天使から麗しの王子様になった。義弟は外面がとてもいいのだ。外面がいいといっても、リーンハルトの場合内面が黒いわけではなく……外柔内剛といったところか。

　繰り返し人生で最高に義弟とはうまくいっているはずだが、やはり彼はレティシアに厳しいのだ。というより、怠け者に手厳しいのだろう。そして、そのぶん面倒見もよくて、レティシアはつい頼ってしまうのだ。

「ありがとうございます。嬉しいです」

　リーンハルトに代わり前に腰を下ろしたトレバーに礼を言う。前にも増して彼は細やかな気遣いをしてくれる。繰り返すたびに、トレバーのいろいろな面が見えてくる。

「こうでもしないと試験期間に君とは会えないからね」

「ごめんなさい」

　確かにこの期間は月に二度の彼との茶会は、お休みになる。だからといってわざわざ学園まで足を運んできてくれるとは思わなかった。

「いいよ。卒業するまで、君との結婚は待つから」

「はい、ありがとうございます」

　トレバーは早く結婚したがっている。だが、レティシアは十七歳とはいえ、今はまだ三年生ということもあり、両家当主の意見は彼女が学校を卒業した後に結婚させるということで一致していた。たぶん結婚の準備もあるだろうから、挙式は卒業後半年から一年後になるだろう。その頃にはレティシアも二十歳だ。




「レティシアは、なんで魔法師の勉強なんて始めたんだい？」

　トレバーの疑問に、まさか殺されることを避けるためとは言えない。

「なんというか、私、自分に自信がなくて」

「え？」

　驚いたようにトレバーが新緑色の目をまたたく。

「君はそんなに美しくて、魅力的なのに」

　レティシアはトレバーの世辞に慌てて首を振る。

「そんなことないです。私が、シュミット家の遠縁で養女というのはご存じですよね」

　それにトレバーがうなずく。

「最初、あの家に行った時びっくりしたんです。天使のように可愛い姉弟がいて。そのうえ、彼らは頭もよく、礼儀作法も完璧だし。あの家に入ったばかりの頃は、私も彼らに追いつこうと頑張ったのだけれど。全然うまくいかなくて、周りに八つ当たりしたり、いじけたりして、とても迷惑をかけたんです」

「そんなふうには見えないが」

　トレバーが驚いたように言うのを聞いて、レティシアは微笑んだ。

「でもこれではダメだと思い、もう一度お作法を学びなおして。学校にも通うことを決めたんです。お義父様も、私が自信をつけるにはいいのではないかと賛成してくださって」

　レティシアは、こういうことをトレバーに今まで話したことはなかった。どうやら今世の彼はレティシアの内面に興味を持ってくれているようで嬉しい。

「そう、僕にはレティシアの礼儀がなっていないとは思えない。ましてや君が、君の義姉弟に劣るだなんて思ったことは一度たりともないよ。むしろ君の方こそ月の女神のように美しい」

　レティシアがトレバーの言葉に赤くなる。いくらなんでも褒めすぎだ。二度目の時よりもずっと彼に思われているように感じる。それに礼儀作法に関しては、この人生が四度目だから身についていないはずがないのだ。

「ありがとう。トレバー様は優しいんですね」

　するとトレバーが苦笑する。

「そうじゃない。心からの言葉だよ。……その、もしかしてリーンハルト様がレティシアのことを劣っているとか言うのかい？」

　シュミット家よりもブラウン家の家格が低いせいか、トレバーはリーンハルトに敬称をつける。

「え、リーンハルトが？　まさか！」

　むしろ彼はレティシアを応援してくれている。

「さっきもお説教されていたようじゃないか」

　トレバーが心配そうに言う。

「違います。あれは義弟流の激励なんです」

「そう……ならいいけれど」

　そう言ってトレバーが淡く微笑む。だが、どこか心配そうにレティシアの顔色をうかがう。

「むしろ、義弟は面倒見がよすぎるくらいです。時々勉強を教わっています。ほんと何をやらせても完璧で、姉らしいことなんて全然したことないんですよ」

　レティシアは笑う。

「そうなんだ。でも義姉弟でわざわざサロンで茶を飲むなんて、ずいぶんと仲がいいんだね」

「え、そうですか？　リーンハルトは私よりミザリーお義姉様との方が仲がよいと思いますけれど」

　ミザリーと二人で楽しげに庭でお茶を飲んでいるのを何度か見かけたことがある。

「ふうん、そうかな？　僕には君たちがずいぶんと親しげに見えた」

「それは子供の頃から一緒に育った義弟ですから。もう、本当の弟ですよね」

　しかし、実際は兄のように頼りにしていたりする。

「僕には兄弟がいないから、よくわからないけれど、うらやましいよ」

　そう言ってトレバーが笑う。少しの時間だったが、婚約者と過ごしレティシアの気持ちは晴れた。いずれはトレバーとリーンハルトが仲よくなればいいなと思ったのだった。




　学年末試験の結果が学園のエントランスの掲示板に張り出された。

　レティシアはぎりぎりでなんとかＣクラスへ残留できるようだ。今回は集中力に欠けていて危ないところだった。

　レティシアは、ついでにリーンハルトの成績を確認する。十六歳の彼は最終学年で有終の美を飾っていた。首席で卒業だ。この後、専科に行くことが決まっている。

　リーンハルトもこの結果を見に来ているはずなのだが、彼が見当たらない。生徒でごった返すエントランスホールの中でリーンハルトの姿を捜して回った。すらりとした背の高い金髪を見つければいいだけだ。

　すると彼は、張り出された成績発表ではなく、【学園からのお知らせ】を熱心に見ていた。

「リーンハルト、何を見ているの？　成績見た？　あなたまた一番よ」

「ああ、そう」

　すごくあっさりした返事で、なおかつ上の空。毎回一番なので、彼にとってはそれが当然で当たり前のことなのだろうか。

「もう見たの？」

「いいや」

　彼にしては珍しく、気のない返事をよこす。

「何をそんなに熱心に見ているのよ」

　レティシアも横から覗き込む。それには『討伐隊募集』とあった。最近辺境に魔獣が出るので、今期卒業の魔法師や在学中の実習生に召集をかけているらしい。

「リーンハルト、まさか、これに行くの？」

「いいや、俺は要件を満たしていないから行けない。アランが志願した」

「え？　大丈夫なの？」

　彼の家は母一人子一人のはずなので、少し心配だ。

「これに参加すると、騎士になるのに有利に働くらしい」

「そう、心配ね」

　レティシアが眉尻を下げる。

　魔獣退治は時には死傷者が出ることもある。彼らがいるから安心してこの国に住めるのに、レティシアは繰り返しの人生で関心を持ったことはなかった。

　王都に魔獣など出たことがなく、レティシアはまるで異郷の地の出来事のように考えていた。自分でもつくづく視野が狭かったと思う。しかし、今は違う。アランとの偶然の出会いが彼女を変えたのだ。

　レティシアは、心の中でそっとアランの無事を祈った。




◇◇◇




　リーンハルトはたびたび学園に訪れるトレバーの様子が気になっていた。レティシアを頻繁に訪ねてくる。

　最初は微笑ましく思っていたが、最近では度が過ぎるように感じていた。あれでは仲がいいというより、まるで監視しているようだ。レティシアが信用されていないように思えてならない。

　今も彼らは連れ立って学園のカフェにいる。図書館からの帰り、偶然通りかかったリーンハルトは心配になった。なぜなら、三日前にも学園の廊下でトレバーを見かけていたからだ。そのうち学園から勉学の妨げになるとトレバーに注意がいくだろう。

（実際、彼らはうまくいっているのだろうか？）

　単純で人の言葉の裏を読めないレティシアが心配だ。

　そこで、リーンハルトは首を振る。たとえ姉弟でも男女のことに首を突っ込むべきではないと。ましてや自分など婚約者もいない身なのだから。




◇◇◇




　その日レティシアはバートンの研究室を訪ねていた。

「あのバートン先生。質問なんですけれど」

「おや、珍しいね。私で答えられることならなんでも」

　むしろ答えられないことなどあるのかと思うほど、彼は物知りだ。

「はい、魔法と関係があることなのかわからないのですけれど。人が何度も人生をやりなおすことってあるのですか？」

　するとバートンは驚いたように目をしばたたく。

「まあ、確かに失敗した地点からやりなおすことができればと思うことはあるだろうね」

「いえ、あの、そうではなくて。たとえば殺されて数年前に戻り、また殺されて戻ることを繰り返して先に進まないことってあると思いますか？」

「おもしろいことを言うね。まず仮定として、一度殺されればいつどこで殺されるのかはわかっているから、その状況を避けようとするよね」

　さすがはバートンだ。話が早い。

「はい。だから、その状況を避けようとすると今度は別の方法で殺されてしまうっていうか」

　するとバートンがひょいと片眉を上げる。

「ほお、まるで呪いのようだね。それでなければ地獄」

「地獄ですか？」

「ああ、これは異教の考えなのだが、地獄というものがあってずっと同じ苦しみが繰り返される」

「え？　じゃあ、ここが地獄で、もう死んでると？」

「レティシア、どうしたんだい？　まるで自分がそういう経験をしているようなことを言う」

　バートンが心配そうに言うと、レティシアは慌てて首を振った。

「いえ、まさか」

「ここは地獄ではないよ。現実だ」

「すみません。おかしなことを言って」

「学問に興味を持つのはいいことだが、悪用してはいけない。ただ、古代に封印された魔術にはそのような類いのものがある。黒魔術といって、一般には呪いと呼ばれているものだ」

「呪いですか？」

　するとバートンがそれまでの緊張感を壊すように「ふふふ」と笑う。

「いずれにしても呪いは存在する。だが、人を殺すような強い呪いをかけた者の罪は重い。この国では死罪だ。それにもちろん、学園でもそのような強い『呪い』は教えてはいない」

　レティシアはふるりと震えた。

「初めて聞きました」

「そうだろうね、公にはされていない。だが、王族などはいまだに呪われることもあるからね。興味があるのならば、研究熱心なリーンハルトに聞いてみるといい」

「リーンハルトにですか？」

「彼が以前に同じような質問をしてきたよ。よく姉弟で話し合ってみるといい。だが、くれぐれも黒魔術には深入りしないように、そこら辺はリーンハルトがわかっていると思うがね。だから調べてみるならば、君一人ではなく彼と一緒に」

「はい、ありがとうございます」

　驚いたと同時に胸が熱くなる。レティシアの言ったことを気にして、リーンハルトがバートンにまで聞いてくれていたのだ。

「何か推測が立ったら、私にも知らせてね」

　バートンが気軽に声をかけてくる。できれば、彼に研究してもらいたいくらいだ。

　でもそれには材料が足りないとレティシアは思った。




　研究棟にいるリーンハルトを久しぶりに訪ねていった。彼は学園を卒業して専科に進んでいるのだ。

「え？　姉さん、何しに来たの？」

　レティシアがここを訪ねるのは初めてだ。リーンハルトの驚いた顔を久しぶりに見る。

「ねえ、リーンハルト、黒魔術のことについて教えて」

　そう言うと彼が顔をゆがませる。

「バートン先生から聞いたのか。やめとけよ」

　リーンハルトが珍しく乱暴な口調で言う。前世までの彼を思い出して、レティシアは懐かしいと思った。

「そんなこと言って、あなたは調べているんでしょ？」

　問いつめるとリーンハルトがあきらめたようにため息をつく。

「姉さんがあまりにもおかしなことを言うから、前にちょっと調べてみただけだよ」

「それで、どうだったの？」

　レティシアは勢い込んで聞いてみる。

「たいして参考にならないと思うよ。この国でも昔、呪いが横行していた時期があった」

「ああ、王族がいまだに呪われることがある、というお話は聞いてきたわよ」

「そっちじゃなくて、ひと昔前、この国でも呪いが認められていた時代があったんだ」

「まあ、そうなの？」

「敵国の王族を呪うという目的でね」

「じゃあ、呪いを解く方法もあるのよね？」

　レティシアの胸は期待に膨らむ。

「教会で売っているアミュレットはある程度効くって噂だけれど。解呪なんて文献には残っていないよ」

「なんで？」

「研究する者がいないからじゃない？　解呪は呪い関連の研究になるから、扱いに気をつけなければ、罪に問われる。リスクを冒してまで研究する人がいないのかも。高位貴族でも誰かを呪えば死罪だ。もっとも高位貴族の闇属性持ちなんて聞いたことないけれどね。呪いは庶民の専売特許だ」

「ねえ、リーンハルト、あとひとつ聞きたいことがあるのだけど」

「なに？」

「あのね。ミザリーの魔法属性は何？」

　リーンハルトは黙り込む。

「本人に聞いたら、と言いたいところだけれど。姉さんがおかしな妄想に囚われても困るから言っておく」

　彼のアイスブルーの瞳が温度を下げた。たぶん、とても怒っている。

「姉上は魔力持ちではないんだよ」

「は？　なんでよ？」

（勉強も礼儀作法も完璧なミザリーに魔力がない？）

　レティシアは呆あっ気けにとられた。今までそんなことを考えたこともなかった。

「貴族だからといって、皆が皆魔力を持っているわけではないんだよ。姉さんの婚約者殿もないだろう？　だからといってそれが不利に働くわけではないことはわかっているよね？」

「確かにそうね」

　彼の言う通りだ。王宮勤めでも職種によっては魔力が必須だが、ほとんどの場合、魔力がないからといって不利になることはないし、シュミット伯爵家のような高位貴族となると大した問題ではないのだ。

『呪い』という糸口を掴んだ気がしたのに、レティシアの手をすり抜けてしまった。ミザリーが魔力持ちではないということは、闇属性ではなくて……。その事実に途方に暮れる。

「ねえ、リーンハルト。なら私は今地獄にいるのかしら？」

　レティシアがポツリとつぶやく。バートンは、地獄では同じ苦しみが繰り返されると言っていた。

「姉さんは、婚約者とうまくいってないの？　だからそんなことを言うのか？」

　リーンハルトが鋭い眼差しを向けてくる。

「いえ、私は、そんなんじゃあ……」

「なら、何がそんなに不安なんだ。少しおかしいよ。本当は結婚したくないんじゃないの？　そんなことではトレバー氏にも失礼だ。はっきりしろよ」

　義弟がイラついた口調で言う。確かに彼の言う通りだ。

「不安……、そうなのかしら」

　レティシアは自分でもよくわからなくなる。二十歳が近づくにつれ恐ろしくなるのだ。今まで殺され続けてきただけに、今回もミザリーがレティシアに殺意をいだいているに違いないと警戒してしまうのだ。どう先手を打ったらよいのだろう。結局前世と同じであまり接触しないという答えしか見つからなかった。

「気になるのなら、自分で黒魔術のことについて徹底的に調べたらどう？　うちの隠し書庫に古書が保存されている」

「え？」

　リーンハルトの言葉にレティシアがぽかんとする。

「黒魔術に関する本だよ。気が済むまで自分で調べればいい」

「隠し書庫って……？　リーンハルトは手伝ってはくれないの？」

　レティシアは心細さを覚えた。

「姉さんが何に悩んでいるか、俺は知らない。だったら協力のしようがないだろ」

　そう言って今度こそ義弟は口をつぐんでしまった。

　レティシアとて、彼にすべてを話せたら、どれだけ楽かと思う。しかし、それは絶対にできないのだ。




　レティシアはリーンハルトに言われた後、家に戻り隠し書庫を調べに行ったが、古語ばかりで読み下せなかった。

　そのうえ、レティシアが隠し書庫に入るにあたり、事情を聞いたオスカーには心配をかけてしまった。

　しかし、ここであきらめるわけにはいかない。次があるかどうかもわからないのだから。




　レティシアは最終学年になった。

　現在十九歳、死はもうすぐそこまで近づいている。今回ばかりは違う、とは思えなかった。自分ではいろいろあがいたつもりだったが、結局何もわからずじまい。今のところ殺される前兆はないが、それは前世も同じだった。

「ねえ、レティシア。今度はどこへ行きたい？」

　ふいに声をかけられ顔を上げる。

「え？」

　レティシアは今トレバーと馬車の中にいた。二人はデートの帰りだ。

　今日は公園を散策した後、カフェで茶を飲みゆっくりと食事をした。だが、そんな最中でも近づいてくる二十歳の誕生日が不安で、つい上の空になってしまう。車窓から見る景色は暗く闇に沈み、いつもの帰宅時間よりずいぶんと遅くなってしまった。

「私はどこでも」

　レティシアの気のない答えに、トレバーの顔が曇る。

「あの、トレバー様の行きたいところならば、どこへでもご一緒したいです」

　慌てて言い添えると、トレバーが嬉しそうに微笑んだ。

「そう言ってもらえるのは嬉しいけれど、今度はレティシアの行きたい場所にしよう。そうだ。ブラウン家の領地に一度来ないか？」

「あの、でも遠いから……」

　レティシアは言葉を濁す

「君はいつもそう言って断るね」

　トレバーの緑の瞳が揺れる。彼を悲しませているようで、胸がぎゅっと苦しくなる。

（私はリーンハルトの言うように、本当はこの人と結婚したくないの？）

「卒業の論文が終わってからでいい？」

　あの領主館には嫌な思い出がいっぱい詰まっている。彼の浮気の現場を見たのも領主館だし、毒殺未遂の冤罪をかけられたのもあの場所だ。正直行きたくない。

　そこでふと重大なことに気づく、ミザリーがまたトレバーに手を出すのではないのかと。トレバーもそれに乗ってしまうかもしれない……。

　時を繰り返しているのはレティシアだけだ。今回、彼らの不倫を見ぬふりをすれば殺されないのだろうか。しかし、それではレティシアの心が死んでしまう。やはり今回も何かを間違えた気がしてならないのだ。時が近づくにつれて不安が降り積もる雪のように募っていく。

「レティシア、大丈夫？　気分でも悪いの？」

「ああ、ごめんなさい。ちょっと疲れていて」

「根を詰めて勉強しすぎじゃないかな？　レティシアはどうしても働きたいの？」

「え？」

　この間、臨時職員として短い時間ならばと、ブラウン子爵家からも働く許可が出たばかりだ。ブラウン家の義父母は教会の治癒師ならば次期子爵夫人として名誉なことだと喜んでくれていた。彼らはとても信心深く、今世のレティシアはとても気に入られている。嫌われ続けてきたブラウン子爵夫人にもなぜか今回は好かれ、信頼されていた。

「父も母も君が働くことについては賛成しているけれど。僕は君には家にいてほしい」

「トレバー様、働くといっても毎日ではないし、一日のうちの数時間です。それに一生働き続けるわけではありません」

　そう言って彼をなだめた。不思議とトレバーはレティシアを常に自分のそばに置いておきたがる。二度目の人生で彼がやきもちを焼くこともあったけれど、どちらかというと二人で遊び回っていた。束縛などされずに。

　二人を乗せた馬車がシュミット家の門扉の前で止まる。そこには守衛となぜかリーンハルトが立っていた。

　馬車から降りるとリーンハルトとトレバーが挨拶を交わす。十八歳になったリーンハルトは最近とても大人になった。少し寂しいくらいに。

「遅くまでレティシアを連れ回して申し訳ない」

「いえ、お気になさらずに」

　二人が和やかな雰囲気の中で言葉を交わす横でレティシアはあくびを噛み殺した。昨日も勉強で夜遅かった。せっかく職が決まっても卒業できなくては話にならない。早く部屋に戻り休みたかった。

「お茶でもと言いたいところですが、今夜は姉も疲れているようなので」

　察しのいいリーンハルトがそう言ってくれてほっとする。

「確かにあなたのおっしゃる通りかとは思いますが、ずいぶん義理の姉上に対して過保護なのですね」

　わずかに硬い口調でトレバーが切り出す。

「過保護というと？」

　口もとにうっすらと笑みを浮かべ、リーンハルトが片眉を上げるのを見て、レティシアはぎくりとする。今彼が気分を害したのがわかったからだ。

「ふふ、門扉まで迎えに来るとは驚きました。これからはもう少し早い時間にお送りします。ご心配をおかけして申し訳ない」

　二人ともにこやかなのに、緊張感が高まる。

「そうですね。姉も忙しいのでそうしていただけると助かります」

　気のせいだろうか、笑顔なのに二人が睨み合っているような気がする。レティシアは不安な心持ちではらはらと二人を見守る。

　その後、別れの挨拶をしてトレバーは去っていった。

　レティシアを振り返ったリーンハルトは、不機嫌だった。

「姉さん、疲れて帰りたかったら、自分で言いなよ」

「え、あ。ごめんなさい」

　少しリーンハルトが怖かったので、レティシアは素直に謝る。

　今世でもリーンハルトに頭が上がらないのは同じだ。姉らしいことをしたいと思うのに、ちっともうまくいかなかった。

「まったく、まだ嫁入り前の娘を深夜まで連れ回すだなんて、彼も非常識だな」

　レティシアはこの時リーンハルトが他人を非難するのを初めて聞いた。それもまるで父親のような口調だ。ふと笑いがこみ上げる。

　しかし、彼はレティシアを心配して待っていてくれたのだ。

「ねえ、そんなに私のこと心配だった？」

　嬉しくなって聞いてみる。

「最近、特に様子がおかしいからね」

「おかしいかしら？」

「何をしても上の空、それでは相手にも失礼だし、トレバー氏も不安にもなるだろ」

　確かに彼の言う通りだ。トレバーをあまり不安にさせてはいけない。

「そうね。気をつける」

「姉さんの気をつけるは軽いからな」

　そう言い捨てる。なんだか今日のリーンハルトは辛辣だ。レティシアは少し悲しくなった。










ループ３　カウントダウン




　二十歳の誕生日の前日、レティシアは今学園にいる。実は三か月前に卒業したのだが、教会で働くべく研修を受けていた。トレバーとの結婚まではまだ半年ある。

　ひと月前バートンに頼み込み、夜だけ特別に作業棟五階を使う許可を得た。アミュレットを作るためだ。もちろん、それは教会でも売られているもので、手のひらにのる大きさの銀の台座に水晶の粒が幾何学模様に埋め込まれている。この模様にも魔よけの効果があると研修で説明を受けた。

　今世のレティシアは自分の価値に気づいていた。彼女の光魔法は強力だし、魔法師学園の卒業生だ。それならば、より強力なアミュレットが作れるはず。アミュレット作りの担い手は光魔法師で、水晶に光属性の魔力が注ぎ込まれて初めて完成するのだ。

　もしループ現象が呪いなのだとしたら、なんとかそこから逃れたいと、レティシアは自作のアミュレットに一いち縷るの望みを託したのだ。

　彼女なりに古語を調べ、魔術に関する専門書を読んだ。しかし、結局その解釈は難しく、理解はできなかった。

　だからといって手をこまねいているわけにはいかないのだ。試行錯誤を繰り返しアミュレットの製作を続けた。

　最初は誕生日の前日に処刑された。その後はやはり誕生日の数日前から、数か月前で。

　今日が誕生日の前日だからといって油断はできなかった。

　義父母とはうまくいっている。ミザリーとはほとんど没交渉状態で、彼女からもレティシアに関わってこようとしなかった。だが、ミザリーはいまだ婚約していなくて不気味だ。今度もトレバーを奪うつもりなのだろうか。

　レティシアは首を振ってそんな考えを払う。今は死なないことに意識を集中させるべきだ。

　気休めかもしれないが、アミュレットが完成すれば、これに守られて殺されるループから抜け出せるかもしれない。試作品はいくつもできているが、レティシアは満足していなかった。思うようにうまく光魔法をアミュレットに封じ込められないでいた。




　夜もだいぶ更けてきた。五階建ての古い作業棟に残っているのはレティシア一人だけなので、少し心細く感じる。しかし、一人でいることが逆に安全だと考えてもいた。

　何度作っても納得がいかないというより、ただ恐怖心を拭うためにレティシアはアミュレットを作り続けているのだ。とにかく、二十歳の誕生日がくるその瞬間まで作り続けようと決めていた。

　作業に集中していると、コンコンコンコンとせわしなくドアをノックする音がして、レティシアは驚いて飛び上がった。

「姉さん、俺だよ」

　ガチャリとドアが開き、現れたのはリーンハルトだ。一瞬彼に殺されるのかと思ったが、そんなわけはないのだ。ちょうど心細かったので嬉しかった。

「リーンハルト！　いらっしゃい。珍しいわね。作業棟に来るなんて」

　レティシアが大喜びで駆け寄ると、彼が不機嫌そうに目を細める。

「なに、能天気なこと言っているんだよ。もうすぐ花嫁になるっていうのに。婚約者をほっぽり出して何しているのさ」

　最近リーンハルトは婚約者にもっと会えとうるさいが、ちゃんと一週間に一度は一緒に過ごしているし、式の準備も進めている。

「なんだ。お説教しに来たの？」

　レティシアは途端にがっくりした。しかし、彼がいるのは心強くて。

「もう帰れ。十二時になる。夜中だぞ」

　ハッとしてレティシアは、窓から見える時計塔を確認する。作業に集中していて気づかなかった。

　あと二十分もすれば、二十歳の誕生日を迎えることができる。それもこの世界で一番安全で安心な義弟と一緒で、周りにはミザリーもニーナもいない。

「ねえ、リーンハルト。私もうすぐ、二十歳の誕生日なの。あなたが一番に祝って」

　レティシアは嬉しくて義弟に抱きついた。

「そんなこと、婚約者にやらせろ。さっさと馬車に乗れよ、俺が送るから。全く父上も母上も甘いんだから」

　リーンハルトが不機嫌な声を出しながら、レティシアを無造作に引き剥はがす。しかし、彼女は嬉しくておかまいなしだった。

　彼は研究棟で毎日遅い時間まで勉強している。レティシアはそれに便乗して義父母に許してもらっていた。今世の彼らは勉強に熱心なレティシアを応援してくれている。

　アミュレットの完成が見えてきたからか、レティシアはこのループはもうすぐ終わりを告げようとしていると感じていた。きっとリーンハルトと仲よくなったのがよかったのだ。彼がそばにいたせいか、ミザリーの友人たちからいじめられることもなく、快適に過ごしていたように思う。死の恐怖に怯える以外は……。

「リーンハルト、じゃあ、十二時過ぎまで私にお説教していいわよ」

「ばっかじゃないの。酒を飲んでいるわけではないよな？」

　彼はあきれたように言うとため息をついた。怒るのはあきらめたようだ。

　今世で彼に馬鹿と言われたのは初めてだ。

（でも嬉しい、リーンハルトと二十歳の誕生日が迎えられる）

　レティシアは浮かれていた。

　そんな時、水を差すように、コンコンコンコンと忙しないノックの音が響く。さすがにびくりとした。時計塔を見ると、日付が変わるまでまだ十五分はある。

　思わずリーンハルトの上着の袖そでを掴んだ。

「なんだよ。一人でいるのが怖かったのか。ならなおさら早く帰れよ」

　あきれたように言って、彼がレティシアの手を振り払う。

「どなたですか？」

　リーンハルトがドアに向かう。その瞬間、レティシアはなんとも言えない不穏な空気を感じた。嫌な予感がして、ふいに胸の鼓動が速くなる。

「待って、リーンハルト！」

　リーンハルトがガチャリとドアを開けると、無表情のトレバーが立っていた。レティシアは驚いて目を見張る。

「トレバー様、こんな時間にどうなさったのです？」

　婚約者の姿を見てほっとするよりも、ただ不思議だった。なぜ、こんな時間に彼がこんなところにいるのだろうと。

「それは、こちらのセリフだよ。なぜ、こんな時間にお二人で？」

　トレバーが冷ややかな眼差しを向け、リーンハルトに詰問する。質問の意図がわからずレティシアはとっさにリーンハルトを見た。しかし、リーンハルトの表情は硬く。

「別に姉と二人でずっとここにいたわけではありません。姉にもう遅いから帰るよう言いに来ただけです」

「ならば、役目は済んだでしょう？　あなたはここから出ていってください。僕が彼女を送っていきます」

　言葉つきは丁寧だが、完全に切り口上で怒っているのが伝わってくる。

　いつものトレバーとは違う。最初の人生を思い出し、レティシアは青くなり震えた。

　彼はあの領主館でレティシアを殺そうと兵を放ったのだ。毒など知らないと言ったのに聞き入れられなかった。

　これから彼と結婚するのに、こんなことではダメだと自分を叱しっ咤たする。あの時のトレバーと今のトレバーは違うと自分に言い聞かせた。ミザリーとの関係が今世で違うように。

「何を誤解なさっているか知らないが、そんなに気分を害しているあなたと姉を二人きりにはできません」

　リーンハルトがトレバーとは対照的に静かな口調で、きっぱりと言い放つ。義弟はいつだって正しいのだ。トレバーとの仲を心配して、婚約者にもっと会えと言ってくれていた、彼の忠告を聞いておけばよかった。しかし、今はそんな後悔より、トレバーをなだめるのが先だ。

「いいの、リーンハルト、私は大丈夫。だから、寮に帰っていて。トレバー様、ごめんなさい。明日からもっと一緒にいましょう。私ったら、つい夢中になっちゃって。今日は送ってくださるんでしょう？」

　レティシアはトレバーの方へ歩み寄り微笑みかける。しかし、彼の瞳はガラス玉のようで、なんの表情も映してはいない。そのうつろさにレティシアは恐怖を感じた。

「やはりだ。やはりそうだ……」

　トレバーがうわ言のようにそうつぶやく。日頃礼儀正しい彼が、リーンハルトを押しのけるようにレティシアのそばにやって来る。尋常ではない。

「トレバー様？　どうなさったの？」

　レティシアがびっくりして問いかける。

「君は僕ではなく、遠縁にあたる義弟を愛しているんだろう？」

「は？　それってありえない。確かにリーンハルトは遠縁だけれど家族だわ」

　驚きのあまり口調が砕けてしまった。トレバーの言葉に呆気にとられる。この人は何を言いだすのだろう。リーンハルトは『弟』だ。今では血を分けた本当の姉弟のように感じているし、誰よりも信頼している。そんな彼を男性として見たことなどない。それこそ最初から。

「ならば、どうしてこんな時間に二人でいるんだ？　あの人が言った通りだ」

　リーンハルトは『弟』だから、そんなことは気にしなかったのに。

「誤解よ。それにあの人って、誰？」

　いきなりトレバーに腕を掴まれて引き寄せられる。

「レティシア！　危ない！」

　リーンハルトの叫び声。何が起きたのかもわからず、レティシアは義弟に突き飛ばされ、床でしたたかに腰を打つ。

「ちょっと、リーンハルト！　いったい、どうし……」

　それから起こったことはスローモーションのようだった。それなのに体が金縛りにあったように動かない。

　トレバーの振り上げた大ぶりなナイフがギラリと光り、リーンハルトと激しくもみ合う。やがてリーンハルトがトレバーからナイフを奪い取ると膝をついた。なぜ、ナイフが……。そして床にポタリポタリと血が落ちて。

「え、嘘……、リーンハルト？」

　レティシアがふらふらと義弟に近寄っていくと、トレバーが叫び声をあげ、転げるように走り去っていく。膝をついたリーンハルトが床に崩れ落ちた。血が止まらない。床に赤い海が広がる。

「リーンハルト、リーンハルト、リーンハルト……」

　レティシアは治癒魔法を発動させた。しかし、血はあふれて止まらない。彼の胸の傷を押さえているのに、指の隙間からこぽこぽと鮮血があふれ出てくる。リーンハルトの瞳は固く閉ざされたまま、長い金糸のようなまつげが影を落とす。

　レティシアが魔力を使いきっても、彼のアイスブルーの瞳が再び見えることはなく……。

　夜の静けさのなかで彼の名を呼び、手を握ればほんのりと温もりが残っていた。胸を深く刺されている。いち早く状況を察した彼が、レティシアをかばったのだ。恐らく最初の一撃で刺された。

「嘘、嘘、嘘、嘘」

　レティシアはハッとして、時計塔に目を向ける。今日が終わるまで、まだ五分残っている。リーンハルトが握っているナイフを取ろうとした。しっかりと握られたそれはなかなか取れなくて。最後まで愚かな義姉を守ろうとして、誰にも奪われないようにそれは固く固く握られていた。

　――私なんて守る価値もないのに。なんでよ、リーンハルト。

　カランと音がしてナイフが床に落ちる。レティシアは血まみれのそれを首に突きつけた。

　恐ろしくて手が震える。死ななければ時が戻らない。ナイフを首の前で横に引いたけれど、深くはさせなくて、つつと血が流れ、リーンハルトの白皙の頬を穢けがす。

　レティシアは慌てて、彼の頬についたおのれの血を拭う。

（私の汚れた血で彼を穢してはならない。私より、ずっと気高くて尊い存在なのだから）

　ダメだ、ここでは死ねない。それにここで彼に折り重なるように死んだら、心中したようではないか。もし傷が浅くてなかなか死ねなかったら、もし死んでも時が戻らなかったら……。彼の名誉を守らなくては。

　レティシアは作業室から飛び出して、廊下をやみくもに走った。

「リーンハルト、リーンハルト、リーンハルト、リーンハルト、どうしよう。リーンハルト」

　一刻も早く確実に死ななければならない。

　レティシアは泣きながら廊下の突き当たりにある窓を大きく開ける。窓枠に腰を掛け、震える手で胸にナイフを突き立てた。そのまま後ろに倒れ込むとゆらりと体がかしぎ、一瞬目前に満天の星が広がった。しかしそんな美しい星々も涙でゆがむ。

　ナイフの切っ先が胸に突き刺さる感触と共に焼けるような痛みが襲い、地上五階から急速な落下が始まった。

（せめてリーンハルトと同じ苦しみを）

　レティシアは確実に速やかに、死ななければならない。

　それはとても不思議な光景で、地面がぐんぐんとすごい勢いで近づいてくる。レティシアは衝突のその瞬間まで目を見開いていた。意外と人は気を失わない。自死する者に、きっとそんな都合のよい救いはないのだ。

　真夜中の学園に鈍く重い音が響き、レティシアの肉体はぐしゃりとつぶれた。

　激しい痛み、それを凌駕する絶望と喪失感が永遠に――。










ループ４　レティシアの決断




　レティシアは目覚めた。いつもの天蓋付きベッドで。

　大きな窓から差し込むきらきらとした陽光。窓辺に揺れる大好きなスイートピー。

「リーンハルト……」

　慌ててベッドの上に飛び起きる。全身が強打したように痛む。ふらりとしたが、腕をつっぱりなんとか体を支えた。

（ちゃんと戻ったの？　なんの不足もなく？）

「お嬢様！」

　アナがいきなり起き上がったレティシアに驚く。

「レティシア、ダメよ。いきなり起きては」

　ミザリーが優しそうに微笑む。

　ここはレティシアの部屋で、いつもの目覚めが繰り返されていた。

　アナは慌て、ミザリーはレティシアの汗をふこうとする。彼女はそれを振り払う。ミザリーなどどうでもいい。ただ邪魔だった。

「リーンハルトは？」

　レティシアの言葉に、ミザリーもアナも驚いて目を見張る。

「恐らく、お部屋にいらっしゃるかと」

　戸惑いながらもアナが先に反応した。

「レティシア、あなたどうしたの？」

　ミザリーが不思議そうに、少しこわばった表情で聞いてくる。しかし、レティシアはそれを聞き流す。

「アナ、私は今いくつ！」

　そう質問しながらも、ベッドから足を下ろす。

「え？　あの……十三歳におなりです。お嬢様、どちらへ！」

　レティシアは寝巻のまま戸口へ向かう。ふらふらするが、かまっていられない。

　ミザリーは義妹の異様な行動に目を見開いて立ちつくす。アナだけが、レティシアを心配してついてきた。

「お嬢様、どうかお部屋にお戻りください」

　廊下では、アナがレティシアの体を支えてくれる。

「嫌よ。お願い、リーンハルトに会わせて」

　支えられているにもかかわらず、体の弱ったレティシアはアナの手をするりと抜けて転んだが、それを物ともせず立ち上がり、壁を伝い義弟の部屋へ向かう。這ってでもたどり着く。その執念にアナが恐れをなす。

「お嬢様？　いったい……どうされたのですか」

　着いた彼の部屋の前で、ドアを叩き力の限り叫ぶ。しかし、声は枯れ思うようには出ない。

「リーンハルト、リーンハルト、リーンハルト……」

　するとドアがガチャリと開き、驚きに目を見開いたリーンハルトが顔を出す。バラ色の頬に青く吸い込まれそうな澄んだ双眸。桜色の唇にやわらかそうな黄金色の髪。

　レティシアは、自分と背丈の変わらない可愛い義弟を抱きしめる。やわらかく温かい。

「……よかった。リーンハルト、よかった」

　彼の温もり、息遣い、心臓の音。間違いなく戻ってきた。

「生きてる。生きてた。生きてた！」

　目の前の光景が涙で滲む。

「レティシア？」

　子供の高く澄んだ声。懐かしい……日だまりの匂い。そう、リーンハルトの匂いだ。どこにも血の、鉄さびの、深く沈んだ真夜中の香りなどなく、温かい日だまりの中でレティシアは堰せきを切ったように泣いた。

　リーンハルトは無意識に彼女をぎゅっと抱きしめ、背をさする。そうすればレティシアが泣きやむと信じているように。




　二日後にリーンハルトが高熱に倒れた。レティシアの流感がうつってしまったのだ。

　レティシアは、リーンハルトの高い熱に動揺し、「死んでしまう」と彼のそばを離れなかった。

　大失態だ。こうやって、いつもレティシアは自分本位で人に迷惑をかける。彼にうつしてしまった申し訳なさでいっぱいだった。

（なんで彼だけではなく、私まで生きているのよ。そのうえ、また迷惑かけて）

　彼を病気にしてしまった悔しさに涙があふれた。

　人の体は脆もろい。時にあっさりと生を手放す。それが怖くて怖くて、レティシアは昼も夜も病み上がりのふらつく体でずっと義弟のそばに付き添い看病をした。

　義父母が少し休むようにとレティシアをなだめても聞かなかった。決してそばを離れることはなく……。

　悪夢のように前世でのリーンハルトの死が、レティシアの頭の中で繰り返される。取り返しがつかない過ち。

「死なないでリーンハルト、死んじゃ、嫌」

　熱に浮かされ眠っていたはずの彼が、レティシアの微かなつぶやきを拾う。

「大丈夫……。流感なんかで死ぬわけがないだろう」

　かすれた声が、姉を励ます。

「うん、大丈夫、大丈夫だよ。リーンハルト、ごめんね。私静かにするから、ゆっくり休んで」

　レティシアは昼も夜も義弟から離れることはなかった。そして、ひっそりと前世で学んだ光の治癒魔法をかけた。もちろん、今はまだ魔法が使えることは秘密だ。

　そのおかげでもともと健康なリーンハルトは驚くほど早く快方に向かった。




◇◇◇




　オスカーもオデットも献身的に看病するレティシアに驚いていたが、義弟を心配する彼女がそれに気づくことはなかった。ただ黙々と彼のために尽くしている。

　一方、ミザリーは唖然としてその様子を見守った。突然変わってしまったレティシアにどう反応していいのかわからない。今まで義弟と仲たがいしていたはずなのに。

　それもあれほど献身的に人の世話をするなんて……。

（嘘……。あんなの無作法で愚かな、いつものレティシアじゃない。あれは、誰？）

　不思議だった。病に倒れる前のレティシアは家族から切り離され、ミザリーだけを頼り、ミザリーだけを信用し、それ以外を排除しようと攻撃的になっていた。そのまま孤立していくはずだったのに。

　それがどうだろう。彼女は流感にかかったリーンハルトを心配して、そばから離れないのだ。

　そして、その様子を温かい目で見守るオスカーとオデット。オデットは献身的なレティシアの姿に目頭を押さえている。そこにはひとつの幸せな家族の風景があった。

　家族だけではなく使用人も含めて、すべての視線が馬鹿で不出来なレティシアに集まっている。

（なぜ、あの子に？　レティシアの取り柄なんて顔くらいじゃない？　頭も悪ければ、素行も行儀も悪い。厄介者。それがこの家でのレティシアの役回り。それなのに……）

　ミザリーはわけのわからない敗北感に歯噛みした。

　いったいどうなっているのか、わからなかった。あんなふうに献身的に看病されたら、リーンハルトは優しいから、レティシアの今までの数々の無礼な振る舞いを水に流し、きっと許してしまうだろう。

（なぜ彼はいともたやすく、愚かな人間を許せるのだろう……）




　熱がずいぶん下がり少し元気になってくると、レティシアはリーンハルトと喧嘩し始めた。

「全く信じられないよ。流感をうつすなんて」

「何よ！　それだけ元気になったからいいじゃない」

　レティシアは喧嘩しつつもリーンハルトの額の汗をふいてやり、こまめに着替えを手伝う。

「レティシア、水ちょうだい。喉渇いた」

　リーンハルトは、それが当然のことのように要求する。だが、そんなリーンハルトもまだ幼くて愛らしかった。

「うるさいな。そんだけ元気なら自分でやればいいじゃない」

　レティシアがいかにも面倒くさそうな様子で応じる。

「お前がメイドを下げたんじゃないか」

　彼はそれが不満なようだ。

「だってメイドにうつったらどうするのよ？　私ならもううつらないじゃない」

　文句を言いつつも、レティシアは水差しからグラスに水を注ぎ彼に渡す。その水もリーンハルトが寝ている時に彼女自ら厨房まで行ってつぎ足している。

「こぼすんじゃないわよ」

　レティシアはちょっとお姉さんぶってみた。

「うるさい。お前じゃないんだ。こぼすわけがないだろ」

　レティシアに注意されると、リーンハルトは不機嫌になる。彼はけっこう負けん気が強いようだ。これは新しい発見である。

　そして、なぜ喧嘩をしているかというと、今世でレティシアは彼に好かれる気は毛ほどもしないからだ。それゆえ、絶対に謝る気もなかった。

（とってもとっても嫌うがいい。二度と私などかばって死ぬことのないように）

　それがレティシアの切実な願い。今世での彼には絶対に幸せになってほしいのだ。

　その後もレティシアとリーンハルトは顔を合わせるたびに喧嘩をするようになったが、しばらくすると彼からは口をきかなくなった。順調に仲が悪くなっているようだ。というより、リーンハルトがレティシアを相手にしなくなっただけだが。




　リーンハルトが治るとすぐに、十三歳のレティシアは剣術を習うことに決めた。不測の事態に備えるためだ。ナイフを持って襲ってくる男性から、身を守れるようになる。それがレティシアの目標だった。

　最初はオスカーもオデットも、レティシアが剣術を習うことに難色を示した。

「レティシア、その可愛い顔に傷でもついたらどうするんだい」

「そうよ。レティシア、危ないわ」

　今世の二人はどういうわけか、すでに親馬鹿だ。なぜそうなったのか、レティシアには皆目見当がつかなかったが、彼らを大切に思う気持ちは変わらなかった。




　結局、マナーもよくなり一生懸命勉強するレティシアを認めてくれて剣術を習う許可が下りた。オスカーは前世と変わらず個人の意思を尊重してくれる。

　今までミザリーに殺されていたと思っていたが、前世ではトレバーだった。もう何があっても彼と婚約を結ぶことはない。恐らく、あれが彼の本性なのだろう。『あの人の言った通り……』と言っていたトレバーの言葉も気になる。『あの人』とはミザリーのことなのだろうか。残念ながら、今のミザリーを問いつめてもその答えは出ないだろう。

　それと前世ではリーンハルトが『呪い』と言っていた。いいヒントになった。だから、今世も彼の調べてくれたことをもとに、解呪を進めていこうと考えている。

　そのためにはやはり魔法師学園に入るしかないのだ。だが、今度はリーンハルトに頼むわけにはいかないので、自力で合格しなくてはならなかった。

　いずれにしても前回の死はリーンハルトの忠告を聞いて、トレバーともっと頻繁に会っていれば防げたことなのだと思う。少なくとも彼が死ぬことはなかったのだ。今世ではリーンハルトにとびきり幸せになってもらうために、陰ながら応援するつもりだった。




　剣術の練習が終わる頃、ちょうど庭に出てきたリーンハルトを見つけた。最近めっきり口をきかなくなったが、念のためもう少し嫌われておこうとレティシアは考えた。

　彼は心が広く高潔なので、悪態をつきながらもレティシアを助けたりする。それは繰り返しの人生で経験済みで、本当にリーンハルトは油断も隙もないのだ。レティシアとしては徹底的に嫌われなければ、安心できなかった。

「リーンハルト！」

　呼びかける。チラリとこちらに視線を送るが、レティシアだとわかると無視して立ち去ろうとする。思ったより嫌われていた。レティシアは少しへこみそうになったが、そこはぐっとこらえて、頑張って嫌われなければならないのだ。

「ちょっと、待ちなさいよ！　私と剣術で勝負なさい！」

「はあ？」

　反応した。やはりそういうところはまだ十二歳の子供だ。

「私に勝てないからって逃げるの？」

　レティシアは、彼が負けず嫌いだと知っている。この挑発をかわせるほどまだ大人ではないはずだ。それに背丈もレティシアと変わらない。もっともこの後あっさりと抜かれるけれど……。

「逃げる？　冗談でしょ」

　思った通りリーンハルトはまなじりを吊り上げてやって来た。

　剣術の教師から、剣を受け取るリーンハルト。この頃の彼はまだ少し子供っぽく、対抗心むき出しだ。レティシアから見た彼は負け知らず。この機会に負けを覚えるといい。

「私が、あなたに負けを教えてあげる！」

　レティシアは慣れない高笑いをする。これでずいぶん彼も平常心を失うはずだ。

　リーンハルトはたしなむ程度にさらっと剣術をやっただけで、レティシアのように本格的には習っていない。魔法の勉強と跡取りとしての教育で忙しいのだ。これは本当に初めてリーンハルトに勝てるかもしれないと思うと、不謹慎にも少しわくわくしてきた。




　剣術教師の試合開始の合図と共にレティシアは渾身の一撃を打ち込んだ。リーンハルトがあっさりと受け流す。反応が早く、細身なのに力が強い。たいして剣術など習っていないくせに、やはり何をやらせてものみ込みが早いようだ。

　しかし、剣技とはそれだけではない。

　数回剣を合わせたのち、カラーンといい音をさせて、リーンハルトの持つ剣が地面に転がる。

「やった！　嘘でしょ？　私、勝っちゃった！」

　レティシアは小躍りする。ついうっかり素で喜んでしまった。初めてだ。初めて彼に勝った。彼女の行動は大人げなく、残念な性格がまる出しだ。

　するとリーンハルトがうつむいてぷるぷると震えている。金糸の髪から覗く耳が真っ赤だ。泣くのだろうか。それともケガをしたのだろうか。少しやりすぎたとレティシアは彼が心配になる。

「リーンハルト、大丈夫！　どうしたの？　痛かった？」

　彼がケガをしていたらどうしよう。今さらながら心配になり自然と声が震え、慌ててリーンハルトのそばに駆け寄る。

「うるさい。黙れ！」

　子供らしからぬ鋭い語気にレティシアの動きが止まる。リーンハルトは顔を上げると強い眼差しをまっすぐに向けてきた。

「これで最後だ」

　押し殺したような声で言う。

「え？」

「お前に負けるのはこれで最後だ！」

　そう言い放つ。よほど悔しかったのだろう。そして今世でも変わらず潔い。言い訳などせず、怒りながらもあっさり負けを認めている。初心者から見れば汚いと思われるフェイントを使ったのに。

（変わらない。リーンハルトは、どこまでもまっすぐだ）

　レティシアはそれが嬉しくて、すんでのところで微笑んでしまいそうだった。

　単純に力と反応の速さならば、リーンハルトの方が優れている。ただ彼はフェイントを知らなかっただけ。たぶんその言葉通り、次は彼が勝つだろう。そしてその後はきっと一生かなわない。本当にリーンハルトは優秀なのだ。




　レティシアとの試合以降、彼が剣術の勝負を挑んでくることはなかった。リーンハルトに嫌われるにはこれでもう十分だろう。いや、むしろ調子に乗ってやりすぎた。自分の稚ち拙せつさと性格の悪さに辟へき易えきとする。

　それに彼を嫌いなふりをするたびに胸がえぐられるような苦しい思いをする。もう、心が持たないから、これで終わりだと思うとほっとした。

　まっすぐなリーンハルトをまぶしく思う。

（彼は太陽の光のもとでまっすぐに輝いて生きる人だ。日陰にいる私とは違う）

　呪われて何度も殺される自分と彼とでは住む世界が違うのだ。レティシアは大好きな『弟』の幸運を祈った。

　レティシアは陰から、リーンハルトを見守ることに決めている。

　その後、二人ともこの件に触れることはなかった。




　十五歳になる年、レティシアは剣術と勉強を順調にこなし、見事自力で魔法師学園に入学する。

　それもＣクラスからのスタートでおおいに喜んだ。

　しかし、よくよく考えてみれば、繰り返しなのでいつも試験問題は同じで、出る問題も知っているのに、なぜか解けない。やはり出来がよくないのだと思う。

　しかし、それを知らないオスカーとオデットは喜んでくれた。

「すごいじゃないか、レティシア、よく頑張ったな」

「あなた、一生懸命勉強していたものね。本当に偉いわ。今日の夕食はごちそうにしましょう」

　オスカーもオデットもくすぐったいくらいにべた褒めである。本当に温かくて善良な人たちだ。

「おめでとう」

　振り返るとリーンハルトがいた。ぶっきらぼうな物言いだが、祝福してくれている。

（え、なんで少し赤くなっているの？　まだ嫌われ方が足りていないの？　それとも嫌いな相手にも単に礼儀正しいだけ？）

　何かを間違えたのかとドキドキし、レティシアは混乱した。

「レティシア、おめでとう。でもあなたもうすぐ十五歳になるでしょう？　社交はどうするの？」

　ミザリーが言う。顔は祝福するように微笑んでいるのにその薄茶の瞳は凍えるように冷たかった。彼女はレティシアが魔法師学園に行っても、社交をしてもどちらも気に入らないのだ。




　何がそれほど気に食わないのか、どうしてそれほど嫌われるのかと……。レティシアの思いは複雑だった。

　今回はＣクラススタートということで、わずらわしいマリーナとの関わりもなくなるだろう。




　学園が始まると、やはりマリーナはＤクラスにいた。これ以降彼女がクラスを上がることがないのはわかっている。彼女は魔力量が少ないのだ。レティシアはＤクラスに落ちないように頑張るしかない。

　入学早々レティシアは、アミュレットの研究に勤しむことにした。

　これで学園生活は三度目となるが、今回は入学前の適性検査の結果を見たバートンから、たまに実験に付き合ってくれないかと声をかけられた。光属性があったので早速目をつけられたのだ。

　しかし、それを受けるということは、リーンハルトとの接点をつくることになってしまう。

　どうしたものかと悩んだ。

　思えば前世ではなんでも義弟に相談していた。そのせいで、今世では自分で答えを出さなければならないのに、悩むとついついリーンハルトを目で追ってしまう。レティシアは自分の甘さを戒めた。

　もちろん協力は義務ではなかったが、学園の教師であり高名な学者なので非常に断りにくいものだ。

　それにもしかしたら、呪いのヒントになるようなことをバートンから教えてもらえるかもしれない。

　天てん秤びんにかけた結果、バートンの研究に協力することにした。協力とはいっても、ただ光魔法が物質にどのように干渉するのかデータを取られるだけだが……。要はリーンハルトと鉢合わせしなければいいだけだ。

　あの剣術の試合以来、レティシアはなるべく彼の目に触れないようにしている。もう十分嫌われたのだから、あとは顔を合わせないのが一番だ。同じ学園に入るものの学年も属性もクラスも違う。何よりも大切な義弟の成長を、陰ながら見守ることがレティシアの楽しみになりつつあった。

　あとは彼に『かわいそうな人』などと思わせないように努力するだけ。レティシアは自分にそう言い聞かせた。




　学園のカフェテラスで遠目にリーンハルトを見かけることがある。前世は彼と一緒に昼食を取り、サロンで茶を飲んだことを懐かしく思い出す。

　リーンハルトは友人が多く、今世でもアランと仲がよくて一緒にいる。それも前世と同じだ。リーンハルトもシュミット家も恩返しなど望んでいないと、アランに忠告しておいた方がいいだろうかと、ふと不安になる。

　レティシアは足を踏み出しかけて、立ち止まる。それこそ、彼らにとっては余計なおせっかいだ。

（なんだかんだと言いながら、リーンハルトと関わりを持ちたいの？）

　レティシアは爪が食い込むほどぎゅっと己の手を握りしめる。不甲斐ないと思った。

「レティシア、どうしたの？　座らないの？」

　Ｃクラスに入って間もなくエレイン・ボルドー子爵令嬢と友人になった。前世ではほとんど関わりを持たなかった令嬢だが、お互い光属性で、同じ授業で席が隣になったことから、今回は友人になった。

「あ、うん、ちょっとぼうっとしてしまって」

　レティシアは、ローストチキンののったトレーをテーブルに置き、エレインの隣に腰を下ろす。

「あなた、弟さんと仲たがいしたの？」

「え？」

「よく目で追っているわよ」

　レティシアは慌てて首を振る。

「違うの。あの、ずっと前からそりが合わなくて仲が悪いのよ」

　無意識の行動だった。もっと気をつけねばとレティシアは気を引き締める。

「そう。謝る機会をうかがっているのね」

　そう言って、エレインがサラダを口に運ぶ。

「ち、違うわ。まさか！　あっちが悪いのよ。それに仲が悪いのはもとからよ。今に始まったことじゃないわ。ここ数年、会話だってないのよ」

　レティシアがまくし立てると、エレインが困ったように眉尻を下げる。

「何にしても話し合うのが一番よ。姉弟なんだし。レティシアったら、むきになって顔が赤い。早く仲直りできるといいね」

　レティシアは慌てて頬に手を添える。確かに熱い。

　一見噛み合わない会話のようだが、彼女は不思議と真実を言い当てる。レティシアの思いに気づいているのだろう。だからといって彼女は、いつもそれ以上踏み込んではこない。

「ありがとう、エレイン……」

　不思議なことに今世で初めて素敵な友人ができた。彼女は自分にはもったいないくらいだ。

（二十歳の誕生日が過ぎたらリーンハルトに謝るだなんて、そんな虫のいいことできないよね……）

　それまでレティシアは生きているかどうかもわからない。彼女はその思いを振り払った。

　入学から間もなく三年がたつ。レティシアがリーンハルトに近づくことはなく、彼は卒業を迎えることになった。

　レティシアは張り出されている学年末試験の結果を見に行く。

　今回はエレインと共に頑張って勉強した。その甲斐あって、二人は成績が上がり一緒にＢクラスになれた。

　リーンハルトは最終学年で卒業だ。彼の成績もついでに見ると前世と同じで一番。彼は首席で前世と変わらず有終の美を飾る。今世もきっと専科に進んで研究を続けるのだろう。できることなら、彼の幸せな将来を見届けたい。それがレティシアの願いだった。

　そういえば、前世では、リーンハルトは自分の成績には興味を示さず【学園からのお知らせ】を見ていた。魔獣討伐隊が卒業したての魔法師や魔法師実習生を募集していて、アランが志願していたので心配していた。だが、そのアランも前世では一年の任期を終えて無事帰還した。

　アランは卒業まで一年残っていたが、討伐隊に参加することによって最後の一年が免除になっていた。一年間魔法を実践したということになるらしい。その後彼は夢を叶え騎士見習いになった。

　今回も参加するのだろうか。だとしたら前世と同じく無事でいてほしい。どうか彼の夢が叶いますように。

　レティシアはリーンハルトがいるかもしれないと、つい掲示板の方を見てしまう。すると今回はリーンハルトではなく、エレインがいた。レティシアは食い入るように掲示板を見る友人のもとへ駆け寄った。

「エレイン、ここで何しているの？」

「ちょっと興味があって」

「え？　でも要件が厳しんじゃない」

　前世では、あの優秀なリーンハルトが自分は要件に達していないと言っていた。

「確かにほかの属性だと、攻撃呪文が使えて、さらに騎士見習いレベルの剣術がいるとか厳しいわね。だけれど、光魔法師はお得なのよ」

　エレインの空色の瞳がきらきらと輝く。

「お得？　何が？」

「そう。これに十か月間参加すると実践を一年やったことになるのよ」

「え？」

「つまり魔法師学園の授業が一年間免除になるのよ！」

　前世の記憶と違う。

「え？　どうして十か月で一年に？」

「ほら、私たちの光属性って珍しいじゃない。だから特典も大きいの。ほら、ほかの属性は一年よ」

　レティシアは慌てて特典のところを見る。エレインの言っていた通りだ。ほかの魔法師よりも要件が緩かった。

　特に剣術は騎士見習いレベルを要求されるのに、光魔法師だけは初歩程度だ。後方支援ということもあるらしい。攻撃魔法が使えなくても可となっている。

「確かにこれはお得ね」

　あまりの好条件に驚いた。

「光属性持ちは貴重で教会や騎士団も欲しがるから、長く辺境に拘束できないのよ。それに期間延長すれば魔法師学園を卒業したことになるし報奨金までつくわ！」

　エレインが夢見るように語る。

「なるほど。で、エレイン、まさか参加しないよね？　危ないし、婚期逃すかも」

　彼女はレティシアとは違い花婿募集中である。エレインの家は婿取りをしなくてはならないのだ。

「そう、だから、今迷っているの」

「なんで、危ないでしょ」

　レティシアは慌てた。

「レティシア、ここは見方を変えてみて！　私たちは一生懸命に二人で頑張って今回Ｂクラスになったじゃない」

「ええ、そうね。私たちは頑張ったわ！」

　レティシアは力強くうなずく。

「でもさ、たぶんＢクラスで成績は下位よ。下手をすればすぐにＣクラスに落ちるわ。だけれどこれに参加すれば任期終了で最終学年に上がれる。つまり、学年末試験は免除。最終学年で私たちはＢクラスのままよ。落ちることはないわ。Ｂクラスのまま卒業も夢じゃないのよ！」

　エレインが瞳をきらきらと輝かせる。

「卒業時Ｂクラスか……。すっごい、エレイン頭いい！　でもやっぱり危ないから行かないよね？」

　確かにうまい話とは思うが、友人が本気で言っているようで心配になる。

「後方支援だし、私行くかも。たぶん、ぎりぎり間に合うのよね。今から二か月間剣術を習うでしょ？　それから十か月任期。ちょうど一年じゃない」

「ええ……」

　そこでレティシアも見方を変えてみる。これで戦場に行けば、ミザリーに恨まれる確率が下がる気がする。

　それはつまりレティシアの生存率が上がることで、二十歳まで無事生きたら、ミザリーの始末をどうつけるか考えればいいのだ。

（殺意がなければ放置で、殺意があれば返り討ち？）

「いや、でも戦場で死んだら元も子もないわよね？」

　レティシアは独りごちた。




　新学期まで短い学園の休みが始まる。

　レティシアはいったん家に帰り、オスカーとオデットに顔を見せることにした。

　最近オスカーたちは何かと理由をつけて、レティシアに縁談の話を持ってくるがすべて断っている。その中にはトレバーからのものもアーネストからのものもあった。貴族の娘の結婚は家のために果たす義務だと思っているが、今は縁談など考えられなかった。毎回毎回二十歳直前で死ぬのだから。それにトレバーとか、さすがにありえない。

　久しぶりにシュミット家に戻ると、家族全員がサロンに集まっていた。レティシアも呼ばれた。前世にはなかった流れにどきりとする。

「レティシア、お前が帰ってきて、ちょうどよかった」

　オスカーが重々しい声で言う。心なしか疲れたような顔をしている。そしてオデットもあまり元気がなかった。ミザリーだけが瞳を炯けい々けいと光らせている。

　ただならぬ雰囲気にレティシアはのまれそうになった。

「どうしました？　何かありましたか？」

　嫌な予感をいだきつつ、オスカーに尋ねる。

「リーンハルトが魔獣討伐隊に参加することになった」

　聞いた瞬間、レティシアの頭の中は真っ白になる。

「なんで？　リーンハルト、参加要件に達していないと言っていたじゃない」

　レティシアは考えずに口走る。

「は？　何を言っているんだ？　レティシアにこの話をした覚えはないけれど」

　リーンハルトが不快そうに柳眉を寄せる。

「そんな、どうしてそんな危険な場所に行くの？　危ないじゃない。あなたは頭がいいんだから専科に進めばいいじゃない！」

　ついつい口調が強くなる。

「もちろん、戻ってきたら、そのつもりだ」

　リーンハルトが訝しげな表情をする。

「戻ってきたらって、なんで……」

　レティシアの膝は、恐怖でがくがくと震えてきた。

「別に無理をしなければ、それほど危険なものではない。俺は剣術も得意だから問題ない。それに何よりも魔獣の出現で困っている人たちがいる」

　正義感の強い彼らしい理由だ。前世もリーンハルトは行きたそうにしていた。ということは、今回は要件が満たされたということだ。

「リーンハルト、剣術って。あなた剣術は習っていなかったじゃない？」

　レティシアが震える声で問う。緊張で喉が渇いてひりつく。

「いいや、学園で習った。言っておくがお前よりずっとうまい」

　リーンハルトがイライラと返す。

「剣の腕前は騎士見習いって……」

「そうだ。自分の身ぐらい自分で守れなければならないからね。当然だろ」

　彼の言葉がぐさりと胸に突き刺さる。自分のせいだと思った。

「どうしてよ！　なんで剣術なんて習ったのよ！」

　負けん気の強い彼だ。きっとやると決めたらとことんやる。

「俺の勝手だろ。そんなこと、お前に関係ない。だいたい俺のことを嫌っているのになんなんだよ。ずっと避け続けていたくせに。それを今さら……。お前、本当にいい加減にしろよ！」

　リーンハルトが本気で怒っている。いつもならば怖いと思うだろう。しかし、今は悲しみと悔恨が勝る。

　彼は強力な水魔法の使い手だ。きっと前線に行かされる。もしも彼がそれで死んでしまったら。

「私に、剣術で負けたから？　だから」

（どうしよう、どうしたら……止められる？）

「違う、そんな理由じゃない」

　リーンハルトに強い口調で遮られた。

「いい加減にしないか、二人とも。リーンハルト、レティシアに言いすぎだ。彼女はお前を心配しているんだろう。いくら普段仲が悪いからといっても家族なんだ。心配するだろう」

　オスカーが割って入る。オデットは悲しげに目を伏せる。ミザリーだけが強い眼差しをレティシアに向けていた。

　今までずっとリーンハルトが嫌いなふりをし続けていた。でも、もう限界だ。

「お願い。リーンハルト、行かないで。行かないでよ……。やだよ」

　レティシアは彼を失うかもしれない恐怖に泣き崩れた。

　リーンハルトは何も言わずにサロンから出ていった。




　昨日、参加すると聞いたばかりなのに、もう今日にも辺境の地に出立するという。

　目の前には白い軍服を着た彼が立っていた。無駄に似合っている。

　白は出発の時だけで、戦場に着けば黒い軍服に着替える。血が目立たないようにと……。

「お願い。リーンハルト、これだけは持っていって」

　泣き腫らした目で差し出す。レティシアが研究を重ねたアミュレットだ。手のひらより少し小さなサイズの楕円形の水晶で、味もそっけもない。本当はネックレス型に加工しようと思っていたが、その時間もなかったのだ。

　今世では自分が死なないために、入学当初からずっと研究に研究を重ねてきた。しかし、リーンハルトのために使われるならば本望だ。彼が無事に戻る手助けになるのなら。

「もらえない」

「どうして、私が嫌いだから？　言っておくけれど私、光魔法だけは学年で最強よ」

　これは強がりではなく、本当のことだった。おかげで実習の成績はすこぶるいい。

「知っている」

「え？」

「だから、もらえない。それはお前が入学当初から取り組んでいた研究の成果じゃないか。卒業の時発表するといい」

　レティシアは大きく目を見開く。

「リーンハルト……、知っていたの？」

　リーンハルトがふいと顔をそらす。

「もう行く」

　レティシアはぎゅっと彼の白い軍服を掴む。

「ダメ。リーンハルトがこれもらってくれなきゃ離れない！　私もっとすごいのいくらでも作れるから、これはいらない」

　幼稚でみっともない真似をしていると思う。だけれどレティシアは必死だった。

「はあ？　何言ってんだよ。年単位で光の魔力をアミュレットに封じ込めたんだろ。そんなに簡単に作れるものではないだろ」

「え？　それも知っていたの？」

　レティシアが驚いて目を見張る。リーンハルトが珍しく一瞬、返答に詰まった。

「その研究は、お前が思う以上に注目されている」

　少し言い訳めいて、リーンハルトの頬がほんのりと赤い。

「じゃあ、どれだけすごいものか実証してよ！」

「そうきたか」

　どうあっても受け取らせようとするレティシアに、リーンハルトがあきれたようにため息をつく。

「リーンハルト、受け取ってあげなさい」

　オデットが見かねて言う。

「いや、しかし母上、これはレティシアが何年もかけて研究した……」

「あなたが使ってくれなければ、いったい誰が使うっていうのよ！　使わないなら、それは今ここで捨てて新しいの作るんだから！」

　レティシアが彼の言葉を遮るように叫ぶ。自分でも何を言っているのかよくわからなくて、我ながら愚かだなと思う。

「わかったよ。わかったからレティシアもう叫ぶな。それに……泣くな」

　やっとリーンハルトが根負けしてくれた。

「うん、ありがとう」

　レティシアは涙ぐみ何度も何度もうなずいた。

「これは受け取る。その代わり……」

　リーンハルトがレティシアにだけそっと耳打ちをする。

　今度こそ本当にリーンハルトは出発してしまった。去っていく馬車をレティシアは泣きながら見送った。

『レティシア、任期が終わって無事に帰ってきたら、なぜ俺を嫌っているのか教えてくれ。それとも嫌いなふりをしているのか？』

　それが、彼が残した言葉だった。もうばれている。

　ずっとずっとリーンハルトを傷つけてきた。彼はレティシアに嫌われていると思っていたのだ。だが、仲が悪くなるということはそういうことで、それに気づかなかった自分は最低だ。

「ごめんなさい。ごめんなさい。リーンハルト。私ったらまた取り返しのつかないことを……」

　リーンハルトは優しいから、レティシアを憎悪することなどないのだ。だから、彼に嫌われることはなく、レティシアが一方的に彼を傷つけた。

　独りよがりで、なんて愚かなのだろうと後悔してもしきれなかった。

（大切なあなたを傷つけた。何度繰り返しても私は過ちを犯す。もう、ループなんて終わればいい）




　学園の休みが明けた。

　レティシアは教室に入り、友人のもとに向かう。

「ねえ、エレイン。私、討伐隊に入ろうと思う」

　レティシアが思いつめた口調で言うと、エレインが驚きに目を見開いた。

「奇遇ね。私もよ。どうにかなるでしょ」

　エレインが、花が綻ぶように笑う。

「え？　でも危ないよ」

　レティシアは目をまたたいた。

「何言っているのよ。光魔法師は後方支援だし、あなたが行くなら心強いわ！」

「うん、私も」

　二人の少女はがっちりと握手した。

　その日から剣術を習うことにした。しかし、レティシアはもう基準に達していてブラッシュアップということになった。

　そして二人は朝晩乗馬や体力づくりに勤しんだ。




「ねえ、レティシア。あなた授業受けている時より、生き生きしていない？」

「うん、私、体動かすこと大好き。体力には自信があるの」

　強くなって、リーンハルトに会いに行くのだ。




◇◇◇




　近隣の村を荒らすガルム狩りが終わり、リーンハルトが所属する部隊は帰途に就いた。

　今日も無事だった。

　辺境の地に来て二か月が過ぎる。最初は大変に感じた生活にも、ここの環境にも今ではすっかり慣れた。

　リーンハルトは大切に胸ポケットにしまったアミュレットを取り出す。いつも喧嘩ばかりしていたレティシアだが、そこからはやわらかく温かい波動を感じる。

　魔力の波動はその人の心そのものだと言われている。そのため人の傷を癒す光魔法師は結婚相手には最適と言われていた。結婚に興味のない彼女はきっとそれを知らないのだろう。

　レティシアのもとにも数あま多たの縁談がきているのに、彼女はなぜかそれを蹴り続けている。そのことで父も『レティシアは独身で働き続けるつもりなのだろうか？』と困惑していた。変わった姉だ。

　とても不器用な人だけれど、本当は親切で優しいことに気づいていた。戦場に行く大嫌いな義弟のために、数年にもわたる研究成果をあっさりと渡してしまうほど。普通できることではない。

　リーンハルトは過去に思いをさまよわせる。レティシアはリーンハルトが十歳の頃、下町の孤児院からやって来た。

　かわいそうなほどがりがりに痩せていた。透明感のある紫色の大きな瞳が怯えるように潤んでいてとても愛らしかったのを覚えている。

　例えるなら捨てられた仔猫。最初はとても警戒心が強くて仲よくなるのが大変だった。甘いお菓子が大好きで、あげると嬉しそうに食べる。そのうち庭で一緒に遊ぶようになった。

　だが、仲よくなれたと思った矢先に彼女はリーンハルトを嫌い始めた。

　しかし、嫌いなはずなのに、彼女はリーンハルトが流感の時ずっとついて離れなかった。『私がうつしたから』だと言い、つんけんした言葉とは裏腹に、病み上がりの体で一生懸命つきっきりで看病してくれていた。

　それこそ、片時も離れずに……。夜中に『リーンハルトが、死んじゃったらどうしよう』などと言って彼女が泣いていたのを夢うつつに聞いた。

　レティシアはいつもそうだ。普段は嫌って口もきかないくせに、こちらがケガをしたり、病気をしたりすると過剰に心配してそばを離れなくなる。

　リーンハルトはそのたびに混乱させられていた。好かれているのか嫌われているのかわからないのだ。彼のケガや病気が治ると、彼女はまたいつものように避け始める。

　不器用な人だけれど真面目で努力家。リーンハルトは自分の言葉がきついという自覚はある。だから、嫌われたのだと思っていた。

　討伐隊に入ると決めたある日、

『リーンハルト、レティシアには討伐隊に参加することを話したのか？』

　父から聞かれた。

『話していません』

『彼女はきっとお前を心配するだろう』

『まさか？　レティシアは俺が嫌いですよ』

『そうは思えないがな』

　少し残念そうに父が言うので、リーンハルトは首をかしげた。

『ねえ、あなたレティシアには言ったの？』

　母からも聞かれた。

『いいえ』

『やっぱりね。話しておいた方がいいわ。心の準備がいるから』

『心の準備？』

『あなたが討伐隊に入ると言ったら、あの子きっと大泣きするわよ』

　あの時は『まさか』と笑ったが、母が言ったことは的中した。

　レティシアが泣き崩れて、どうしようかと思った。思わずぎゅっと抱きしめそうになって、慌てて彼女のもとから離れた。

　出発当日など見送りに来て、悲しみに目を潤ませそばから離れなかった。その様子はまるで捨てられる仔猫のようで、胸が痛んだ。もう、混乱させないでほしい。

　そしてもう一人の姉ミザリーはというと……。

『リーン、あなた討伐隊に入ることレティシアに言ったの？』

『言ってないよ。レティシアは気にしないよ』

『そうね。レティシアはあなたがいなくてかえって喜ぶかもね。ねえ、どうしてあなたたち仲が悪いの？　レティシアが、なぜリーンのことを蛇だ蝎かつのごとく嫌うのかわからないわ。あなたはとても優しいのにね。何かあったの？』

　心配そうに言った。

『…………』

　いつもは気配り上手な姉の無神経な言葉が、思いのほかぐさりと胸に突き刺さった。

　レティシアがリーンハルトを気にするわけがないのだ。それどころか彼がいないことで、せいせいしたと思うだろう。リーンハルトは苦笑して肩をすくめた。レティシアに話す必要などないのだ。

　今さらだが、ミザリーはなぜあのようなことを言ったのかと訝しく思う。

　そしてなぜ自分もミザリーの言葉に納得してしまったのかと……。

　リーンハルトはレティシアとミザリーが一緒にいるところをほとんど見たことがない。彼女たちは子供の頃べったりとくっついて仲がよかった。それがいつの間にか距離を置くようになっていた。だからといって特別仲が悪いわけではないようだ。

　リーンハルトは何かが気にかかるのに、その何かがわからないもどかしさがあった。




　夕方になり、営舎に着くと、兵士たちがそわそわして落ち着きがなかった。リーンハルトは広い食堂の一角でアランを見つけ彼の隣に腰掛ける。

　二人は茶を飲みながら、ねぎらい合った。

「それで、この騒ぎはどうしたんだ？」

　営舎中が浮き立っているというより、明らかに浮かれている。リーンハルトは訝しんだ。

「今日、新しい光魔法師が来たらしいですよ」

「こんな時期に？」

「二人追加みたいです。脱落者もいるので、毎年のことらしいですよ。それがえらい美人らしくて」

「女性か？　それで騒いでいるのか」

「まあ、営舎では体を休める以外なんの楽しみもないですからね」

　二人が話していると、ここで仲よくなったロベルトとジェフという二人の魔法師がやって来た。

「おーい、リーンハルト、アラン。新しい子来たよ。見に行かないか？」

　ロベルトが嬉しそうに話しかけてくる。彼らの部隊は、今日は非番だったようで、暇を持て余しているのだ。

「いや、いい。疲れたから休みたい」

「僕もやめておきます」

　リーンハルトに続きアランも言う。

「えー！　一人は珍しい銀髪らしいぜ」

　ジェフが二人の淡泊な反応に驚いたように言う。

「ああ、なおさらいいや。銀髪なら見慣れているから、別に珍しくもなんともない」

　リーンハルトとしては、あまり思い出したくないものを思い出しそうになる。

（人を振り回すのが得意な彼女は今頃どうしているだろうか）

　あれほど泣いてリーンハルトを止めたのに便りもなかった。リーンハルトはレティシアにそんなことを期待した自分に腹が立つ。

「はあ、しょうがないな。じゃあ、俺たち声かけ……じゃなくて挨拶してくるから。傷を癒してもらうんだし。挨拶大事でしょ」

「いってらっしゃい」

　リーンハルトとアランはうきうきと立ち去る二人を見送った。

「なんだか、挨拶というより、デートにでも誘いそうな勢いですね」

「まさか。ここは営舎だぞ。遊びに行く場所なんてないだろ」

　二人がぼそぼそと話しているとリーンハルトの隣の席の椅子がガタンと引かれた。

「来ちゃった」

　聞き覚えのある透明感のある鈴を転がすような声。見ると銀髪の少女が照れ笑いを浮かべている。

「え？　レティシア……」

　驚いて目を見開く。

「今討伐から帰ってきたんでしょ？　痛いところはない？　どこもケガしてない？」

　リーンハルトの隣にちょこんと座り心配そうに聞いてくる。

「はあ？　お前、何やってんだよ！　来ちゃったじゃないだろ！」

　食堂にリーンハルトの絶叫が響く。

「本日付けで配属になりました。光魔法師見習いレティシア・シュミットです」

　そう言ってにっこりと笑う。

「帰れよ」

　元気に挨拶するレティシアにリーンハルトは脱力する。来てしまったものは仕方ない。

「そんな言い方ってないじゃない。これから仲間になるのだし」

　レティシアが少ししゅんとする。

「とりあえず、やることがなくて暇なら、ふらふら出歩くな。部屋に戻って鍵をかけて閉じこもってろよ。それから知らない奴に声をかけられてもついていくなよ。親切な奴ばかりではないし、気が荒い奴もいる」

　リーンハルトはレティシアを引きずって宿舎に放り込み、仕事以外やたらと外出しないように注意した。さすがに彼女も不平は言わず神妙な面持ちでうなずいていた。

「大丈夫よ。心配しないで。お義父様とお義母様から、リーンハルトの言うことをちゃんと聞くように言われているから、あなたには迷惑かけない」

　などと真剣な顔で言う。『じゃあ、今すぐ帰れ』と言いたいのをなんとかのみ込んだ。

　結局それはリーンハルトがレティシアの面倒を見るということで……。父母から彼女を託されたようだ。しかも便りもなく、抜き打ちで。

　やはり、父母の言う通り、きちんと事前に話して説得しておけばよかったと、リーンハルトは今さらながら後悔した。




◇◇◇




　レティシアは、最初の頃は営舎の慣れない生活に戸惑った。

　一応雑役をする者はいるが、ある程度身の回りのことは自分でしなければならない。しかしレティシアには下町育ちという強みと繰り返しの記憶があった。

　そのため二週間もするとここの生活になじんできた。困ったことがあればエレインと二人で力を合わせた。そしてリーンハルトやアランが力になってくれることも多々あった。

　生活は厳しく娯楽はないが、光魔法師は隊についていくことはほとんどない。あくまでも後方支援なので営舎で彼らの帰りを待ち適宜治療をしたり、時には話し相手になったりした。そしてせっせとアミュレットを作る。もちろん隊員の人数分作るので、量産式のものだったが、魔獣から身を守るにはそれなりに効果があるようだ。




　辺境に来てから七か月がたった。

　リーンハルトが三週間ぶりに遠征から帰ってきた。

　死者はなく、重軽傷が二名だった。実際討伐隊に参加してみると、死亡者が出ることは稀まれだとわかった。数年ごとに行われる大規模な魔獣討伐は常に慣れた人間が配置され、安全性に配慮されているという。

　幸いケガ人は二名とも命に別状はなく、レティシアは処置を終えるとリーンハルトのもとへ急いだ。光魔法師の仕事は治癒力を高めることで、医術が発達したこの国では手術は医者の仕事だ。

「リーンハルト、おかえりなさい。アミュレットの調子はどう？」

　もちろんそれは支給品ではなく、レティシアが渡したものだ。

「まあいいよ。疲れが取れるのが支給品より早いかな」

　この頃には彼らは普通に話していた。それこそ、レティシアが着任した当初は顔を合わせれば『帰れ』とリーンハルトがうるさかったが、半年が過ぎる頃にはあきらめてくれた。いい義弟だ。

「ねえ、ちょっと貸して」

　リーンハルトが胸ポケットから取り出す。

「ああ、いいよ。なんなら返す。レティシアが持っていればいいだろ。戦場にいるんだし」

「ひどい！　あなたにあげたのに、突き返そうっていうの？」

　レティシアが顔を真っ赤にして怒る。

「いや、そういうわけでは……」

　リーンハルトが言葉を濁す。

「魔力量が減っているわ。あなたちょっと危険な目にあったでしょ？」

　リーンハルトはベテランに交じって常に前線に立っているようだ。待っているレティシアは気が気でない。危険な目にあったり、ケガをしたりすると水晶に濁りが出るからすぐにわかるのだ。

「いや、大丈夫だよ。アランが助けてくれた」

　リーンハルトが後ろからやって来たアランに声をかける。

「レティシア様、お変わりないですか？」

　アランがレティシアに微笑みかける。

「アラン様もケガはありませんか」

「僕は大丈夫ですよ。リーンハルト様のおかげで」

　そう言って笑う。相変わらず彼らは仲がよく、戦場にあってもお互いに助け合っているようだ。

「レティシア、アラン様は私に任せて」

　エレインが来た。リーンハルトとアランはよく一緒にいる。そのせいか自然とアランはエレインと話すことが多くなってきた。

「リーンハルト、緊急案件がなければ、討伐後は中二日休みよね？　このアミュレットは私がふた晩預かって魔力を補充しておくわ。それから、ペンダント式にしておくね。その方が便利でしょう？」

　リーンハルトがあきれたような表情をする。

「レティシア、仕事なのだから、一人の隊員に肩入れするのはよくないよ」

　レティシアが彼の言葉に眉を吊り上げる。

「まあ、何を言っているの？　あなたは弟よ。これは家族としてやっていることよ。仕事ではないの。安心して、ちゃんと時間外にやっているから」

　するとリーンハルトは困ったように額に手を当てた。

「時間外なんかにやったら、疲れてしまうだろう。きちんと休めよ」

「大丈夫。祈りを捧ささげながら、アミュレットと眠るだけだから」

　そう言ってレティシアが大事そうにアミュレットをぎゅっと両手で握りしめる。

「……なんでそういうことを」

　心なしかリーンハルトの顔が赤い。

「どうかした？」

「いや、なんでもない」

　そっけなく言い置いて、行ってしまった。

　何か彼が嫌がることを言ってしまったのかと、レティシアは少ししゅんとする。ちょっと、恩着せがましかったかも……。

「レティシア、仲直りできてよかったね」

　振り返るとエレインが微笑んでいる。

「そうかしら？　普通には口をきいてくれるようになったけれど、すぐにどこかに行ってしまうのよね。本当に今日はケガがなかったのかな。かえって家族だと、ケガがあっても言いづらいのかしら？　ねえ、今度はエレインが聞いてみてくれない」

　レティシアが心配そうにリーンハルトの去っていった方向を見る。

「過保護なお姉さんね」

　エレインに言われてびっくりした。

「そんなことないわよ」

　レティシアは赤くなる。

「リーンハルト様は照れているだけよ」

「そうですよ。レティシア様からいただいたアミュレットをとても大切にされていますよ」

　エレインとアランが慰めてくれた。




　レティシアは討伐隊に参加して、ケガ人を癒している間も、自分はまた二十歳目前で死んでしまうのかなという不安が常に頭の片隅にあった。

　今回は何もかも放り出して、リーンハルトについてきてしまったので、原因はわからずじまいだ。

　前世は呪いではないかと疑ったが、結局レティシアの代わりにリーンハルトがトレバーに殺されてしまった。

　自分なりにいろいろと考えてみた。

　まず、トレバーの言っていた『あの人』とはミザリーのことではないかと推測を立てた。

　それから自分の代わりに誰かが死ぬことで、助かるのだろうかと――あの時レティシアは自死しなければ二十歳の誕生日を迎えていた――そんな考察もした。ただそうまでして生き延びたいと思わない。あんなことは二度とごめんだ。

　それに前世ではミザリーが関与していたという決定的なものがなかった。そのうえ、リーンハルトがミザリーは魔力持ちではないと言っていた。

　だとしたら、人を操ることがうまいのだろうか。そういえば、黒魔術は精神を操ると前世で聞いた覚えがある。しかし、ミザリーは魔力持ちではなく、そこでいつも思考は堂々巡りする。

　とりあえず考えるのは討伐隊の任期が終わってからだと思った。

　生き死にを繰り返してきたせいか、恐怖に追われてとか、どうしても助かりたいとかという気持ちが希薄になってきている。

　戦場に身を置いていることもあるかもしれないが、リーンハルトが無事ならばとりあえずはいいと思ってしまう自分がいる。

　ここに来てからの毎日は目が回るほど忙しかった。レティシアは休みになると一日中寝てしまうこともある。その休みすら、ケガ人が多いとつぶれてしまうこともあるのだ。

　今は目の前にある仕事を一生懸命にこなしていこうと、レティシアは決めていた。




「リーンハルト、これ」

　レティシアは食堂にいるリーンハルトにアミュレットを渡した。

「ああ」

　リーンハルトは短い返事をして受け取ると、ペンダント型になったアミュレットをしばし眺め、さっと首に下げ軍服の下にしまう。きっと彼はアミュレットをレティシアに返したいのだろう。

「気をつけて行ってきてね」

「心配しすぎだ。レティシア、あまり根を詰めるなよ」

　そう言って、リーンハルトは再び魔獣発生地帯へと出発した。




　リーンハルトが発ってから十日が過ぎた。同じ拠点に駐在していても彼と会えないことは普通で、討伐隊はその名の通りたいてい魔獣狩りで外に出ている。特にリーンハルトは負傷することなく帰ってくるので、治癒担当のレティシアは仕事が忙しいと彼と顔を合わせないこともしばしばだ。

　遠くから、リーンハルトの無事な姿を確認して仕事に戻る。そんなことの繰り返し。あまりしつこくつきまとっても彼のストレスになってしまうだろう。

　少なくともここではレティシアが困っていれば手を貸してくれるし、普通に口もきいてくれる。だからよしとしていた。




　レティシアが午後の休憩を取っていると、リーンハルトとよく一緒にいるロベルトがやって来た。

「レティシア嬢。君の弟を見なかったかい？」

　彼は伯爵家の出なので、同格のレティシアやリーンハルトに砕けた口調で話しかける。

「見ませんでした。どうかしたんですか？」

「いや、朝、近隣の村に見回りを頼まれて出たんだが、まだ帰ってきていないんだよ」

「え？　村は近くなんですか？」

　レティシアは、心配になり身を乗り出す。

「そのはずなんだが……」

　ロベルトの言葉に不安を覚えた。

「どなたかと一緒に行ったのではないですか？」

　討伐隊は最小でも二人一組と聞いている。

「基本はそうしているのだけれど。あいにく、皆出払っていて。ほら、人数が足りないだろう？　よくあるんだ」

「それで、どちらの方向へ？」

　レティシアが矢継ぎ早に質問する。

「東の方へ。リーンハルトは強いから、そんな心配しなくても大丈夫だよ。夕方までには帰ってくるさ。余計なことを言ってしまったね」

　ロベルトが眉尻を下げる。

「いえ、リーンハルトなら、しっかりしているし強いから大丈夫だと思います」

　レティシアは落ち着いて返事をする。

　しかし、リーンハルトは夕方になっても戻らなかった。

　リーンハルトに渡したアミュレットから自分の魔力をたどればきっと彼を見つけられる。

（絶対に私があなたを守るから）




　レティシアはマントを羽織り、剣を携え携帯食料を持って営舎を出た。野宿できるだけの装備は持っている。リーンハルトを捜すつもりだ。

　営舎では心配をかけないように、今日は疲れたので早めに休むと言って夕食もそこそこに、部屋へ引っ込むふりをした。

　そして、レティシアは営舎を抜け出したのだ。

　この辺境の森は朝晩冷え込む。日が落ちると風の冷たさが身に染みる。リーンハルトは凍えていないだろうか。その時レティシアは微かな魔力の痕跡を見つけた。

　近くにいるはずなのに……。気持ちばかりが焦る。ケガをして動けないのだろうか。最悪なことは考えないようにして、ただひたすら東の村を目指し、自分の魔力の痕跡を追う。

　途中、ガルムの遠とお吠ぼえが聞こえたが、恐ろしいと思う気持ちも麻ま痺ひするほどにリーンハルトが心配だった。




　夜も更けて吐く息が白くなるほど冷えた頃、遠くに火影がちらちらと見えた。

　きっとリーンハルトだ。レティシアは走った。

「リーンハルト！」

　ガサリと落ち葉がなり、火影に彼の姿が浮かぶ。

「レティシア！　どうしてこんなところに」

　駆け寄るとリーンハルトが驚いていた。しかし、彼は立ち上がれないようだ。

　どこかケガをしているのだろう。

「リーンハルト、足をケガしたのね。動けないの？」

　レティシアが彼のそばにしゃがみ込む。

「おい、何しているんだ。なんで来たんだよ！　しかも、一人じゃないか！」

　いきなり怒られてしまった。

「何って、あなたが心配だったから」

「馬鹿、危ないだろ！」

　リーンハルトが怒っても、今のレティシアは怖くない。彼のケガに集中していた。

　彼の右足首が腫れている。すでに自分で応急処置をした後だった。やはりリーンハルトはしっかりしているのだ。レティシアはその上から治癒魔法をかけた。これで回復が早まる。

「どう？　少しは痛みが引いた？」

「ああ、引いたよ。それより、なんで来たんだよ。誰に聞いたの」

　リーンハルトはまだ怒っている。

「ロベルト様から聞いたの。リーンハルトが朝近隣の村の要請で、出ていったきり戻らないって。それで居ても立っても居られなくて。近場だから大丈夫かなって」

「たく、なんでレティシアに言うかな」

　珍しく義弟がぼやく。

「それで、今夜は野宿になるけれど。毛布は持ってきたのか？」

「うん、私の貸してあげる」

「いらない。俺は自分の持っているよ」

「そうなの？」

「討伐隊の基本だ」

　リーンハルトは当然だと言わんばかりの口調だ。

「じゃあ、なんであなた一人で行ったりしたのよ」

　ついついレティシアは責めるような言い方をしてしまう。

「仕方がない。人手不足だ」

　だからといって、リーンハルトが一人で行く必要はないと思う。

「それで、どうしてこんなケガをしたの？」

　するとリーンハルトが焚たき火の向こうを指し示す。その方向には黒く大きなグロテスクな塊が……。

「ひっ！」

「大丈夫だよ。息の根を止めてあるから」

　確かに体にいくつもあいた風穴にどす黒い血が見え、ほんのりと凍っている。氷の槍やりをいくつも打ち込んだのだろうか。あの硬い皮膚を突き破るなんて、どんな硬度なのかと思う。

「あれ、ベヒモスじゃない。あなた一人であんな大物仕留めたの？」

　レティシアが恐怖にわななく。

「ああ」

　なんでもないことのように返事をする。

「すごいわ。リーンハルト！」

「普通だよ」

　賞賛するレティシアに、リーンハルトはそっけなく答える。

「え、だってそんな人ばかりではないでしょ？」

「だから人手不足なんだよ。時折ごっそり人が減るだろう？」

　彼の言う通りだった。いつもは混んでいる食堂がたまに閑散とすることがある。その後必ず新顔の騎士や魔法師がやって来る。

「そういえば人の出入りが激しいわね」

「実戦で脱落者が出るんだよ。模擬戦とは違うからね。魔獣を見て体がすくんでしまう者もいる。適性のない者はみんな強制的に配置換えされるか、自ら去っていく。現場に残っても命を落とすだけだからね」

「だから、あなたはいつも働いているのね。リーンハルトも弱くて脱落すればよかったのに。あなた、本当に負けん気が強いから」

　レティシアはがっかりしたようにリーンハルトを見る。

「どうしてそういう発想になるんだよ」

　彼はあきれた顔をする。

「そうそう、携帯食二人分持ってきたよ」

「それはありがたいが予備としてとっておけよ。それより、なんでこんな無謀なことをしたんだ。途中で魔獣に会っていたかもしれないんだぞ。治癒師は貴重なうえに、こういう現場では大切な役割を担っている。お前に何かあったらどうするんだ。簡単に替えなど利かないんだぞ」

　義弟がお説教モードに入ったようだ。前世の経験からわかる。

「あなたが心配でそこまで考えられなかった」

　リーンハルトが舌打ちするのが聞こえた。行儀の悪い義弟だ。

「先に寝ろよ。俺が火の番をする」

　意外にも説教にはならなかった。

「いいわよ。私がやる。あなたは疲れたでしょ。ケガ人なんだし先に寝て」

「いいよ。時間がきたら起こすから。レティシアが先に寝ろ」

　リーンハルトがなぜか強引に先に寝かせようとする。

「あのね、リーンハルト。私、野宿はここに来た時以来なの。慣れないせいか、目がさえて眠れないのよ。あとは任せて。火の番ぐらいできるから」

　義弟がため息をつく。彼は一人でもなんとかやっていた。きちんと結界石を使って魔獣の侵入を防ぐ結界を張っている。探しに来てかえって迷惑をかけてしまったようだ。火の番ぐらいして、彼を休ませたいとレティシアは思った。

「じゃあ。話してくれないか？」

「何を？」

「俺のことをなんで嫌いなふりをしていたのか」

「あのそれは……」

　レティシアが言いよどむ。

「ここにきて、レティシアに嫌われていないのはよくわかった。あとひと月で任期明けだ。話してくれてもいいだろ」

　実はリーンハルトとうまくいきかけていて嬉しかった。浮かれていたと言ってもいい。この話をすることによってまた彼が離れていってしまうだろう。

　レティシアの繰り返しは、結局ミザリーやほかの人の悪口になってしまうから。彼はそれを嫌う。きっと軽蔑される。でもそれは自分の罪だから……。

「いいけれど。話の途中で絶対に口を挟まないと約束してくれる？」

「どうして？」

「あなたの嫌いな、他人の悪口になるから。リーンハルトはきっと途中で頭にきちゃうよ」

　レティシアにはやはり聞きたくないと言ってほしい気持ちがあった。

　しかし、リーンハルトは決然と言う。

「わかった。口を挟まない」

　彼の深く青い双眸がまっすぐにレティシアを見る。この話が終わる頃、彼の瞳には軽蔑と嫌悪の色が浮かぶだろう。うまくいっていた前世ですら、心配してはもらえたけれど信じてもらえなかったのだから。

　だが今世でもレティシアがひどく傷つけてしまった彼には聞く権利がある。いわばこれは罪滅ぼしだ。




　レティシアはまず冤罪で死刑になった最初の人生の話から始めた。途中端折りながら、三度目の人生について話し終えたところで続きを話すのに躊ちゅう躇ちょする。

　四度目の人生については、あまり詳しく話したくなかった。しかし、それがなければ彼を嫌いなふりをした答えにたどり着かない。

　だから、彼がレティシアをかばって死ぬところまでを話した。なるべく淡々と感情を込めずに話したつもりだったのに自然と体が震える。記憶が再生され、どうしようもなく怖くなった。

　しばらく沈黙が落ち、パチパチと焚き火のはぜる音だけが響く。

「それで終わりか？　荒唐無稽で、胸むな糞くその悪くなる妄想だな」

　リーンハルトがぼそりと言う。わかっていた。こうなることは。

「うん、そうだね。私、頭がおかしいの。嫌いになって」

　何より今は彼が無事でよかった。秘密も話せて肩の荷が下りた気がする。安心したせいか、レティシアは急に眠気に襲われた。




　パチパチと焚き火のはぜる音に交じる人の話し声で、レティシアは目を覚ました。

「まずいな。噂になったら」

「なんとかごまかしますか？」

　なんだろうと思い身を起こす。森の緑と焚き火が目に入った。そしてその先には巨大なベヒモスの躯むくろが転がっている。

　レティシアはびくりとする。自分がどこにいるのか思い出した。

「目が覚めたか。そろそろ出発するぞ」

　リーンハルトの声に顔を上げる。別段いつも通りで怒っている感じはなく、その青く澄んだ瞳には軽蔑の色もない。しかし、その横にはアランがいた。

　アランもレティシアと同じでリーンハルトの不在を知るや否や営舎を飛び出したらしい。夜明けにやって来たと聞いた。

　その後、軽く朝食を済ませて三人は出発する。




　結局リーンハルトは杖をつき、足場の悪いところではアランが支えた。レティシアはいらなかったようだ。二人ともレティシアの荷物も持つと言ったが、それは固辞した。こんなところで紳士な態度をとられても困る。

　それどころかかえって迷惑をかけてしまったかもと、レティシアは一人密ひそかに反省する。

「はあ、なんのために来たんだか。しかも寝ちゃったし」

　思えばいつも空回り、情けなくなって小さなつぶやきがポツリと漏れた。

「レティシア、疲れたなら休むか？　お前は森の中での移動に慣れていないだろ」

　気遣わしげに義弟がレティシアの顔を覗き込む。ケガ人に心配されてしまった。とにかく彼らの足手まといにならないようにしよう。

「ううん、大丈夫。急いだ方がいいよね」

　レティシアはできうる限り速く歩いた。




　営舎に帰り着くと三人とも聞き取り調査を受けた。アランとレティシアは厳重注意を受けた。

　しかし、違反ひとつしていないし、一人でもどうにかできたであろうリーンハルトが一番叱られてしまった。

　彼はきちんとケガをした時の手順通りに結界を張り野営して、朝に営舎に帰ろうとしていた。規律違反は何もない。

　だが、年は一番下とはいえ彼は正式な魔法師だ。レティシアやアランのように見習いではないのだ。階級は三人の中では一番上だったため罰を受けることになってしまった。レティシアはその理不尽さに泣きそうになる。




　聞き取りが行われた部屋から出るとロベルトに声をかけられた。

「レティシア嬢、大丈夫かい？」

「大丈夫です。でも、なんで私が悪いのにリーンハルトが罰を受けるの？」

　レティシアは泣きそうだ。

「仕方ないさ。ここは軍隊だからね。俺も余計なことを君の耳に入れてしまったね」

　申し訳なさそうにロベルトが言う。

「そんなことないです」

「まあ、リーンハルトは見習いではなく魔法師だし、彼の活躍をおもしろく思わない者もいるからね。今回のことも抜け駆けのように言う輩もいてさ」

「そんな理不尽です。……皆仲間じゃないですか」

　レティシアはショックだった。命懸けで戦っているのに、そんな妬ねたみのために彼は罰を受けるのかと。

「ここで点数を稼ぎたい奴もいるんだよ。出世したいとか懲罰人事で来ている奴らとかもいるから。だから、いろいろとあるんだ。今回はバランスを考えて彼が罰を受けることになったんだろう」

　ロベルトが気の毒そうにレティシアを見る。




　結局リーンハルトは営舎のトイレ掃除を三日ほどさせられることになった。高位貴族の子弟がトイレ掃除など。彼は討伐隊に入るまで洗濯すらしたことがない。

　一番軽い罰だと聞いたが、リーンハルトを思うといたたまれない。早速手伝いに向かうと、当然のようにアランも手伝っていた。

「リーンハルト、ごめんね。私も手伝うから」

　レティシアが早速申し出ると、

「うるさい。男子トイレだ。近づくな」

　と言って追い払われた。




　食堂で落ち込んでいると、昼休憩にエレインが来た。

「レティシア、無事でよかったわ。ほんと時々びっくりするほど無謀なことをするよね。というか、あなたすごい胆力ね。弟さんが心配で一人で夜の森に入るなんて」

　エレインが目を丸くし、レティシアはしゅんと肩を落とす。

「あの時はまだ夕方だったの。でも、かえってリーンハルトに迷惑をかけてしまった。私ったら、姉なのに」

「そんなことないって、大丈夫よ。きっとあなたが来てくれて嬉しかったはずよ。それにリーンハルト様、ずいぶんお手柄だったみたいじゃない」

「え、お手柄って？」

　レティシアは目をまたたく。彼は今罰を受けているはずだ。

「大物のベヒモスを一人で仕留めたのよ。勲章ものらしいわ」

「ほんと！」

　それならば嬉しい。リーンハルトは『普通だ』などと言っていた。やはりすごいことだったのだ。彼は時々しようもない謙遜をする。

「そうよ。あそこでリーンハルト様が仕留めてなければ、近くの村が壊滅的な被害を受けていたかもしれないのよ。罰は受けても手柄には変わりないから大丈夫」

「そうだったの……」

　リーンハルトは村を守るために無理をして、いつもはしないケガをしたのだ。彼は変わらない。迷いなく人のために最善を尽くす。でもレティシアにはその潔さと善良さが怖くてたまらないのだ。

（リーンハルトは、戦場にいたらいつか命を落としてしまうかもしれない）

　レティシアはきゅっと唇を噛みしめる。

「あ、それでさあ。不躾なことを聞いて申し訳ないのだけれど、リーンハルト様とあなたって、義理の姉弟なの？」

「え？　そうだけれど、知らなかったの？　けっこう有名な話なのに」

　レティシアがきょとんとする。エレインがそれを知らないとは思わなかったのだ。

「なんだ、もっと早く聞けばよかった。隠していたわけではないのね。私、社交とか好きじゃなくてしていなかったから噂に疎いの。そうじゃないかなって、思ってはいたけれど聞きにくいし。それでね。なんでこんなこと言ったのかというと、レティシアとリーンハルト様のこと噂になってる」

「何が？」

　レティシアが首をかしげる。

「えーと、ひと晩一緒にいたって。何か過ちがあったんじゃないかと……」

「は？　なんで？　リーンハルトは弟だし、アラン様もいたし」

「いや、あの、けっこう前からずいぶん仲いいねって、噂になっていたんだけれど。あなたの耳に入れていいのかどうか迷っちゃって」

　それを聞いたレティシアが真っ青になる。

「そんな！　リーンハルトはまだ婚約者も決まっていないのに。どうしよう、私のせいでリーンハルトが縁遠くなってしまうわ！」

　エレインがこぼれんばかりに目を見開く。

「え？　嘘。弟さんの心配？　いやいや、女性の方がダメージ大きいでしょ！　まず自分の心配しなって」




　噂のことが気になったレティシアは、それとなくリーンハルトをつかまえるタイミングをはかった。彼はたいてい友人たちといる。

　食堂から営舎へ向かうところで、こそこそとつかまえた。

「リーンハルト、ちょっと話が」

「なんでそんなところに隠れているんだよ？」

　リーンハルトが、物陰から現れたレティシアを不審そう見る。

「私たちのことで変な噂が立っているらしいの」

「今さら？」

　彼は知っていたようで、なんでもないことのように問い返す。

「でも、そのせいであなたが縁遠くなってしまったら、どうしようかと」

　レティシアが目下の不安を訴える。

「え？　俺の心配？　縁遠くなるって、なんでそうなるんだよ。というかそれ普通逆だろ。自分の心配しないか？」

　リーンハルトが驚いたように目を見張る。

「だって、あなたは後継ぎなのよ」

「別にどうってことないよ。噂話くらいしか娯楽がないんだろ。言いたい奴には言わせとけよ。それともレティシア、なんか嫌な思いをしたのか？　それなら、俺がシュミット家の代表として話をつけに行く」

「いいえ、まったく」

　レティシアは慌てて首を横に振る。別に表立ってからかわれることもなかった。

「なら、気にするなよ。つらかったら言って、何か対策を立てるから。それから、あまり一人で出歩くなと言っただろう？　用がないなら部屋に戻れよ」

　そう言って女性用の宿舎まで連れていかれた。前世と同じで、義弟が保護者のような口をきく。レティシアは去っていくリーンハルトを呆然と見送った。気にしすぎだったようだ。彼はいつでも颯さっ爽そうとしていて、堂々としている。

　そういえばリーンハルトはレティシアのループの話をどう受け止めたのだろう。嫌われると思っていたのに、なんだかんだといつもと態度が変わらない。




　負傷者の手当てが終わり、遅めの昼食を取りに食堂へ行くとエレインが待ち構えていた。

「レティシア！　こっちこっち」

　エレインはもともと貴族令嬢らしからぬタイプだったが、こちらに来てから、さらにパワーアップした。彼女の声は多く喧騒の中にあってもしっかりと耳に届く。レティシアは慌てて彼女のもとに行った。

「どうしたの？　エレイン」

　彼女は窓のそばのなかなかいい席を確保していた。内緒事がある時、二人はたいていそこに座る。

「実はね。大親友であるあなたにだけは言っておこうと思って」

　討伐隊を目指し始めたあたりから、レティシアはエレインの友人から大親友に昇格したのだ。

「うん、何？」

「アラン様に告白しようかと思って」

「え？　このタイミングで！」

　エレインがアランのことが気になっているのには、薄々気づいていた。アランは見た目もいいし、なんといっても誠実だ。けっこうもてていると思う。

「実は、この討伐隊に参加しようと思った時、チラリと考えていたの」

「何を？」

「婿探し」

　レティシアは飲んでいた薄い紅茶を噴き出しそうになる。

「え？　討伐隊で？」

「そう、危機的な状況でこそ、人って本性を出すと思うの」

　確かにエレインの意見には一理ある。

「エレイン、頭いい！」

　アランはきっといい恋人になり、いい夫になるだろう。ぜひとも二人で幸せになってほしいものだ。

「一応、あなたには伝えておいたから」

「え？　それだけ？　何か私にできることはない？」

　レティシアは軽く身を乗り出す。

「玉砕したら、慰めて」

「大丈夫よ。いい雰囲気だと思う」

　エレインを励ました。実際見た感じ、二人はぴったりだ。アランもエレインを憎からず思っているはずだ。




　レティシアの予想に反して、晩に泣き腫らした目でエレインが彼女の部屋を訪れた。

「レティシア、私ふられちゃった」

「ええ！　なんで？」

　二人は鈍いレティシアから見てもいい雰囲気だった。いったい何が原因なのだろう。身分差だろうか？

「うん、要約するとね。今は家を支えることを考えるので精いっぱいだから。そんな余裕ないって言われた」

　レティシアにしても残念な話だ。約束通りひたすら彼女を慰めた。きっとアランは自分のたった一人の母親を支えるので精いっぱいなのだろう。




　あと少しで任期が明けるという頃、それが起こった。

　討伐に行った先で予想以上の数の魔獣に襲われたのだ。無事に討伐は終わったが、重傷者が多く、営舎に帰ることが困難なため、レティシアとエレインはほかの光魔法師や医師たちと共に現場に向かった。光魔法師にできることは治癒力を高めることだけだ。あとは医師の領分だ。

　リーンハルトとアランが心配でたまらない。昨夜レティシアはアミュレットが割れる夢を見たばかりだ。エレインと「大丈夫！」「大丈夫よね？」と励まし合いながら、現場へ向かった。




　着いてみると、現場はひどいありさまだった。担架が足りず、ケガ人がシートに転がされている。その中に大ケガを負ったリーンハルトがいた。レティシアはショックで気が遠くなりそうだった。こうなると貴族も庶民もない。

「リーンハルト！」

「レティシア。俺は大丈夫だから。ほかの奴から先に」

　何が大丈夫なのだろう。彼はボロボロだ。レティシアはすぐに患部を清めた。




　二日ほどで現場の混乱は収まり、ケガ人は皆営舎に運ばれた。リーンハルトは派手に出血していたが、命に別状はなかった。

　しかし、二週間の安静が言い渡され、リーンハルトは傷病人施設のベッドに運ばれた。ひと部屋に十二台ほどのベッドが並べられている。レティシアは休憩時間がくるとそこに入り浸った。

「レティシア、ほかのケガ人もいる。俺ばかりにかまうな。アランは大丈夫か？」

　レティシアがベッドの横で椅子に座りリンゴをむいていると、リーンハルトが居心地悪そうに言う。

「大丈夫。骨は折ったけれど無事よ。エレインが見ているわ」

「なんだ。俺より重症じゃないか」

　リーンハルトが心配そうな顔をする。

「何言っているのよ。あなただってあと数センチずれていたら」

　その先は怖くて言えなかった。涙がぽろぽろとこぼれ落ちる。もう二度とケガなどしてほしくない。リーンハルトが困ったような顔をして、タオルでレティシアの涙をふいてくれる。さすがにそれは姉として情けなくてレティシアは泣きやんだ。

「そうだ。レティシアに謝らなくちゃ」

「え？」

「アミュレットが壊れた。すまない。これしか残らなかった」

　攻撃を食らった時粉々に砕けたという。リーンハルトが破片を三分の一ほど差し出した。ケガをした体で回収したようだ。

「いいのに別に、役に立ったのなら。あなたが生きているのならば私は何もいらない」

　レティシアは心からの笑みを浮かべた。本当に彼が助かってよかった。レティシアは神に祈りを捧げた。

　その横でリーンハルトが真っ赤になっているとも知らずに。

「なんで、お前はそういうことをさらりと言うんだよ」

　義弟のつぶやきはレティシアの耳には届かなかった。それどころか彼女は必死にリンゴをむいている。

「ねえ、見てリーンハルト、うさぎ！」

「は？」

　レティシアは器用にカットしたリンゴをリーンハルトに渡す。

「これの作り方、食堂の人に聞いたの。可愛いでしょ？　リーンハルトが喜ぶと思って！」

　レティシアが嬉しそうに微笑む。

「俺、子供じゃないし、普通に切れよ」

　リーンハルトは真顔でシャリシャリとリンゴを食べる。

「え、そんな薄い反応なの？」

「いや、こんなんで喜ぶの五歳くらいまでだろ」

　レティシアは五歳のリーンハルトを知らなくて残念に思う。十歳で天使のように可愛かった。五歳の時などどれほど可愛かったか。

「はあ、本当に残念だわ。初めて会ったのが、あなたが十歳の時で」

「黙れよ」

　その後、二人はリンゴを食べながら、喧嘩ともいえないくだらない言い合いを始めた。




　リーンハルトの体が治る頃、レティシアたちは引き揚げの準備を始めた。

　いよいよ任期の終了だ。

　なんだかんだと心配したが、リーンハルトが無事でよかったとレティシアは思った。




　辺境から引き揚げ、久しぶりに王都に戻った。シュミット家の屋敷を見て、レティシアは懐かしさを感じた。

「レティシア、おかえりなさい」

　馬車から降りるとオデットに抱きしめられた。

　光魔法師は後方支援だから、大丈夫だと手紙にも書いていたが心配していたようだ。

「ご心配おかけしてすみません。お義母様」

　なんだか本当の母親みたいだ。自分には二人の母親がいる。レティシアはそれを幸せに思った。隣ではオスカーがリーンハルトの無事を喜びねぎらっている。二人は両親に温かく迎え入れられた。

　そしてミザリーもリーンハルトに抱きつく。

「よかった。リーン、ずっと心配だったの」

「大丈夫だよ。なかなかやりがいがあった」

　そんなふうに二人が話す声が聞こえる。そして意外だったのが、ミザリーがレティシアにも抱きついてきたということ。

　一瞬刺されるのかと思ってどきりとした。

「レティシア、あなたの勇気をたたえるわ」

　彼女がそんなことを言うとは思ってもみなかったので、レティシアは驚いた。

「ミザリーはあなたを心配していたのよ」

　オデットが言う。ミザリーの演技だったのだろうか。

　しかし、その後もう一度ぎゅっとミザリーに抱きしめられる。

「残念、どうして無事だったの？」

　耳もとでささやかれ、レティシアは驚いて体を離しミザリーを見る。

「ふふふ、冗談よ。これからはもっと仲よくしましょうね。あなた功労者で表彰されるんでしょ？　偉くなって帰ってきて私も鼻が高いわ」

　彼女は天使のような清らかな笑みを浮かべた。

　久しぶりに帰ってきたのに少しうんざりする。やはり任期を延長して残留した方がよかったかもしれない。延長しようかとリーンハルトに告げると、彼が「なら、俺も残る」と言ったのであきらめたのだった。




　帰還したその日は疲れているだろうからと自室で食事をし、次の日家族揃っての晩餐となった。

　場はなごやかでレティシアの出発前と変わらない。ひとつ違うのはレティシアとリーンハルトが話すようになったこと。

　オスカーもオデットも以前より仲よくなった二人を見て喜んだ。表面上はミザリーも。

　しかし、時折ぞっとするような視線を向けられる。

　どのみちレティシアと顔を合わせても合わせなくても、ミザリーの悪意は増幅していくようだ。




　サロンで一人茶を飲んでいると、リーンハルトがやって来た。彼は当たり前のように、レティシアの横に腰掛ける。一緒に辺境にいたせいか、義弟ともずいぶん距離が近くなったものだなと、レティシアはしみじみと感じた。

「レティシア、来週の慰労会には出るんだろう」

　名前こそ慰労会だが、王宮で行われる公式なパーティーだ。

「うん、そういえばリーンハルトは叙勲するんだっけ。あのベヒモスやっつけたので？」

「それもあるらしいけれど、最多討伐らしい」

「え、そうなの？　すごい！」

　レティシアが目を丸くする。

「いや、たまたまだよ」

「危ない真似はしない。なんて言っていたのに、いつも真っ先に突っ込んでいっていたんでしょ？」

　疑わしそうにリーンハルトを見る。

「そんなことはない。それより騎士団に誘われている」

「行くつもりなの？」

　少し不安になる。責任感の強い彼はきっと命懸けで任務を遂行するだろう。それは討伐隊で嫌というほど見せられた。今この国は戦争していないが、国境近くでの小競り合いや断続的に魔獣狩りもあるし心配だ。

「アランは行くと決めている」

「あなたはどうするの？　学園の方からもお誘いがきているんでしょ？」

　彼は学園の専科からぜひ来てほしいと言われている。そして首席で卒業した者はたいてい学者の道へ行く。しかし、彼の場合どちらにしろ家督を継いだら片手間になるか、やめなければならないだろう。

「いや、その前にレティシアがどうするのかと思って」

「私は関係ないじゃない」

「じゃあ、俺が騎士団や魔法師団に行くと言ってもついてこない？」

「…………」

　ついていくに決まっている。彼が騎士団に入るなら、レティシアは騎士団付きの光魔法師になるつもりだ。魔法師団に入ってしまったらどうしよう。とりあえずどうにかしてついていく。

「じゃあ、やめとく」

　レティシアの考えを読んだように彼が言う。

「ちょっと待ってよ！　それって、おかしいでしょ？　私がどうするかで将来を決めるなんてどうかしているわ」

　彼の将来をねじ曲げたくないと、レティシアは切に思った。

「危ないとか言って反対はしないの？」

　そう言ってリーンハルトがまっすぐにレティシアを見る。

「あなたがやりたいことを止める権利は私にはないわ」

　レティシアがきっぱりと言う。

「だから俺にも止めるなってこと？」

　返答に窮する。これはついていかないと言っておいた方がいいのだろうかと、レティシアは頭を悩ませた。しかし、その場しのぎの嘘で彼が納得するとは思えない。

「私は一年間学園が残っているからちゃんと卒業する。将来を考えるのはそれから」

「わかった」

「リーンハルトはどうするの？」

「実は迷っている」

　それを聞いてレティシアは驚いた。

「リーンハルトでも迷うことがあるのね」

「当たり前だ。俺をなんだと思っているんだ」

「それは完璧な義弟だと思っているわよ」

　するとリーンハルトが嫌そうな顔をした。

「どこがだよ」

　彼にしては珍しく吐き捨てるような言い方だ。

「だって、なんでもできるじゃない？」

「なんでもできるのと人間性は別だろう。人として劣っていれば、それは完璧ではない」

　リーンハルトが真面目腐って答える。

「なんだか理屈っぽくてよくわからないわ。でも、それならやっぱりあなたは完璧よ」

　レティシアが断言する。

「やめろ！」

　そう言って真っ赤になると、リーンハルトは去っていってしまった。何か彼の気に障るようなことを言ったのかとレティシアは首をひねる。

　営舎でも彼が顔を赤くして去っていくことがよくあった。レティシアは知らず知らずに彼が嫌がることを言ってしまうのだろうと、肩を落とす。

　すると後ろから軽やかな笑い声が聞こえた。振り返るとオデットだった。

「レティシア、あなたってほんとに」

　オデットは、また笑いだす。レティシアは恥ずかしくて真っ赤になった。

「私、何かおかしなこと言いましたか」

　最近自分が少しずれているという自覚がある。討伐隊での生活を経て、それがよくわかった。

　今度はリーンハルトの座っていたところに、オデットが腰を下ろす。

「いいえ、そんなことないわ。笑ったりしてごめんなさい。何にしてもあなたが帰ってきて家の中が明るくなったわ」

「そうなんですか？　お義姉様がいるじゃないですか」

　皮肉ではなく本音だ。社交的なミザリーは華やかだ。彼女にはその場を明るくする才能がある。レティシアは家族揃っての食事でもミザリーやオデットのように人が興味を持つような楽しい話題を提供することはなかった。

「ミザリーはミザリー、あなたはあなたよ。家族は誰かが一人欠けてもダメなの」

　オデットのその言葉はレティシアの心を打つ。

「ごめんなさい。お義母様、私、わがままを言って討伐隊に入ったりして」

「いいのよ、レティシア。リーンハルトを守ってくれてありがとう」

　その言葉に驚いた。

「まさか。私は何もしていません。むしろリーンハルトに迷惑ばかりかけてしまって」

「それでもよ。あなたの存在は心の支えになったはず。リーンハルトは照れ屋で素直じゃないのよ。本当はとても嬉しいはず。そういう年頃だから、もう少し待ってあげて」

　そう言ってオデットが微笑んだ。

「はい」

　オデットがそう言うのならば、待ってみよう。しかし、彼は変わらない気がするが。それともいつの間にか、大人になってしまうのだろうか。

「討伐では心身共に疲弊して帰ってくる者も多いと聞くわ。一心に自分を信じ思ってくれる存在って存外大きいものなのよ。その人のために絶対に生きて帰ろうと思うから。何にしても、あなたたちの元気な顔が見られてよかった」

　オデットの言葉がじわりじわりと胸に染み渡る。

　今まで自分一人が頑張って、自分一人で生きている気になっていた。

　だが、義父母が引き取ってこうして育ててくれなければ、レティシアは孤児院から出た後身売りして十四、五歳で死んでいただろう。

　自分の傲慢さを反省した。

（一人ぼっちで人生を繰り返していても、私は孤独じゃなかったんだ……。支えてくれる人たちがちゃんといた）




　その晩、レティシアはミザリーの部屋を訪れた。話がしたいと思ったからだ。

　しかし、出てきたのはニーナで、今は疲れているからと断られた。せっかく対話する勇気が出たのに……。

　たぶんどれほど言葉を重ねても彼女から本音を引き出すことはできないのだろう。

　そういえば、ニーナは毎回ミザリーと行動を共にしている。彼女たち二人を引き離せば、自分の運命も何か変わるのかなと、レティシアはふと思った。

　でもきっと、今からでは何かをやるには遅すぎる。そんな気がしていた。




　魔法師学園での新学期が始まった。

　レティシアはエレインと共に復学し、新鮮な気持ちで最終学年のＢクラスに入る。

　討伐隊にいた二人を遠巻きに見ている者もいれば、討伐について矢継ぎ早に質問してくる者もいる。ちょっとした珍獣扱いだ。

　そのうえ、二人は戦場にいたせいか大声でしゃべる習慣ができて、しばらくクラスで浮いていた。言葉遣いがすっかり悪くなり、戻すのに苦労した。

　しかし、ひと月もすると慣れ、遅れた勉強は大変だったけれど、それなりに充実した日々が始まった。

　そんな時、レティシアは放課後エレインに呼び出された。

「レティシア、聞いてくれる？」

　学園の人気のないサロンでエレインが珍しく思いつめたように言う。

「どうしたの？　あらたまって」

　レティシアが心配そうに彼女の顔を覗き込む。

「実はね……。アラン様とお出かけすることになったの」

「え？　ほんとう、おめでとう！」

　喜んで拍手するレティシアをエレインが慌てて止める。

「まだ、気が早いわよ。それより、レティシアがリーンハルト様を通して、アラン様に何か言ってくれたんじゃないの？」

「まさか、私は何も話していないわ」

「レティシアって口が堅いのよね」

　エレインが感心したように言うが、レティシアは首を振った。

「そうじゃないわ。リーンハルトはあまり噂話とか好きではないのよ」

「ああ、なんとなくわかる。潔癖そう。でもレティシアの言うことならなんでも聞いてくれるんじゃないの？」

「そんなことないよ。営舎で見てたでしょ？」

　喧嘩というほどではないが、二人はよく言い合いをしていた。

「営舎で見ていてそう思ったんだけれど？　それにこの間も素敵な羽ペンをリーンハルト様からもらっていたじゃない」

「ああ、違うわ。あれはリーンハルトが『使いやすい』って言ったから、『いいな』って言ったら同じものを買ってきてくれたのよ」

　リーンハルトは親切なのだ。どこの店で買ったのか聞いただけなのに、翌日プレゼントしてくれた。

「ほらね。お揃いじゃない」

　エレインがくすくすと笑う。

　レティシアはぶんぶんと首を横に振り、話題を戻した。

「それで、どこに行くの？」

　レティシアが尋ねると、エレインが嬉しそうに頬を染める。彼女にしては珍しいことだ。いつもは頼もしく見える友人が今日はなぜだか可愛らしい。

「公園にしようかと思って、それでね。サンドウィッチを持っていこうかと」

　なんのことはない、エレインの相談とはサンドウィッチの具は何がいいかということだった。営舎では逞たくましく過ごしたエレインもすっかり恋する乙女になっていた。




　その晩レティシアは、忙しいリーンハルトをつかまえた。

「リーンハルト、教えてもらいたいことがあるの」

　サロンで紅茶を飲みながら休む義弟に突撃する。

「なに？　俺これから論文書くから忙しいのだけれど」

　けんもほろろに迷惑そうに言われた。今世の彼が一番率直な口をきく。

「アラン様の好物って何？」

「は？」

　リーンハルトが不快そうに眉根を寄せる。

「サンドウィッチの具でアラン様が好きなのって何？」

「なんで、俺がそんなこと教えなきゃならないんだよ」

「いいじゃない。マスタードが苦手だとか逆に多い方が好きだとかそういう情報が欲しいのよ」

「だから、なんでだよ」

　本当に忙しいようで、義弟は機嫌が悪い。なんだか怒っているようだ。

「細かいことは言えないけれど、友人の頼みなのよ」

　するとそれまで怒っていたリーンハルトが、気が抜けたような表情をする。

「なんだ。アランはベーコンが好きだよ。それからマスタード多め。別に彼は嫌いなものはないから大丈夫だよ。なんでもうまいと言って食べる」

「なるほど、ありがとう。贅ぜい沢たくなあなたとは違うのね」

　アランはきっと恋人としても夫としても理想的だろう。エレインは本当に人を見る目があると思った。

「俺が贅沢？」

　リーンハルトが心外だという顔をする。

「そうよ。サンドウィッチはローストビーフが好きだし。アスパラガスの穂先は嫌いじゃない」

　営舎で出された時、一瞬彼の眉間にしわが寄るのをレティシアは見逃さなかった。討伐隊に入るまで、彼の中でアスパラガスの穂先は食べ物とは認識されていなかったようだ。つくづくお坊ちゃま育ちだと思う。

「お前、なんで知っているんだよ」

「え？　見ていればわかるもの」

　レティシアがそう言うとリーンハルトは顔を赤くして、そそくさと部屋を出ていってしまった。

　また何か余計なことを言ってしまったかと、レティシアは首をかしげた。




　平和な学園生活が終わり、いよいよ卒業することになった。レティシアは教会に勤めることに決めた。よりよいアミュレットを作れたらと思っている。

　実は魔道具士もいいなと思ったが、あいにくレティシアは光魔法しか使えない。作るとしたらアミュレット専門だ。

　そしてリーンハルトはというと専科で研究しつつ王宮でも職を持ち、忙しくしている。この一年仲たがいしていたわけではないが、お互い忙しくて特別話す機会もなかった。

　きっと彼はこのまま順調に出世して、素敵な女性に出会い、いい結婚をするのだろうと思った。

　レティシアはもちろん学園生活での最後の一年、呪いについても調べた。しかし、繰り返しの人生でそれはやりつくした感がある。まだ知らないこともあるし、いくら勉強をしても専門書は難しくて、理解できない本もたくさんある。

　だが、家族の仲がよくてリーンハルトが無事ならば、もうそれ以上は何もいらないと思うようになっていた。

　今は自分が死ぬことよりもループを止めたいというのが本音だ。なんだかんだと皆が無事に生きていて幸せだ。

　ループするたびに、人を巻き込んだり傷つけたりの繰り返しで、レティシアは疲れを覚えていた。

　だから、アミュレットを作ることはあっても、ことさら身に着けるようなこともしなかった。

　ただ、母の形見の銀の指輪は肌身離さず持っていた。実習や製作で傷つけたくなかったので、レティシアは指輪を首から下げている。

　不思議なことに、それはなぜかループを繰り返すたびに変色していく。もしかして指輪がループと関係しているのかと考えたこともあったが、特別高価なものではなく、孤児院でも取り上げられなかった。それゆえレティシアは、たぶんその指輪にはなんの力も価値もないのだろうと思っていた。

　ただレティシアにとっては大切な母の形見。父から母に贈られたものだ。しかし、残念なことに彼女は、実父の顔を覚えていなかった。










ループが閉じる時




　学園を無事卒業したレティシアは結局前世と同じで、教会所属の光魔法師として働くことを選んだ。

　教会の研修が始まり、ひと月が過ぎた頃、エレインとアランの結婚が決まった。

　たぶん二人が結ばれることになったのは今世が初めてだと思う。レティシアは自分のループにも意味があった気がして嬉しかった。

　レティシアとエレインは王都のカフェで待ち合わせた。

　結婚後はエレインが子爵家を継ぎ、アランは騎士を続けるという。

「うちは領地も小さいし弱小貴族だから、私一人でも、回せるわ」

　そう言うエレインは幸せそうだ。

「私も何かお手伝いできることがあったら言って」

「あら、何言っているのよ。シュミット伯爵家は大変でしょ？」

「大丈夫よ。父も母もリーンハルトもいるから」

「でも領地があの規模だと。あなたも支えてあげなくちゃ」

　それは妻の役目だと思うが。そういえば、リーンハルトの縁談の話は聞かない。

「そうねえ……」

　レティシアは言葉を濁す。

「それでね。結婚式はうちの領地ですることになったのよ。もちろんあなたも来てくれるわよね」

「ええ、喜んで」

　レティシアは心から祝福した。

「でね、王都でもアランのいる騎士団の人たちや学園関係者も呼んでパーティーを開きたいと思っているのだけれど会場がなくて。家の領地じゃあ、王都から離れているし。どこか教会の施設を借りようかと思って。あなた、心当たりない？　できるだけ安いところで」

　しっかり者のエレインは、安い教会の施設を借りようとしている。

「ああ。それならば、うちを使えばいいんじゃない？」

「え？　うちってまさかシュミット家？　あの大きなお屋敷で？」

　エレインが目をまたたく。レティシアが勢いよくうなずいた。

「でもご迷惑じゃない？　それに私たちの家格からして恐れ多いわ」

　普段は対等な友人同士として付き合っているが、公な場では厳正な身分制度がある。貴族令嬢のエレインはそれをわかっていた。

「何言っているのよ。会場に使うだけじゃない。ちょっとお義父様に聞いてみるね」




　レティシアは家に帰ると、早速オスカーの執務室へ向かう。すると先客がいた。リーンハルトだ。

「あの、お邪魔ですか？」

　一応お伺いを立てる。

「別にかまわないよ。珍しいなレティシアがここに来るのは。何か頼み事でもあるのかな」

　オスカーに言われレティシアは赤くなる。確かに彼の言う通り、頼み事がなければここに訪ねてこなかった。次に来る時にはオスカーにお茶でも淹いれてこようとレティシアは反省した。

「あの、今度お友達が結婚するんです。それで」

「家をパーティー会場に貸し出したいのだろう？」

　びっくりしてオスカーを見た後、リーンハルトに視線を移す。

「なんだ。あなたも」

「まあ、大事な戦友だし」

　考えていることは一緒だった。

「お前たちの大切な友達だ。家でパーティーを開こうじゃないか」

　オスカーが快諾してくれた。彼は身分にこだわらない。こういうところが父息子よく似ている。

　そんなわけでエレインとアランの王都でのお披露目パーティーはシュミット邸で開かれることになった。これはシュミット家が後ろ盾になることを意味しており、アランにとって有利に働くことになる。後継者であるリーンハルトのことだ。それを見越しているのだろう。

　しかし、その日取りはくしくもレティシアの誕生日の二週間前だった。ついうっかり安請け合いをしてしまってから焦る。その日まで生きていられるかどうかわからないし、レティシアはその日に死んでしまうかもしれないのだ。

「死ぬにしても日取りってものがあるでしょ。エレインのためにも、なるべく頑張って生きていなきゃ」

　レティシアは前向きに生きるため、教会での研修とアミュレット作りに勤しんだ。

　今回は学校の作業棟ではなく、教会の作業場を使った。設備は数段劣るが、リーンハルトの死はトラウマになっていた。卒業まであの作業棟には足が震えて入れなかったのだ。

　レティシアは自分で身に着けるためのアミュレットをせっせと作成した。




　アランとエレインの結婚後、お披露目パーティーの当日。

　シュミット邸の広い庭やいくつかのサロンを使い華やかなものになった。学園関係者に騎士団、王宮の官吏など様々な人々が招かれた。

　そしてなぜかミザリーが自分の友人の令嬢たちも呼んでいた。

　彼女たちがいるそこだけはまるでお見合いのような様相を呈し、華やかに着飾ったミザリーは注目の的になった。

　レティシアは主役のエレインとアランより目立たないでほしいと、はらはらしながらその様子を見守っていた。幸い父の差配ですぐに騒ぎは鎮まった。

　その後、関係のない令嬢たちは早めに帰り、ミザリーはしばらく会場にいたが、部屋に引っ込んでしまったようだ。

　人生を繰り返しているせいか、ミザリーのやることが、とても幼稚に感じた。いったい彼女はどういうつもりなのだろう。

「義姉がごめんなさい」

「ぜんぜん、これだけ騎士や官吏がいたら紹介したくもなるわよ。未来のエリートだものね」

　気にした様子もなくエレインは笑う。

　その直後、ちくりと胸のあたりが痛んだ。ちょうど形見の指輪とアミュレットを身に着けている場所だ。嫌な予感がして、レティシアはエレインに断り化粧室に行った。取り出してみるとアミュレットは砕け、形見の指輪は無事だった。

「どうして？　今までで最高の出来だったのに……」

　彼女は不安な気持ちを抱えてパーティー会場に戻った。

　レティシアの胸の内にはある予感があった……。




　レティシアの不安をよそに、つつがなくパーティーは終了になった。

　新婚の二人は、これから領地に発つという。そしてレティシアとリーンハルトは、ポーチで馬車に乗った彼らを見送った。ほとんどの客は帰っていったのに、なぜかバートンと数人の研究者が残っていた。

「今夜はうちにお泊まりになるそうだ」

　リーンハルトが言う。

「私は先に休んでいいのよね？」

「もちろん、レティシアには退屈な話になるからね」

　バートンの話は難しい。きっとオスカーとリーンハルトを相手に学問談義でもするのだろう。そのような話で盛り上がる彼らが不思議だ。




　パーティーが終わった後は、なんとなく寂しく感じた。屋敷の片づけがあらかた終わると、レティシアはひっそりと屋敷の裏庭に出る。

　エレインは幸せそうだった。今世で大切な友人ができて、少しでも人の役に立てたと思うと嬉しかった。

　そうしている間にもレティシアの死は刻々と近づいている。アミュレットが砕けたのは偶然ではないとわかっている。恐らく、自分はもうすぐ死ぬだろう。

　ずっと死なないために必死だった。しかし、そんなことはリーンハルトが討伐隊に入ると聞いた途端どうでもよくなってしまう。

　もちろん今でも、それなりに文献をあたりアミュレットを作っているが、どこかでもういいと思う自分がいる。リーンハルトが無事で両親や友人が幸せならば、レティシアは自分一人ぐらい、サクッと消えてもいい気がしていた。

　ただ今日だけは死にたくないと思う。エレインとアランにとってよき日であってほしいから。




　レティシアはわざと人目につかない裏庭にやって来た。

　打ち捨てられた古い池があるだけで、今は誰も来ることはない。ここならば、ついうっかり今日死んでしまっても見つからないで済むかもしれないからだ。レティシアは十九歳で終わる人生を四度も繰り返したが、結局なぜ自分が死ぬのかわからなかった。これにはミザリーが関わっていると推測された。ただ、こんな平和な屋敷の中で、ミザリーがどろどろとした黒魔術を使っているとも思えないのだが……。

　屋敷にはまだポツリポツリと明かりがついている。空には星がまたたき、水面に月が映る。水を含んだ土の匂い。夜の香りが心地よく感じられた。

（どうか、もう繰り返さないで。今世では大切な人たちが幸せになったから。何より、リーンハルトが生きている）

　ぼうっと池の水面を眺めていると、いきなりぱしゃりと水が噴き上がった。

「きゃあ！」

　レティシアはびっくりして、転びそうになる。しかし、後ろからがっしりと支えられた。

「ごめん、そこまで驚くと思わなかった」

　笑いを含んだ声。

「え？　リーンハルト！　ひどい！」

　彼がくすくすと笑っている。

「レティシア、怖がりなんだね」

「違うわ。びっくりしただけよ。あなたって、意外と子供っぽいのね」

　レティシアが真っ赤になり、悔し紛れに文句を言う。本音を言うと怖かった。

「子供の頃は噴水だといって、喜んでくれたじゃないか」

「え？　子供の頃？」

　レティシアには覚えがない。

「そうだよ。ここに来たばかりの頃。覚えていないのか？」

　その頃リーンハルトは十歳だ。

「あなた、そんなに前から魔法が使えたの？　私じゃなくてお義姉様じゃないの？」

「まさか。姉上にこんな悪戯いたずら仕掛けるわけがないだろ。それにこんな子供騙しで喜ぶとは思えない」

　笑いながら、リーンハルトが答える。

「まあ、ひどい」

「なんだよ。あの頃は何度もやってくれってせがんでいたのに」

　リーンハルトがまた笑う。パーティーの余韻か、今夜の彼は楽しそうだ。

「それ本当に私？」

　レティシアが疑り深い目で見る。彼とそんなふうに遊んだ覚えがないのだ。

「当たり前だろ。姉上とは性格も顔も反応も全然違うのに、間違えるわけがないじゃないか」

　リーンハルトがあきれたように言う。そこでレティシアはいいことを思いつく。

「ねえ。リーンハルト、噴水みたいにいっぱい水柱を立てることができる？」

　すると彼が悪戯っぽく笑う。

「いいよ」

　すぐに水は池から噴き出した。

「リーンハルト、水上げすぎ。服にかかっちゃう」

「注文が多いなあ」

　そう言いながらも調節してくれる。レティシアはそこに光魔法を放つ。

「ほら、綺麗でしょ？　水の中に星がまたたいてるみたい」

　レティシアは得意になる。

「レティシア、それならライティングでいいんじゃないの？」

「何よ。光魔法で水が浄化されてお得な感じがするじゃない」
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　リーンハルトといると、すごく楽しい。こんな時間が永遠に続けばいいと思ってしまう。

「やっぱり、レティシアだよ。あの頃もはしゃいでいた。水柱を何本も立てろと同じことを言っていたし。おかげで俺の技術が磨かれたね。ここで一緒に遊んだこと、本当に覚えていないのか？」

　リーンハルトがレティシアの顔を覗き込む。水音が耳に心地よい。

「うん」

　全く覚えがなかった。そもそもあの頃のリーンハルトは同じ家に住んでいても遠い存在で、一緒に遊んだ覚えはない。

「レティシアは家に来たばかりの頃のこと、全然覚えていないの？」

　何を言いだすのだろうとレティシアはリーンハルトを見上げる。今夜の彼はやけにしつこい。でも彼の方が、記憶力がいいことは確かで……。

「ええ、あの頃はリーンハルトがとても親切で、天使のように可愛かったのは憶えているわ」

「天使？　なんだよ、それ」

　途端に不満そうな顔をする。

「あとはリーンハルトと口をきかなくなっちゃったからなあ」

「なんで。そうなったの？」

　レティシアのループが始まる前の話で、遠い昔のことのように感じる。

　以前話したループの件は、リーンハルトの中でどう処理されているのだろうと、レティシアはふと気になった。

「それは、だって、私あの頃文字も読めなかったし、それなのにあなたたち姉弟はなんでもできて、嫉妬しちゃったのよね」

「嫉妬……ある日突然？」

「え、何が？」

　レティシアは不思議そうに、背の高いリーンハルトを見上げる。

　深く青い双眸がまっすぐにレティシアを見る。

「ある日突然レティシアは、俺と口をきいてくれなくなった」

　そう言われても困る。

「……覚えがないわ」

「おかしいじゃないか。前日まで俺たちはこうして池で遊んでいたんだ。それなのに次の日突然俺と口をきかなくなった。あの時約束したんだ。次の日もこの池の前で遊ぼうって。噴水が見たいとレティシアがねだったんだ」

　彼がからかっているわけではないのはわかる。レティシアはリーンハルトに言われて思い出そうとした。そういえば彼と遊んだ気がする。

「うーん言われてみれば、そんな気も……」

　もどかしい、黒い靄もやがかかったように思い出せない。そのうちだんだんと視界がすぼまり頭痛がしてきた。

　バシャリと冷たい水がかかる。

「すまない。レティシア、コントロールを誤った」

「平気、なんか頭痛がしていたのが引いた」

「大丈夫か？」

　レティシアが目をぱちくりとすると、リーンハルトが心配そうに覗き込んでいる。

「珍しいね。リーンハルトがコントロールを誤るなんて」

　彼はそれには答えず、苦笑しただけだった。その姿が妙に大人っぽくてどきりとした。また、彼はいつの間にか大人になってしまうのだろうかと少し寂しく思う。

「討伐隊にいた時に話してくれた妄想だけれど、あれで全部？」

　また聞かれるとは思っていなかった。

「どうしたの？　なんだか、リーンハルト、いつもと違う」

　子供の頃の思い出話にしてもそうだ。

「いつもってなんだよ。この一年ほとんど会っていなかっただろう」

　まるでレティシアが悪いような口ぶりで言う。

「それはあなたが忙しいから」

「いいから。前、話してくれたことで全部じゃないだろ？」

「長いから省いたのよ。でも、どうして？」

「大事なことを聞いていない。俺がレティシアを助けようとして死んだ。そんな格好悪い姿想像もしたくないが。まあ、それは置いておくとして。俺が助けたのなら、なぜレティシアはまた人生をやりなおすことになったんだ？」

　もっともな疑問だ。しかし、レティシアはとっさに嘘をつくことにした。

「それは私がついうっかり死んじゃったのよ」

「ついうっかり？」

　早速疑われた。さあ、なんと答えようとレティシアは冷や汗をかく。

「そう、酔っぱらって校舎の窓から落ちたのよ？」

「は？　生死がかかっている時に酒を飲んでいたということか」

「そうね。現実逃避というところかしら」

　リーンハルトの鋭い眼差しを感じる。怖くて彼の目を見ることができない。ついうっかり階段から落ちたことにすればよかっただろうか。突然聞かれたのでレティシアはうまい嘘が思いつかなかったのだ。

「俺が殺されたのはレティシアの誕生日の直前で、そのすぐ後にレティシアは死んだってことだよね。結局、体まで張ったのに助けられなかったってことだろ。俺、弱いうえにいいとこなしだな」

　そう言って自嘲する。やはり嘘はつくものではないのだ。だからといってレティシアには本当のことも言えなかった。言えばきっと彼は……。

「ええっと」

　レティシアはうまい言い訳はないかと言葉を探す。

「俺は浮かれた酔っ払いを助けるために死んだのか」

「その時は仲良しだったのよ」

「今より？」

　どきりとした。なぜ、そんな聞き方をするのだろう。

「学園でよく一緒にご飯食べたり、サロンでお茶を飲んでいたりしたわ」

「ふーん、サロンでわざわざ。休みの日に家に帰れば会えるのに？　前はそんなこと言っていなかったじゃないか」

　リーンハルトがなぜか詰問口調で聞いてくる。

「かいつまんで話したからよ。そういえばトレバーもわざわざ義姉弟でって言っていたわね」

「まったく、それじゃ俺も悪いじゃないか。それでお前に婚約者にもっと会えだのなんだと言っていたのか？」

　リーンハルトが頭を抱える。

「どうして？　学園のサロンのタルトとてもおいしいのよ」

「いや、そうではなくて……。お前と話すと、話がずれていく」

「失礼ね。そんなことないわよ」

　レティシアが心外とばかりに言う。

「いいから、黙れ。だいたい、なんで俺はそんな夜中に作業棟なんかに行ったんだ？」

　黙れと言ったり質問してきたり、勝手な義弟だ。

「私が夜遅かったから心配して来てくれたのよ」

「それでトレバー氏が、俺との仲を怪しんだんだろう？」

「そうよ。下げ衆すの勘繰りもいいところだわ」

　ちょっとトレバーには恨みがある。

「あの日あの時間に、俺が作業場に行くとわかっていた『あの人』が知らせた」

「え？」

　レティシアはハッとして目を見開く。彼はけっこうきちんと聞いていたようだ。

「しかもそれはお前の誕生日の直前。俺はきっと『あの人』にとって予測しやすい行動を――」

　リーンハルトが言いかけたその時、屋敷から漏れる光が突然消えた。二人とも一瞬口をつぐむ。

「あら、皆寝たのかしら？」

　レティシアは胸騒ぎを覚えた。

「いや、まさか、全体的に明かりが消えている。それにバートン先生は夜を徹して話す気満々だよ」

「痛いっ」

　突然胸のあたりに痛みが走る。

「レティシア？」

　思い当たり、肌身離さず持っている母の形見の指輪を取り出す。

「割れてる」

「それは、形見の指輪か？」

　リーンハルトの顔が曇る。

「ええ……」

　レティシアはただ悲しかった。

「ケガはない？」

「うん、いきなり割れたから、ちょっと切っただけ、私は大丈夫。それより屋敷に戻りましょう」

　初めて感じる禍まが々まがしい魔力。嫌な気配が漂っている。二人は自然に手を取り合い屋敷へ向かった。




　二人が裏口から屋敷に戻ると明かりが何度か点滅し、再び灯った。

「キャアーーーーッ！」

　鳴り響く悲鳴にお互いの顔を合わせる。

「あっちだ」

　レティシアは、走るリーンハルトの後についていく。しかし、彼の足が速くて追いつけない。

「ちょっと待って、リーンハルト危ないわ！」

　レティシアの言葉に、彼が足を止め振り返る。

「大丈夫、二度も殺されない。もっとも一度目は憶えていないが。それに俺が死んで、レティシアがまた自死しても困るからね」

　リーンハルトの言葉に目を見開く。

「なんで？」

「それ以外考えられないから」

　そう言うと彼は二階に駆け上がった。どのみち彼は気づいていたのだ。

　パーティー用のドレスは重く、討伐隊で戦っていた彼にはとても追いつけなかった。リーンハルトは前世の彼よりもずっと強い。だから、大丈夫だとレティシアは自分に言い聞かせた。




　レティシアが二階へ行くと、悲鳴を聞いた使用人たちが集まってきていた。オスカーや執事が各部屋へ戻るように指示を出している。

　そして、ミザリーの部屋の扉は薄く開き、淡い光が漏れていた。どくどくと心臓が脈打ち嫌な感じがする。まさか家で魔術を……。

（ミザリーに魔力がないとしたら、ニーナ？　でも、使用人は魔力判定を受けている）

　考えてもさっぱり答えは出ない。

　レティシアは右往左往する使用人の横をすり抜け、ミザリーの部屋にたどり着いた。部屋の中を覗こうとする。

「来ちゃダメだ」

　すでに部屋にいたリーンハルトが戸口にやって来てレティシアを止める。

「何があったの？」

　不安で声が震えた。隙間からなんとか覗き込むと、メイドのニーナがうつぶせで倒れているのが見えた。

「ニーナ？」

　そしてところどころ焦げている床。もう少し覗き込もうとすると止められた。

「いいからおいで、レティシア」

　リーンハルトに連れ出される。けっこう強引に腕を掴まれた。

「ちょっと何がどうしたの？」

　しかし、リーンハルトが答えることはなく、顔面は蒼そう白はくだ。

「それより、今日指輪が割れた以外に何かなかった？」

「何かって……」

「大事なことなんだ、レティシア。形見の指輪が割れる前に、何か異変はなかったか？　それになんであんな人目につかない場所にいたんだ？　たぶん俺じゃなければ見つけられなかった」

　彼の勢いに気け圧おされ、とっさにごまかそうとも思わなかった。

「パーティーがお開きになる少し前、アミュレットが砕けたの。それで、今日死ぬんじゃないかって。もしも死ぬのなら、屋敷の中よりも庭の方が人目につかないし。迷惑かからないかなと。エレインとアランの晴れの日だから、今日死んだと思われたくなかったの」

「お前、なんで黙っていたんだよ！」

　リーンハルトの鋭い視線を受け止めきれなくて、目をそらす。つい素直に答えてしまって後悔する。レティシアの腕を掴む彼の手に力がこもる。

　そう一人ぼっちで死ぬのが怖かった。だから彼が来てくれて嬉しかった。いつもそうやってリーンハルトには甘えてしまう。

「ねえ、リーンハルト、力強すぎ。腕が痛い」

　彼が慌てて手を緩める。でも離してはくれなかった。

「今、バートン先生と今日来ていた学園の研究者で現場保存と検証をしている。それとこれから王宮から役人と兵士が来る」

　ある予感があった。

「呪いなの？　ニーナ？　それともお義姉様が？」

「どちらかだ」

　絞り出すような声、つらそうな表情。恐らく呪いを発動したのはミザリーだ。彼はそれを知っている。

「お義姉様は無事なの？」

　レティシアが震える声で聞く。自分が当事者なのだから教えてほしいと思った。するとリーンハルトにぎゅっと抱きしめられた。

「大丈夫だから、レティシア」

　優しく背中をさすられた。そうしていると少し気持ちが落ち着く。繰り返しの中でリーンハルトが苦手なこともあった。でも一貫して彼だけは信頼できる。レティシアはゆっくりとリーンハルトの胸に頭を預けた。温かく大きな手がレティシアの頭をなでる。




　その後、結局レティシアはサロンへ連れていかれ、リーンハルトはミザリーの部屋に戻った。落ち着かない気持ちで紅茶を飲んでいるとエントランスの方が騒がしくなる。

　夜更けだというのに、官吏二人に憲兵二人、魔法師三人と騎士が数人来た。

　レティシアは魔法師と騎士に守られ、サロンに足止めされた。『呪い』の検証にはバートンにオスカー、リーンハルトも立ち会うという。




　今レティシアの周りには魔法師たちにより、結界が張られている。呪われたのはレティシアで決定だ。ミザリーの部屋にはレティシアの名前が刻まれ、レティシアの持ち物数点と髪の毛があったという。そういえば三日ほど前にリーンハルトからもらった羽ペンが消えていた。

　しかし、レティシアが生きているということは、なんらかの事情で呪いが失敗したということだ。失敗すれば、呪いは呪術者のもとに返ってくる。呪術者は無事ではないはずだ。

　自分がなぜ助かったのかさっぱりわからなかった。




　その後、レティシアは王宮内で秘密裏に保護されることになり、魔法師に守られ指定された敷地内から一歩も出ることが許されなかった。

　そんな中でレティシアは、家はどうなっているのだろうと心配した。

　事件から半月後、憔しょう悴すいしきったリーンハルトが王宮へ面会に来た。

「リーンハルト、大丈夫？」

「ああ。レティシア、少しやつれたな。きちんと食べているのか？」

　この状況で食事などほとんど喉を通らないし、やつれ具合なら彼もいい勝負だ。

「人のこと言えないでしょ？　家族は無事なの？」

　リーンハルトの口もとがゆがむ。

「生きているという意味でなら」

「そんな言い方しないで、元気かと聞いているのよ」

　彼がそんな言い方をするなんて悲しかった。

「父上も母上も大丈夫だ。気丈な人たちだから」

「お義姉様は？」

「まだ、彼女をそう呼ぶの？」

　鋭い語気に驚いた。レティシアはリーンハルトの手をそっと握る。いつもは温かい彼の手が熱を失っていた。

「落ち着いてリーンハルト。ゆっくりでいいから、今話せることを話してくれる」

「くそ、俺はレティシアから聞いていたのに」

　彼にループのことを言わなければよかったと胸が痛む。

「違う。私だって呪いだなんて確信はなかった。それに呪われたといってもあんな奇妙なこと普通起きないでしょう？」

「そうとは言いきれない。レティシア、ちょっと待って、今落ち着くから」

　そう言うとリーンハルトは目を閉じて深呼吸した。それから青い瞳を開いた瞬間、彼はいつもの彼で。

「もうとっくに過ぎているけれど、レティシア、二十歳の誕生日おめでとう」

　淡く笑みを浮かべた。初めて見る表情。いつの間にかまた大人になってしまったのだと思った。

（やっと二十歳になれたのに、思っていたような解放感も喜びもなくて、新たな悲しみが待っていた）




　リーンハルトが面会に来た日、レティシアは王宮で聞き取り調査を受けた。その席にはバートンもいたので少しほっとする。聞き取りは厳しいものではないが、ループの話を何度もさせられて疲れを覚えた。

　彼らは、どうやってレティシアが呪いから免れたのか、その一点に興味があるらしい。

　事前に砕けたアミュレットと形見の指輪を提出した。壊れていても指輪は手放したくなかったが、リーンハルトの強い勧めがあって渡すことにしたのだ。

　その後も数日にわたり王宮に留め置かれた後、再び聴取に呼び出された。

　しかし、実際に行われたのは聴取というより確認で、その場を代表してバートンが事件の経緯を説明してくれた。

「まず、アミュレットは呪法が始まった時に砕けたと思われる。その後術式が展開され、結果的に呪いは発動された。それが原因でこの指輪が割れたと推測している」

「母の形見ではありますが、それはただの指輪です」

　レティシアにとっては宝物だが、ほかの者から見れば美しくもなく薄汚れた指輪だ。

「いや違うよ。レティシア、これはミスリルで作られたアーティファクトだ。平たくいえば、昔の貴重な魔道具だ。この国で黒魔術による呪殺が横行していた頃、所持者の身を守る目的で作られたものと推測される。残念ながら、この技術はもう残っていないがね」

　ミスリルは大変希少な金属だし、加工も難しいとレティシアも知っていたが、それほど貴重なものだとは思ってもみなかった。レティシアは驚きに目を見開いた。

「それが？　ミスリル……」

　あまりに希少だったから、孤児院では誰もその価値に気づかなかったということか。

「ああ、役目を終えて力を失ってしまったけれどね。指輪の能力の発動条件は呪いによる君の死だったのか、呪いか君の死かのどちらか一方なのか、どれに反応したのかはわからない。君の実父はシュミット家の遠縁のミュラー侯爵家の出だ。あそこは代々素晴らしい魔道具を作る光魔法師を輩出していた。今は代替わりをしてしまったけれどね」

　実父が捨てた生家など、今まで興味もなかった。

「だが、君が助かったのはそれだけが理由ではないだろう。経験した者として呪いについて何か考えがあったら聞かせてほしい」

「考えというほどのものはありませんが、ただ思うのは前の人生でリーンハルトが私の代わりに殺されてしまったんです。私はその後すぐに自死しましたが、その時死ななければ恐らくそのまま生き続けることができたと思います。つまり誰かが犠牲になることで助かるのかと。勝手な憶測ですが」

　嫌な考え方だと思う。しかし、本能的にこれが正解だとわかっている。

「そう。君は正しい。それが呪いから抜け出る方法だ。サクリファイス。呪いはかける方も解く方も生いけ贄にえがいるということだ」

　呪いは解く方法があったのだ。サクリファイス、その言葉に怖気が走る。

「君はなぜ光属性を持つ者が少ないのか、わかるかい？」

　話が想像もしない方向へ行き、レティシアは横に首を振る。

「いえ」

「呪いを受けた者の身代わりになれるのは、光属性を持つ者だけなのだ。彼らが心からその人のために尽くそうと思えば、代わりに呪いを受けることができる。この方法は、呪いを受けたある王族の代わりに亡くなった女性から広まったと言われている」

　背筋がぞくりとした。リーンハルトも光属性を持っている。

「その昔、この国でも呪いが横行した時期があった。しかし、誰かの身代わりになって死のうという者はそうそういない。それこそ呪われた相手が、自分の子供や恋人だとしてもね。そこである術式が考案された。それは犠牲の精神がなくても光属性さえ持っていれば、生け贄となれる悪魔的な術式」

「そんな……ひどい」

　レティシアは怯えた。

「大丈夫。今ではその術式は永遠に失われた。あまりにも非人道的だからね。それに呪殺にも重い刑が科せられるようになった。それはこの国だけでなく他国でもね。しかし、呪いが横行していた頃には頻繁に使われた。そのため光属性を持つ者が激減したんだ。そして呪殺を試みる者も摘発され次々に処刑された。もちろんこの事実は公にはされていない。歴史的にも隠されている。この国の機密事項だから、君も絶対に口外することのないように」

　陰惨な歴史で聞いているだけで気がめいってしまう。

「それでね。我々というより、君の義弟のリーンハルトが仮説を立てた。君がなぜ呪いから逃れられたのか」

「仮説ですか？」

　今回死なずに済んだが、レティシアにとっては何がなんだかわからない。指輪は毎回同じものだし、アミュレットに関しては前世より、少し性能が上がったくらいだ。

「自己犠牲だよ。前世のリーンハルトは君のために犠牲になった。しかし君はそんなリーンハルトを生かそうとして自らを犠牲にした。呪いに打ち勝つ方法は誰かを救おうという無私の犠牲と光の魔力。今回、君は呪いがかかる前に、すでに呪いをはねつける力を得ていたんだよ」

「えっと……」

　レティシアの頭はこんがらがった。

「簡単にいえば、君は君自身を生け贄にして助かったんだ。前世で君はリーンハルトを生かす道を選び、結果的にそれが今世で自身を救ったんだ」

　あの自死はレティシアの時が戻っても有効だったということなのだろう。嫌な考えだが、生け贄の人数は合っている。

「そんな……。では時が戻ったのは」

「それは、君の持っていた指輪がそういうアーティファクトだったのだと思う。それと君の実父母の思いが込められていたのかもしれない。君がループしていたのか、それともアーティファクトの見せた夢なのか、我々にも真相はわからないのだ。

　しかし、これは君が本当にループしていたという前提に立っての検証だし、私もそう信じている。ただひとつ言えるのは君の周りには君を守ろうとする者がいて、君もそれを命懸けで守った。レティシア、君は強力な光属性の魔力を持っている。だから起こせた奇跡だと、そう結論づけるしかない」

　だとすると、前回で死のループは終わっていた。それなのにレティシアは無駄な動きをしてリーンハルトを傷つけたことになる。全身から力が抜けていくような気がした。




　リーンハルトが迎えに来た。レティシアは義弟と一緒に馬車に乗る。久しぶりに家に帰れるのは嬉しい。

　彼の表情に疲れが見える。リーンハルトは、少しは眠れているのだろうかと心配になる。

「リーンハルト、ごめんね」

「どうして、レティシアが謝るの？」

　驚いたようにリーンハルトが言う。

「あなたのこと嫌いなふりをして」

「それはもう済んだことだろう。理由だってわかっている。それより、謝らなければならないのは俺たちの方だ」

　せっかく会えたのに、馬車の中は重い雰囲気に包まれた。




　久しぶりに帰る実家では、義父母に玄関ホールで出迎えられた。両親と会うのはひと月ぶりである。

「レティシア、つらい思いをさせてすまなかった」

　オスカーはひと回り小さくなってしまったかのようにやつれている。

「ごめんなさい。あなたの苦しみに気づかなくて母親失格ね」

　オデットも悲しみに暮れていて、憔悴しきっていた。

　レティシアを大切に育ててくれた両親に揃って頭を下げられた。彼らがどれほど苦しんでいるかが伝わってくる。今まで義父母は事件の聴取や対応で大変だったようだ。彼らは厳しい取り調べを受け、レティシアとの面会も許されなかったらしい。

「いえ、お義父様とお義母様のせいではありませんから、やめてください」

　そんな言葉がすんなりとレティシアの口から出た。彼らを恨むなどお門違いだ。リーンハルトも自責の念を感じているので困った。だいたい呪いだのループだの、話が荒唐無稽すぎる。いったい誰がそれに対して備えができるというのだろう。

　しかも呪殺など彼らにしてみれば遠い昔の話だ。

　レティシアにとってミザリーは許しがたい相手だが、彼らにとっては大切な実の娘。どれほどつらいだろう。レティシアはそのことを思いやった。




　現在の状況はサロンでオスカーから聞くことになった。テーブルに茶とレティシアの好きな菓子が並ぶが手をつける気になれなかった。

「ミザリーは、アランとエレインの結婚パーティーの日に部屋に戻った後、呪いの術式を始めたんだ。たぶんそれはレティシアのアミュレットが砕けたのと関係がある。そして、ニーナは生け贄のひとつとして使われた」

「そんな、どうして？」

　ニーナとミザリーはどのループの人生でもいつも一緒にいた。それなのに、なぜそのような惨いことをするのだろう。

「ミザリーとニーナの間にはいびつな主従関係があった。ニーナはミザリーに同調し、取り込まれていたんだろう。呪いは多くの生け贄を必要とするらしい。二人は呪いのために多くの動物の命を生け贄として奪っていった。ミザリーにとっては最後の生け贄がニーナだったんだ。だが、ニーナはそれを知らされていなかったのだろう。抵抗の跡があった」

　オスカーが感情を交えず淡々と語る。あまりにも悲ひ惨さんな話に、レティシアは身震いし、ニーナを哀れに感じた。二人は仲がよかったわけではないのだ。ニーナもまたミザリーに利用されていた。

「それで、ニーナは無事なのですか？」

「一命だけは取り留めた。ただ精神が錯乱し今は王都近郊にある隔絶された施設にいる。恐らく一生出るのは無理だろう。それにニーナも呪いに加担していたことは確かだ。ミザリーに一方的に利用されていたわけではない。夜更けに呪いは完成するはずだった。だが、それは……レティシアも聞いたと思うが、呪いの失敗は呪術師に返ってくる」

　ミザリーがどうなったのかは聞いている。彼女も一命を取り留めたが、廃人となった。そして今牢獄につながれている。

　レティシアがループ前に冤罪で入れられたバテスチ牢獄だ。

「今後、ミザリーはどうなるのでしょう？」

「本来なら死刑だが、投獄されて研究対象となる。その後、秘密裏に処分されることになるだろう」

　義父は落ち着いた様子で語るが、彼の苦悩がひしひしと伝わってくるようにレティシアは感じた。

　今回の呪殺未遂事件は世間に広がることはなく、国の上層部とひと握りの研究者たちの中で共有されることとなった。もちろんシュミット家の名は伏せられている。

「それから、レティシアは知らなかったと思うが、ミザリーは実子ではないんだよ」

「え？」

「私の友人のドーソン男爵家の娘なんだ」

　レティシアはこのオスカーの言葉に、リーンハルトを振り返る。彼が静かにうなずいた。

　オスカーは金髪に青い瞳で、オデットは金髪に緑の瞳。ミザリーは金髪に薄茶の瞳。言われてみればミザリーは美しい容姿だが、リーンハルトと似ているようで似ていなかった。

　当時から、彼女は養女ということを隠したがり、リーンハルトも絶対に言わないように約束させられたという。だから、ミザリーが養子だということはオスカーの親しい友人しか知らないとのことだ。

　細かいことはバートンたち研究者と共に検証に立ち会ったリーンハルトから聞くことになった。しかしその前にミザリーに会いたいとレティシアは希望した。




　二週間後、ミザリーとの面会の許可が下りた。

　リーンハルトとレティシアは今牢獄に向かっている。馬車によどむ重い沈黙をレティシアが破った。

「あなた、私に付き合っていて大丈夫なの？」

　あの事件から一か月以上が過ぎている。学園も職も大丈夫なのだろうか。

「レティシアを一人で行かせるわけにいかないだろう。因縁の場所だし」

　馬車は堅牢で陰鬱なバテスチ牢獄に入っていく。

「ここらへん、覚えているわ。懐かしい」

　重い空気に耐えきれず、おどけたように言う。

「強がりはいいから」

　リーンハルトが痛ましげな表情をする。

「そんなことないよ」

　かえって気を使わせてしまった。

「どうしてミザリーに会いたいんだ。彼女に会っても恐らく話は通じない」

　彼はレティシアを心配しているのだ。

「わかってる」

　ミザリーは呪術の失敗で多くの記憶を失い、幼児返りしてしまったと聞いている。




　馬車を降りた二人は厳重な門をくぐり、看守に案内され長く陰気な廊下を歩く。

「私がいた塔とは違うわね。ずいぶん厳重」

「闇の魔力が断続的に漏れているから、一番厳重な牢屋にいる。それから術が使えないように拘束されているから」

　リーンハルトは何度か面会し、オスカーもオデットも訪れたという。しかし、彼女は誰のことも覚えていなかった。

「ねえ、ミザリーってあなたが何歳の時家に来たの？」

「俺が四歳の頃かな。彼女の希望で養子縁組の件は伏せられたんだ」

「たった六歳の子供がそれを希望したの？」

　リーンハルトがうなずく。

「それから、ミザリーは髪の色を染めていた。気づいた母上に、ミザリーは金色が均一ではないから染めていると言っていたそうだ。今はずいぶん容姿も変わったから驚かないでね」

　看守に案内されて、魔法師が番をしている檻おりの前に着いた。

　独房の中央にある大きな椅子に座らせられた女性を見てレティシアは驚愕した。

「髪の色……」

　下の方は染めた金髪が残っていて、付け根は白髪の中に黒髪が入り交じっていた。レティシアはハッとして隣にいるリーンハルトの腕を掴む。彼はつらそうな表情を浮かべていた。

「ミザリー」

　リーンハルトが、うつむいたミザリーに声をかける。ゆっくりと頭をもたげた彼女の顔は、老婆のようにしわが刻まれていた。しかし、その表情はまるで童女のようで。レティシアは恐ろしくて後ずさりした。

「リーンハルト。来てくれたのね」

　何度か来ているリーンハルトのことは憶えていたようだ。ミザリーが子供のような笑みを浮かべ、舌足らずにしゃべる。しかし、その声はやはり老女のようにしわがれていた。

　呪殺に失敗した彼女は、死ぬ代わりに老化し大半の記憶を失っていた。

「ああ、こんにちは」

　リーンハルトがこわばった笑みを浮かべる。ミザリーがしわの刻まれた落ちくぼんだ目をレティシアに向けた。その視線はどろりとしたねばっこいもので。

「ねえ、リーンハルト、その女、何？」

　声に含まれる憎悪にぞくりとする。

「私は、レティシア。今日はあなたに聞きたいことがあって来たの」

「いや、お前とは話さない！　リーンハルトがいい」

　ミザリーは子供のように膨れ、横を向く。それからリーンハルトに再び視線を戻す。

「ねえ、リーンハルト、私とその女どっちが綺麗？　どっちが好き？」

　ガチャガチャと拘束具を鳴らし、ミザリーが身を乗り出し興奮し始めた。レティシアはミザリーの質問に背筋が凍る。

（これが本音なの？　それとも狂っているの？　ミザリーはもしかしてリーンハルトに執着していたの？）

　レティシアの中で、ミザリーにぶつけたい言葉はたくさん心に渦巻いているのに、何ひとつ口にできなかった。

　ミザリーの様子にリーンハルトがため息をつく。

「話にならないな。レティシア、嫌な思いをするだけだ。帰ろう」

　リーンハルトが退出を促すようにレティシアの背を押す。

「ねえ、レティシアっていうの？　なんでリーンハルトと一緒にいるの？　ここから出して、私がその女の代わりになってあげる」

「ミザリー、何を言っているの？」

　レティシアが驚いてミザリーに問いかける。

「馬鹿ね。私があんたになるのよ。そんなこともわからないの？」

　ミザリーがレティシアを睨みつける。二人の目がかちりと合った。彼女の瞳の中に一瞬正気の色が浮かぶ。

「あなた話が通じるの？」

　レティシアが問うと、ミザリーが突然ケタケタと狂ったように笑い始める

「レティシア、行こう。彼女は悪態しかつかない。ここにいても不快になるだけだ」

　リーンハルトがレティシアの腕を掴んで、牢の前から離そうとする。

「そいつが消えればいいのに。リーンハルト、代わりに私を連れてってよ！」

　ミザリーが立ち上がろうと拘束具を鳴らし叫ぶ。

「どうして私が消えれば、いいと思うの？」

　相手が正気ではないとわかっていても、聞かずにはいられなかった。

　ふとミザリーから表情が抜け落ちて、彼女は激しく首を振る。

「邪魔だから！　存在自体が邪魔。銀髪と紫色の瞳が嫌いだなんて、めそめそ泣いて。私がうらやましいですって？　あんたいったいなんなのよ？　貴族の色を見せびらかして、自慢して！」

　レティシアは唖然とした。

「どういうこと？」

　予期していなかったミザリーの言葉に戸惑いを感じる。

「あんたが、あの家に来なければ、私は今リーンの横に立っていたのに。恨めしい」

　ミザリーのねっとりとした視線としゃがれた声が、レティシアの体にまとわりつくようだ。

「まさか、それで私を殺してきたの？」

　レティシアの中でいくつものループの記憶がよみがえる。

「ニーナがしくじりさえしなければ、私はあんたになれたはずなのに！」

　レティシアは恐怖のあまり凍りついた。

「嘘でしょう……」

　震える声でつぶやくレティシアを見て、ミザリーがにたりと笑う。

「そうだ、レティシア。あなたの分もお茶を用意して待っているわ」

「え……」

　ふいにレティシアの目の前が暗くなり、心臓がドクンと脈打つ。それを合図に息苦しくなり、たまらず膝をついた。

「レティシア、どうした？　しっかりしろ！」

　ふらつくレティシアをリーンハルトが支える。

「やだ！　リーン、そんな下げ賤せんな女に触れないで！」

「いい加減にしろよ。狂人のふりをし続けていたのか？　ほんとは日に何度かは正気に戻っているのだろ。レティシアをこれ以上傷つけることは許さない」

　レティシアをぎゅっと抱きしめ、リーンハルトが鋭い目でミザリーを見据える。

「嫌だ。やだ、やだ、やだ！　離れてよ！」

　ミザリーは叫んだ後、奇声を発し、体を激しく震わせる。闇魔法の気配が急速に膨れ上がった。

　すぐに魔法師たちが集まり結界を張りなおす。レティシアとリーンハルトは早く退出するようにと促された。

　リーンハルトに抱きかかえられて、レティシアは牢獄を出た。

「ミザリーは、私の何がそれほど気に入らないの？」

　憤りとやるせなさを感じる。レティシアが死を回避しようといくら努力を重ねてもすべては無駄だったのだ。

「落ち着いて。レティシア、それより、最後にミザリーが言っていた言葉はなんだ？」

　いつも力強く輝いているリーンハルトの青い瞳が不安に揺れている。

「あれは……。ミザリーが私のいまわの際に残す言葉だったの。どうして今まで思い出さなかったのかしら」

　レティシアはつらい頭痛と吐き気に表情をゆがませる。リーンハルトがレティシアの手をぎゅっと握った。

「すっかり冷えている。レティシアかわいそうに。本当に今まで気づかなくてすまない」

　そう言ってリーンハルトはレティシアを抱きしめた。彼の持つ体温が伝わってくるようで、レティシアの震えは徐々に収まっていった。

　家族が皆苦しんだというのに、こんな結末は悔しいと思う反面、レティシアは自責の念も感じていた。

「違う。私が間違えていたの」

　完璧で優雅で、美しいミザリーが、色なしと孤児院でいじめられていたレティシアをうらやんでいただなんて、思いも寄らなかった。それともただの狂人の戯言だろうか。




　その日は牢獄のそばに宿を取った。二人は、宿の人けの少ない食堂で軽く食事をしながらポツリポツリと会話した。

「不思議なのよ。私は十三歳に戻って何度か人生をやりなおしたけれど、そのたびに私の人生は違って。最初の方はひどいものだったわ。周りに散々迷惑をかけて、人様に恨みを買って。呪い殺されても仕方ないのかも」

「それは違うよ、レティシア。迷惑をかけたのかもしれないけれど、だからって殺されていいことにはならない」

「ありがとう……」

　レティシアはリーンハルトの言葉に弱々しく微笑む。

「殿方に愛想のいいレティシアなんて想像もつかないけれど」

　彼が苦笑する。

「あなたにはとても怒られたわ。そして、ミザリーが止めに入ってあなたは去っていった。その直後、私は階段から突き落とされたの。背中を押したのが、ミザリーかニーナかはわからないけれど」

「それについては呪いだけではなくて、突発的なものもあるかもしれない。まあ、ミザリーとニーナは、レティシアを恨むことで団結していたんだろう。ループごとにレティシアが変わっているように、ミザリーも変化するのだと思う。その時々によって術式の知識も変わってくる」

　彼の言う通りなのかもしれない。

「そうよね。一度目のループでは、直接背中を押されて階段から突き落とされたわけだし」

　ふとリーンハルトの瞳に痛ましげな色が浮かび。レティシアは慌てて口をつぐんだ。

「毎回、なんらかの方法で二十歳まで生きられないようには呪われていたのだろうが、いつも今回のような大規模な呪術を行っていたのではないんじゃないかな。推測ではあるけれど」

　彼と話していると少しずつ落ち着いてくるから不思議だ。

　レティシアは食欲がないながらも目の前にあるパンケーキをひと口食べた。

「そうね。でも私二度目以降のループについては、恨まれるようなことをした覚えがないのよ。なるべくミザリーと接点を持たないために魔法師学園に通うことにしたんだもの。リーンハルトのおかげで入学できたのだけれど。それなのに毒入りの菓子で殺されたの。ご丁寧に私の友人役まで仕立てて」

「それは違うと思う。菓子に毒は入っていなかったんじゃないかな」

「え？」

「恐らくそういう呪い。ミザリーからの手紙を読んだ瞬間発動したんだ。手紙の中に呪いが発動するようなキーワードがあった」

　思い当たる節があるのでレティシアはうなずいた。

「それならば、私は無実のマリーナを疑っていたのかしら」

　繰り返しのなかで彼女を拒絶してしまったので、胸が痛む。

「それはないと思う。マリーナとニーナは、ミザリーが呪いを行うための媒介者だ。ミザリーに植えつけられた強い負の感情を持っていたんだろう。行動も不自然だ。今世で呪いが大規模になったのは、前世のトレバー氏のように操りやすい人間がレティシアの周りにいなかったのだと思う」

　確かに今回レティシアの周りに常にいたのは、エレインにアランそれにリーンハルト。善良で、おおよそ負の感情とは無縁の人ばかりだ。それならば、トレバーは心に大きな闇を抱えていたのだろうか。今では知る由もない。これからも彼に近づくことは絶対にないだろう。

「それから後のループでも、極力ミザリーとは接触しないようにしたのに、恨まれて呪われて」

　レティシアとしては、やるせない思いだ。

「今回でミザリーは返り討ちにあったけれどね」

　リーンハルトが淡々と言う。しかし、きっと複雑な思いを抱えているのだろう。レティシアとしてもどうにもすっきりしなかった。

「原因が髪と目の色？　自慢した覚えはないわ。今だって、あなたの金髪がうらやましいもの」

　レティシアの言葉にリーンハルトが小さく咳せき払ばらいをする。

「レティシアの銀髪や紫の瞳が、とびきり美しいと思う奴だっているだろ」

「いいわよ、そんな気を使わないで。それより気に入らないっていうだけで、あんなリスキーなことをするとは思えないわ」

「俺は十分ありえると思うけれど。人を憎悪するのに理由などないと思う。恨まれた側は、なぜ自分が恨まれたのか知りたいだろうけれどね」

　リーンハルトも食欲はなさそうで機械的にサラダを口に運んでいる。

「私は、自分の納得できる理由をミザリーの口から聞きたかっただけなのかもしれない。でもどうして十三歳に戻ったんだろう」

「それはアーティファクトの能力によるものだろう。戻る時間を選んでいるわけじゃない。決まっているのだと思う」

　レティシアは十三歳以前を思い出す。

「十三歳より前ならば、私はミザリーにべったりくっついていたわ。家族ともうまくいかなくて、彼女だけが私の味方だと思い込んでいた。でも髪や瞳の色が気に入らないのなら、その時すでに恨まれていたのよね」

　リーンハルトが微かに首をかしげる。

「そこなんだよね。確かにレティシアは警戒心が強かったけれど、来たばかりの頃は俺とうまくいきかけていたんだ。それが急に様子が変わってしまった」

　そう言うと彼は洗練された所作で、ナプキンで口もとを拭う。懐から箱を出すとそこから美しい石を取り出した。

「何それ？」

「ちょっと手を出して」

　リーンハルトに言われるままにレティシアが手を出すと、手のひらに白く月のような色をたたえた丸みのある石をのせられた。リーンハルトが石をのせたレティシアの手を包み込む。

「どうしたの、急に？」

　どきりとしてレティシアは赤くなる。

「いいから。今からレティシアの抑圧された記憶を見に行くんだ。この石が手助けになる。魔道具なんだ。アミュレットみたいなものだよ。バートン先生から借りてきた」

「よくわからないけれどやってみる」

　レティシアは首をかしげつつも、言われるままに石を握りしめた。

「目を閉じて、手のひらに意識を集中して」

　リーンハルトの言葉に耳を傾け言われた通りにする。すると手のひらの石が温かくなってきた。

「パーティーの夜、噴水の前で言ったこと覚えている」

「うん」

　覚えている。パーティー後のいい思い出だ。束つかの間まだったけれどリーンハルトと二人で楽しかった。

「レティシア、もう一度思い出してみてくれ、子供の頃のこと」

　目を閉じて石の温かさに集中していると、ふわりと靄がかかる。その先に幼い頃の記憶が流れ始めた。家族との初めてのお茶の時間。そう、たしかリーンハルトはあの時……自分の分のお菓子を分けてくれた。

「あなた、私にお菓子をくれたわ」

「それから？」

（嬉しかったのに恥ずかしくて『ありがとう』のひと言が伝えられなかった）

　幼さをまだ残すリーンハルトが屋敷の中を案内してくれる情景が見えてくる。

　二人は毎日一緒に広い屋敷の中を探検するようになった。レティシアは天井の高さや美しい装飾に目を見張る。リーンハルトが『迷子になるから』と言って手をつないで歩いてくれた。下町育ちのレティシアは美しい芝生や樹木、きちんと手入れされた花壇が珍しかった。

　そして古い池の前へとやって来る。リーンハルトが嬉しそうに青い瞳を煌めかせレティシアを振り返った。

『レティ、人に見せびらかしちゃダメって言われているから、父上と母上には言わないで、僕たち二人だけの秘密だよ』

　そうささやいて、池の水を波立たせ、噴水を見せてくれた。レティシアは陽光を受けてきらきらと輝く水滴がとても美しかったことを覚えている。

　それからさらに記憶が遡り、レティシアが初めてシュミット家に来た日の情景が浮かぶ。
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「僕の名前はリーンハルト。よろしくね。レティシア」

「リーンハルト、レティシアはお前の姉になるんだよ」

　オスカーがリーンハルトに言う。

「それじゃあ。レティシア姉さんになるのかな？」

　そう言ってにっこりとレティシアに笑いかける。金髪碧へき眼がんの天使みたいに綺麗な男の子が手を差し出す。

　レティシアは彼に挨拶しようとしたけれど、気おくれしてうまく言葉が出なくて、もじもじと後ずさる。

「リーン……」

「え？」

　孤児院ではレティと呼ばれていた。

「……レティ」

　レティシアのか細い声を拾ったリーンハルトがにっこりと笑う。

「わかった。レティ、僕のことはリーンでいいよ」

　後ずさりするレティシアにかまわず、リーンハルトはすたすたと近づいてきて彼女の手をぎゅっと握り、嬉しそうにほほ笑んだ。ものおじしない少年が少し怖かった。でも握る手は温かくて安心できる。「そう呼ばれたのは初めてだけど、悪くないね」という言葉もまた、彼女を優しく包み込んだ。




　日に日にリーンハルトと遊ぶことが楽しくなっていた。とても優しくて親切な義弟。彼はいろいろなことを知っていて、楽しい話もしてくれる。字が読めないレティシアのために絵本も読んでくれた。

「早く、リーンみたいにご本が読めるようになりたい」

「レティ、焦らなくても大丈夫」

　そう言ってまだ幼いリーンハルトが微笑む。

「ねえ、私が、字が読めるようになっても、リーンはこうしてご本を読んでくれる？」

　母は字が読めなかったので、絵本を読んでもらうのは初めてだった。

「うん、もちろん」

　その日から字を教えてくれるようになった。彼はレティシアがいた孤児院の先生や子供たちのように意地悪ではなく、いつも笑っていてとても親切だ。それに家庭教師の先生よりもずっと優しかった。そのせいかリーンハルトに字を習った方が覚えやすいのだ。

　だから、明日も楽しみだった。リーンハルトと噴水の前で遊ぼうと約束していたのだ。彼の勉強が終わるまで、そこでずっと待っていようとレティシアは決めた。

　その日の晩、レティシアが布団に潜り込んだ頃、突然ミザリーがやって来た。彼女の横にはメイドのニーナも一緒にいる。

　レティシアは眠い目をこすった。

「ねえ、レティシア、あなたにしつこくされてリーンハルトが困っているわ」

「え？」

　なんのことかわからなくて、レティシアはぱちくりと目をまたたく。

　ミザリーが悲しそうにレティシアの手を握る。

「私の弟は、お父様とお母様から頼まれて、仕方なくあなたと遊んでくれているのよ」

「そんなことないもん。リーンは私に綺麗な噴水を見せてくれるわ」

「え？　あなた、何を言っているの？　字も読めないけれど、言葉も不自由なの？」

　不思議そうにミザリーが首をかしげる。

「だから、リーンは……」

　そこでリーンハルトに『秘密だよ』と言われたことを思い出し、レティシアは慌てて口をつぐんだ。

「ねえ、ニーナも聞いたわよね。リーンハルトがレティシアを嫌がっているの」

「ええ、孤児院育ちの文字も読めないような子が義理の姉だなんて恥ずかしいとおっしゃっていました。でも仲よくしなければならなくて、とてもおつらいと」

「嘘、嘘よ！」

　そんな馬鹿なことがあるわけないと、ぽろぽろと涙を流しレティシアが叫ぶ。ミザリーが、同情を込めてぎゅっとレティシアを抱きしめた。

「お父様とお母様から聞いたわ。あなたはとても卑しい生まれで、育ちまでひどいって。リーンハルトも姉弟になるのは耐えがたい屈辱だって言っていたの。でもそんな者に施すのも貴族の務めだから我慢しなければならないと」

　レティシアはミザリーの腕の中で、ショックに震えた。耳を塞いでしまいたいと思いながら。しかし、ミザリーの言葉は延々と続く。

「それにあなたは食べ方も汚いから同じ食卓を囲むのはつらいって。食欲がなくなるそうよ。かわいそうなレティシア。でも私は彼とは違うわ。いつでもあなたの味方よ」

　そう言ってミザリーはレティシアの涙をふき、愛おしげに頭をなでる。

「みかた……」

　レティシアは呆然としてつぶやく。

「そう、たった一人の味方よ。文字なんて読めなくていいじゃない。マナーなんて気にしないわ。大丈夫。私はあなたとずっと一緒にいるから。私だけが悪い人たちから、あなたを守れるの。それでね、リーンハルトは家族でもないあなたがリーンと呼ぶのはおかしいって。それから、分不相応で図々しい貧民の……」

　ミザリーの口からひと晩中紡がれる言葉に、目の前が絶望と悲しみで真っ黒になる。

（もう、やめて！）

　レティシアは慟どう哭こくした。




◇




「レティシア！」

　体を揺すられ、名を呼ばれた。そこでレティシアは悪夢から覚めた。次から次に傷ついたつらい記憶がよみがえってくる。

「大丈夫か？　一気に思い出さなくていいから」

　そう言ってリーンハルトがハンカチで優しく涙を拭ってくれる。彼の青い瞳は不安に揺れ、触れる手は温かく、声は思いやりに満ちていた。

「私、私ったら、ごめんなさい。あなたに確かめもしないで、ミザリーの言うことを鵜う呑のみにしてしまった」

　そう語るレティシアの声は震える。

「違うよ、レティシア。それは精神操作をされたんだ」

「え……」

　レティシアは呆然とする。

「今まで、思い出せなかっただろう？　わざとひどく相手を傷つけ強い負の感情を植えつけるんだ。記憶を抑圧するほどの……」

　ぎゅっとリーンハルトに手を握られる。

「レティシアは悪くない。文字が読めないことやマナーを知らなかったこと。そのコンプレックスを刺激して、家族から孤立させたんだ」

　リーンハルトはそう言ってくれる。

「でも、それ、かからない人はかからないよね。だから私は」

　十三歳以前の自分は、オスカーもオデットもリーンハルトも傷つけた。

「違う。あの時のレティシアは孤独で傷ついていた。それを利用されたんだ。だから悪くない。それよりもミザリーやニーナの様子に気づかなかった俺たちが悪い」

　リーンハルトはきっぱりと言いきった。その瞳には悔恨の色が浮かんでいる。

　義父母も義弟もそんなふうに思ってレティシアに謝罪したのだ。

「なんてこと……。あなたたちは誰一人悪くないから、そんなふうに言ってほしくない！」

　レティシアは少し泣いてから、お茶を飲むと気持ちが落ち着いてきた。

「ねえ、リーンハルト。どうして精神操作を受けているって気づいたの？」

「違和感があったから。それに子供の頃もおかしいとは思っていた。前日まで仲よく遊んでいたし。だいたいレティシアと仲よくなるのに、二週間近くかかった。幸いレティシアは甘いものをあげるとすぐ懐いたけれど」

「その言い方やめてよ」

　レティシアが赤くなるとリーンハルトがクスリと笑う。実際、彼はおやつをよく分けてくれていた。姉弟なのだから、普通逆だと思う。

「あの頃は俺の勉強が終わるのを待っていて可愛かった。ドアを開けると待ちくたびれたレティシアが廊下でうたた寝していたこともあったな」

　おぼろげながら覚えている。あの時は『レティ、風邪引くよ』と頭をなでて起こされた。そして次からは『勉強が終わるまでおとなしく待っていてね』と部屋の中に入れてくれた。

「ちょっと、ほんとにもういいから」

　仲がよくても悪くても、結局子供の頃からリーンハルトに面倒をかけているようで、恥ずかしくなった。

　レティシアが真っ赤になってうつむくと、リーンハルトがコホンとひとつ咳払いをする。

「言い訳になるから、あまり言いたくはないんだけれど。討伐隊に参加した時、実は前日ではなく、もっと前にレティシアに言うつもりだったんだ。父上と母上に言われて俺なりに考えて。ところがミザリーに言われたひと言で黙っていることにしたんだ。そんなことは初めてだ。今までたいして考えもせず急に気が変わるなんてことあまりなかったから」

「そうだったのね」

　確かに彼は気まぐれとはほど遠い性格だ。子供の頃から情緒も安定している。

「後からずいぶんと悔やんだ。それから、討伐隊でレティシアのループの話を聞いて、こっちに戻ってから調べ始めた。臨時だけれど王宮に職を持っているから、けっこう深い書庫まで入っていけたんだ」

「リーンハルト、調べてくれていたの？」

　リーンハルトが苦笑する。彼はまた今世でもレティシアのために、黙って骨を折ってくれていたのだ。

「調べたわりには後手に回った。どうしてもループの説明がつかなくてね。まあ、結局アーティファクトが原因だってことになったけれど」

　リーンハルトが紅茶をひと口飲む。もう冷めていることだろう。

「うん、とりあえずはループから抜けてよかった。実際困ったのよ。ミザリーに陥れられたり殺されたりするから、次戻ってきたら仕返ししたいと思うのだけれど。でもその時のミザリーは私を殺したいほど憎んでいるのかわからないし、まだ罪を犯していないし。これから罪を犯すかもわからなくて」

　するとリーンハルトがクスリと笑う。

「レティシアらしいな。ミザリーは、ただ単に居場所を取られると思ったんじゃないか？　普通ならば、嫉妬で終わるところを彼女はたまたま闇属性が強力だった。そのため、コンプレックスや心に傷を持つ人間を思うままに操ってしまった。それにうちにはたくさんの魔術書が置いてあるから、いくらでも勉強ができる」

「それはそうだけれど、前世であなたは、ミザリーは魔力持ちではないと言っていたわ」

　レティシアはそのことに違和感をいだいていた。

「レティシアとそんな話までしていたんだね。そのことについては後で説明するから、話を戻すよ」

　レティシアはうなずいた。リーンハルトがそう言うのだから、まだ話は続くのだろう。

「うん、わかった。つまり、ニーナやマリーナも心を操られていたということよね」

「そういうことになるけれど。父上が使用人に聞き取り調査をしたところ、ニーナは自分のことを没落貴族の娘だと言っていたそうだ。だから本来ならば、自分もお嬢様なのだと」

　そのような話は初めて聞いた。

「え？　そうだったの？　だから孤児院から来た私が気に入らなかったのね」

　彼女はレティシアの指示をあまり聞いてくれなかった。

「いや、違う。雇う前に身元は調べている。もともと見栄っ張りで、虚言癖があったそうだ。だが、ミザリーのお気に入りだったからメイドたちは何も言えなかった。いずれにしてもレティシアもわかっただろう？　心を操られ人を殺そうとする人間もいれば、ひがみで済む人間もいる。もともとないものは増幅できないんだよ」

　リーンハルトの言葉にぞくりとした。

　だとしたら、最初の人生でレティシアが浮気するトレバーに腹を立てながらも殺さなかったから、代わりに冤罪をかけられたのだろうか……。

「なんだかミザリーが化け物みたいに思える」

　今さらながら、恐ろしくなる。最初からレティシアがかなう相手ではなかったのだ。

「俺もそれは一緒だよ。ただ、ミザリーはレティシアになりたかったんだと思う」

「本人もそう言っていたわね。なんというか、ほかの誰かになりたかった？　でもなんで私？」

　リーンハルトがふっと笑う。

「それでレティシア、これからどうするの？　もうしばらくは休んだ方がいいと思うが、また教会で働くつもり？」

「私のことはいいの。それより、あなた休みすぎじゃない。専科の方とか王宮の方とか大丈夫なの？」

　彼の将来が心配だ。

「大丈夫。俺もあと少し休むから」

「そうね、休養は必要かもしれない」

　少し痩せたリーンハルトを見てそう思う。

「休養じゃないよ。本当のミザリーを捜しに行く」

「え？」

「うちに来るはずだったミザリーは、魔力持ちではなかったんだよ。ある日突然強力な闇属性持ちになっているなんて、おかしな話だろう」

「まさか、なりすましだと思っているの？　でもまあ、髪を染めていたのか」

「ああ、父上とも母上とも話した。本物のミザリーは金髪なのだと思う。そうでなければ染めるなんてありえない」

　リーンハルトが眉根を寄せる。

「どうするつもりなの？」

「ミザリーの母国に行こうと思う」

「リーンハルト、私も行く」

　リーンハルトがふわりと微笑む。

「いいけれど場所知っているの？　アラスタ王国は遠いよ。ここから馬車と船を使って片道でひと月近くかかる」

　それを聞いてレティシアは不安になった。

「なんかそれ、すでに見つからない気がしてきた。ねえ、本当に行くつもり？　あなた学園も仕事もどうするの？　せっかくキャリアを積んでいるのに」

　本格的に彼が心配になってきた。

「別に代わりならいくらでもいる仕事さ。帰ってきて首になっていたら、父上に使われるのもいいし。何より気になるじゃないか？」

　リーンハルトはけっこう向こう見ずなところがある。レティシアはそれを討伐隊の件で思い知った。

「私がいるでしょ！　姉に任せておいて！」

　世話になったシュミット家のためにひと肌脱ごうと思った。リーンハルトはこれ以上巻き込まれるべきではないのだ。もともと恨まれたのはレティシアなのだから。

「冗談でしょ？　レティシア一人で行かせてさらわれでもしたらどうするの？　また事態がややこしくなるだろ。俺が行く」

「なんでそんなに信用ないのよ。私だって討伐隊にいたのに。後方支援としてだけれど」

　少し自分が情けなくなる。それにリーンハルトは、どうしていつも保護者のような口をきくのだろう。

「まあ、今回のミザリーのことは俺たち家族が、レティシアに申し訳ないことをしたわけだけれど」

「そんなことはないわ！　もとは私が彼女に恨まれたからでしょ？　それに私だって家族よ」

「いや、そうではなくて。もちろんレティシアも大切な家族だ。ただレティシアは犯人に気づいていながら毎回してやられたわけだし」

　相変わらずはっきりものを言うリーンハルト。

「…………」

　全くその通りで、返す言葉が見当たらなくて、レティシアは肩を落とす。

「俺は十日後に出発するつもりだ。その間に身辺整理をしていく。で、レティシアはどうする？」

「行く！　絶対に行く！　リーンハルトは伯爵家嫡男だし、さらわれて身代金要求されても困るものね」

　レティシアが精いっぱいの虚勢を張ると、リーンハルトが噴き出した。

「レティシア、それでやり返しているつもりなの？」

「言ってなさい！　私、すっごく役に立つから」

「わかったよ。一緒に行こう」

　そう言ってリーンハルトはレティシアの頭をなでた。

　頭をなでられると認められたような気になるが、そう思う時点で姉弟がすでに逆転している。レティシアは密かにため息をつく。

　彼のたった一人の姉になってしまったのだから、これからはレティシアが彼を支えられるように頑張らねば。










新たな生き方へ～旅立ち




　結局今回のミザリーの一件は伏せられ、関係者以外は知る由もなく、シュミット家にはなんのおとがめもなかった。

　レティシアはそのことに胸をなで下ろした。

　義父や義弟の今までの功績や、調査に協力的だったことも関係している。また、ミザリーとは血のつながりがないということも、ひとつの要因となった。

　そして浮上してきたミザリーの偽物疑惑。

　本物のミザリーは国を出る前に魔力判定を受けていたのだ。魔力なしの結果を携えてこのラクシュア王国にやって来た。それが急に強力な闇魔法持ちになるなど考えられないことだ。




　面会から戻った次の日、サロンで家族会議を開いた。レティシアはオスカーから、ミザリーを引き取った経緯を聞く。

「若い頃、遠方のアラスタ王国に留学していた時期があってね。その際世話になったミザリーの父ドーソン男爵とは友ゆう誼ぎを結んだ。彼が病気で亡くなり、その後相次いでご不幸があってね。ドーソン男爵家の血縁者もいないというから、うちで引き取ることにしたんだ。家にミザリーが来るまで会ったことがなかった。本物に会っていれば状況も変わったかもしれない」

　家督を継いだ身で、遠方の国まで往復二か月かけて会いに行ったり、迎えに行ったりするのはほぼ不可能だろう。

「それからレティシア、形見の指輪の件でミュラー家から連絡があってね」

「はい」

　何かわかったことでもあるのだろうか。少し緊張し、レティシアは居住まいを正した。

「あれはミュラー家の家宝だったらしい」

「え！　もう壊れています」

　たしかミスリル製だと言っていた。考えてみたら値段がつけられないほど高価なものだろう。弁償しろと言われたらどうしようとレティシアは青くなる。

「ああ、いや、そういうことではなくて、指輪は持ち主を選ぶそうだ。今まであの指輪の力を引き出せた者はいないらしい。つまりレティシアは指輪に選ばれた。だから好きにしていいと言っていたよ」

「そうなんですか」

　驚くやら、ほっとするやら、レティシアは胸をなで下ろした。

「ミュラー家は先代が亡くなり、今は直系ではなく傍系が継いでいてね。指輪のことを詳しく知る者はいないそうだ。それに指輪も壊れてしまったし」

「わかりました」

　指輪について詳しいことが聞けないのは少し残念だが、形見を持っていていいのは嬉しいことだ。

「それから、あの指輪は『時渡りの指輪』と呼ばれていたそうだ」

「え？」

　ぞくりとした。やはりループは指輪が原因だったのだろう。

「指輪は一度時を渡るとその時を覚えていて、また同じ時と場所に戻るという言い伝えがあるらしい」

「それはどういうタイミングですか？」

　リーンハルトがオスカーに聞く。

「それ以上のことはわからないと言っていた。昔ミュラー家は光属性の人間を多く輩出し、代々アミュレットの作製に携わっていた。だから、呪殺のような強い呪いに反応するアーティファクトかもしれない。きっとご両親がレティシアを守るために残してくれたものだろう」

　オスカーはそう言葉を結んだ。

（たくさん愛情をくれた母も、物心つく前に亡くなってしまった父も、私を愛してくれていた）

「いいご両親だったのね」

　優しい笑みを浮かべオデットが言う。彼女はずいぶんやつれてしまった。早く心安らかになってほしい。

「はい、私は今も昔も両親に恵まれていて幸せです」

　それがレティシアの言える精いっぱい。

　早く家族が元気になるようにとレティシアは願った。




　十日後に、レティシアとリーンハルトはミザリーの母国アラスタ王国に旅立った。

　陸路は十日かけて伯爵家の馬車で行き、港から船に乗った。これで自国ラクシュア王国を離れることになる。レティシアにとっては海も船も初めての経験だ。リーンハルトが身軽に動きたいからと言って、供も連れていない。




　乗船してすぐに二人は一等船室に通された。

「ねえ、一等船室なの？　ずいぶん豪華じゃない？」

　貴族は皆一等に泊まるものなのだろうかとレティシアはきょろきょろと見回した。今回は贅沢な観光旅行ではないので、レティシアは少し申し訳ない気がする。

「俺たちは魔法師だからね。船に乗れば、二等船室以下を希望しても、たいてい一等に連れていかれる」

「え？　どういうこと？」

　なぜそのような特権があるのか不思議だ。

「レティシアは光属性で、俺は水属性だろ。待遇をよくする代わりに、事故があった場合、率先して働けってことだよ。義務ではないけれどね」

「そんな……責任重大じゃない。事故がないことを祈るわ」

　特権でもなんでもなく、レティシアは青くなった。

「大丈夫だよ。慣例みたいなものだから」

　そう言ってリーンハルトは意外に楽しそうに笑う。




　その後、海は荒れることなく一等船室でのんびりと一週間にわたる船旅を楽しんだ。しかし、下船後は自分たちで交通手段を得なければならない。

　レティシアは自国に比べて、だいぶ殺風景な港町にびっくりした。大きな宿屋も立派な飯屋もなさそうだ。大方観光客など来ないのだろう。ここはアラスタ王国の王都からずいぶんと離れた辺へん鄙ぴな場所なのだ。

「まず馬車を借りなくちゃね」

　寂れた港町でレティシアが少し途方に暮れてつぶやく。

「俺は乗合馬車がいいと思う」

「えーー！　本気で言っているの？　遠回りにならない？」

　てっきり馬車を借りて、御者を頼むのかと思っていた。

「問題ない。下調べはしてきたから。最短距離のはずだ。それにここら辺りには追い剥ぎも出るから、個人で馬車を借りるのは危険らしい。レティシアがいるから野宿しないで行こうと思う」

　辺りはレティシアが思っていたよりずっと田舎で、討伐隊で行った辺境の地を思い起こさせる。つまり、金はあっても使いどころがない町。よって贅沢もできないのだ。

「別に平気よ。野宿ぐらい」

　本当は気が進まないが、旅程が遅れるよりもましだ。シュミット家は長年の功績があり、おとがめなしだったのだから、国に帰ればリーンハルトにはきっとエリートへの道が待っている。そのうえリーンハルトは先の討伐隊の功労者だったわけだし、悠長に旅をしている場合ではないのだ。




　しかし、義弟は全くレティシアの話を聞いていなくて、すたすたと歩いていってしまう。

「レティシア、あの馬車だ！　これを逃すと半日待つぞ。走れ」

　リーンハルトがレティシアの荷物を持って走りだす。

「ちょっと待ってよ。リーンハルト！」

　足の速い彼を慌てて追いかける。

　義弟が妙に生き生きしている。久しぶりに太陽のようにまぶしい彼を見る。リーンハルトは意外に辺境が好きなのかもしれない。

　そういえば、彼は旅の途中からだいぶ食欲も取り戻していた。




　陸路を進むこと十日以上、やっとミザリーの故郷であるトラシュの街に着いた。しかし、そこは街とは名ばかりで。

「畑ばっかり、これで人が住んでいるのかしら？」

「いや、畑があるんだから、人は住んでいるだろ」

　リーンハルトが混ぜっ返す。

「ち、違うわよ。比喩よ。例えだから！」

　レティシアが真っ赤になって抗議する。

「それより問題は宿屋だな」

「嘘、宿がなかったら、どうするの？」

　別に宿がなくてもリーンハルトの責任ではないが、彼といるとだんだん自分で考えようという気がなくなってくる。それにレティシアは、共通語は話せるが、この国の言葉が話せなかった。宿屋や店ではたいてい共通語が通じるが、田舎の住人は話せない場合が多いのだ。

「民家で厩うまやでも借りる？」

　リーンハルトの問いに、レティシアがため息をつく。

「あなた本当に討伐隊に入って変わったわね。でも私、厩だったら野宿の方がいいわ」

「やだな、冗談だよ。ここは街の外れだから、中心に行けば宿が二、三軒あるさ」

「もう！」

　リーンハルトからからかわれっぱなしだ。しかし、なんだかんだと荷物を持ってもらっているので、あまりしつこく文句も言えない。

　二時間ほど歩くと、のどかな田舎街にたどり着いた。




　街の中央にある一軒のひなびた食堂兼宿屋に入ると、いつものやり取りが始まり、レティシアはうんざりしながら待った。

「は？　別々にお部屋をお取りするんですか？」

「ええ」

「お客さん、新婚でしょ？　喧嘩でもしたんですか」

　田舎の宿屋は客のプライバシーなど頓着せず、どかどかと踏み込んでくる。この間は駆け落ちした恋人同士と間違われ、家に帰るように諭された。

　リーンハルトはそれをいつも姉弟ですと訂正しているが、五割以上の確率で『似てないじゃないですか？』と言われる。綺麗な顔をした義弟と似ていないと言われるのはレティシアとしてはやや複雑だ。

　今日もそのやり取りが続くのかと椅子に座ってぼうっと待っていると、リーンハルトがとんでもないことを言いだした。

「ええ、喧嘩して妻の顔も見たくないんです」

「は？　何言ってんの、リーンハルト」

　慌てて彼のもとに駆け寄り訂正しようとするが、宿の主人とは話が済んだようで、鍵を手にしたリーンハルトに声をかけられた。

「ほら、レティシア行くよ」

「ちょっとリーンハルト、何いい加減なことを言っているのよ」

「いいだろ別に。夫婦と言った方が、話が早いじゃないか」

「えーー！」

　この旅で義弟はずいぶん図々しくなった。そういえば最近以前のように顔を赤らめることもなくなった。結果レティシア一人が頬を染めている。

　リーンハルトに荷物を部屋に運び込んでもらい、レティシアは荷ほどきした。この後、絵姿をもとにミザリーをたどる予定だ。しかし、これほど寂れた街に、大陸の共通語を話せる者が何人いるのだろうかとうんざりする。リーンハルトがこの国の言葉を話せるので助かっていた。

　レティシアは旅装を解くと湯をもらい、体を拭う。しばらく湯浴みをしていないので気持ちが悪かった。この国には湯殿につかる習慣はないようだ。それが少しつらく感じる。

　シンプルな白のブラウスと紺のスカートに着替えた。旅もひと月にわたると肌荒れが気になる。この土地の乾燥した気候のせいか髪も少しパサついてきた。とてもハードな旅で、屋台でご飯を済ませたり、昼食を食べはぐれたりすることもあった。

　彼一人ならばもっと速いペースで旅をしていたかもしれないと、少し申し訳なく思う。

　ほんの少し唇に紅を落とし鏡で自分の姿を確認し、その出来栄えにがっかりしてから、階下の食堂に向かう。彼の目にどう映るのか気になった。

　レティシアはふと子供の頃を思い出す。ミザリーに精神を抑圧される前、リーンハルトと仲よくしていた頃、彼に憧れに近い思いをいだいていた。レティシアは慌てて首を振り、その考えを振り払う。




　食堂ではいつものようにすでにリーンハルトがいて、茶を飲んでいる。貴族的な彼も軍隊式の生活を経験したせいか、過酷を過酷とも思わなくなっている。身支度も貴族男性とは思えないくらい早く、驚くほど荷物も少ない。ループ中の記憶にあるリーンハルトに比べると、肩幅も広く胸板も厚くなっている。もともと高い身長がさらに伸びているように、レティシアには感じられた。

　しかし、不思議と今世での彼が一番生き生きしていた。本来、彼にはこういう生き方が合っているのかもしれない。しゃべり方も砕け、柔軟でとても逞しい男性になった。




　レティシアが席に着くとリーンハルトがレティシアの分の茶を注文する。

「それで、早速だけど。宿の主人にミザリーの実家ドーソン家について聞いてみたんだ。近親者はいないが、屋敷は残っている。しかし、住んでいる者は縁もゆかりもない者だ」

　相変わらずやることが早く抜かりない。

「その屋敷に行ってみる？」

「何も出てこないと思う。回るとしたら最後でいいよ。それよりも興味深い話を聞いたんだ」

「なに？」

「ミザリーは両親が亡くなってからうちに来るまでの間、修道院に預けられていたそうだよ」

「そこで話を聞くの？」

　レティシアは思わず身を乗り出した。

「こんな田舎だ。人の出入りが激しいとは思えない。覚えている者がいるはずだ」

「わかった。じゃあ、今すぐ行こう」

　レティシアが立ち上がると、義弟が驚いたように目をまたたく。

「え？　疲れたろう。お茶でも飲んだら？　ずいぶん歩いたし、少し休むといい」

　確かに疲れているし義弟の気遣いは嬉しいが、こんなところで時間を食うわけにはいかない。

「リーンハルト、気を使わなくていいのよ。私が淑女だというのは忘れて。さあ、急ぐわよ！」

「淑女？　思ったことないから安心して」

　リーンハルトが腹を抱えて笑う。

　レティシアは彼の態度に腹を立てながらも茶を飲み、地元の素朴な焼き菓子を食べた。

　その後、二人はくだらない言い合いをしながら宿を出て修道院を目指した。長旅のおかげで気まずさもなくなり、彼らの仲はすっかり戻っていた。




　幸い修道院には十年以上勤めている修道女が多く、ミザリーの子供の頃の姿絵を見せたうちの数人が、見覚えがあると言った。

「ああ、綺麗な子だったから覚えています。でも髪を金髪に染めているのね」

　ヘザーと名乗る年配の修道女が答えた。彼女は宿屋の主人と同じで、共通語が話せるのでレティシアも一緒に話を聞いていた。

「はい、もとは黒っぽかったようです」

　リーンハルトが答える。

「うちに併設されている孤児院にいた子で間違いないと思います。でも彼女は、ある日突然失踪してしまって」

　レティシアとリーンハルトは顔を見合わせた。

「ミザリーと名乗っていたのですが――」

　リーンハルトがかいつまんで差しさわりのない程度に事情を話す。レティシアは、ここは彼に任せて余計なことを言わないように口をつぐむ。

「彼女はアンといって孤児です。ミザリー様が半年ほどこちらの修道院に預けられた時、とても仲よくしていました。でも、どうしてそんなことに？　アンはもともと貧しい家の出で姓すら持ちません。母親が死んでこの孤児院に来たんです」

　驚いたように言うヘザーに、リーンハルトとレティシアは再び顔を見合わせる。これであの『ミザリー』が偽物だったとはっきりした。美しく優雅だったミザリーの正体が姓も持たぬ最下層の娘。

『分不相応』

　あれは誰に向けられた言葉だったのだろうかと、レティシアは思った。レティシアに自分の居場所を取られてしまうように感じたのかもしれない。

「アンは、孤独だったのかしら……」

　レティシアは独りごちた。

　孤独のつらさなら、レティシアも知っている。

　しかし、ふと隣にいるリーンハルトを見て考えを改める。

（私は孤独を気取って、知った気になっていただけだ）

　レティシアが物思いにふける間にも、リーンハルトの質問は続く。

「ミザリーか、アンに何か特徴的な違いのようなものはありませんでしたか？　髪の色以外に」

「ああ、そういえばミザリー様にはあざがありました。手首のところに星形のあざがあって、ご本人は気にされていて、いつも服の袖で隠しておいででした」

　修道女がハッとしたように言う。

「それは生まれつきのあざですか？」

「ええ、ご本人はドーソン家の人間に時々出るあざだと」

「あなた以外に、誰かあざについて知っている人は？」

「私が、ミザリー様の体をふくお世話をしていたので、知っていたのは私だけのはずです。健康増進のために泳ぎを習わせられたそうでが、ミザリー様はあざが見えるから嫌だったとおっしゃっていました。ただ、泳ぐのは得意だそうです」

　両方とも珍しいことなので、修道女の記憶に残っていたそうだ。

「それと、気になっていたことが……。ミザリー様が引き取られる日に、ドーソン家の執事と名乗る方がいらして、ミザリー様を馬車に乗せたのですが、いつも礼儀正しいミザリー様が、帽子を目深にかぶり一度も顔を上げなかったのです」

　二人はその後二日ほどかけて街でミザリーとアンについて聞いて回った。わかったことはアンの亡くなった母親が流れ者で、この街で占い師をやっていたこと。そしてアンの父親は誰ともわからないということだった。そのほか、アンの母親は逃げ出してきた奴隷ではないかという噂まであったという。

　そしてミザリーは、ドーソン家の使用人に連れられてラクシュア王国へ旅立ったのだ。




　宿に戻るとレティシアはくたくただった。二人は宿屋の一階にある食堂で簡単な食事を済ませた。

「母親が占い師ということは闇属性よね」

　ミザリーと名乗っていた者が、アンという名の平民だったことはわかった。

「ああ、親の属性をある程度引き継ぐからね。そのうえミザリーがこの街を立ち去った日にアンが行方不明になったとはね」

　リーンハルトの瞳が陰る。

「行方不明になったのは、本物のミザリーよね。彼女どうしているのかしら……」

　覚悟はしていたが、気持ちが沈む。

「恐らく無事ではないだろうね。生きているとしたら、名乗りを上げているはずだ。どこかで入れ替わったんだろう」

　彼が微かに眉間にしわを寄せる。

「リーンハルト、気になるの？」

「ああ、だが、そう簡単にわかるとは思えない。もう十年以上も前のことだ。ミザリーを乗せた馬車の御者を見つけ出したとしても、何も覚えちゃいないだろうね」

　リーンハルトが残念そうに言う。

「シュミット家はどこまで彼女を迎えに行ったの？」

「ラクシュアの港に着いたミザリーを引き取っただけだ。アラスタ王国の地は踏んでいない。入国した時にはすでにアンがミザリーになりすましていた」

　子供がなりすましをするなんて、誰が予想するだろう。

「なんてこと……。じゃあ、そのドーソン家の執事はアンと組んでいたの？」

「それか執事も偽物か。どのみち大人の協力が必要だろう。レティシア、これから先も調べてみるか？　ミザリーとアンの足取り」

「私はもう十分な気がする。髪の色も違うし、ミザリーは袖が開いた服が好きだったし、星形のあざもなかったわ。そのうえ強力な闇属性持ち。確実に偽物よ。リーンハルトは？」

　レティシアは義弟には一刻も早く自国に帰ってほしかった。せっかくのキャリアがもったいない。討伐隊でケガもしたし、死ぬような思いもした。そうやって得た功績だってあるのにとレティシアの方が悔しくなる。

「納得してはいないけれど。これ以上時間をかけるわけにもいかないしな。帰ろう」

　リーンハルトの決断を聞いてほっとした。

「結局、どこで入れ替わったかわからなかったね」

　レティシアはすっかり冷めきった紅茶に口をつける。

「俺はここで入れ替わった確率が高いと思う」

「ドーソン家の執事がラクシュアの港まで送っていったのよね？　ミザリーじゃなくて、アンは馬車に潜んでいて船で入れ替わったのかも」

「だが、そのドーソン家に仕えていたという執事の顔を修道女は知らないと言っていた。そして出発の時ミザリーは帽子を目深にかぶり、一度も顔を上げなかったという。背格好がアンと同じだったんだ。ありえなくはないよ。それでないのなら、レティシアの言う通り船上かな？」

「だとすると本物のミザリーは海に？」

　レティシアはそら恐ろしくなった。

「どうだろうね。偽物のミザリーは人を殺めることに躊躇がないように思う」

　そう言いながら、リーンハルトが紅茶を二人分注文する。体が妙に冷えて、ちょうど二杯目が欲しかったところだ。つくづく気が利く義弟だ。

「結局、ミザリーってなんだったのかしら。というかアンだけれど……」

「ラクシュアから、何か事情があってこの国に流れてきたのだろ」

　意味がわからなくて、レティシアはリーンハルトの話に首をかしげた。

「え？　どうしてそんな話になるのよ」

「ラクシュア語が訛なまりもなくすぐに話せるようになったんだ。それこそ三か月とかからなかったと聞いている」

　その言葉にレティシアはぞくりとした。

「そうか、そうよね。言葉が違うもの。子供にしても早すぎるかも」

「何か母親がまずいことをしてラクシュアにいられなくなり、この国の田舎まで流れてきたんだろ。ミザリーは頭がよかったから、当時は優秀な人なのだと思ってしまったが、今思うと知識がアンバランスだったし、いろいろと不自然だった。たぶんラクシュア語を話せない芝居をしていたんだろう」

　二人は運ばれてきた熱い紅茶に口をつけ、ひと息つく。納得していないにしても、とりあえずリーンハルトが帰る気になってくれてよかった。

「いずれにしてもアンはミザリーより三つ年上だったのよね」

　修道女の話によるとアンは年齢より発育がずいぶん遅かったという。

「俺が初めて会った時、彼女は九歳くらいか。ああ、全く気づかなかった」

「というか、あなたその頃まだ四つだし」

　四歳児が見破るなど無理だろう。

「とはいえ、その後もずっと気づかなかった」

　リーンハルトがイライラと長い足を組み替える。

　レティシアはのんびりと香りのない薄い紅茶を味わった。早くリーンハルトと自国のおいしいお茶が飲みたいと思いながら。

「九歳ならば養子縁組を隠したいと言ってもおかしくないかも。アンは賢かったし」

「知恵が回るわけだな」

　レティシアはため息をつき、リーンハルトは髪をかき上げる。

「くそ、してやられた」

　よほど悔しかったのか義弟が悪態をつく。

「何よ、一回騙されたくらいで。私なんて何回陥れられたと、思っているのよ」

　あまりにも悔しがっているので、レティシアがなんでもないことのように言う。

「お前なあ……。お前の場合、被害を考えたらそれで済む話ではないだろう？」

　レティシアの余計なひと言で、またいつも通りの言い合いが始まり、二人は緩やかに日常に戻っていった。




　――ミザリー・ドーソンに悲劇が起こった頃、シュミット家の領地が水害にあいちょうど大変な時だったので、オスカーは迎えに行けなかったという。それにすでに家督を継いでいた彼が往復二か月近くもかかる国に自領を放っていくわけにもいかない。そのために起きた悲劇だった――。




　再び、何もない埃っぽい田舎を、十日以上馬車を乗り継ぎ、途中トラブルはあったものの、やっと港にたどり着き乗船した。久しぶりに安い宿屋ではなく、一等船室に泊まりレティシアは自分が貴族だったのだと思い出した。

　本当に恵まれている。過去の自分は、なぜひがんだのかとあきれてしまう。そこをミザリー改めアンに付け込まれてしまったのだ。つまりレティシアが隙だらけだったということで、情けなく思った。最初のループでリーンハルトに言われた『隙を見せるな、侮られるぞ』という言葉がよみがえる。

　全くループしていないリーンハルトが聡すぎて驚きだ。今のレティシアは、少しは彼に近づいているだろうか……。恐らくリーンハルトに対する憧れが、ひがみやコンプレックスに変わったのだろう。




　下船後、レティシアとリーンハルトは久しぶりにラクシュア王国に帰ってきた。港に降り立つとほっとする。明日はシュミット家の馬車が迎えに来る。

　港周辺で一番いい宿を取り、湯浴みをした。

　それから宿のエントランスで落ち合った。ずいぶん念入りに風呂に入ってしまったので、リーンハルトを待たせたと思う。

「ごめん待った」

「俺も今来たばかりだよ」

　リーンハルトの言葉にどきりとしてしまう。まるでカップルのようだなと気づき、レティシアは調子が狂う。

「いいよ。私にそんなに気を使わなくて」

「は？　お前にそんな気を使ってもしょうがないだろ？」

　どうやらレティシアの考えすぎだったようだ。なんだか恥ずかしくなる。

　店はよくわからないのでリーンハルトに任せた。

　落ち着いた雰囲気の店で、二人一緒にディナーを食べる。

「うーん、この味よ！　なんか違うのよね」

「違うだろ。香辛料も肉も」

　故郷に帰るとほっとする。レティシアは帰る場所がある自分を幸せだと思った。

「ねえ、なぜ、お義父様はあんな遠い国に留学したの？」

「当時あの国では農業が進んでいたらしい」

　言いながらリーンハルトがカモ肉を綺麗に切り分け口に入れる。久しぶりのごちそうだ。一等船室とはいえ、船の食事は保存の利くものばかりで塩の味が強かった。

「え？　それをわざわざ学びに行ったの」

「安定的に農作物を供給することは難しいんだ。うちの領地でも不作の時はあったからね。父上があの国で学んだことを持ち帰ったおかげで安定している」

「お父様、すごい方なのね。領地のためにそこまでするなんて」

　優秀で天才肌のリーンハルトは、努力家で人格者の父をとても尊敬している。だからリーンハルトも王宮や学園にパイプを持って、より領地を繁栄させようとしているのだ。

「まあ、異国の旅もおおむね無事に終わってよかった」

　リーンハルトが澄まし顔で、食後に運ばれてきた紅茶を飲む。

「何言っているのよ。あなた、なんであんなにむきになって追い剥ぎを捕まえたりしたのよ。おかげで帰国が二日も遅れたじゃない」

　帰りに二人が乗った乗合馬車が、四人組の追い剥ぎに襲われたのだ。

「褒められこそすれ、非難されるいわれはないだろう」

　リーンハルトは不服そうな顔をするが、正義感が強いのも善し悪しだ。彼は御者と協力して、武器を振り回し魔法を使う四人組を全員捕らえて役人に引き渡した。

「もう、見ている方は心配で、はらはらするからやめてよね」

　五属性持ちの彼の強さに戦せん慄りつしつつ、リーンハルトはこんなにやんちゃだったろうかと首をひねりたくなった。だいたい呪文詠唱の速さがおかしい。討伐隊にいたせいだろうか。レティシアは馬車の乗客を逃すので精いっぱいだった。

「そんなことより、レティシア、ケガの方は大丈夫か？」

　彼女は、乗合馬車にいた老女をかばい、腕を少しケガした。

「大したことないわよ。かすり傷じゃない」

「跡が残らないといいな」

　そう言ってリーンハルトが眉尻を下げる。

「まさか……私がケガしたから、あんなにむきになっていたの？」

「そんなわけないだろ。俺は当然のことをしたまでだ」

　即座に彼が否定する。

「うん、そうだね」

　勘違いして恥ずかしい。レティシアは素直にうなずいた。

「……もう不用意な真似をしてケガするなよ」

「不用意なのはどっちよ」

　二人の間にほんの少し気まずい沈黙が流れた。




　翌日、レティシアとリーンハルトは迎えに来たシュミット家の馬車に乗った。レティシアは舗装された道と揺れない馬車のありがたみを感じた。乗合馬車ではよく舌を噛みそうになったし、初めの頃は馬車酔いに苦しめられた。

　十日の馬車旅を経て、王都に戻ったレティシアは、久しぶりに風呂にゆっくりと入り生き返った心地がした。討伐隊で行った辺境の地にも湯殿はあったのに、アラスタ王国にはなかった。国による風習の違いを思い知る旅でもあった。異国での生活ですっかり髪はキシキシになってしまい、肌も荒れた。レティシアはうるおいのない肌と髪にオイルを擦り込んだ




　それからレティシアは、だいぶ元気を取り戻した両親と共に食事をした。

　ミザリーのことを忘れることはできないが、これからの生活がある。今まで二十歳までの人生しか考えてこなかったので、レティシアは将来を考え、いろいろと迷った。

　その結果、縁談は棚上げにして、教会で再び働くことにした。

　リーンハルトはどうするのかと気をもんでいたが、学園にも王宮にも籍が残っていて二人は以前と変わらぬ生活を送ることになった。




　平穏な日常が戻ってきて、ほどなくした頃。

　レティシアが仕事を終えて家に帰ると、珍しくリーンハルトがいた。

「今日は早かったのね？」

「レティシア、ちょっと」

　彼の表情は真剣で、ほんの少し頬を紅潮させていた。レティシアはリーンハルトについてサロンに入ると、家族が揃っていた。

　そして、奥の席にはレティシアより、少し年上と思われる金髪の可か憐れんな女性が一人。

「まさか……」

　レティシアの胸は高鳴った。

「はじめまして、私はミザリーと申します」

　そう言って彼女は、緊張した面持ちで深々と頭を下げる。レティシアも慌てて挨拶を返した。

（ミザリー。別に珍しい名前じゃない。でも、きっと……）

　レティシアの着席を待って、オスカーがおもむろに口を開く。

「レティシア、彼女は隣国のノイマン男爵の婚約者だ。ミザリー・シュミットが亡くなったと聞いてこちらにいらした」

　言葉を切るとオスカーは、彼女に温かい視線を向ける。

「私が本物のミザリー・ドーソンです。自分の名前を返してもらいに来ました」

　レティシアの胸がじんと熱くなり、涙が頬を伝った。

「彼女の瞳の色はドーソン男爵と同じだ。彼もほんのり緑色がかった薄い茶色だった」

　懐かしむようにオスカーが言う。彼女はドーソン家のあかしである、手首にある星形のあざも見せてくれた。

「このあざは私のコンプレックスでした。だから、アンにも言っていません。まさかそれで身のあかしを立てられるだなんて思いも寄りませんでした」

　そう言って小さく笑う。




　本物のミザリーの口から語られる運命は数奇なものだった。

　最初はアンとミザリーは仲がよく、アンから貴族のマナーや読み書きを教えてくれとねだられた。だが、徐々にアンはミザリーに対して支配的になっていく。

　孤児院を出る日には、ミザリーになりすましたアンに脅されて、粗末な薄い服を着せられ馬車の椅子の下に押し込まれた。同行した男はドーソン家の執事ではなく、首になった下男だった。

　その後密航する形で乗船したアンは、ミザリーとその男に海に捨てられた。

　だが、泳げることと薄い服を着ていたことが幸いして、流木に掴まっているところを、運よく通りかかったノイマン家所有の商船に助け出された。それが縁となり、ミザリーはノイマン家でメイドとして働くようになった。やがて読み書きができることから、重用されるようになり、男爵から見初められたという。

　最近になって、ミザリー・シュミットが亡くなったことを風の便りに聞き、勇気を出して訪ねてきたと語る。

「ノイマン男爵様は優しいお方ですが、やはり身分のない私と結婚したのでは肩身が狭いでしょう。だから、自分の貴族としての身分を取り戻したかったのです。これからはアンの影に怯えることなく、ミザリー・ドーソンとして生きていきたいのです」

　きっぱりとした口調でミザリーは言った。

　シュミット家の面々はミザリーを歓迎し、彼女に謝罪した。

「いいえ、罪はアンにあります。それに私も弱かったんです。最初は私を殺そうとしたアンを恐れていました。でも、やはり悔しくて。自分の身分を証明したくて、アンと一緒にいた男を捜したこともあります。でも、もう死んでいました」

　レティシアはぞくりとした。するとミザリーが察したように言葉を紡ぐ。

「アルコール中毒だそうです。男は場末の酒場で死んでいました」

　ミザリーの貴族籍の復活についてはオスカーが請け負った。

　本物のミザリーは芯が強く、果敢で素敵な人だった。レティシアはこの人がシュミット家に来ていれば、もしかしたらリーンハルトと結婚していたかもしれないと、ふと思った。




　その後ディナーを共にして、ミザリーはシュミット家に一泊し、晴れやかな表情で婚約者の待つ国へと帰っていった。










エピローグ




　事件から半年が過ぎる頃、レティシアは領地から王都に戻ってきたエレインと会った。

　彼女は大親友ではあるが、ミザリーのことは機密事項なので話せない。

「残念ね。お姉様がお亡くなりになったのでしょう？　突然のことで驚いたわ」

　エレインがお悔やみを言ってくれる。

　レティシアは心苦しかった。偽物のミザリーは処分される前に加齢が止まらず亡くなったのだ。そこに安らぎはなかったという。

　稀き代だいの呪術師の憐れな末路だ。彼女は才能の使い方を間違えた。レティシアと一緒でたくさん間違えた。だが、彼女にやりなおしの機会はなかったのだ。己を捨て、別人として生きて死ぬ。強烈な自己否定。レティシアの中の悔しさや憎しみは風化していき、最後に憐れん憫びんの感情が残る。きっとレティシアのそんな思いはアンには不本意で、彼女は怒りを感じるだろう。

　レティシアは、回想を振り払い、目の前の友人に声をかける。

「エレインはどうなの？　新婚生活」

「年の三分の一は領地にこもらなければならないから、その間会えないの。だから、ぼちぼちってところかしら」

　そう言いつつも彼女はとても幸せそうだ。

「よかったね」

　レティシアは心から祝福した。エレインの幸せな姿が見られてよかった。

「うん、まあね。それより、レティシアの方はどうなのよ？」

「私？　ぜんぜん。やっと仕事に慣れたところ」

「あら、結婚するんじゃないの？　もちろん、私には一番に教えてくれるわよね」

「そんな話、出ていないけれど」

　レティシアの言葉に、エレインが不思議そうに首をひねる。

「でもあなたリーンハルト様と二か月も旅に出ていたって」

　ミザリーを捜す旅は、観光旅行ということになっていた。

「そうねえ。田舎ばかり回ったわ。くる日もくる日も荒野と畑ばかり」

　レティシアはうんざりしたように言う。

　しかし、相手がリーンハルトとなるとそれなりに楽しく、彼と二人で異国の地を歩くのは新鮮だった。レティシアはずっと繰り返していたので、十九歳以降のリーンハルトを知らないのだ。彼はこんなふうに成長していくのかと思うと感慨深いものがあった。想像していたよりずっと逞しい方向だったが、悪くないと思う。

「変わった婚前旅行ね」

　エレインの言葉にレティシアは飲んでいた紅茶を噴き出した。

「はあ？　婚前？　なんで！」

　その後、エレインから聞く王都に流れている噂にレティシアは青くなった。




　家に帰るとリーンハルトを待ったが、その日はなかなか帰ってこなかった。彼は王都に帰ってから、学園に王宮にと忙しく、最近ではゆっくり話す間もなかった。

　自室にこもり悶々としているとドアをノックする音がしてリーンハルトが入ってきた。

「俺に何か用？　ずっと待っていたって。ちょっと庭に出ない？　あの池まで散歩しよう」

　レティシアは彼の提案に目をまたたいた。あの池とは二人の思い出の場所だ。

「でも、もう遅い時間よ」

「たまにはいいだろう。ここのところずっと会えなかったんだから」

　二人は連れ立って裏庭に出た。こうして一緒に歩くのはミザリー捜し以来だ。

　いつもはたわいのない話をするのに、今夜はなぜか気まずい沈黙が落ちる。これから話そうとしている話の内容のせいだろうか。意識してしまう。リーンハルトも妙に口数が少なかった。




　水面に月が映る池の前に来た。星降る空を見上げると銀色の三日月が輝いている。レティシアは気持ちを落ち着かせるため、庭から立ち上る湿りけを帯びた土と草の香りを吸い込んだ。そよと風が吹き、夜の匂いを運んでくる。

　思いきって、リーンハルトに話を切り出した。

「あのね、リーンハルト。私、今日エレインと会ったのだけれど」

「ああ、噂が流れているんだってね」

　なんでもないことのようにさらりと流す。このやり取りには既視感があるとレティシアは思った。

「辺境の営舎じゃないのよ。ここは王都なの。言いたい奴には言わせとけってわけにはいかないわ」

　断固として言うレティシアに、リーンハルトはどこ吹く風で。

「それよりもひとつ確かめたいことがあるんだけれど」

　レティシアに問うてくる。

「なに？」

「レティシアが繰り返した中で、俺、誰かと婚約とかしていた？」

「うーん、最初も次も仲が悪かったから、正確ではないかもしれないけれど、どの繰り返しの時もあなたが婚約していたっていう話は聞かなかったわね。リーンハルト、もしかしてもてないの？」

　見目もよく、常に成績首位だった彼が、もてないとは考えにくかった。そういえば、今世でも縁談の話すら聞いたことがない。よくよく考えてみれば、伯爵家の優秀な嫡男なのにおかしな話だ。それに少なくとも討伐隊に入る前は、たくさんの令嬢たちに言い寄られていた。

「失礼だな。そんなことはないよ。断っているだけだ。とはいってもここのところ縁談はこないな。俺は今売約済みになっているから」

　義弟の幸せを願うべきなのにズキリと胸が痛む。

「売約済みって……。だったら、噂なんてなおさら困るじゃない。どこのご令嬢と？　どうして今まで何も教えてくれなかったの？」

　言っていて悲しくなる。彼は今までそんなそぶりも見せなかった。もしかして、最近帰りが遅かったのは……。レティシアの目にふっと涙がたまる。

「レティシア、泣きそうな顔をするな」

「そ、そんなことない」

　レティシアは強がり、リーンハルトから顔を背ける。ちゃんと彼の結婚を祝えるだろうかと不安を感じた。それに彼が結婚するならば、レティシアはいつまでも家にいるわけにはいかない。

（リーンハルトの幸せを願わなくちゃ）

「どこのご令嬢も何も、レティシアだよ。王宮でも学園でも、いつ結婚するのかと言われている」

「……私のせいで、婚約者がいないってこと？」

　レティシアは、驚いてリーンハルトを振り返る。

「そうは言っていないだろう」

　義弟が苦笑する。

「だって、二か月間あなたとミザリーを捜しに行ったことが、いつの間にか婚前旅行になっているのよ」

「気にするな。俺が否定しなかったから広がった噂だし」

　リーンハルトが澄ました顔で言う。

「はあ？　……あなた、まさか宿屋で言ったように面倒くさくなって。それで売約済みなの？」

　レティシアは慌てた。今世の彼は驚くほど図太い神経の持ち主に成長していた。

「鈍いな、レティシアは。器量のいい光魔法師は人気があるから、俺、ずっと外堀を埋めていたんだけれど。そうしないとレティシアはトレバーとか、どこの誰かもわからない奴とすぐに婚約させられてしまうから」

「え？」

「父上と母上から許可は取ってある」

　彼の言っていることが、すぐにはわからなくてレティシアは目をまたたく。

　するとリーンハルトがやわらかく微笑んだ。それはレティシアが初めて見る大人の男性のもので、どきりとする。

　彼はすっとレティシアの前にひざまずき、一本の赤いバラを差し出す。

「レティシア、私と結婚してください」

　突然の申し出にレティシアの頭の中は真っ白になる。

　しかし、次の瞬間差し出されたバラを受け取るのも忘れ、膝をついて彼にしがみつき子供のように泣きじゃくった。

「うん、ずっとずっと一緒にいよう。リーンハルト、今度は私より先に死なないでね」

「わかった。努力しよう。レティシア愛してる。絶対に幸せにするから」

　リーンハルトは笑ってレティシアをぎゅっと抱きしめた。




　――いつの頃からかはわからないけれど、ずっと彼が好きだった。もう二度と失いたくない。




「リーンハルト、あなたが大好き」




　レティシアの止まっていた時がやっと未来へと動きだした。
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特別書き下ろし番外編










いつから？




　リーンハルトは毎晩帰りが遅い。

　婚約してから、レティシアは極力彼の帰りを待つようになった。




　使用人たちはほとんど休んでいる時間なので、レティシアは、リーンハルトのためにサロンでお茶の準備をする。

「レティシアも働いているんだから、無理するなよ。俺に付き合って体を壊したらどうするんだ」

　サロンに入ってきたリーンハルトが言う。レティシアはわずかでもいいから二人の時間を持ちたかったのだ。

「毎日ってわけじゃないから、いいじゃない。私が起きて待っていられる日だけよ」

　そう言いながら、レティシアはリーンハルトの前にこぽこぽとハーブティーを注ぐ。

「なあ、これ、香りはするけれど、色がないんだが？」

　リーンハルトが、訝しそうに問う。

「教会で扱っているものなの。寝る前に飲むとリラックスできるんですって、ちょっと癖はあるけれど、焼き菓子と相性がいいのよ。王都でははやってきているの」

「癖も何も味がほとんどしないな。まあ、飲みやすくはある」

　ひと口こくりと飲んだリーンハルトが言う。

「よかった口に合うようで。そうだ。リーンハルトは、いつお義父様とお義母様から結婚の許しを得たの」

　レティシアの言葉を聞いて、リーンハルトはむせた。

「なんだよ。いきなり、脈絡もなく」

　珍しくリーンハルトが慌てている。

「ずっと気になっていたのよね。でも聞きそびれていて」

「それは、話が遡るな」

「は？」

「討伐隊へ行ったあたりから……」

「ん？　どういうこと？」

　レティシアは興味をそそられ、身を乗り出した。

「お前が、いきなり営舎に現れた頃、父上から手紙がきたんだ」

「手紙？　私を頼むって？」

　オスカーらしい気遣いだ。

「違う。お前は、いったいレティシアをどうするつもりだと」

　レティシアはびっくりした。

「お義父様に責任を取るように迫られたの！　まさか、それでリーンハルト」

　レティシアがショックでわなわなと震える。自分の行動が彼を縛ってしまうとは思わなかった。

「そうじゃない。お互いに意識し合っていたと周りは思っていたんだ」

「え？　だって私たち仲が悪かったじゃない！」

　胸を張って言うレティシアに、リーンハルトが困ったように額に手を当てる。

「だから、家族にも周りにもそうは見えなかったようだ。それにお前は縁談を蹴りまくるから、学園にいた頃から、そういう仲だと思われていたんだ。つまり俺たちが、お互いに話さないでいたことで逆に怪しいと勘繰られたわけだ」

「嘘でしょ」

　レティシアは真っ赤になり、両手で顔を覆った。

「で、お前が討伐隊に参加したことで決定的になったわけだ。しかも、向こうでも俺を特別扱いしていたし」

「私、押しかけみたいじゃない」

　レティシアは恥ずかしくて顔を上げられなかった。優しいリーンハルトは、やっぱり責任を取らされたのではないかと思う。

「そんなことはない。父上からきた手紙に、レティシアの縁談をすべて断るようにと、すぐに返しておいたから」

「はい？」

　レティシアは、びっくりして顔を上げた。

「それから、レティシアと旅に出る許可をもらう時に、結婚の許可ももらった。王都中に噂が広がるのは目に見えていたからね」

　そう言って彼は茶を飲み干した。

「え？　ちょ、ちょっと待って、その前のくだり。討伐隊の時の手紙！　だって私のこと嫌いだったでしょ」

「本当に嫌いだと思ってた？」

　リーンハルトが疑うような視線を送ってくる。

「あ、いえ、それは、あなたは優しいから……。嫌いな人にも手を差し伸べるでしょ？」

「なんだか、自信がなくなってきたな。俺はどれだけいい人間に思われているんだ。結婚してから勝手に失望するなよ」

　あきれたようにリーンハルトが言う。

「そうなの？　でもリーンハルトはみんなに優しいでしょ？」

「俺が、女の子に優しくしているところ見たことあるの？」

　そういえば、リーンハルトは学園でもアプローチしてくる女子生徒を適当にあしらっていた。

　舞踏会でもそれは同じで。彼はいつでもクールだった。

「ええ？　いったい、いつから」

「レティシアが、俺と結婚したら教えてあげる」

　リーンハルトがレティシアからふいと目をそらす。

「もう、結婚するじゃない」

「だから、結婚した後」

「なんで？」

「なんとなく、じゃあ、俺明日早いから、もう寝る」

　そそくさとサロンから出ていってしまった。なんだか、久しぶりに顔を赤くする彼を見た気がする。

「なんとなくって、何？」

　レティシアはポツンとつぶやいた。




　その晩、レティシアはベッドの中で悶々とした。

「いったい、いつからなのよ……」

　彼は舞踏会で群がってくる令嬢を嫌がり、レティシアをエスコートしていたこともあった。おかげでレティシアがミザリーの友人たちにいじめられることもなかったのだ。

　今までつらいループの記憶は引きずり出さないようにしていたが、レティシアはリーンハルトとの思い出だけをそっと掘り起こす。

　リーンハルトは初めて会った時から親切だった。『レティ』と呼んで手を握ってにっこり微笑んでくれた。絵本も読んでくれて、裏庭の噴水で一緒に遊んだ。『二人だけの秘密だよ』そうささやく彼の言葉がよみがえる。




　楽しかった子供の頃の彼との記憶を胸に、レティシアは眠りについた。

（リーンハルトと結婚するの楽しみだな。今度は私があなたを幸せにするから……）
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あとがき




　こんにちは、別所燈と申します。

　このたびは本作をお手に取っていただきありがとうございます。

　また、Ｗｅｂ版の方で応援いただきありがとうございます。




　このお話はループものを書いてみようと思い立ち、気軽に書き始めました。

　書いている間は本当に楽しくて、ループ回数を増やそうかなと思ったほどです。さすがに終わりが見えなくなるので、思いとどまりました。




　作中に「なんだかミザリーが化け物みたいに思える」というセリフが出てきますが、ミザリーのモデルは化け物です。

　シェイプシフターがモデルになっております。

　アメリカのドラマでその存在を知り、あまりの怖さに印象に焼きついてしまいました。

　そして、リーンハルトのキャラクターは去年の11月刊『私が大聖女ですが、本当に追い出しても後悔しませんか？　姉に全てを奪われたので第二の人生は隣国の王子と幸せになります』の登場人物レオンから思いつきました。

　もちろんレオン自体がモデルではありませんが、一緒に育った生意気な年下はどうだろう？　から出発しました。




　今回、ありおか先生が素晴らしいイラスト書いてくださいました。

　綺麗で可愛いレティシアに、かっこよくて素敵なリーンハルト！

　爽やかなイメージが本当に最高です。




　本作にたずさわってくださったすべての方々に厚く御礼を申し上げます。

　特に前半部分読みやすくなるように、かなり改稿しております。その際、担当者様に相談に乗っていただき、ご提案をしていただき感謝しております。校正などもご助言、ご助力いただき誠にありがとうございます。

　大変勉強になりました。

　皆様のおかげです。




　そして、お付き合いいただきました読者様に最大の感謝を捧げます！

　SSも楽しんでいただけたら幸いです。

　どこかでまたお会いできることを願って。







別べっ所しょ 燈あかり










「レティシアはリーンハルトに甘えたい」




　リーンハルトが家に帰ると、サロンの前に執事が立っていた。

「レティシアは、まだ起きているのか？」

「はい、リーンハルト様をお待ちです」

　執事の言葉にリーンハルトは頷く。

「わかった。ありがとう。もう休んでいい」

　レティシアは、リーンハルトの帰りが遅いと、待っていることが多い。

　ドアを開けてサロンに入ると、レティシアがソファに座り寝息を立てていた。レティシアはこうしてサロンで、ついうっかり寝てしまうことがあるのだ。今夜もその状態だった。

　彼女の肩にはブランケットがかかっている。使用人たちがかけてくれたのだろう。それを見たリーンハルトはため息をついた。帰りを待っていてくれるのは嬉しいが、レティシアの体が心配だ。

　彼女は週に四日ほど教会で働いている。本人はアミュレットを作るだけだし、あまり信者とのかかわりももたないから、学園生活とそう変わらないといっているが、まだ慣れない職場で疲れているのではないかと思う。

　彼女は人見知りをする。周りからはそうは見えずとも、きっと気を使っているはずだ。

　教会付きの魔法師が覚える魔法の研修などもあり、よく勉強している姿を見る。今もティーテーブルの上に、魔導書が広げてあった。

「レティシア」

　いちおうリーンハルトは声をかけてみるが反応がない。

　さらりとした彼女の銀髪をなでる。つややかでさらさらとしているのに、意外と手触りは柔らかく、心地がよい。ぐっすり寝入っているようで起きる気配はなかった。

「しょうがないなあ」

　そう言いつつも、リーンハルトはまんざらでもない気持ちで、レティシアを抱き上げる。彼女は驚くほど軽く、きちんと食べているのだろうかとときどき心配になった。




　リーンハルトがこうして彼女を部屋に連れていくことはよくあることで、夜間に警備のため起きている使用人たちも別段気に留めたふうはない。

　レティシアがもしサロンで寝ていた場合、風邪をひかないようにブランケットだけかけてやるように言ってある。

　使用人に頼めば、レティシアを寝室に連れて行ってくれるのだろうが、彼女を誰かに触れさせるのは嫌だった。リーンハルトのささやかな独占欲だ。

　階段を上がり、彼女を抱いたまま部屋のドアを開ける。レティシアは片手でも抱き上げられるくらい軽いのだ。




　そして、ベッドに優しく横たわらせた。

　リーンハルトはふと思いつき、彼女のおでこを指で軽くはじいてみる。

「いたっ！　リーンハルト、ひどい！」

「やっぱり、寝たふりか」

「ばれてたの」

　レティシアは真っ赤になってブランケットを頭からかぶる。彼女は時々こうして甘えてくるのだ。婚約者になったというのに、つくづく不器用な人だと思う。

「俺に甘えたければ、言えばいいだろう」

　これしきの事、やってほしいと言われれば、いつでもやってやるのにと、リーンハルトは思う。

するとレティシアがほんの少しブランケットから顔を出す。

「だって、まさか、リーンハルトに抱っこして、なんて言えないでしょ？」

　もじもじしながら、レティシアが言う。

「そう？　俺は聞きたいけれど？」

「な！　なにいっているのよ」

　そう言ってレティシアは、頭からブランケットをかぶる。

「レティシア、お休み、いい夢を」

　リーンハルトは笑いながら、ドアへ向かう。するとレティシアがブランケットからひょっこり顔を出し、起き上がる。

「リーンハルト、疲れているところ、ごめんね。ありがとう」

　レティシアが真っ赤な顔をして言うので、リーンハルトはついからかってしまう。

「いいよ。いつでも寝かしつけてあげるから」

「うん」

　怒るかと思った彼女が少女のように素直に頷いたので、リーンハルトの方が照れてしまった。

「そうだ。レティシア、週末は一緒に出掛けよう」

「ほんと！　絶対だからね。リーンハルト」

　レティシアはすっかり目が覚めてしまったようだ。

「必ず。だから、しっかり寝ろよ」

「うん、わかった。すごく楽しみ。リーンハルト、お休み」

　子供のように目を輝かせる。

　レティシアがベッドに横たわるのを見届けて、リーンハルトはレティシアの部屋を後にした。

　今頃になってリーンハルトは真っ赤になる。彼女の反応が素直過ぎて、照れくさいがとても嬉しかった。
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